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「ヨシュア、今なんと言った？」

　投げかけた要望に対して返ってきたのは、見下したような目と苛いら立だった声だった。

　俺は、魔王軍と戦うため結成されたシュバルツ騎士団に所属している生産魔法師だ。

　創立時のメンバーである俺と、団長であるロイグが大理石の円卓を挟んで席についている。

　そのロイグが、静まり返った会議室に冷たい声を響かせ、臨席する他の団員と共に、刺すような視線を俺に送ってきた。

　空気を読めと言わんばかりの無言の圧力だが、発言を撤回するつもりはない──いや、絶対に撤回してはいけないんだ。

「聞こえなかったか？　人間と戦うなんてどうかしている。それも、ヴァリアス辺境伯は魔王軍と戦って死んだんだ。そんな人の領地を、弱っているからってコソ泥のように奪うのか、団長？」

「こ、コソ泥だと!?　魔王軍との戦いで戦果を挙げた、英雄である俺をコソ泥扱いするのか!?」

　ロイグは顔を真っ赤にして怒声を上げた。

　俺がここまで厳しい言葉で反対しているのは、この会議でロイグが諮はかった侵攻計画のことだ。

　シュバルツ騎士団は魔王軍との戦いが評価され、大陸中の人間国家から様々な寄進を受けていた。この騎士団領は寄進で得た土地と、帝国からロイグが伯爵位を授かったことで、ひとつの国として認められるまでになった。

　それからだ、ロイグがおかしくなったのは。

　ロイグは居城と館やかた、そこに飾る調度品に巨額を費やし、連日、大陸中の貴族を招いては盛大な宴うたげを開いていた。自らの権勢を誇るかのように高級品を見せびらかしては数多あまたの貴族の令嬢を抱き、酒肉に溺れる──かつて魔王軍との戦いの英雄と謳うたわれた瘦身の若き騎士は、前線に出向くこともなく腹に脂肪を蓄えるだけの醜い男に成り果てていた。

　今のロイグは、この贅ぜい沢たくな暮らしを維持することしか頭にない。そればかりか、最近の浪費ぶりを見るに、むしろ今以上の豪華な生活を志向しているようにも見える。

　そのためにはもっと金が必要だ。そして税を搾るための領地が。

　ロイグは己の欲望のために、魔王軍と戦ったことで前領主が亡くなり多くの兵員を失ったばかりの隣国ヴァリアス辺境伯領を攻めると、この会議で主張したのだ。

「団長、思い出してくれ……亡くなった辺境伯は、俺たちがまだ駆け出しの頃、食料や物資を快く提供してくれた恩人だ。そんな人の領地を攻めるのか？」

「攻めるなど言っていない！　跡継ぎはまだ幼く……彼の周囲は暗愚！　だから俺が後見人になるだけだ！」

　どちらが暗愚かと返したくなる。最近、立て続けに新たな税を作り出しては領民を苦しめているのは、ロイグと貴族家出身の新入り騎士団員たちのほうだ。

「兵を送り、城を占拠するのが後見人になることなのか？　団長、これは立派な侵略だ」

　俺がそう言い終わるや否や、ロイグは円卓に拳を振り下ろした。

「黙れ！　最古参の団員と生産局長ということで会議に出席する許可を与えてやったのに、団長の俺に文句ばかりつけおって！」

　その声を皮切りに、団員たちも口を開き始めた。

「そうです。そもそも生産魔法しか使えない男が何を偉そうに！　やつの意見など無視すべきだ！」

「そうだ！　お前は武器と物資を作るだけの仕事！　戦闘をしない後方要員じゃないか！　生産局長は会議に出席すべきじゃない！」

　団員たちが言うように、騎士団での俺の立場は生産局という物を作る部局の長だ。

　……実際は、局とは名ばかりの俺の一人部署で、所属する生産魔法師など他におらず、あとは運搬などの補助をしてくれるスライムが一体いるだけ。他に人員はいない。

　生産魔法はその複雑さから使える人間が少ないのだ。

　ならば魔法を使わない職人でいいから雇ってほしいが、騎士団に集まるのは基本的に戦いで名を上げたい者たちばかりで武具や物資のことを顧みる者は少なく、生産局は軽く見られていた。

　そういった理由で騎士団のありとあらゆる武器と道具、物資は俺が一人で製造しているのが現状だ。

　最近の俺は一日の大半を騎士団の工房と倉庫で過ごしている。食堂と浴場に行く以外は常に何かを作っており、寝るのも原材料の置かれた工房の一角という始末。

　かつては騎士団の遠征時に拠点構築などで外出することもあったが、魔王軍と戦わないロイグの最近の方針もあり、ここ一、二年は本当に同じような毎日だ。

　こんなに頑張っているとは言わない──でも、自分にも会議で意見する権利ぐらいはあるはずだ。

　それに俺は戦うことを恐れ、生産局を担当しているわけじゃない。

　騎士団設立時は前線で戦っていたし、命の危機もあった。俺だって、もっと戦いに秀でていたら魔王軍と前線で戦い続けただろう。

　そもそもロイグと俺は同郷の幼おさな馴な染じみで、同じく騎士の家に生まれた。

　しかし七歳の時、故郷が魔王軍に襲われ共に両親を失った。それから俺たちは、たった二十人ほどでシュバルツ騎士団を結成し、少年兵として魔王軍との戦いに身を投じた。

　魔王軍や賊ぞくとの戦いで活躍する俺たちには、いつのまにか大陸各国から貴族の子弟が仲間に加わるようになり、寄付金が集まった。人が増えてきた騎士団を組織化する必要があり、六年前それぞれの持つ紋章によって騎士団での役割を決めることになった。

　紋章は、人になんらかの恩恵を与えるもので、人なら誰しもが生まれ持っている。

　【剣聖】なら剣の扱いが巧みになったり、【火魔法師】なら火魔法が上達する。

　俺の紋章は【魔工師】という、生産に関する魔法が上達しやすくなるものだ。だから俺は生産局の担当ということになった。

　もともと戦いの傍かたわら、騎士団の装備も俺が作っていたし、生産魔法自体は好きだった。いろいろなものが作れる、素晴らしい魔法だ。

　──その魔法を使って、無実の人々を、しかも恩人の家族を殺あやめるための道具を俺は作りたくない。

　俺はロイグの目だけをまっすぐ見て口を開く。

「団長……いやロイグ、昔のお前に戻ってくれ。俺たちの使命は、魔王軍から人間を守ることだったはずだ。俺は今の騎士団のためには、もう働きたくない」

　俺が言うしかない。誰かが言わなければと思った。

　ロイグは俺の言葉に黙り込んでしまう。

「ロイグ、今こそ南方で魔王軍と戦うときだ。勇猛で知られたヴァリアス辺境伯が戦死するほどだ。魔王軍は以前よりも強くなっているに違いない。俺も一緒に皆の先頭に立って戦う」

「黙れ！　団長に意見をするな！　団長、こんなやつの意見は無視し、ことを進めましょう！」

　一人の団員がそう言うと、他の者たちも同調するように「そうだ」と声を上げた。

　今のロイグの周りにはおべっか使いのイエスマンしかいない。ロイグにはもう、誰も忠告をしてくれる者がいないのだ。

　ロイグの紋章は【武神】。あらゆる武技が上達し人ならざるような技を繰り出せるという、戦闘に恩恵のある紋章だ。貴族なら誰もが羨うらやむ紋章で、かつてはこの【武神】を持つ子が生まれるまで、百人の子を成した王の話もある。

　新興のシュバルツ騎士団が大きくなったのは、ロイグの【武神】のおかげで貴族の注目を浴び、その子弟が入団し寄付が集まるようになったからともいえる。

　実際ロイグは、この紋章に恥じぬ働きを戦場でしてみせた。

　だがその非凡な紋章は同時に、ロイグを傲ごう慢まんな男へと変えてしまった。

　露骨に紋章で人を差別するようになったのだ。

　それ自体は、人間社会において何も珍しいことではない。

　紋章は子や子孫に引き継がれていくというのが通説で、王族や貴族は代々優秀な紋章を持って生まれてくるのが普通だ。

　それを神殿の神官から聞いたロイグは自分が高貴な血統を持つ男だと主張し、劣った紋章の者を平気で蔑さげすむようになった。

　紋章で人を選び、自分に意見をする者を排除する──気がつけば騎士団創立時や初期の団員は、俺を除き、皆自分から離れるか、辞めさせられてしまった。

　俺を含め、最初の団員たちは平民かそれに近い下級貴族の出身ばかりだったので皆、ありふれた紋章しか持っていなかった。

　しかし、俺たちは故郷を焼かれたあの日、互いに家族を失ったあの痛つう哭こくの日に一緒に誓ったんだ。

　共に魔王軍を、打ち倒そうと。

「ロイグ……行こう。魔王軍と戦うんだ」

　俺の言葉にロイグが沈黙する中、他の団員が俺に罵声を浴びせてくる。

　それから少しして、やっとロイグは口を開いた。

「ヨシュア。お前はいらない」

　その言葉に、俺の全てが崩れていくような気がした。

　ロイグはそんな俺に追い打ちをかけるかのように、まくし立てる。

「そもそも、お前が粗末な武具しか作れないから、魔王軍と戦えないんだ！　お前の装備がまともなら、仲間が死ぬこともなかった！」

　ちっと舌打ちすると、ロイグは腰にさげていた剣を振り上げる。

　あれは俺が八歳の時、ロイグに初めて作った剣。

　ロイグはあれをいたく気に入り、金が入って別の剣を買ったりもしたが、結局はこれが一番だと使い続けていた。

　戦功を大人に褒められた際、ヨシュアの作る剣は世界一だ、とも褒めてくれていたっけな。

　鎧よろいだって今は商人から手に入れたであろう装飾の入った金ぴかのものを使っているが、戦場ではいつだって俺の鎧を着ていた。

　しかしロイグは、そんな俺の作った剣を円卓に振り下ろした。

「こんな鈍なまくらばかり作りやがって！　この！　このぉっ！」

　ロイグは俺の剣を力任せに円卓に叩たたきつけていく。大理石に刃を食い込ませては、無理やり引き抜いて。

　ロイグの紋章の力のせいもあるだろう、剣は次第に削れていき、数十回も叩きつけると、ぽきんと音を立てて壊れてしまった。

　その音は、ロイグに対する俺の微かすかな希望が打ち砕かれたようにも響いた。

　俺の言葉なら少しは耳を貸してくれるはず──そう信じていたのに。

「はあ、はあ……見たかっ!?　こんな枝切れのような剣で皆、戦ってきたんだぞ!?　ええ!?」

　ロイグは息を整えながら、俺を睨にらんだ。

　そうはいっても、もともと刺突と斬撃に特化した柔軟な細剣だ。あんな乱暴に叩きつければ壊れるのも無理はない。

　他の団員たちも最初はぽかんと見ていたが、皆うんうんと頷うなずきだす。

「そ、そうだ！　こんな剣じゃなければ、誰も死ななかった！」

「生産局はただの給料泥棒だ！　これなら購入したほうが質もいいし、金もかからない！」

　それを聞いたロイグは、俺に怒鳴る。

「【魔工師】なんてゴミみたいな紋章の持ち主は、俺の騎士団に相応ふさわしくない！」

　確かに【魔工師】は【武神】と比べればありふれた紋章だ。

　でも、俺は騎士団にずっと尽くしてきた──身を粉にして。いつか魔王軍を打ち倒せると信じて。

　涙も出なければ、もう怒る気も起きない。

「ロイグ……俺はこの騎士団に必要ないのか？」

「ああ、俺の方針に従わないやつはいらない。さっさとどっかに消えろ、煤すす汚れた給料泥棒が」

　もはや反論する気力もない……こんなやつとはやっていけない。

「そうするよ……」

　執務室を出る俺に、ロイグは何も声をかけてこなかった。

　聞こえてきたのは、団員たちの笑い声。

　もう何も信じられない。俺の十年は、一体なんのためにあったのだろうか……俺はロイグと共に、魔王軍と戦っていたんじゃないのか？

　俺はこの日、十年尽くしてきた騎士団を去ることになった。
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　シュバルツ騎士団の本拠地を出て二週間、俺は街道を南へと歩いていた。

　縦長の形をしたメディウス大陸には、中央の地峡を境に、大きく分けて二つの勢力が存在する。

　一つは北方の人間の国家群で、もう一つは南方の魔王軍の領地、魔王領だ。

　人間の国家は、魔王軍に対しては一致団結して戦おうという意識を持っているが、国家間の戦争も普通に起こっているのが現状だ。

　だから今回のロイグのように自らの勢力を拡大しようとする領主は珍しくもない。

　せめてもの抵抗として、ロイグが攻めようとしている領地の領主には手紙でロイグの企たくらみを伝えてある。領主が防備を固めて、敵地を調査したロイグがそれを知って諦めてくれるといいのだが。

　一方の魔王軍側も一枚岩とはいえず、魔王に従わない部族もいるらしい。恐らくだが人間同様に領地のことなどで争っているのだろう。他に動物のように暮らす野生の魔物も存在する。

　例えば、俺の後ろを追っかけてくる青色のスライムは、もともとその野生の魔物だった。

「ウィズ、俺と一緒に来てくれるのか？」

　俺がウィズと名付けたこのスライムは、生産局で補助要員を務めてくれていた。南方で野営地を築いていたとき、近くを興味深そうに見ていたので、パンを分けてからずっと俺についてきてくれている。今では俺の大事な相棒だ。

　人間社会では敵対的でない魔物を奴隷として使役することが許されているので、一緒にいることは違法ではない。もちろん俺は奴隷だとは思ってないが。

　喋しゃべれないので返事はないが、これからも俺と一緒がいいのだろう。せっかくついてきてくれたんだから、こいつの食事も面倒みないとな。

　ともかく大陸中央部では人と魔王軍による戦いが日常的に行われていた。すでに今俺がいるこの場所がまさにその地域で、確かフェンデル州とか言われているあたりだ。

　ここ大陸中央部は十年単位でころころと支配者が変わり、開発は全く進んでいない。

　今は人間側の各国家が共同でつくった軍事都市がいくらか点在しており、その周囲にのみ人間が住んでいる。基本的に点と線による支配で、人間国家からすれば出城にすぎない。

　だから街道から少し離れると、手つかずの自然が広がっており──国家に属さない亜人たちの集落があるだけだ。

　亜人は人間と魔物の混種と言われ、人間と魔王軍双方から忌み嫌われる存在だ。一方で人間も魔王軍も亜人を奴隷にしたりしている。

　亜人は馬のように速く走れたり、空を飛べたりと人間にない力を持つだけでなく、岩をも砕く腕力など魔物を凌りょう駕がする力を持っているため、貴重な労働力となるからだ。

　ただし亜人は外見も人間に近いため、人間の国では倫理の面から亜人を奴隷にすることは表向き禁止されている。それを破って秘密裏に亜人の奴隷を持つ者、彼らに売るため亜人を誘拐する奴隷狩りも多いのだが。

　ともかく亜人たちはそういった迫害や搾取から逃れるため、辺境の未開地に住んでいる。

　──彼らから手を出してくることはないと思うが、一応気をつけないとな。むしろ野生の魔物のほうが多いかもしれないが。

　俺は周囲を警戒しながら、雑草が生えっぱなしの街道を進んでいく。本来はここから西に行ったところに、南まで至るのにもっと早い道があったのだが、通りすがりの旅人に洪水で進めない箇所があると教えてもらい、このあまり使われていない道を選んだのだ。

　この管理の行き届いてない様を見ると、本当に南に軍事都市があるのかも疑わしくなってくるな。

　俺が南方に向かっているのは、その軍事都市で仕事を探すため。

　そこでは侵攻してくる魔王軍と戦うため、多くの戦士たちが集まっている。武器を作れる俺の働く場所もあるだろう。

　まあ、正直なところ気は乗らない──なんだかもう疲れてしまった。十年間必死に働いた結果、幼おさな馴な染じみに裏切られクビにされたのだから。

　だけど所持金はわずかだし、早めに稼がないと食っていけない。俺には資産も人脈もないんだ。

　まあお金は普通に稼げると思う。自慢じゃないが、生産魔法の腕には自信がある。なにしろ年がら年中、俺は休日なしで何かを作ってきたのだから。

　なんにせよ、俺はこれからもこの生産魔法で生きていかないと──

　そんなことを思いながら街道の草を踏みしめ歩いていると、一人の女の子が西の森から飛び出してきた。

　長い白銀の髪を伸ばした女の子だった。見た目からして、年は俺と同じぐらいか。ボロボロの麻の服を着ているが、全身に斬られた跡があり血だらけだ。白い肌にできた傷と流れる赤い血が痛々しい。

「どうした、大丈夫か!?」

　俺の声に女の子は振り返った。その顔からは焦りを感じられたが、同時に諦てい観かんの念が見て取れた。

　すぐに女の子の後ろから、軽装の鎧よろいを身につけた男が四人現れる。彼らの手には剣や縄などの拘束具が握られており、服には鮮やかな血のりが付いていた。そのうちの一人は脚を縛った傷だらけの白い狼おおかみを背負っている。

「待ちやがれ、半デ人ミ!!」

「この半デ人ミ、上玉だ！　狼の毛皮と一緒に売れば、高く売れるぞ！」

「その前に俺が味見してやる！」

「いや、俺が先だ！　お前じゃ奴隷として売る前に壊しちまう！」

　男たちは興奮した様子だった。

　半デ人ミとは、人間が亜人を呼ぶときの蔑称。

　会話から察するにこいつらは、捕まえた亜人を売買する奴隷狩りか。

　先も言ったが彼らのやっていることは、人間の国々では許されないことだ。それに、村を焼いてから健康な亜人だけを選んであとは虐殺するなど、残虐なことでも知られている。

　──静かに暮らす者たちを攫さらっていくなんて。女の子は丸腰だ。腰に赤黒い角笛と思おぼしきものをさげているだけ。

　だが、この子はどこからどう見ても人間にしか見えない。本当に半デ人ミなのだろうか？　確かに人間らしからぬ原始的な服を着ているし、人間離れした美しい髪と顔だが──いや、人間か亜人かなんてどうでもいい。ともかく今は彼女を助けないと。

　俺は気がつけば腰にさげていた短刀を抜いて、男たちの前に割って入っていた。

「やめろ！　奴隷狩りが禁止されているのは知っているだろう!?」

　奴隷狩りたちは俺を見て、目を丸くする。

「ああ、なんだお前!?　どっかの衛兵か、坊さんか？」

「誰だっていい！　見られたからには消すぞ！」

　一人の奴隷狩りが斧おのを振るので、俺はそれを避けて斧の柄に触れる。

「隙すきだらけだ──吸収アブソーブ」

　そう俺が唱えると、斧は瞬時に消えた。生産魔法を使うための己の魔法工房に送ったのだ。

「お、俺の斧が消えた!?　がぁっ!?」

　目を丸くする男の喉を俺はすかさず短刀で切り裂いた。

「斧が消えた……こいつ、魔法を使うのか!?　囲んでやっちまえ！」

　他の男たちは俺を取り囲むように散開すると、武器を構えた。

　その間にも、俺は魔法工房で斧を分解、新たなものに再生成する。柄を外し、鉄を溶かし──斧を新たな武器へと変えるのだ。

「クラフト──スチールアロー」

　唱えた瞬間、俺の前に三本の鉄の矢が現れ、男たちに放たれた。

「や、矢が!?　召喚魔法!?　ぎゃっ!?」

　矢は三人の喉を見事射い貫ぬくと、奴隷狩りたちは皆、ばたりと倒れた。

　俺はその遺体に近寄り、息がないことを確認する。

　なんとも手ごたえがない。奴隷狩りたちはろくな戦闘経験も積んでないのだろう。

　周囲に他の敵がいないことを確認するが、特に大丈夫そうだ。一緒につかまっていた白い狼は自力で脚に縛りつけられていた縄を引きちぎり、自由となる。

「大丈夫か？」

　俺の声に狼は鳴き声を返すこともなく、じいっとこちらを見つめ返してくる。
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　狼にしては少し小さく、また丸々とした見た目をしていた。綿のようにもふもふとした毛を蓄え、少し眠たそうな瞼まぶたの下には琥こ珀はく色いろの瞳がキラキラと輝いている。

　やがて狼は女の子を一いち瞥べつすると、そのまま去っていくのだった。

　自分は大丈夫だから、女の子を心配してくれってことか。

　俺は腰を落とすと女の子に手を差し出した。

「大丈夫か？」

「ありがとうございます。助かりました……」

　女の子が発したのは人間の言葉だった。少し俺を警戒するように見ながら頭を下げると、すぐに立ち上がろうとするが腹部に深い傷を負っているせいか立ち上がれないようだ。

「待ってろ、今、回復魔法をかける──ヒール」

　低位の回復魔法なら扱えるが、俺にはせいぜい傷口を塞ふさぐことしかできないだろう。

　俺は生産魔法以外の適性がない。

　魔法は、紋章の種類によって上達する魔法の種類も決まってくる。中には様々な種類の魔法を使えるようになる紋章というものもあるみたいだが。

　回復魔法の光が女の子の傷を少しは綺き麗れいにする。

「あ、暖かい……」

　女の子は傷をさする。少しは痛みが和らいだようだ。

「すぐに傷口が開くかもしれない。クラフト──クロス」

　俺は自分の手ぬぐいを魔法工房に送る。

　一本一本糸に分解し、それを水で洗浄、風と火魔法で乾かし、細長い一枚の布に再加工する。

「包帯だ。自分で……いや、俺が巻こう。いいか？」

　女の子は俺の手にいきなり包帯が現れたことに驚いているようで、少し間まを置いて返事をした。

「え？　は、はい。お願いします」

「分かった。少しきついけど我慢してくれ」

　俺は女の子の腹に包帯を巻き始める。

　絹地のような白肌に、普段の俺ならどこか気まずい気持ちになり目を逸そらしただろう。

　しかし今はそんな余裕はない。手早く包帯で女の子の腹部をきつく縛った。

「よし、これならまた出血してもしばらくは大丈夫だ……激しく体を動かさなければ」

「……ありがとうございます、本当にありがとうございます」

　女の子は何度も頭を下げると、こう続けた。

「申し遅れました、私はイリアと申します」

「イリアだな。俺はヨシュアだ」

「ヨシュア……様ですね。ヨシュア様、この度は助けていただき、ありがとうございます……っ」

　イリアは立ち上がろうとするが、すぐにふらつき倒れそうになり、俺はそれを胸で受け止めた。

　艶つややかな白銀の髪に目を奪われそうになるがイリアが顔を上げる。

「ご、ごめんなさい、ヨシュア様」

「いや、大丈夫だ。傷がだいぶ深いか、出血が多すぎたのかも」

　このまま歩かせてこれ以上出血したらまずいかもしれない。それに奴隷狩りにまた襲われる可能性もある。

「……もしよかったら、家まで連れていこうか？」

「だ、大丈夫です。それよりお礼を……あっ」

　俺は再びふらつきだすイリアの肩に手を置いて支えながら言う。

「……送っていくよ。途中でまた襲われるかも分からないし」

「ご、ごめんなさい……お言葉に甘えさせていただきます」

「気にするな。ウィズ、リュックサックを頼めるか？」

　後ろからついてきたスライムのウィズにリュックサックを渡し、俺はイリアを抱きかかえた。

「辛つらくないか？」

「いえ、このままで何も問題ございません。そのまま森に入っていただければ」

「分かった」

　今は一刻も早くイリアを家に送り届けたほうがいいだろう。奴隷狩りの仲間に見つかるかもしれないし、なにより早く安静にさせたほうがいい。

　俺はイリアの指示した森へと向かおうとする。

「おっと……ちゃんと回収しとかないとな」

　俺は森に入る前に、男たちの武具に片手を向け、吸収した。

　使えそうなのは斧と剣がそれぞれ四本、短剣が二本、鉄の胸当てが二つか。

　イリアは俺を見て目を丸くした。

「い、今、何を？　先ほどもそうでしたが、武器が消えるなんて」

「生産魔法だよ。魔法工房に収納したんだ」

「ま、魔法ですか。道理で、先ほどはあんなことを」

　イリアは魔法に関しては知っていたらしい。

「本当は、戦闘向けの魔法じゃないんだけどね……この遺体もちゃんと焼いておかないとな」

　俺はそう言って周囲の枯れ葉や草を魔法工房に回収し、それで遺体を覆い火魔法で火をつけた。

　こういったことは初めてじゃない。賊ぞくをこの手で殺したこともある。こいつらは賊と変わらない。いや、もっとたちの悪い連中かもしれない。

　だがどんな相手であれ、蛆うじがたかる前に焼くのは最低限の敬意。それに仲間の奴隷狩りがいた場合、遺体が見つかると厄介だ。燃え残る金属は全て俺が回収したし、誰の骨かまでは特定できない。

　このあと俺は、イリアに案内されながら村へ向かうのであった。
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　奴隷狩りを倒してから、鬱うっ蒼そうとした森を二時間近く歩いただろうか。木々の向こうに、ようやく青々とした草原が見えてきた。

　道中イリアにはいろいろ聞きたかったが、調子が悪そうだったので体調を気遣う言葉しかかけなかった。あとは時々、道が合っているかとか。

　道といっても獣けもの道みち。進む先に人間が住んでいるとはとても思えないほど、深い森が続いていた。おかげで麻と薬草を集め、包帯と薬を作れたが。

　イリアはなんとか体を起こし、草原のある方向を指さす。

「……ヨシュア様。あれが私たちの村です」

　遠くに素朴な茅かや葺ぶき屋根の建物が百戸以上見える。あそこがイリアの住む集落らしい。

「あそこか。よし、行こう」

　しかし、居留地に近づくと、こちらに気がついたのか数名、槍やりを持った者たちが出てきた。

　皆、二本足で歩いており遠目からだと人間にしか見えないが、近づくにつれ、彼らの額に伸びる一本の黒鉄色の角が明らかになる。

　あの角──鬼き人じんか。

　鬼人は人間とオーガという鬼の魔物の混種とされている。人よりも魔力、体力、腕力に優れており、二百年は生きるとか。

　ただ、あまり手先が器用ではないというオーガの特徴も引き継いでいる。

　鬼人族について特筆すべきはその角だ。

　鬼おに角づのは鬼人族の力の源であり、人間社会では高値で取引されていた。魔力を多く集められるという性質から杖つえとして、また最も硬い希少金属であるミスリルよりも硬いことから武器や防具にもよく加工されている。力持ちの奴隷として使役される鬼人もいるが、素材として鬼人の角を抜いてから奴隷にされることも多いそうだ。魔王軍の将の間でも鬼人の角で出来た武具は人気なのだとか。

　角がなく一見人間にしか見えないイリアだが、もしや……。

　近づく鬼人の先頭、紫がかった黒髪を後ろで結わいた女の子が声を上げる。

「イリア様!?　探しましたぞ！　そこの人間、今すぐイリア様を解放しろ!!」

　黒髪の女の子は鋭い視線とともに俺に石槍の切っ先を向ける。

　イリアはやはり鬼人の仲間らしい。角がないのが気になるが、様と呼ばれることから彼らの中では重要な人物なのだろう。それを裏付けるように、俺には丁寧な言葉を使っていたイリアが命令口調で声を発する。

「待ちなさい、メッテ！　この方は、私を助けてくださった方です！」

　メッテと呼ばれた女の子は俺を睨にらみ続ける。

「人間、が？　信じられませんね」

「私の言うことが信じられないのです!?」

　イリアの声にメッテと他の鬼人たちは俺に槍を向けたまま何も答えない。

　奴隷狩りのことは多少なりとも知っているだろうし、人間を警戒するのは当然だ。

　俺はメッテたちに叫んだ。

「俺に敵意はない、すぐに解放する！　イリア、ここまで来れば大丈夫だろう。下ろすぞ」

「は、はい！　ありがとうございます」

　俺はイリアを下ろすと、魔法工房から道中で作った包帯と、麻袋に入った薬を手に出す。

「ウィズ、頼む」

　スライムのウィズは薬と包帯を体に乗せ、鬼人たちに向かった。

　突如薬と包帯が現れたことに驚いたのか、鬼人たちは口をぽかんとさせている。

「包帯と薬だ。薬は傷に塗るといい。さあ、イリアも行くんだ」

　争いにならぬよう俺はすぐにその場を去ろうとするが、イリアが手を引く。

「ま、待ってください、ヨシュア様！　何か、何かお礼をさせてください！」

「お礼なんていらない。それより、同族が酷ひどいことをして、すまなかった」

「なぜ、ヨシュア様が謝られるのです!?　全て……自分の身すら守れない私が悪いのです」

　イリアは涙を流しながら俺の腕を強く握った。なんと励ませばいいか分からない。

　きっと、これまでも奴隷狩りに仲間がやられてきたんだろう。イリアに角がないのも、もしかすると過去に何かあったのかもしれない。

　そんなときだった。天幕のほうから、声が上がる。

「大変だ！　若いのが一人でアーマーボアに挑んで、角に刺された！」

「なんだと!?　あれだけ、アーマーボアには挑むなと言ったのに！」

　鬼人たちがざわつく。

　アーマーボア──確か猪いのししの形をした魔物だったな。

　普通の猪の三倍から五倍の大きさで、その体は鉄のような頑丈な鱗うろこで覆われている。鼻の脇から生えた二本の角は鹿のもののように大きく、刃のような形をしている。

　人間のハンターも、このアーマーボアを狩るのに十人は集めるのだとか。彼ら鬼人の石槍では鱗を破れないだろうし、それに一人で挑むとはなんとも無謀な話だ。

　イリアは焦るような表情で、手を離さぬまま俺に言う。

「ヨシュア様、ひとまず私たちの村でお待ちいただけませんか」

「ああ。俺も簡単な回復魔法なら使える。この薬や包帯も、あれば助けになれるかもしれない」

　俺の声にイリアや鬼人たちは驚くような顔をした。

　鬼人たちは皆疑いの目を向けたままだが、イリアだけはすぐに俺に頭を下げる。

「……助かります！　どうかお力をお貸しください！」

　俺はうんと頷うなずくと、イリアと一緒に村へと向かった。他の鬼人たちはやめたほうがいいとでも言いたげな様子だったが、イリアの言うことには逆らえないのだろう。俺を止める者はいなかった。

　村に入ると、そこはなんとも素朴な場所だった。

　茅葺き屋根の家が集まり、枝で作られた物干し竿ざおには野鳥やネズミなどの小さな動物の肉や、麻でできた服が干されている。土器や茅で編まれた籠かご、石を括くくりつけた斧や槍のようなものが見えた。鉄や銅などの金属の類たぐいは全く見えない。

　警戒するような鬼人たちの視線を浴びながら村の中心部に向かうと、そこには人だかりができていた。

　イリアと俺が群衆を掻かき分けていくと、中央には一人の鬼人族の男が横たわっていた。

　男は先ほどのイリア同様、腹に傷を負っていた。だがイリアとは比べ物にならないぐらい、その傷は深い。恐らく、アーマーボアの角に刺されたのだろう。

「大丈夫ですか!?」

　イリアは傷だらけの鬼人の前に腰を落とし、その手を握った。

「す、すいません、イリア様……子供たちに、良い肉食わせたくって。でもこのざまで……へへ、面目ねえ」

　その声に、イリアはまたも涙を流す。

　この男は無謀と知りつつもアーマーボアに挑んだようだ。

　先も述べたようにアーマーボアは凶暴かつ強力な魔物で、一人で狩れる相手ではない。

　鬼人族たちの武器は石槍が主力だろうし、防具なんてものは誰も身につけてない。これでは普通の猪を狩るのも命がけだ。

　だがそれでもこの男はアーマーボアを狩りたかったのだ。

　鬼人たちは皆、随分と痩せ細っている。それでもせめて子供たちにはと、肉を食べさせたかったのだろう。他の鬼人たちの諦めたような顔からも、こういった悲劇が珍しくはないことが窺うかがえた。

　俺はすぐに男の近くで腰を落とし腹に手をかざすが、男は警戒するような顔を見せる。

「に、人間……？」

「安心してください。この方は私を助けてくださった方です。ヨシュア様、どうでしょうか？」

「傷が深い……俺の回復魔法だと、傷口をどうにか塞ぐことしかできないだろうが、とりあえず止血しよう。ヒール」

　回復魔法をかけると少しは傷口が塞がる。男も驚いた顔をしているが、これでは血は止まらない。

　焼いて傷口を塞ぐ手もあるが、その前にまずは水で清潔に──うん？

　俺はスライムのウィズが隣で、体の一部を切り離したことに気がつく。

「ウィズ……いいのか？」

　俺の声にウィズは何も反応しない。でもこの体の一部を使えということだろう。

「ありがとう、ウィズ。それじゃあ使わせてもらうよ。クラフト──ポーション」

　俺はウィズの体の一部である青いスライムゼリーを魔法工房に吸収し、先ほど作った薬を調合していく。そうして出来上がったのは緑の粘液状のポーションだった。

　さっそく俺はそれを手にのせて鬼人に言う。

「最初はちょっと痛むが、すぐに痛みも引くから我慢してくれ」

「あ、ああ。い、いてぇ！　……あ、あれ」

　ポーションを傷口に塗ると血が見事に止まった。このスライムゼリーを使ったポーションは包帯のように止血し、痛みを緩和しながら傷口を塞いでいく。包帯と薬、両方の効果を持っているのだ。しかも粘液だから傷口に応じて嵌はまるので、血は完全に止まる。

　鬼人の男は身を起こすと、唖あ然ぜんとした顔で自分の腹を見つめる。

「す、すげえ血が止まった。しかも全然痛くない！」

「少しは楽になったか？」

「あ、ああ。少しどころじゃない、すっかりと、ま、まじか」

「よかった。だけど、激しい運動は駄目だ、狩りも絶対に。とにかく彼を安静にできる場所に」

　俺がそう言うも、皆、目を丸くするだけだ。

「あ、あの傷が治った？」

「嘘うそだろ、あれじゃすぐに死んでもおかしくなかったはずだ」

「な、なんだ今の？　魔法か？」

「馬鹿言え。魔法は火とか水を出すやつだろ？　道具を作るなんて無理だ」

　話からするに、鬼人たちは魔法の存在については知っているようだ。だが俺が来るまで誰も男に回復魔法をかけなかったし、魔法が使える者はあまり、あるいはほとんどいないのかもしれない。

　とはいえこれ以上鬼人たちを警戒させたくない。俺はこう説明する。

「これは、魔法だ。生産魔法っていうな」

「生産魔法？」

「物を作る魔法だよ。材料を別の場所に送って、そこで物を作り上げるんだ」

　生産魔法とは様々な属性の魔法を組み合わせた複合魔法だ。

　まず魔法工房と呼ばれる、自分の意思が干渉できる異空間を闇魔法で作り出す。その中に素材となるものを放り込んで、その空間にある魔力を火や水、風に変換し加工や組み立てを行う。

　なので、生産魔法で何かを作るのに、道具や場所はいらない。

　場所も道具もいらない──そう聞くと、生産魔法は優れているように思うだろう。

　しかしそれだけの空間を作り出し維持しないといけないわけで、生産魔法には膨大な魔力が要求される。だから、鍛か冶じ職人や防具職人という魔法を使わなくても道具を作れる人と比べると効率が悪いと言われている。

　俺も最初は、一日で一本の剣を仕上げるのがやっとだった。今は一本作るのに一分、いや、三十秒もかからないから決して効率は悪くないと思うが。

　だが鬼人たちはそんな魔法があるのかと、疑いの目を向けてくる。イリアはそんな皆に向かって言った。

「皆、ともかくヨシュア様の仰おっしゃる通りに彼を」

　イリアの声に、村人たちは負傷していた男を運んでいくのだった。

　運ばれながら、男は何度も俺にお礼を言った。その家族と思しき子供たちも。

　イリアもまた、俺に深く頭を下げる。

「私からも感謝申し上げます、ヨシュア様。私だけでなく、あの者まで。本当に……本当になんとお礼をすれば」

「イリア、気にしなくていい。そんなことより、君も安静にしたほうがいい。傷が癒いえるまでは寝ていたほうがいい」

「私はもう大丈夫です！　それよりもヨシュア様、どうか私にお礼をさせてください」

　イリアはそう言って、両手で俺の手を掴つかんだ。

　──ううむ。これは、てこでも動かない子だぞ。適当に食料を少し頼むか。でもここには食料もあまりなさそうだし悪いな。

　そんなことを考えていると、目の前のイリアが再びふらつき始めた。

「イリア様!?」

　すぐにメッテが、倒れそうになるイリアを支えた。

「イリア様！　一度、お休みになられてください！」

「し、しかし……このお方に必ず」

「この男は、必ず私が引き止めます……イリア様をお連れしろ」

　鬼人たちはメッテの言葉通り、イリアを茅葺きの家へと連れていった。

　メッテはそれを見送ると俺を警戒するように睨んだ。

　紫がかった黒髪をポニーテールにしたこの子は、イリアのようにきめ細かい白い肌をしているが、彼女の額からは鬼人特有の長く立派な黒い角が伸びていた。

　長い前髪のせいで片方の目が隠れてしまっているが、きりっとした目つきと紫色の水晶のような瞳がはっきりとした印象を与える。無駄のない鍛えられた体つきは彼女が戦士であることを窺わせるが、幼さの残る顔は笑えばきっと可愛かわいらしく映るだろう。

　少しすると、メッテは意を決したよう顔で深くお辞儀する。

「イリア様を……仲間を救っていただき、感謝する！」

「礼には及ばない。俺はすぐに去るから大丈夫だ」

「それは駄目だ。イリア様に行かせるなと言われている。族長であるイリア様の言葉は絶対だ」

　イリアはこの鬼人族の長おさだったようだ。

「俺は人間だぞ？　早く去ってもらったほうが、君も安心するだろう？」

「確かに人間には恨みがあるし、正直恐ろしい……でも、あなたは違うようだ。それにあなたは」

　メッテは一瞬言いづらそうにしたが、再び頭を下げた。

「頼む！　何でもいい、あなたの魔法を私たちに教えていただけないだろうか!?　近くを通りかかる他の人間や魔物は、私たちを相手にはしてくれないんだ……道具が欲しい、魔法を教えてほしいと交易を願っても、誰も話すら聞いてくれない。だが、あなたは私たちを助けてくれた」

　メッテは尖とがった石を取り出すと、自分の角にそれを当てる。

「魔物は私たちの角は使えると言っていた──だからあなたに私の角を捧ささげます。いや、この体を捧げてもいい！　どうか、我が部族に何か物を作る力を！」

「メッテ……やめてくれ」

　俺は、己の角を打ちつけようとしたメッテの腕を掴む。

「俺は、人に魔法を教えられるような教育は受けてない。だけど、道具なら作れる」

「私たちに……道具を？」

「道具を作るのが生産魔法師の役目だ。この村で道具を作るよ」

「ほ、本当かっ!?」

　メッテは目を輝かせ、俺の両腕をさらに強く握った。

「あ、ああ。食料と水……それから寝泊まりする場所を用意してくれ。そうしてくれたら、俺はしばらくこの村にいる」

「ありがとうございます！　……ありがとうございます！」

　メッテは涙を流しながら、俺に頭を下げた。

　道具も職人も、求められるから存在する。彼女たちが道具を欲するなら、俺はそれに応えてあげたい。南の魔王軍はもちろん気になるが、彼女たちが抱える問題を見て見ぬふりはできない。

　俺はフェンデルと名付けたこの村にしばらく滞在することにした。
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「なるほど……これが君たちの道具か」

　俺は今、鬼き人じんの武器や道具が保存されている茅かや葺ぶきの倉庫をメッテに案内してもらっている。

　鬼人の装備や道具がどんなものか見たかったのだ。

　倉庫には石の斧おのや槍やり、こん棒を中心に、お世辞にも出来がいいとは言えない武器や道具が並んでいた。

「柄は枝のもので、刃はほとんどが尖とがった石か獣の骨か」

　彼らの角はないようだ。あれはかなりの強度があり加工せずとも強力な武器になると思うが、仲間の遺体の一部を道具にはしないのだろう。

「ああ。あと、わずかだが黒曜石もある」

　メッテは黒光りする石を俺に見せた。

　尖らせた黒曜石はよく切れるが、ここのはどれも研磨が不十分で、とても鉄器には敵かなわないだろう。これらの石を木に括くくりつけた槍が、鬼人の主要な武器のようだ。

　あとは一応弓もあるが、槍と同様ほぼ枝のようなものが使われている。これでは精度も強度も悪すぎて、使い物にならないはずだ。

　石を投げ飛ばすスリングもあるが、これも弓と同じく出来が悪い。

　これらの弓やスリングの弦や、石器を括りつけるのには、糸が使われている。麻草から麻糸を作ることはできるようだ。服もその麻糸と毛皮で作られており、漁網のようなものも見える。

　そして農具の類たぐいは何もない。食料収集は狩猟、漁、採集に頼っているようだ。

　俺にはほとんど農業の知識はない──近場の資源も気になるが、ここはまず皆が慣れているだろう狩猟の武器を中心に作成してみるか。

「メッテ、この村の人口はだいたい何名ほどだ？」

「そうだな……最近は奴隷狩りや魔王軍に追われた他の集落の鬼人も集めているから……五百名は超えている」

「その中で、弓やスリングを上う手まく使えるやつは、どれぐらいいる？」

「ううむ。正直、皆ほとんど当てられない。だいたい弦を引っ張ると壊してしまうのでな。だからほとんど皆、獲物に近づいて槍で仕留める」

「なるほど。そしたら、誰でも簡単に扱える武器を作るか」

「とすると、槍か？」

「いや、クロスボウってやつをだ」

「クロス……棒？」

　メッテは難しそうな顔をして、首を傾かしげた。

「……とにかく、今作ってみるよ。ここにあるものを使わせてもらうぞ」

　木材、麻糸は十分にある。引き金や板バネは鉄を使いたいが、これは先ほど倒した奴隷狩りの武具を溶かした鉄を使うとしよう。

　クロスボウの機構は複雑だが、生産魔法ではレシピ化することによって一度作ったものの作業を自動化、高速化できる。魔法工房内の魔力が自動でそれを作ってくれるのだ。思念を魔力でその場に記憶する魔法があるが、それを応用した。俺はこれをレシピ化と呼んでいるが、他の皆は何と言っているかは分からない。

　レシピ化したものは魔法工房に素材があれば、作りたいものの名前を唱えるだけで自動かつ素早く生産できるのだ。

「クラフト──クロスボウ」

　これを作るのに最初は二日ぐらいかかったな。でも、今は十数える間に一つは作れる。レシピ化の効果は偉大だ。

　メッテがじっと見つめてくる中、突如俺の手にクロスボウが召喚された。

「な、ななっ!?　いきなり弓のようなものが！　一体どんな御み業わざを!?」

「また御業なんて……さっき薬を作ったときも言っただろ。これが生産魔法っていう物を作る魔法なんだ。ほら、持ってみ」

「お、おお。すごそうなのは分かるが、一体どう使うのだ？　弓のような、斧のような……」

　メッテは初めて見るクロスボウに目を輝かせると、弓のように持ったり、あるいは剣のようにぶんぶんと振り回してみている。使い方が分からないようだ。

　クロスボウを見てこんなに驚くやつは初めて見た。なんだか初々しい。

　俺は微笑ほほえましく思いながら、メッテに言った。

「今、ボルトを作る。で、これをここに設置して」

　俺はクロスボウをメッテから受け取り、一瞬で作ったボルトを設置した。

　ボルトは、矢よりも太い矢や柄がらに鉄の矢じり、矢や羽ば根ねはとりあえず薄い木の板にしてある。

「ウィズ。外に、その枝を立ててくれないか。射撃したい」

　スライムのウィズは枝を家の外へ運んでいくと、だいたい、五十べートルぐらい離れた場所で枝を地面に突き刺した。この距離はよく弓などの訓練で用いられる距離。一べートルがだいたい大人の人間の脚の長さだ。

「今から、あれを撃つよ」

　俺が言うと、メッテはふははと笑った。

「あんなに離れてるのに、当たるわけないだろ？」

　まあ、当てられるかは自信ないが、飛距離だけでもすごさを分かってくれるはずだ。

　俺は狙いを定め、引き金を引いた。

「──ええっ!?」

　放たれたボルトが枝に突き刺さるのを見て、メッテは驚愕した。

「な、な、なな、どうしたら、あんな遠くの枝に当てられるんだ……」

　……ちょっと、驚きすぎじゃなかろうか？

　でも鬼人たちの弓じゃ、十べートル向こうの標的も当てられなかっただろうからな。

　それになんだか、自分が作ったものに反応してくれるのは嬉うれしい。騎士団にいた頃は結成初期こそ皆俺の作るものに反応を示してくれたが、最近はまるで作るのが当たり前かのように誰も言葉すら残さなくなっていたのだ。

「メッテも撃ってみてくれ。少し訓練したら、試しに狩りに出かけてみよう」

「分かった！」

　俺はこの後、メッテにクロスボウの簡単な操作を教えていく。

「よし、だいぶ当てられるようになったな。初めてとは思えない腕だ」

　俺はメッテが放つボルトが、標的の枝に突き刺さるのを見て言った。

　周囲の鬼人の子供たちも、さっきから「すごい！」と驚いてばっかりだ。

「ああ。しかし、本当に凄すさまじい武器だな、これは」

　メッテは五十べートル先の枝に、十発中五発も当てた。初めてにしては腕が良い。

　もちろん、クロスボウが優れた武器であることも確かだろう。弓と違って自分の力で引き絞る必要がなく、照準を定め引き金を引くだけで飛ぶ。鬼人でもクロスボウは簡単に扱えるはずだ。

　メッテはふふんと得意げな顔をする。

「まあ、私にかかればどんな武器だって、上手く使いこなせるさ。なんたって、私は【阿あ修しゅ羅ら】の紋章の持ち主だからな」

「へえ、聞かない紋章だな」

　亜人も紋章を持つことは知っていたが、人間とは授かるものが少し異なるのかもしれない。

「【阿修羅】はイッキトウセンなんだ！　イッキトウセンは……なんか、こうすごい力みたいなもので、とにかくすごい紋章なんだ！」

　自慢するように、メッテは腰に手を当てた。

　絶対、一騎当千の意味が分かってなさそうだが、戦闘に秀でた紋章なのは間違いなさそうだ。

「そりゃ心強い。それじゃあさっそく狩りに行こう。メッテ、近くに手ごろな獲物はいるか？」

「近くでか。最近はアーマーボアが繁殖しすぎていて、小さな動物が見つからないんだ」

「アーマーボアか──あいつの鱗うろこは鉄の矢を防ぐからな」

　鎧よろいに使われるほどの硬度の鱗を持つ魔物だ。クロスボウの威力は弓よりも高いが、動く標的に対して当てるのは初心者には難しい。

「だが、似たような生き物が交じっていることもある。全身黒色の毛のやつだ。こいつは私たちもたまに狩って食べる」

「ワイルドボアか。アーマーボアよりは確かに狩りやすいな」

　ワイルドボアはアーマーボアと同様に凶暴で大きな二本の角を持つが、鱗は持たず体も少し小さい。クロスボウで十分倒せる相手だ。

「よし、ならそいつを狩りに行こう。だが、近寄られたときのことも考えておこう。メッテが一番得意なのは槍か」

「そうだな。槍も得意だと思うが、こん棒のほうがよく使うかもしれない」

「分かった。ならそっちも作っておこう」

　俺はメイスを作ってみる。木の棒に星型の鉄球を付けたものを。

　鬼人は怪力だし、メイスならフルにその力を発揮できそうだ。

「おお、なんだかすごいしっくりくる！　金棒とかいうのに似ているな！」

　金棒は確か東の大陸で使われているというメイスの一種だ。

「金棒を知っているのか？」

「ああ。子供の頃、長老たちから昔話を聞いてな。そこで見せてくれた絵に描いてあったのと似ている」

「なるほど。なら、鬼人の先祖は皆これで戦っていたのかもな」

「きっとそうだろう！　鬼に金棒！　これで怖いものなしだ！」

　メッテは自信満々な顔でそう言うと、子供たちにメイスとクロスボウを見せて叫んだ。

「待ってろ、お姉ちゃんがいっぱいお肉を持ってくるからな！　この、金棒とクロス……棒という棒で！」

　掲げられたメイスとクロスボウに、子供たちは「おお！」と声を上げた。

　まあ名前はなんでもいいか……子供たちのためにも、安全にメッテに狩りをさせよう。

　俺たちは村を出て、南の平原に向かった。

　平原を進む中、メッテはきょろきょろと周囲を見て不安そうな顔をしている。狩りの際アーマーボアを見たら逃げろなどと、子供の頃から叩たたきこまれているのだろう。

「メッテ、最初は俺がやるのを見ていてもいいんだぞ？」

「い、いや、大丈夫だ！　私がやる！　これさえあれば！」

「しっ！　声で気づかれたらどうする？」

「す、すまん！」

　メッテは大声で俺に頭を下げた。

　──だいぶ浮足立ってるな。

　まあ、ワイルドボアぐらいなら俺一人でも殺せる。いざとなれば、俺がやるとしよう。

　俺たちは静かに草原へと足を踏み入れた。

　するとさっそく、捕まえた鳥を食べているワイルドボアを見つける。普通の猪いのししは肉を食べないが、ワイルドボアやアーマーボアは魔物だからか狩りをして肉を食べる。村の近場に小動物が少なくなったのは、彼らが繁殖しすぎた結果だろう。

「動かないし周囲に仲間もいない。あいつがいいだろう。頭が弱点だが狙えるか？」

「あ、ああ。任せろ」

　メッテは静かにクロスボウを構えると、それをワイルドボアに向けた。

　そして引き金を引き……ボルトは見事にワイルドボアの頭を打ち抜く。

　ワイルドボアはばたりと横に倒れると動かなくなってしまった。

「やった!!　ワイルドボアをあんな簡単に！」

　メッテはその場でぴょんと飛び跳ねた。まるで子供のように喜んでいる。それだけ今まではワイルドボアを倒すのに時間がかかっていたということだろう。

「よくやったな。この感じで、もう少しやってみよう」

「分かった！」

　この後、俺たちは八体ほどのワイルドボアを仕留めた。八体目は頭を外れたので、反撃されそうになったが、メッテは二射目でそれを仕留めた。

「八体もワイルドボアを仕留められるなんて……すごい武器だ！　やったぞ!!」

　メッテは大声で、ワイルドボアの遺体を掲げた。

「メッテ、声が大きい」

　メッテは、草原の向こうからさらに大きな猪──アーマーボアが走ってくるのを見て、呆ぼう然ぜんとする。

「す、すまん！　私はまた……」

「いや、音というか、血の匂いで異常を察知したのかもな……」

　アーマーボアは狩りをした肉を食べるだけでなく死肉も貪むさぼる。俺たちが倒したアーマーボアの匂いを嗅ぎつけたのかもしれない。

　しかも、結構大型で俺の背丈よりも体は高く、正面から見ると馬二頭ほどの体幅がある。角に至っては、一べートルはありそうだ。アーマーボアの全身を覆う鱗は鉄のように硬く、ボルトが通りにくい。弱点は目や口など鱗に覆われてない部分だ。

　メッテは慌てた様子で俺に言う。

「す、すまない！　私が囮おとりになるから、ヨシュアは逃げてくれ！」

「大丈夫だ、メッテ。魔王軍はこいつらを飼いならしていてな……子供の時、戦ったことがある。あいつは非常に単純だ」

「た、倒せるのか？」

「ああ。俺が敵の動きを止める。その隙すきにメッテはやつの頭に金棒を見舞ってやってくれるか？」

　メッテは不安そうに分かったと答えたが、こいつぐらいならなんとか倒せる。

　いや、子供の時は倒せたんだ。今、倒せなきゃ、昔より衰えたことになる。

　俺が向かってくるアーマーボアの前に一人で立つと、メッテが叫ぶ。

「き、危険だ、ヨシュア！」

「大丈夫だ──吸収アブソーブ」

　俺は地面に手を向け岩を吸収すると、一つ細工をしてそれを猛スピードで突進してくるアーマーボアに放つ。

　アーマーボアは頭を下げると、角を前にさらに足を速めた。その角によって俺の放った岩は砕かれたが、岩から爆発するように砂が飛び散ると、突如アーマーボアは咳せきこむ。

　俺は岩に穴を開け、そこに砂状にした岩を仕込んだのだ。これは俺が前線で戦っていたとき、生産魔法を活かすため編み出した戦術だ。

　砂すな埃ぼこりがアーマーボアの口と目を襲い、アーマーボアは右往左往する。

「メッテ、今だ！」

　メッテは「承知！」と叫ぶと、俺の作ったメイスを手に、アーマーボアに走った。

「うぉおおおおおお！」

　ごん、という鈍い音が周囲に響くと同時に、アーマーボアは体ごと宙に吹っ飛ばされた。それから平原に落ちると、もうピクリとも動かなかった。

　普通、人間がメイスを振るっても、一撃ではアーマーボアは倒せない。ましてや吹き飛ばすなんて無理だ。怪力の鬼人だからできたことだろう。

　当のメッテはそれを見て、自分でも信じられないのか震えた声で呟つぶやく。

「う、嘘うそ？　……アーマーボアを、倒したのか？」

　俺はアーマーボアに近寄り、息をしていないことを確認して頷うなずく。

「ああ、完全に死んでいる。魔王軍のやつより単純だったからよかった。鍛えられたやつは、途中で止まることを覚えるからな」

「そういうものなのだな……と、ともかく、すまなかった。これからは気をつけるよ」

　メッテは俺に、申し訳なさそうな顔で頭を下げた。

「いや、気にするな。それよりも、クロスボウとメイスの威力は分かってくれたな？」

「あ、ああ。どっちも本当に素晴らしい武器だよ……」

「それはよかった。他の道具を作る必要もあるけど、もっとクロスボウを作るとしよう」

「そ、それはありがたい！　これなら、一族の者も簡単に狩りができるはずだ！　頼む！」

「任せとけ。とりあえずは、今日仕留めた獲物を持ち帰るとしよう」
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「ああ。今日はいっぱい肉が食える！　しかし、一体なら私一人で持てるが、さすがに八体は……村から人手を」

「いや、俺が運ぶよ。吸収アブソーブ」

　俺はアーマーボアと、八体のワイルドボアを魔法工房へと吸収した。

　メッテは目をぱちぱちと瞬しばたたかせる。

「え？　消えた？」

「さっきも枝や糸が消えるのを見ただろう？　これも生産魔法だよ」

「す、すごいな……」

　確かに昔だったら、一体の吸収すら難しかったはずだ。でも今は、掘っ立て小屋を作るぐらいの容量のものは入れられると思う。

　これも魔力の扱いが上手くなったからかな。ともかく、昔より成長してるのだろう。

「……よし、帰ろう。皆、腹を空すかせてるだろうし」

「あ、ああ！」

　俺とメッテは村へと帰った。

「どうだ！　大猟だぞ!!」

　メッテはフェンデル村に帰るなり、俺が地面に並べたアーマーボアと八体のワイルドボアを村人たちに見せた。

　村人たちは、久々の大収穫を見て声を上げる。

「すげえなおい！　全部メッテがやったのか!?」

「ああ！　この、ヨシュアが作った……クロス、棒のおかげでな！」

　メッテは自慢するようにクロスボウを皆に見せつける。

「く、クロス棒……すごい棒だ」

「こんな棒で、こいつらを狩れるなんて……」

　村人たちは、まるで神像を崇あがめるようにクロスボウに目を輝かせた。

「さっ、ともかく今日は皆で肉を食べよう！　早く処理しなければ、虫がたかる」

　そう言うメッテは、やはり尖った黒曜石を取り出した。

「待て、メッテ。ナイフならすぐ切り分けられるだろうが、ナイフでもこの量だと解体に時間がかかる。とりあえず今日は俺が肉と皮に分けるよ」

「それはありがたいが……できるのか？」

「ああ。魔物の死体も素材として処理してたからな……」

　俺はすぐにアーマーボアとワイルドボアを再び魔法工房へと送り、食肉、皮、骨、角に分解する。アーマーボアはそれに加え、鉄のような鱗も取り出す。

　それを木材の板の上に出してみると、メッテが声を上げた。

「な、もう肉に!?」

「焼くこともできるぞ。保存のために凍らせることも」

「そ、そんなことまで。魔法とは……ずいぶん便利なものなんだな」

「結構、練習しないといけないけどな」

「へ、へえ。相当、練習したんだな」

　メッテは感心するように言った。

　俺は生産魔法を十年使い続けたが、他者と比べて腕前はどうなんだろうか。人並み以上にはなっているといいが。

　メッテは肉を手にすると、血だらけになって言った。

「よおし！　とりあえず今日は肉だ！　皆、食べるぞ！」

「おおっー！」

　鬼人たちは皆嬉しそうに、焚たき火びで肉を焼き始めた。
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「うまぁ……」

　メッテは枝に突き刺した肉を口に含むと、頬ほおに手を当て、至福そうな表情を浮かべた。

　昼のきりっとした表情はどこへやら、だらしない蕩とろけ顔を俺に見せつける。

「ワイルドボアの肉はやっぱり絶品だが、アーマーボアはもっと美う味まい。肉が柔らかいというか」

「ああ、アーマーボアのほうは口でとろけるな……」

　鬼き人じんたちも久々に腹いっぱい食べられたのか、皆、ご満悦の様子だ。老若男女、皆ワイワイと食事をしている。

　俺もここまでしっかりした肉を食べるのはいつぶりか。だいたいスープかパンだったもんなあ。

「うむ、やはり肉はいい……」

　焚たき火びで焼いただけなのに美お味いしい。いや肉に切り込みを入れて食べやすくしてあるのか。焼きムラがないように大きさも計算されているようだ。

　メッテが中心になって調理していたようだが、メッテは料理が上う手まいのかもしれない。

「うん？」

　肉を食べていると、茅かや葺ぶきの家から白銀の髪の娘、鬼人族の族長イリアが出てくるのが見えた。

　イリアは俺と目が合うと、見張りの制止も振り切り、足早にやってきた。

「イリア、まだ安静にしていたほうがいいんじゃないか？」

「いえ、ヨシュア様のおかげですっかりよくなりました。ところで、皆のためにお肉を獲とってきてくださったとか」

「いや、俺はただ武器を作っただけだ。実際に狩ったのはメッテだよ」

　肉をいっぱい含んでいるのか、リスのように頬を膨らませたメッテはぶんぶんと首を横に振る。

　そしてごくりと肉を丸まる呑のみすると、こう言った。

「とんでもない！　クロス棒がなければ狩れなかったのはもちろん、アーマーボアはヨシュアの力がなければとても！　それにヨシュアは一人でアーマーボアの前に向かったんです」

　周囲にいた鬼人たちが、「一人で!?」とざわつき始める。度胸のあるやつだとか、人間は怖いもの知らずなのかとか聞こえる。

　イリアも驚くような顔をしたが、すぐに頭を下げる。

「私たちのためにそんな危険なことを……感謝申し上げます。お昼のことも含めどうお礼を」

「イリア、礼はいらない。しばらく俺は、ここで道具や武具を作らせてもらうことになった。食事と寝床を見返りにな。狩りも時間があったら手伝うよ」

　はっとした様子のイリアに、メッテが頷く。

「はい！　ヨシュアは私たちのために、しばらく滞在してくれることになったのです！」

「な、なんと……あ、ありがとうございます、ヨシュア様！　私たちにできることなら、なんでもいたしますので！」

　またもや頭を下げるイリアに、俺は言った。

「そんなにかしこまらないでくれ。俺はただの生産魔法師。道具や武具を作るのが仕事だ。それよりもイリアも肉を食べたほうがいい。しっかり食べないと体が回復しないぞ」

　イリアはきっと、族長だからと遠慮しているのだろう。

　それを聞いたメッテもうんうんと頷く。

「せっかく作ったのです。どうか召し上がってください」

「わ、私は……あ」

　俺はイリアに肉串を差し出した。

「焼きたてが一番だ。さあ」

「あ、ありがとうございます」

　イリアは俺から串を受け取ると、それを遠慮がちに口に運ぶ。

「お、美味しい」

　少し恥ずかしそうに呟つぶやくイリアを、メッテはとても嬉うれしそうに見つめていた。自分が狩って調理した肉だ。喜びも一入ひとしおだろう。

　それからしばらく鬼人たちは久々のボア肉に舌鼓を打つのだった。

　そんな中、鬼人の若い男たちが俺をじっと見ていることに気がつく。

　人間である俺を信用できないのか皆真剣な眼まな差ざしを俺に向けていたが、その中の一人の男が覚悟を決めたようにずかずかと俺の前にやってきた。

　思わず身構えてしまう。鬼人の人間への恨みは相当なものだ。いきなり殴られる可能性もある。

　ここで争うぐらいなら、俺はここらで退散するか──え？

　鬼人は俺の前で深く頭を下げていた。

「あんた、お願いだ。俺たちにも武器を作ってくれ。俺たちも狩りがしたい！」

　他の鬼人たちもそれに続き、俺も俺もと言い始めた。

　俺は内心ほっとし、皆に答える。

「もちろんだ」

「いいのか!?」

「ああ。いろいろ作ってみるから、皆どれが自分に合うか試してくれ」

　俺はそう言って、槍やりや弓、斧おの、剣、メイス、クロスボウを一つずつ作ってみる。他の鬼人たちと、イリアやメッテも俺の周りに集まってきて、それらの武器を興味深そうに見ていた。

「あまり鉄がないから今はこれだけしか作れないが……とりあえず持ってみてくれ」

　皆が武器を見る中、鬼人の一人が弓を手にするが、弓ゆみ弦づるを引くなりぽきっと折ってしまった。

　鬼人は俺に謝るが、悪気があるわけじゃないので気にするなと言い、新しい弓を作る。

　むしろ、俺はやはりと感じた。鬼人の腕力や握力が強すぎて、人間が使うような弓では簡単に折れてしまうのだ。もっと弓幹を太くするなり長くしないと彼らには使い物にならないかもしれない。

　だが例外が一人いた。イリアだ。

　イリアは他の鬼人と違い、弓を壊さなかった。そればかりか、構えも様になっている。まるで弓の扱いを知っているかのように。そのまま弓に矢を番つがえ弦と矢や羽ば根ねから手を離し矢を放つ。

「おお！」

　俺は思わず声を上げた。

　イリアの放った矢は遠く、暗闇に包まれた草原に飛んでいった。

「初めてとは思えない飛距離だ。イリアには弓の才能があるのかもしれないぞ」

　俺の声に、イリアは少し驚くような顔をした。

「ほ、本当ですか？」

「ああ。訓練用の矢も作っておくから、暇なときに訓練するといい」

　イリアは「はい！」と目を輝かせて答えた。

　そんなイリアに俺も弓を教えてくれと他の鬼人も言うが、彼らには少々扱いが難しいだろう。

　やはり引き金を引くだけで済むクロスボウのほうが彼らには適している。それに弓は正確に当てられるようになるまで時間がかかるが、クロスボウなら比較的、簡単に使えるようになる。すぐに狩りに使えるはずだ。さっそく数丁ほど作ろう。

　一方で槍や斧、メイスは使い慣れているからか、イリアだけでなく皆巧みに振り回したりして上手く扱えるようだ。剣も似ているし、これもすぐに使えるようになるだろう。

　問題は、今ある鉄をどう分配するかだ。木材を得るのに斧は四、五本欲しい。槍はそこまで鉄を使わないので数本は作れるだろうが、メイスと剣は鉄を多く使うのでしばらくはお預けだ。

「メッテ、今の武器だけで狩れるかな？」

「ああ、この武器さえあれば無敵だ！　……あっ。もちろん、もう叫んだりはしないぞ！」

「そうだな、狩りは基本的に喋しゃべらないのがいいだろう。あと、その服もなんとかしたほうがいいな」

　メッテの毛皮の服にはボアの血の跡があった。調理の際に汚してしまったのだろう。

　鬼人たちは皆、洗濯すればすぐに破けてしまいそうなぼろぼろの毛皮や麻の服を着ている。

　俺の言葉にメッテが首を傾かしげる。

「汚いってことか？」

「いや、血の匂いが魔物を寄せつけるかもしれないからな。狩りの時、危険だろう？」

　なるほどと頷くメッテ。

　もちろん、衛生面から見ても、血が付きっぱなしはよくない。魔法工房で今の鬼人たちの服を洗うことはできるが、一本一本分解できる織物と違って、毛皮は汚れを落としにくい。ここは洗えば繰り返して使える頑丈な服を編んであげよう。しかしどういうデザインにするかな？　俺はイリアに訊たずねる。

「イリア。皆が着たい服の形とかあるかな？」

「作ってくださるならなんでもありがたいですが……そうだ」

　そういってイリアは、家の中に向かい、一枚の布を持ってきた。

　布には風変わりな服や鎧よろいを身につけている人々の生活が描かれていた。見慣れない武器や建築なども見える。一見すると異国の情景図に見えるが、人々の額にはもれなく立派な角が生えていた。

「これは、鬼人たち？」

「はい、私たちの先祖のようで。暖かそうな服だなと思いまして」

「なるほど。珍しい形だな……いや、東の大陸の出身のやつがこんなの着ていたか」

　皆、ボタンなどが付いてない羽織るような形の上着を着ている。袖が広く襟が大きく開いており、ワンピース型になっているものと、上下別々になっているものの二通りがあるようだ。

　上下別々のものは、下にロングスカートを穿はいているようだ。しかし、ただのスカートではなく、二股に分かれているものも見えた。

　帯はベルトではなく長い布で締め、靴も古代人が履くサンダルのような変わった形をしていた。

「これはなかなかおもしろそうだな。スカートのほうは二通り作っておくか……と、ウィズありがとう。きっとすぐにできる」

　ウィズは俺が何も言わなくても、倉庫から麻糸を持ってきてくれたようだ。

　とりあえずはメッテのものを作ろう。下準備として、メッテの体の大きさを調べる必要があるな。

「メッテ、少し体を測らせてもらうぞ」

「え？　わ、分かった！　……だが、ここだと少し恥ずかしいというか。家の中じゃ駄目か？」

　メッテは顔を真っ赤にして恥じらう様子を見せた。胸を隠すようにして、なんだか色っぽい。

「い、いや、そのままでいいんだ。ウィンド」

「へ？」

　俺は初歩の風魔法で、首を傾げるメッテの体を覆う。

　風をそのままの形に維持し、魔法工房に吸収。服の大きさの指標にする。真っ白なのは寂しいし、魔法工房の残っていた染料をいくらか使って色彩豊かにしてあげよう。

「これで大丈夫だ。クラフト──クロス」

　メッテはなんだか拍子抜けしたような顔をしているが、これでもう服が作れる。

　騎士団で服やら防具は毎日のように作っていた。糸を生地に直しそれを衣服に、続いて鱗うろこに穴を開けそこに糸を通し簡単な防具を作った。

「──完成だ。メッテ、じっとしていてくれ」

「え？　あ、ああ……っ!?」

　周囲を光が包みそれが弾はじけると、そこには俺が作った服を身につけたメッテがいた。

　白色の下着の上に紫色の羽織を着て、灰色のロングスカートを穿いている。腰には金色の刺し繍しゅうが入った紫色の帯を巻き、胸には狩りのための胸当てをつけていた。

「おお！」

　メッテは自分の体を見回す。その場でぴょんぴょん飛び跳ねたり、くるりと回って着心地を確認しているようだ。ふわりと揺れる袖と裾がなんというか可愛かわいらしい。

　俺はメッテに声をかける。

「どうだ？　窮屈なところはないか？」

「いや、全く！　なかなか暖かいな！」

　どうやら気に入ってくれたみたいだ。

　そう安心していると、メッテの鎧を見て鬼人たちが声を上げる中、しくしくと一人の老人がすすり泣いているのに気がつく。

　鬼人の一人がそれを不思議に思ったのか、老人に声をかけた。

「ど、どうした、長老？」

「わしが、まだ子供の時じゃ。その時、母が着ていた服とそっくりでのう。ここまで綺き麗れいではなかったが……」

　老人は声を震わせると、ありがたそうにメッテのほうに手を合わせた。

　イリアは俺の隣に来て話してくれる。

「あの者は今年で二百三十歳、私たちの中で唯一の二百歳超えです。昔の我が一族を知る、数少ない人物です。でも、最近は物忘れも激しくて滅多に喋ることもなかったのですが……子供の時を思い出したようですね」

「そうだったか……」

　自分の作るものに涙まで流してくれるとは。生産魔法師として作り甲が斐いがあるというものだ。

「服は糸があるぶんだけ、防具は他に狩りに参加するやつのも作ろう」

　俺はその後、服や防具を次々作っていった。上着だけでなく、下着や靴なども作っていく。また狩りに行く者のために、簡単な胸当ても作っておいた。

　また木こり用の斧、狩りのためのクロスボウ、短剣、槍をそれぞれ数本ずつ作った。短剣は獲物の解体のため、槍は狩りで接近されたときのためだ。クロスボウのボルトは黒曜石とボアたちの角を削って尖とがらせたものを使っている。

　鬼人たちはもう夜も遅いというのに、俺の作った武具や道具にずっと釘くぎ付づけだった。簡単な使い方を教えると、皆、俺も俺もと使っていた。俺が作成を終えてもまだ村の中央は賑にぎわっている。

「皆、そろそろ寝たほうがいいんじゃないか？　俺もさすがに、ふぁあ」

　大きなあくびを抑えると、イリアが俺の前で頭を下げる。

「ヨシュア様、こんな夜遅くまで申し訳ございません。私もこんな立派な服を用意していただき」

　イリアはさっそく俺の作った服を身につけてくれていた。上着は白を基調とした袖に鶯うぐいす色いろの模様をあしらった羽織を着て、下には青色のロングスカートを穿いている。

　もともと美人に見えたイリアだが、今は神聖さを感じさせるような族長らしい格好をしている。

「気に入ってくれたか？」

「もちろんです！　本当にありがとうございます！　ですがヨシュア様。こんなに作られてお疲れではないのですか？」

「いや、気にしないでくれ。全く疲れてないし、以前と比べても夜だってまだ遅くない」

　騎士団では夜のもう一仕事の前の、小休憩といった時間だ。眠いのは、慣れない土地でちょっと疲れただけだろう。

　しかしイリアは再び申し訳なさそうな顔をして一礼した。

「いえ、本当に申し訳ございませんでした。それに何から何まで作っていただき本当にお礼の言葉もございません。今日はもうお休みになられてください。ヨシュア様がお休みになられるための家を用意いたしました。気に入ってくださるとよいのですが……」

「おお、それはありがたい。ここのところ、ずっと木の下で寝袋だったんだ。今日はもう寝させてもらうかな」

「かしこまりました。ご案内します、こちらへ」

　イリアはぺこりとまたお辞儀すると、俺に背を向け歩き出す。

　あまり気を遣ってもらうのも悪い。感謝されて悪い気はしないが、本当に俺がやっていることは大したことじゃない。騎士団の日常業務のほんの一部のようなものだし。

　そんなことを思いながら、俺はイリアの後をついていく。

「こちらです？　どうでしょうか？」

　イリアが案内してくれたのは、村の中でも一ひと際きわ大きな茅葺きの家だった。中にはつぎはぎの毛皮が何枚も敷かれていた。

　正直に言うと、獣の匂いもありあまり気持ちよく寝れそうではない。だが、これでもイリアたちにとっては上等な家屋なのだ。毛皮はこの村では貴重品なのだから。

　そんな場所を俺に用意したというのは、最高級のもてなしなのだろう。

　俺は素直に、イリアたちの好意をありがたく感じた。

「ありがとう、イリア。とてもいい家だ。けど、俺だけが過ごすには少し大きすぎるかな」

「も、申し訳ございません！　それでしたらすぐに別の！」

「い、いや、そういうことじゃなくて。俺だけがこんな大きな場所を使っていいのかなって」

「もちろんです。ヨシュア様は私たちの大事な恩人ですから！」

「恩人なんてそんな……まあでも、せっかくだし今日はここで寝させてもらうよ。しばらくしたら、自分の小屋を建てるからそれまではここで寝泊まりさせてくれ」

「はい。どうぞご自由にお使いください」

　イリアはそう言うなりその場で立ち尽くし、そのぱっちりとした目をずっと俺に向けていた。

「あ、えっと……イリア？」

「はい。何かご用でしょうか、ヨシュア様？」

「もしかして、俺のためにそこに？」

「は、はい。ヨシュア様の身の回りのお世話は私が」

　なるほど。イリアは俺のために残るつもりか。だが、俺は貴族ではないし、自分のことは自分でできる。それにここまでしてもらうような大それたことは、本当に何もしてない。

「イリア、気遣いはありがたいけど自分のことは自分でできる。もう遅いし、イリアも寝てくれ」

「か、かしこまりました。それでは私は外に。おやすみなさい、ヨシュア様」

　俺はおやすみと返してイリアが家を出るのを見送ると、さっそく毛皮の上に横になる。

　寝心地は悪くない──ないのだが、どうにも獣臭さが鼻につく。

　だがそんなとき、俺の枕となってくれているスライムのウィズが柑かん橘きつ系の匂いを発した。

「おお、ウィズ……悪いな」

　ウィズはとても賢く、騎士団にいたときも俺の身の回りの世話をしてくれていた。

　今も悪臭を感じたのか、体に含んでいたオレンジを溶かし、匂いを誤魔化してくれているのだ。

「これならすっきり寝られる……」

　自分では気がつかなかったが疲れもあったのだろう。俺はそのまま眠りにつくのだった。
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「ふぁあ……よく寝れた」

　俺は身を起こし、腕を伸ばした。

　久々の屋内での就寝。暖かく夜を過ごせた。それもこれもこの毛皮のおかげ──え？

　俺は視線の脇に人影があるのに気がつく。長い白銀の髪の美しい女の子が、横になっている。

「い、イリア？　ど、どうして？」

　ここまで動揺したことは、最近ではなかった。それに追い打ちをかけるように、何者かが後ろから俺の手首をがしっと掴つかむ。

「うう……逃がさんぞ」

　そんな声が、今度は後ろから響いた。

　振り返ると、長い紫がかった黒髪の美女がその豊満な胸に俺の手を抱き寄せていた。ポニーテールにしていないが、この子はメッテだ。髪型が違うので、どこの天使かと見違えた。

「め、メッテ？　お、おい！」

「あ……よ、ヨシュア様、おはようございます！」

　その声に振り返ると、そこには顔をかあっと染めるイリアが。

「お、おはよう。でも、どうして二人ともここに？」

「え、えっと……ヨシュア様のお体が冷えないようにと」

　確かにここは草原のど真ん中。夜は冷える。体を寄せ合って寝るのは暖を取るのにはいいが。

「むにゃむにゃ……この男はどこにも行かせないぞ……イリア様のご命令だ」

「め、メッテ！　変な寝言はやめなさい！」

　イリアの声に、メッテはぱちりと目を開く。

「へっ？　あ、おはようございます、イリア様！　それにヨシュアも！」

「お、おはよう」

「いやあ、昨日は本当にありがとう、ヨシュア。何かあったら、今日もすぐ呼んでくれ！」

　メッテは自然に俺から手を離すが、顔はちょっと恥じらっているようにも見えた。

　俺も恥ずかしさを紛らわすように言う。

「あ、ああ。今日はさっそく狩りに行くのか？」

「う、うむ。昨日のクロスボウを使ってさっそく狩りに行ってくる」

「それなんだが、最初は集団で狩ったほうがいいと思う。一人で行くのは絶対に危険だ」

「それは大丈夫だ、私が指揮する」

　メッテがか。武器の扱いや腕力に何の心配もない。だが、少しおっちょこちょいというか……。

「……やっぱ俺もついていこうか？」

　どうも心配そうなのが俺の顔に出てしまったらしい。メッテは少し不満そうに答える。

「き、昨日のような失態はしない！　……それに皆、我が一族でも精鋭だ。昨日ヨシュアが作ってくれた武器もあるし、任せておいてくれ。それじゃあな」

　メッテはそう言い残して、家を出ていった。

　まあ、気心の知れた者同士でやってもらったほうがいいだろう。俺は自分でしかやれないことをやるとしよう。

「イリア、ここら辺に頑丈な木はあるか」

　この村の木製のものはほとんどが枝など頼りないものに限られる。他の道具を作るためにも頑丈な家を建てるにも、木材の調達は急務だ。

　そして何より、木材で一番作りたいのはこの村の防壁。今、この村は誰もが簡単に出入りできてしまう。それはアーマーボアなどの野生の魔物や奴隷狩りなど好まざる来訪者も同じこと。だからそれを防ぐための壁──防壁が欲しい。

　本当は石造りの防壁のほうがいろいろ安心だ。でも、石を切り出して運ぶのは相当な労力を要する。近くに石材の採れる場所もなさそうだし、今は丸太の柵で我慢するべきだろう。

「そうですね……この周辺の森の木は、どれも石いし斧おので傷がつかないほど堅いです」

　イリアの言葉から察するに、単純に道具を作れないだけでなく、木の堅さもあって鬼き人じんは木材を調達できなかったのかもしれない。

　ただそれだけ頑丈な木材なら、これから作る柵に好都合だ。

「さすがに鉄の斧なら伐きれると思うけど見てみないことにはな。イリア、俺は森に行ってくる」

「それでしたら、私がご案内します！」

「あ、ああ、それじゃあ頼むよ」

　俺たちは家を出て、森に向かうことにした。少し歩けば森は見えるので本当は案内してもらわなくても大丈夫だが。

　イリアは昨日伐採を担当することになった他の鬼人も連れ、自身も斧を手に村を出た。それから森に入って数分、一本の大木を指さして俺に言う。

「この木が特に堅いかと。火でもなかなか燃えません」

「アイアンチークか。なるほど、上質な木材だ」

　鉄のように堅く、鉄のように火に強いことで知られる木だ。もちろん完全な代用品にはならないが、木材の中では最も頑丈で耐火性に優れる。またその割には軽く、あらゆる用途に用いられる最高級木材だ。人間の国々では普通のチーク材の五倍の値段で取引されている。

「こんなにたくさん生えているなんて。だが大きすぎる」

　数もさることながら、一本の大きさもたいしたものだ。高さは人の背丈の三倍はあり、幹は牛の体長はあろう太さ。柵や建材には打ってつけだが、これでは伐るのも一苦労だ。

　だが、ここらへんのアイアンチークはこの大きさしかないようだ。

「他の木を見てみるかな……って、イリア」

　イリアはアイアンチークの前で斧を構えていた。

「さっそくこの斧を試させていただきますね！」

「え？　まあ時間はかかるだろうけど地道にやっていけば──えっ」

　俺は思わず言葉を失った。イリアが目にも留まらぬ速さで走ったと思うと、木の反対側に消えていたのだ。しかも斧を振り切った態勢で立ち止まって。

　最初は盛大に空振りしたのだと思ったが違う。幹に大きなずれが生じたと思うと、そこからアイアンチークは根元のわずかな部分を地に残してどすんと倒れた。

「き、伐れた」

　イリアは自分でも信じられないといった顔で呟つぶやいた。いやそれは俺のセリフだ。アイアンチークじゃなくたって、こんなに簡単に木は伐れない。

「おお、さすがはイリア様だ！　よし、俺たちも頑張るぞ！」

　他の鬼人たちもおうと声を上げ、木を伐り始める。

　だが、イリアのようには伐れない。それでも人間よりも遥はるかに早く木に切り込みを入れていくが。ほんの一分もしないうちに、皆、木を伐り終えていく。彼らはまだ普通なのだろう。その間にイリアは木を十本は伐ったのだから。

　まるで時間が加速したかのような錯覚を覚えた。だが先ほどまで日陰になっていた俺の足元に、燦さん燦さんと陽が降り注いでいた。

「ヨシュア様！　この斧、とてもすごいですね！　……ヨシュア様？」

「え？　い、いや、ただの斧だよ、それ？」

　思わずそんな言葉が出てしまった。

　俺が作ったのはただの鉄の斧で、最高の金属と謳うたわれるミスリルで鍛えられているわけじゃない。

　しかし、イリアはそのただの鉄の斧で木を伐った。次々と、鎌で雑草を刈るかのように。

　斧の扱いもそうだが、イリアの動きは瞬間移動でもしてるように速く見える。

「そんな！　石の斧では傷一つつけられなかったのです。とても、信じられません！」

　信じられないのは俺のほうだよ……。

　だがイリアが丸太を持ち上げようとするのを見て、俺は現実に戻される気がした。

　当然だが、自分の体の何倍もある丸太を持ち上げるのは不可能だ。イリアは歯を食いしばるが、木はびくともしない。

「イリア、運ぶのは大丈夫だ。俺が回収できる」

　俺はそう言って、丸太に手を当てた。だがこの大きさを吸収できるだろうか？

　生産魔法の吸収アブソーブはなんでも吸収できるわけじゃない。生きた動物は吸収できないし、植物は地から離れてないと魔法工房に送れない。また、吸収できる大きさにも限界がある。昔は、せいぜい馬ぐらいの大きさの岩を吸収するのが限界だった。もちろんそれは一回で吸収できる量というだけで、複数回に分ければもっと多く入る。

　最近は測ってないからどれぐらい入るか分からないが、伐り分けてもらう必要があるかもしれない。

　そんなことを考えながら俺が吸収を命じると丸太は光に包まれ、俺の魔法工房に送られた。

「木が一瞬で!?」

　イリアが声を上げるが自分でも驚きだ。扱える魔力が増えたことで、吸収できる量が増えたり魔法工房の空間が広がったりしたのかもしれない。

「ヨシュア様は本当にとんでもない力をお持ちなのですね……」

「いや、上には上がいると思うよ」

　俺はシュバルツ騎士団という狭い世界で、この十年過ごしてきた。誰かと切せっ磋さ琢たく磨ましたわけでもなく、ただ黙々と何かを作り続けただけ。世界にはもっとすごい生産魔法師がいるはずだ。

「お、ヨシュアさんに持っていけばいいんだな？　ほい」

　その声に振り返ると、そこにはアイアンチークを軽々と持ち上げる鬼人たちが。彼らは全く苦しそうな顔をすることもなく、俺の近くに伐り倒した木を持ってくる。

「いやあ、この斧のおかげで全然楽ちんだ。こんなものを作るなんて、あんたやっぱりすごいな。木を伐るのは俺たちに任せてくれ。村までは俺たちが持っていくからよ」

　鬼人たちは頑張るぞと声を上げると、再び木材を伐り始めた。

　これは鬼人たちの力を過小評価していたかもしれないな。人間を遥かにしのぐ筋力を持っているのは間違いない。朝、とてもじゃないがメッテに掴まれた手を振りほどける気がしなかったし。

　ともかくこのペースで木材が集まれば、作りたいものもすぐ作れる。

　俺はとりあえず今ある丸太を回収してから帰ることにしたが、回収してもしても魔法工房が満タンになる気がしない。

「よ、ヨシュア様。ヨシュア様はいったいどれだけの量の木を持てるのですか？」

「い、いやそろそろ限界だと思うけど」

　一度に吸収できる量だけでなく、魔法工房の大きさも相当なものになっていたようだ。

　イリアも鬼人もそんな俺を見て目を丸くしているが、その間に彼らの伐る木の本数に俺も冷や汗が出るのを感じた。イリアたちは息を吸うように木材を伐っていくのだから。

　とりあえず五十本ほど回収し、俺はイリアと共に村に帰ることにした。

　帰り道、魔法工房で木の大きさと本数を改めて確認すると、俺は思わず声を漏らした。

「それにしても、すごい集まったな」

　夢でも見ているようだ。人間が百人いても、一日でこんなに集められないだろう。

「これもヨシュア様のお力ですね！」

　俺がおののいていると、イリアはにこやかな顔を覗のぞかせてきた。

「いや、俺は本当にただの斧を作っただけだよ。イリアたちが伐ったんだ……ともかく、おかげでいろいろ作れる。ありがとう」

「お礼を言うのは私たちです。ところで、次は何を作られるおつもりですか？」

「村に村人以外の者が勝手に入ってこれないように柵を作るつもりだ」

「柵ですね。私たちも簡単なものは作れるのですが」

　イリアの視線の先にはただ枝を地面に刺した柵などがあった。

「あまり高くないので夜にアーマーボアが侵入して騒ぎになることがよくあります。あと……」

　イリアは俺の目を見て、首を横に振った。

「いえ、ともかく夜は危険です」

「うん？　まあ、本当に夜は危険だ。寝込みを襲うやつもいるからな。だから、村を柵で囲むんだが、その前に……イリア、この村の中央あたりで高い場所がどこか分かるか？」

「それでしたら丘のような場所があります！　こちらです！」

　イリアの案内で村の少し小高い場所を上がると、そこには広い空間があった。

「何も建っていないんだな？」

「そう、ですね」

　俺の言葉に、イリアは少し寂しげな顔で答えた。

「イリア？」

「あ、ええと、昔はお祭りをする場所だったのですが、今は子供たちがたまに来るぐらいですね」

「そうだったのか。だとすると、ここに何か建てたらまずいか？」

「いえ。ただ、ここが不便なだけです。夜は風が強く当たりますし。それに──神様も私たちのためにここを使うならお喜びになると思います。というよりは、むしろヨシュア様にぜひと頼むでしょう。どうぞ、お好きに使ってください」

「ああ、ありがとう。そうしたらさっそく作らせてもらうよ」

「ここに柵を作るのですか？」

「いや、そのためにも必要なものだ。見張り櫓やぐらを作る。襲撃や異変をすぐに察知できるようにね」

「見張り、櫓、ですか」

「とりあえず作ってみるよ。ビルド──タワー」

　ビルドはクラフトと比べ、大型のものをレシピ化したものだ。

　俺は建築の専門的知識があるわけではないが、見張り櫓は何回か戦場で作ったことがあるので、苦労することはない。

　目の前に人の背丈の十倍はあろう高さの櫓が突然現れる。

　アイアンチークという頑丈な木──しかも大きいから高い櫓が組めた。

　当然のごとく、鬼人たちは「なんだあれ!?」と声を上げ集まってくる。

「よ、ヨシュア様は、こんな大きなものも作れるのですか……」

　イリアは見張り櫓を見上げて言った。

「こんな簡単なものならね。誰でもいいから、この脚を持ち上げてくれないか？」

　俺の声に、鬼人たちは櫓の脚に群がり動かそうとするがさすがにびくともしない。

「よし、皆ありがとう。もう大丈夫だ。これなら倒れないだろう。イリア、さっそく上がってみよう」

「は、はい！」

　俺とイリアは櫓に備えつけられたはしごを登っていった。

　櫓の見張り台に上がると、イリアは周囲を見渡し、声を上げる。

「すごい！　こんな高い場所から村が見えるなんて！」

　西と北には森が、東には北から南に流れる大河が、南には広大な平野とその先に広がる海が見えた。その雄大な景色に俺もしばらく目を奪われる。

「ああ。本当に見晴らしがいいな──と、メッテたちが見えるな」

　南に人影が見えた。メッテを含む武装した五人の鬼人がヘビーボアを取り囲み、クロスボウで矢を浴びせている。そうして弱っているところをメッテが槍やりで仕留めた。

　倒れたヘビーボアは後ろで待機していた槍だけを持った鬼人が村へ運んでいく。すでに何体か仕留めているようで、村の一角にボアが集められており、それを解体する鬼人の姿が見えた。

「メッテたちの狩りのほうも順調のようだな。しかも皆、手際がいい」

「伐採も順調のようですね」

「あ、ああ、みたいだな」

　イリアが指さす方向には、すでに数十本の木が横積みになっている。それを村に運ぶ鬼人もいる。アイアンチーク以外の木も伐っているようだ。このままでは森が無くなってしまうのではないかという、恐ろしい勢いだ。明日からは伐る量を相談したほうがいいな。
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「ともかく、どうだ？　これで周囲で何が起きているか分かるだろう？」

「ええ。どこに誰がいるかとか、魔物が来るとか分かりますね」

「これからは誰かにここで見張りに立ってもらって、村に危険が迫ったとき報しらせてもらおうと思う。あと、ここだけじゃなくて、村の四方にも建てるつもりだ」

「なるほど。それでしたら、目と耳のいい者を集めておきます」

「助かる。それじゃあ、俺は村を丸太の柵で囲んでくるよ。あと、もし手の空いている住民がいれば、周囲から石を集めてきてくれるか？　柵の脚の補強に使いたい」

「かしこまりました。すぐに集めさせます！」

「ありがとう。きっと立派な壁を作るよ」

　ここからなら村の大きさや形が把握できる。鬼人たちがたくさん木を伐ってくれたおかげで、村をまるっと囲む柵を作れそうだ。

　俺はその後、村の周りに丸太で柵を建てていく。丸太を地中深くに刺しこみ、地上に露出した部分の根元の周囲に岩を盛っていく。

　柵の高さは成人男性の背丈より少し高いぐらい。伐れたアイアンチーク一本から、柵用の丸太三本は取れた。また、鬼人がその力を活かして岩を集めてくれるので、足場の補強が非常に楽だった。

　さらに大量の木材にものをいわせ、柵の内側──村側には柵に沿うような歩廊を設けることにした。これで柵の上から外側を見渡せるし、クロスボウや弓で攻撃できる。それから見張り櫓を村の四方に門と櫓を建てて、立派な砦とりでの完成だ。

　村がたったの数時間で様変わりしたことに、鬼人たちが唖あ然ぜんとしている。俺もここまで潤沢な資材を今まで使えることはなかったので、鬼人たちの仕事ぶりには驚かされたが。

　ボアのほうも二十体ほど仕留めたのではないだろうか。

　ちなみにこの建築の際に出た端材などは、椅子やテーブル、水みず桶おけや木箱、食器などに加工した。

「よし、こんなものかな」

「よ、ヨシュア様は、もしかして神様ですか？」

　イリアは体を震わせ、青ざめた顔で言った。他の鬼人も、俺を遠くから怖がるように見てる。

「皆が材料を集めてきてくれたからだよ。俺には、とてもあんな木や岩は運べない」

「ヨシュア様は触れるだけで、腕を使わずとも運んでしまうではないですか」

「そ、そうだけど……ともかく、これで夜も安心して寝られるだろ？　肉もたくさん集まっただろうし」

　俺の言葉に応じるように、遠くから叫びが上がった。

「大猟だ！　食べても食べても、食べきれないほど獲とってきたぞ！」

　巨大なヘビーボアを持ち上げて叫ぶのはメッテだ。その声に、鬼人たちはおおと沸き上がる。

　それから、村全体に煙と歓声が立ち込めた。昨日は皆、遠慮気味に肉を口にしていたが、今日は食べ放題といっていい肉が、焚たき火びで焼かれているのだ。

「いやあ、自分でも本当に驚いた！　まさかこんなにボアを狩れるとは！」

　うきうきとした顔でメッテは肉を焼いていた。

　嬉うれしそうに肉を食す鬼人の子供を見て、メッテは大満足のようだ。イリアも微笑ほほえみながら頷うなずく。

「本当に、ヨシュア様のおかげですね」

「ええ。本当にヨシュア様様です！　いつの間にかあんな頑丈な柵で囲まれているし、まるで夢でも見ているみたいだ！」

　メッテはそう言うが、俺も夢でも見ている気分だ。鬼人たちは人間と近しい見た目をしているから、尚なお更さらその筋力が非日常的に思えるのだろう。

「夢……本当にそうですね。ヨシュア様、本当にありがとうございます」

　イリアは笑顔で俺に頭を下げると、こう続ける。

「ここの肉はヨシュア様のおかげで得られたようなものですから、どうか遠慮なさらず召し上がってくださいね」

「もちろん。イリアもいっぱい食べるんだぞ」

「私はもういただきました。それでは、少しお時間をいただきます。もし何かあれば、あちらにおりますから何なりとお申し付けください」

　イリアは北方の柵のほうを指さして言った。何もない場所だと思ったが、誰かに用があるのだろうか。まあ、俺に干渉する権利はない。

「ああ。でも、俺のことは気にしなくて大丈夫だ」

「イリア様！　あとは私が対応しますから！　ヨシュア、何かあればなんでも言ってくれ！」

　メッテは俺の肩をがしりと掴んで言った。すごい握力で逃がさないとでも言わんばかりだ。

「ではメッテ、お願いします。それでは」

　イリアは再び俺に笑顔を向けると、柵のほうへ去っていった。

　それから間もなく、メッテが肉を焼きながら俺に言う。

「なあ、ヨシュア。一つお願いがあるんだが」

「お願い？」

「大きな籠かごか箱を作れないか？　焚火にすっぽり被かぶせても余裕があるような大きさの。ちょっとこの肉にひと手間加えたいんだ」

　メッテの視線の先には、小さな山のような石積みがあった。真ん中に穴があることから、あれは窯かまだろう。だが一部が崩れていることから、調理の際に毎回積み上げているようだ。

「なるほど窯か。肉を保存するために燻くん製せいにするわけだな。任せておけ」

　俺は岩をレンガほどの石材に加工しそれを積み上げ、繰り返し使えるような窯を作っていく。あとは燻製をするため窯の中に置く網も作った。

　目の前に現れた方形の窯を見て、メッテは声を上げる。




「おお、なんというか綺き麗れいな窯だな。さっそく肉を煙で焼くとしよう」

「俺も手伝う」

　俺たちは一緒に燻製を作ることにした。窯の下で火をおこし、そこに燻製材を放り込み、網の上に肉を置いていく。扉を閉じ、あとは待つだけだ。

　たまに肉の熱の入り方は見る必要があるが、他に特にやることもないので先ほど作った長椅子に腰かけ焼いてあった肉を食べて過ごす。

　その度にメッテが心配そうに俺の顔を覗いてくるので、俺は笑顔を返す。

「大丈夫。美お味いしいよ」

「そうか、よかった。料理は人の心を掴むそうだからな」

「確かに飯の上う手まい下手は、軍の士気に関わるな。親から教えてもらったのか？」

「ああ。母からな。料理をいろいろ教えてもらった。この燻製も母が教えてくれた」

「そうだったのか。肉の焼き加減といい、本当に完ぺきだよ」

「ありがとう、ヨシュア。私の母が遺してくれたのは、本当にこの料理の知識ぐらいだからな。父が教えてくれた難しい言葉はあまり役に立ってないし……」

　メッテは少し寂しそうに焚火の肉串の位置を変えた。

　言葉から察するにメッテの両親はもうこの世にはいないのだろう。

「ちゃんと役立っているはずだ。メッテが今こうして元気でいれるのは、二人のおかげだろう」

「そう、だな……父と母、そしてイリア様と先代のおかげだ」

「族長のおかげか。イリアが公正な性格なのは分かるが、先代も立派な方だったんだな」

「それはそれは立派なお方だった。あのオークたちに立ち向かったのだから」

　その言葉に、俺は体が一瞬震えた気がした。

「オーク？」

「ああ。今より、十年前の話だ。この近辺にオークの集団がやってきた。なんでも人間を打ち負かし、ここは我らの領土になったとか口にしていた」

　十年前──魔王軍の勢力圏はここよりもっと北に延びていた。人間の連合軍が南部での一大決戦に敗れ、魔王軍が一挙に北の人間領に進出してきたのだ。

　あの時、俺の故郷は焼かれた。オークたちによって。

　俺の脳裏に、騎士団を出る前ロイグと言い争いになったヴァリアス辺境伯のことがよぎる。辺境伯とその軍は魔王軍のオークの将ビッシュという男にやられた。ビッシュの軍は、過去に俺の故郷を焼き払った者たちだ。

　俺たちを逃がすため両親や大人たちは故郷で戦い、そこで死んだ。俺はまだ子供で何もすることができなかった。両親と共に残って戦おうとしたが、逃亡を指揮する老人たちに連れられ生き永らえたのだ。今でも、低く不気味な笑い声を上げるオークたちの顔を覚えている。

　その時期、俺のように故郷や親を失う子供は珍しくなかった。亜人たちもまた、魔王軍の勢力圏にあったわけか。メッテは肉串の位置を変え終えると、俺の隣に腰掛ける。

「だが、私はまだ子供で何も分からなかった。ある日、他の子供たちとイリア様を誘い、南の草原を走り回っていた。そこに、一ひと際きわ大きなオークが現れたんだ。げらげらと笑い声を上げながら」

　どこか遠くを見るような顔でメッテは語る。

「オークたちにとって、私たちの角は貴重だったようだ。だが、族長が先にオークたちに話をつけて、互いに争わないようにしてくれていた──はずだった」

　亜人は魔物と人間の混種。亜人の傭よう兵へい団には、金次第で人間にも魔物にも味方する集団もある。オークたちが亜人と事を荒立てるのを避けるために、そういう話をつけても何もおかしくない。

「はず、だった？」

「それなのにやつらはそれを破ったんだ。私たちの中でも一際長いイリア様の角に目をつけ、奪おうとした。しかしイリア様は反抗せず、私たちに逃げるよう伝え、一人オークの前に歩み出た」

　次第にその時の光景が頭に浮かんできたのか、メッテは語気を強める。

「とても許せることじゃなかった！　イリア様の角は全ての鬼人から尊敬を集めていたものだ。私は石を持ち、オークを殴りつけた──だが、すぐに蹴り飛ばされ、全く相手にならない。倒れた私の目の前には、斧を振り上げるオークが。しかし、私は無事だった。イリア様がそのオークに石を投げ、気絶させたんだ」

　声を震わせメッテは続けた。

「それから、オークたちはイリア様の角に斧を振り下ろした。イリア様の角は切られるというよりは抜かれるように、その額から落とされた。それだけでなく、彼らはイリア様を裸にし、その体を弄もてあそぼうとしたのだ。私は止めに入ったつもりだった──だが、駆けつけた私の両親が槍でオークたちに対抗し、イリア様を救い出した。あの時の母の顔は今でも忘れない。ただ一言、イリア様を連れて逃げろと」

　メッテは唇をぎゅっと噛かんで続けた。

「他の鬼人の子供とその親が、私とイリア様を強引に村に連れていった。振り返れば、オークは私の両親の首と角を高く掲げ馬鹿笑いしていた。私はイリア様の角も守れず、両親も失い、ただ泣くしかなかった。イリア様も申し訳ないと、私に頭を下げて泣いていた。悪いのは……遊びに誘った私なのに」

「いや、悪いのは約束を違たがえたオークたちだ。メッテたちは悪くなんてない」

「同じことを、族長は仰せになった。そして涙を流す私とイリア様の頭を撫なで、身の丈ほどもある巨大な棍こん棒ぼうを手に、皆の呼び止める声も聞かず一人南に向かわれた──そして帰ってきた。自らの角と片腕を失い、全身に深い傷を負いながらも血まみれとなったイリア様の角を抱きかかえて」

　そう話すメッテの目には涙が浮かんでいた。

「族長はたくさんのオークを殺したので、しばらくは心配いらないと私たちに自信たっぷりの顔で告げた。そして最後に、イリア様に皆を守ってくれと言って、角を手渡し目を閉じられたのだ。今は、村の中央で眠っておられる──って、何か立ってる!?」

　メッテの視線の先には、俺が先ほど丘の上に作った見張り櫓が。

　先ほどイリアにあの丘のことを訊たずねたとき、イリアは寂しげな顔をしていた。そうか、あそこはイリアの父の墓だったか。そして腰にさげていた赤黒い角はきっと、その父が命に代えて取り返したイリア自身の角。

「さ、さすがにヨシュアといえど、あそこは」

「そういうことなら、移設してきたほうがよさそうだな。イリアに神様も喜ぶだろうから頼むと言われたから作ったんだが」

　そう言うと、メッテははっとした顔になる。

「ああ……族長ならお喜びになられる。そんなことを気にする方じゃない。ヨシュア、すまない」

　メッテはすっきりとした顔で俺に言うと、燻製窯を開ける。

「おっ、もう少しでいい感じだな。イリア様を呼んでくるか……いや邪魔しないほうがいいか」

「そういえばイリアは何を？」

「お前が昨日作ってくれた弓を練習しているんだよ。昨日も夜遅くまで訓練に打ち込まれていた」

「弓を？」

「弓があれば皆を守れると仰おっしゃっていた。才能があるというお前の言葉を信じてるんだ」

「それは嘘うそじゃない。イリアは一流の弓の使い手になれると思う」

　昨夜見た限りではイリアの弓の扱いはとても素人とは思えないものだった。

　だが弓だけじゃない。俺は昼のことを思い出す。イリアはまるで麦を鎌で刈り取るかのように、巨木を次々と伐り倒していった。斧の扱いも最初から相当なものだった。

　もしかするとイリアは、あらゆる武器の扱いが上達するような紋章を持っているのかもしれない。メッテも持っているように、鬼人も人間同様紋章を持って生まれてくるというのだから。

「メッテ。イリアの紋章は知っているか？」

「【般若】、だそうだが、一族に同じ紋章を持つ者はいない。過去を遡さかのぼっても、いないそうだ」

「俺も初耳だな……」

「だが一族の者たちはきっといい紋章だと仰っていた。人を癒いやす優しい紋章じゃないかってな」

「そうかもしれないな」

　しかしメッテの顔は不安そうだ。

「ああ、本当にイリア様はお優しい。優しすぎるがあまり、イリア様は本当に無理をなさるお方だ。お前に助けてもらった昨日も、行くなと禁じられていた森で遊んでいた鬼人の子を助けるため、一人囮おとりとなった……」

「父の言葉を守ろうと」

「そうだ。イリア様の行いはいつも尊敬に値する。だがイリア様は我らの族長だ。もう、危険な目に遭わせたくない」

　それでもイリアは、誰かを守るためには自分の身を犠牲にするしかない場面が多いのだろう。

　俺はメッテに答える。

「そうだな……俺もその助けになれるよう、頑張るよ」

「ヨシュア……ありがとう。お前が助けてくれるのは、私たちにとって何より心強い。これからもよろしく頼む」

「ああ。俺こそよろしくな」

　俺たちは互いに頷き合う。

「さて、肉はどうかな──よし、もう食べられるはずだ」

　メッテは燻製肉を皿に取り出すと、それを短剣で薄く切り分け周囲の鬼人たちに呼びかける。

「さあさあ、皆食べてくれ！　ヨシュアも！」

「ありがとう。どれ……おお、香りも食感も見事だ」

　メッテの作った燻製肉は本当に絶品だった。昔、人間の国の王宮で食べたものよりも美味しい。

　他の鬼人たちも気に入ったようで、メッテのことを褒めている。

「ふふ、美味しいだろう！　これも、ヨシュアがこの窯という道具を作ってくれたおかげだ！　明日は河原で魚でも取って焼いてみようか」

　俺の肩にメッテはポンと手を乗せて言った。

「それなら、漁ができるような網を作っておくよ。倉庫のを編みなおせば、すぐに作れるはずだ」

「おお、それはありがたい！　なら、もっと食べないとな」

　メッテは俺に次々と肉を持ってきてくれた。

　久々に腹いっぱい食べた俺は、その後、漁網を編みなおし眠りにつくのだった。
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「ふぁあ……よく寝た。うん？」

　目覚めたと同時に、俺は異変に気がついた。上半身を起こせないのだ。

　どうして起こせないか目を開いて確認した。俺の右腕をイリアが、左腕をメッテがその両腕でがっしりと掴つかんでいたからだ。右腕はまだ自由に動くが、左腕は全くびくともしない。

　やはり俺がこの村から去るんじゃないかと心配なのだろう。だからこうして監視というか、逃げないようにしているのかもしれない。

「……うん。ヨシュア様？　おはようございます」

「もう朝か。ヨシュア、おはよう」

　二人は上半身を起こして体を伸ばし、何食わぬ顔で挨拶してきた。

　そうしてまた新しい一日を迎えた俺はまず、昨日作った櫓やぐらと柵に問題がないか、村を見て回ることにした。各所を見てきたが傾いたりはしてない。

　途中、櫓や歩廊に上がると、外から体当たりしてくるボアが見えたが柵は見事にそれを防いでいる。他の鬼き人じんによると夜中にも同じことがあったが、柵が倒されることはなかったらしい。

「これで、これからはボアに起こされることはなくなりそうです。しかし本当に高いですね。昨日は暗くてよく分かりませんでしたが」

　イリアは柵を見上げながら言った。イリアはこうしてずっと俺についてきてくれている。

　俺としてもイリアにあれこれ質問したりお願いできるからいいんだが、なんだか悪い気もする。

　だから俺のことは放っておいても大丈夫だ、と言おうとした。しかし、イリアは興味津々といった顔で俺に訊たずねてくる。

「今日はどうされる予定なのですか？」

「え？　きょ、今日か」

　特に何かしようと決めていたわけじゃない。あらかた、必要なものは作れたかなという感じだ。

　だが、まだ問題は山積みだ。

　昨日は食料確保のための道具を作った。狩りに加え、今日からは河原での漁も始まるだろう。

　だが、まだまだそれらの道具が足りない。そしてそれを作るための、鉄がない。

　製鉄に必須の木炭はすでに生産を始めているが、集めてもらった岩石だけで鉄を賄うのは無理がある。

　だから今日は、鉄をもっと大量に得られないか周囲を探索しようと思う。

「なあ、イリア、メッテ。ここら辺に、赤茶色の岩か、鉄みたいに光る石が多くある場所を見たことないか？」

　二人は顔を合わせると、イリアが答える。

「小さいものならたまに転がっていますが、たくさんとなると見たことがございません。少なくともこの周辺の草原と森では」

「そうか。なら、山や地面に開いた穴を見たことは？」

「穴……それでしたら、ここから少し南西の森の中ほどに、山の麓ふもとがございます。七、八分歩くと、紫し苑おん窟くつというのがあります」

「洞どう窟くつか？　入れそうかな？」

「昔は私たちの先祖も入っていたそうですが……コウモリの住処すみかとなってからもう百年以上、誰も近寄っておりません」

「コウモリか。やっかいだな」

　コウモリが住む洞窟は彼らの糞ふん尿にょうで非常に臭い。だけでなく、コウモリの多い鉱山の採掘者たちは、重い病気にかかりやすいとも聞く。そんな場所で採掘をするのは危険だ。

「とりあえず、その紫苑窟の様子を見に行こうかな。もしかしたら、コウモリが別の場所に住処を替えている可能性もある。少ないようだったら駆除できるかもしれないし」

「かしこまりました。それでは、私がご案内します」

　イリアがそう答えると、メッテが口を挟む。

「いや、イリア様。私がヨシュアを案内してきます。イリア様は村にお残りください」

「メッテ。しかし……」

　イリアは不安そうに俺を見る。俺がどこかに行かないか心配しているのかもしれない。

「大丈夫だ、イリア。俺は絶対に黙って消えたりはしない」

　そう話す俺に、イリアはなおも心配そうな目を向ける。

「ですが、ヨシュア様とメッテの身が心配で。普段、あまり行かないところですから」

「だが、イリアは族長だ。もしなんかあったとき、皆が困る。ここは俺に任せてくれ」

　俺の声にメッテがうんうんと頷うなずく。

「ヨシュアもこう言ってくれていることですし、どうか私を信じてください、イリア様！　私がヨシュアを必ず守ります！　だからイリア様はどうか、村に！」

　昨日、メッテはオークに襲われたときのことを教えてくれた。

　あの時、メッテはイリアを守れなかった。だからもう危険な目に遭わせたくないのだろう。ずっと村にいてほしいのだ。

　メッテの必死の訴えにイリアはふうとため息をついてから呟つぶやく。

「メッテ……あなたがそこまで言うのでしたら、ヨシュア様をお願いします」

「イリア様！　あ、ありがとうございます！」

　メッテは目を輝かせて答えた。

「まあ七、八分なら本当に目と鼻の先の距離だ。手早く視察して帰ってくるよ」

「はい、ヨシュア様。どうかお気をつけて」

　イリアはにこやかに答えてくれた。

　それから俺とメッテは燻くん製せい肉の朝食を食べ終え、村を出る。

　南西に草原を進んで見えてきた森に入り、二分も歩くとその穴は見えてきた。

「ここが紫苑窟か」

　入り口は意外にも広い。人間の男が余裕で立って歩ける高さと、人が三人横並びになって歩ける横幅がある。

　その分、中にいるコウモリも多そうだが。

　メッテは槍やりを手に、自信満々の顔で言う。

「よし！　それじゃあ、私が入ってコウモリどもを」

「待てメッテ。コウモリは弱いが、噛かまれたら病気になる可能性もある。大量にいるだろうし危険だ。だからまずは様子を見よう。メッテ、まずはこれを」

　俺はここに来る途中に生産魔法で作ったものをメッテに手渡す。

　ただの木の棒と、円形の木筒の上部にボアの革を張ったもの。太鼓だ。

「これを洞窟の前でどんどん鳴らしてくれるか？　あ、なるべく優しくな」

「なんだか楽しそうだな。任せておけ！」

　メッテは洞窟の前でどんどんと太鼓を木の棒で叩たたくが、洞窟の中からは何も出てくる気配はない。

「音では出てこないか。なら次は」

　俺は新たに、木の棒の先っぽにボアの脂を塗った麻布を巻きつけたものをメッテに渡す。

「松明たいまつか」

　メッテというか鬼人たちも松明のことは知っていたようだ。村ではあまり使っているのを見たことがないが。

「ああ。火をつけて、奥のほうに投げ入れる。コウモリが大量にいれば、驚いて出てくるはずだ。なるべく奥のほうに投げてくれ」

「分かった！」

　俺が火魔法で松明に火をつけると、メッテはその松明を洞窟の奥に投げ入れた。

　するとしばらくして、洞窟の奥からびちゃびちゃという音が聞こえた。

「水でも溜たまっているのか？　何かがいるのは確かのようだが──一いっ旦たん、茂みに隠れよう」

　俺はメッテと共に洞窟の見える茂みに隠れた。

　洞窟をねぐらとする獣は多い。熊や狼おおかみなどがコウモリを追い出し、自分たちの巣にしているのかもしれない。魔物の可能性もある。魔物にも同じような生態を持つ種がいるのだ。

　だが出てきたのは、予想外に巨大な生き物だった。

「な、なんだあれは？」

　見たことのない生き物なのか、メッテは目を丸くした。

　洞窟から出てきたのは、洞窟の穴と同じぐらいの大きさの粘液だ。体は石油のように黒ずんでおり、どろどろとしている。

「──スライムという魔物の一種だ。変異種のダストスライム」

　目についたものはすべて取り込み、時間をかけ溶かしてしまうという魔物だ。俺の相棒であるウィズのような普通のスライムと違い、金属や石なども溶かしてしまう。特に動物の肉は好物のようで、人間もよく捕食されるという話を聞く。

「そこまで強くはないが、面倒なやつだ……誰かが穴の中に迷い込んだら危なかったな。人手がいれば簡単に倒せるし、一旦村に帰ろう。イリアと他の鬼人にも手伝ってもらえば」

　俺がイリアと名を口にした瞬間、メッテは首を横に振る。

「いや、強くないのなら私がやろう。イリア様の手を借りるまでもない！」

　メッテはそう言うなり、槍を手に茂みから出た。

「待て、メッテ！　武器では、こいつは！」

　だがすでにメッテの槍はダストスライムを深く突いていた。

「よし、どうだ!?　なっ!?」

　槍はずずっとダストスライムの体の中に引き込まれていく。

「槍から手を離せ、メッテ！」

「い、嫌だ！　これはヨシュアが作ってくれた！　わっ!?」

　ダストスライムは体を大きく振り、槍を持ったメッテを投げ飛ばす。

「メッテ！」

　俺はメッテにマジックシールドというあらゆる衝撃を緩和する魔法を展開し、地面への衝突を和らげる。

　しかしダストスライムは大きくジャンプし、しりもちをつくメッテに迫る。

「くっ！」

　メッテはなんとか身を起こそうとするが間に合いそうもなかったので、俺はダストスライムの前に立ちはだかり、生産魔法で作った木の板を目の前に展開した。

　その板をダストスライムは飲み込もうとする。時間稼ぎにはなりそうだ。

「メッテ！　大丈夫か!?」

「す、すまない、ヨシュア」

　そう答えるメッテだが、どうも腰が抜けてしまったらしく立ち上がることができない。

　俺はメッテを抱きかかえ、その場から退散することにした。メッテは赤面しながらも申し訳なさそうに言う。

「よ、よ、ヨシュア……本当にすまない」

「気にするな。俺が強くないなんて言ったのがいけないんだ」

　だが、ダストスライムは俺たちに気がついたのか、板を飲み込むのをやめ追ってくる。

「くそ、やっぱり動くやつのほうが好みか」

　このままではいずれ追いつかれる。一度メッテを下ろし、対たい峙じするべきか──うん？

　刹せつ那な、俺の視線を遮るように何かが風のように通り過ぎっていった。

「え？　──イリア？」

　気がつけば、村に残っていたはずのイリアが俺から見てダストスライムの向こう側に立っていた。その手には斧おのが握られている。

　スライムはすぐにイリアに体の正面を向ける──が、その瞬間、体がばらばらになってしまう。

　ダストスライムの体は地面に落ちて黒い水たまりとなった。本来、スライムは体中央にある核さえ無事なら体を元に戻すことができる。しかし、イリアによって核を斬られたので、もう復活することはなかった。

　だがあの巨体ともなれば、核までは遠い。スライムは体を硬質化させることで、攻撃も防げるはず。それにもかかわらずほんの数秒のうちに破壊してしまうとは。

　いや、むしろ数秒だからこそ、ダストスライムは反応できなかったのだ。

　それに体をばらばらに切り刻んだことから、イリアは一瞬のうちに何回も斧を振るったのだろう。とても常人のスピードではない。

　俺はイリアの超人的な力に、少し恐怖した。

　一方のメッテは俺の胸元で、すぐにイリアに謝る。

「も、申し訳ございません、イリア様……」

「いいえ、メッテ。気にしないでください」

　イリアは斧に付いたスライムの粘液を振り払うと、メッテに微笑ほほえんだ。

「あなたが私の身を案じてくれているのはよく分かります。でも、私の役目は皆を守ることです。私はそのために生きているんですから」

　やはりイリアは俺たちのことが心配だったのだろう。

「イリア様……ヨシュア、もう大丈夫だ。立たせてくれ」

　俺がゆっくりと下ろすとメッテは少しふらつきながらも力強い口調で言った。

「イリア様……私、もっと強くなります。私もイリア様や皆を守れるように、強く」

「ありがとう、メッテ。頼りにしています」

　イリアは笑顔でそう答えた。

　イリアもメッテも互いを大切に思っているからこそ、過剰なほど心配になるのだろう。とても不器用だなと思う。同時にそんな二人の助けになりたいとも。

　──放っておけないというか、そんな二人だ。

　それからイリアは少し落ち着くと、ちょっと怒った感じの顔で言った。

「とりあえず、これからは自分の身を大切にしてください。それとヨシュア様のお言葉には必ず従ってください！　きっとヨシュア様のお言葉を聞かなかったのでしょう!?　私ならともかく、ヨシュア様に何かあったら」

「そ、それは……申し訳ない。軽はずみだった。許してくれ、ヨシュア」

　俺は首を横に振る。

「いや、もとはといえば俺があまり強くないなんて言ったのがいけなかったんだ。あの手の敵は倒し方さえ分かれば苦戦しないが、ただ武器を振るってもな。ともかくこれからは、見たこともない敵に急に挑むのはやめたほうがいい。情報を集めてから、仲間と一緒にかかってくれ」

「ああ、約束する。肝に銘じておく」

　そう言うと、メッテは自分の腹に向かって、やめろと言い始めた……何かのまじないか？

　イリアはふうと息を吐いて言った。

「ともかく今日はもう休みなさい、メッテ。体に大事があったら大変です」

「な、何のこれしき！　……いたっ」

　その場で足を上げようとして腰を押さえるメッテに俺は言う。

「もう視察は済んだし、一度村に帰ろう。ダストスライムを倒せたわけだし、中はもう安全だろうし、他の鬼人も呼んで採掘をさせたい」

「むむ、そういうことなら……」

「決まりだ。一旦帰るぞ。おっとそうだ」

　俺はダストスライムの体を回収しようとする。

「ダストスライムのスライムゼリーは衝撃に強くてな。衣服や防具の裏地に使うと頑丈になる。着心地もいいし──っとこれは」

　俺はダストスライムの体を魔法工房に回収している途中、緑色の水晶のようなものが一緒に落ちていることに気がつく。

「これは魔石か。すいぶん大きい」

　俺が感心したように言うと、イリアが首を傾かしげた。

「……魔石？　宝石のようなものですか？」

「宝石のように腕輪や首輪に嵌はめることもあるけど、この魔石は一部の魔物が持つ特別な力が宿る石なんだ。これを使って作られた道具や武器は、何かしらの力が得られる」

　人が紋章によって恩恵を受けるように、魔物もこの魔石によって恩恵を受ける。魔力を授かったり、何かの技能が上達するようになったりと。

　だが実体のない紋章と異なり、魔物の魔石は実際に体の中に宿る物体。しかも個体によっては持ってなかったり持ってたり、大小にもばらつきがある。魔石の力の強弱はその大きさで分かり、得られる力によって色が違ったりする。

　人間はこれらの魔石を道具や武器に用いることで、その力を利用している。魔物の体の一部ということが汚らわしいと、使用を禁止する国もあるが。

「薄い緑──風属性の魔法に恩恵があるものだな。これはいい」

　俺でも強力な風魔法を使えるようになるだろう。もともと風魔法に秀でた者が使うのが一番だが。

　こうして俺は魔石とダストスライムの体を手に入れ、一旦村に帰った。

　メッテを休ませ、他の鬼人を五名ほど集めてからイリアと一緒にまた紫苑窟へ向かう。

　あの洞窟はダストスライムの住処だったから、他に獣はいないだろう。

　だが再び紫苑窟の前へ向かうと、そこには多数の青い粘液が洞窟から出て飛び跳ねていた。

「あ、あれは！」

　イリアはすぐにぴんときたらしい。

　イリアは、俺の相棒であるウィズと同じ普通のスライムだと気づいたのだ。

　他にも紫苑窟には普通のスライムが住んでいたのだろう。さっきのダストスライムは、あのスライムたちの中の個体が分裂する際、変異して生まれたものだったのかもしれない。

「普通のスライムは臆病だからな。自分より大きい個体はまず襲わない」

　近づけばどこかへ消えていくはず──追い払おうとするとウィズが先行して向かった。

　ウィズは何度かぴょんぴょん跳ねると、他のスライムたちも飛び跳ねてそれに応える。そんな応酬がしばらく続くとウィズは俺の前に戻ってきた。

「ウィズ、どうしたんだ？　話をつけてきてくれたのか？」

　俺が言葉をかけると、ウィズはぴょんと跳ねた。これは肯定を意味するときの合図だ。

「そうか。退散してくれるならありがたい」

　そう思って俺たちは紫苑窟へ向かうが、他のスライムたちは逃げずにたむろっているだけだ。

　イリアはそんなスライムを見て呟く。

「なんだか可愛かわいい……それにぷにぷにしてそうですね」

「ああ。スライムやスライムゼリーの枕を好む人間も多いからな」

　かくいう俺もその一人だが。

　スライムを羨うらやましそうに見つめるイリア。なんというか、年相応の女の子らしい意外な一面を見た気がする。今度イリアにウィズを抱っこさせてあげるかな。

「よし。ともかくこれで紫苑窟は安全だ。皆、これを持ってくれ」

　俺は作った松明に火をつけて皆に渡し、紫苑窟へ入った。すぐ、紫苑窟の名の由来が分かった気がした。

「壁が紫色に光っている」

　俺が呟くとイリアが頷く。

「まるで紫色の花が咲いているようなので、昔の人は紫苑窟と名付けたのだそうです」

「なるほど。綺き麗れいな場所だ。でも、なんでこんな色なんだろうな」

　俺はそれを解き明かすために、生産魔法でつるはしを作る。

　だが金属の在庫は少ないので、今回はつるはしの頭にボアの角を使うことにした。ボアの角は鉄のように頑丈なので岩を砕くこともできる。柄はアイアンチークのものだ。

　そのつるはしを鬼人たちに見せ、俺は言った。

「よし、皆にこれから岩を得る方法を教える。俺も専門的な知識があるわけじゃないんだが、こう振りかぶって……下ろす感じだ」

　かんっという心地よい音が響くと、岩がそこから崩れ落ちていく。そこを何度か叩くと、紫色の鈍く輝く石が剥はがれ落ちるので手に取って触り心地や重さを確かめてみる。

「これは──まさか！」

　この素材を手にするのは初めてじゃない。しかし滅多に手にすることのない素材だった。

　俺は崩したこの紫色の石を魔法工房に送り、木炭と重ねて熱する。闇魔法と風魔法を用い不純物を取り出し、形を整えていけば、

「完成だ」

　俺の手に、鈍にび色いろのインゴットが現れた。だが微かすかに紫色の輝きを放っている。

　イリアがそれを不思議そうに覗のぞき込む。

「もしや、先ほどの石だったものですか？」

「そうだ。鉄を精錬したんだ。だが、ただの鉄じゃない。これは、紫し鉄てつだ」

「紫鉄、ですか」

「ああ。普通の鉄の三倍以上の強度を持つ希少な金属だ。魔法の攻撃にも耐えられる。人間の間ではオリハルコンやミスリルなどと並び、王侯貴族の垂すい涎ぜんの的となっている金属──あっ」

　イリアと鬼人はちんぷんかんぷんといった顔だ。オリハルコンとか言われても確かによく分からないよな。

「ともかく、とてもいいものだよ。これでいい武器や鎧よろい、道具が作れる」

　それを言うと、イリアたちはおおと顔を明るくした。

　しかも、この紫鉄の壁は洞窟の奥のほうまで見える。当分は、掘っても掘りつくせないだろう。

「よし、それじゃあ皆のつるはしも作る。頑張って掘ってくれ」

　鬼人たちは任せとけと、俺の作ったボア角のつるはしで岩壁を叩き始めた。さすがに鬼人は力持ちで、俺よりも遥はるかに一回で掘る量が多い。

　あとは銅やら石炭など他の鉱石も多少見られた。これらも非常に役立つ。ありがたい。

　俺はアイアンチークの木材を用い、この洞窟が崩れないよう柱や壁を作り補強していく。また、入り口にはもしもの時のために、扉を設けることにした。

　そんなとき、足元がぴちゃぴちゃと騒がしいことに気がつく。

　視線を落とすと、そこにはウィズと紫鉄の鉱石を体の上に載せたスライムたちが。

「まさか、運ぶのを手伝ってくれるのか？」

　俺の声に、ウィズは肯定するようにぴょんと跳ねた。

　ダストスライムを倒したことで恐れられたのか、あるいは恩に感じてか。ともかくスライムたちは仲間になってくれるらしい。ウィズが言うのだから、間違いないだろう。

「ありがとう。それじゃあ、これからも運搬を頼むよ」

　スライムたちはぴょんぴょんと飛び跳ね、反応してくれた。彼らには資材などの運搬を任せよう。

　こうして俺たちは新たな仲間と、紫鉄という希少な金属を得た。

　紫苑窟から村へ帰ると、俺は採掘に興味のある鬼人たちに簡単な採掘の方法を教えた。異臭がしたり、岩壁にひびが入ったらすぐ外に出るようにも伝えておいた。木の伐採同様、鬼人たちは大量の紫鉄を掘ってくれた。

　ウィズがまたスライムたちにその紫鉄を運搬するよう指示してくれたおかげで、相当な速さで紫鉄が集まっている。

「おりゃ！　こんなに集まったぜ！」

　夕暮れ時、採掘から帰ってきた鬼人たちは、山のように積み上がった紫鉄鉱石の前で誇らしげな顔をしていた。

　他の鬼人がそれを称たたえているが、俺も驚きだ。これだけの紫鉄があれば、思いつく限りのものは何でも作れる。道具や武具はもちろん、鉄製の城門だって作れるだろう。これを半日で集めるとは。

　鬼人の怪力とスライムの運搬力に俺も舌を巻く。もっとも、あの紫苑窟の紫鉄の埋蔵量も相当なものだが。

　俺はといえば、その紫鉄鉱石をひたすらインゴットへと精錬していた。これだけ大量にあるなら、節約する必要もない。

　斧やつるはしなどの採集道具はもちろん、鍋などの調理道具もどんどん作る。

　他にも槍やクロスボウなどの武器を作ってほしいという要望にも応えていった。皆、俺の作ってくれたものに声を上げて喜んでくれている。

　イリアが見せてくれた昔の鬼人たちの布絵。あの光景に少しずつ近づいている気がした。

　そういえばあの布絵に面白い武器があったな──刀のようだが、普通の刀よりも長く、不思議な反そりをしていた。俺は布絵に描かれていたその不思議な刀を作ってみることにした。

　それから少しして、突如隣から声がかかった。

「よ、ヨシュア様」

　声に振り向くと、そこには不安そうに俺を見つめるイリアが。

「イリア？　あっ」

　イリアの手には串刺しにされた焼き魚が。あたりはすでに真っ暗だった。

「申し訳ございません。邪魔しては悪いと思ったのですが、食べないと体に悪いと思いまして」

「あ、ありがとう。集中すると、周りが見えなくなってね。ありがたくいただくよ」

　俺はイリアが差し出した焼き魚を受け取る。

　周囲には、焚たき火びや窯の近くで肉や魚を食べる鬼人たちがいた。狩りや漁が上う手まくいっているのか、昨日よりも量が多い。俺の道具のおかげだという言葉も聞こえた。

「皆、順調みたいだな。そうだ……ちょうどイリアに渡そうとしたものを作っていてさ」

　魔法工房から、それを出す。人の背丈の半分はある紫鉄の刀を、アイアンチークの鞘さやに入れてある。

「私にですか？　──これは！」

　刀を両手で受け取ったイリアは、神妙な面持ちで鞘から刀を抜いた。紫がかった鈍色の刀身は鏡のように磨かれており、ゆらゆらと燃える焚火が映った。

「ああ。見せてもらった絵に描かれていた刀だ。長くて扱いが難しそうだけど、先祖が使っていたならきっと上手に使えるんじゃないかって思ってね」

「確かに、あの絵に描かれていたのと同じもの。でも、どうして私に？」

「皆を守りたいって、さっき言ってただろ？　だから、イリアの武器を作ろうと思って。あの斧は戦闘用の斧じゃないから」

「ヨシュア様……ありがとうございます！　大事に使わせていただきます！」

　そう話すイリアは心底嬉うれしそうな顔をしていた。

「ああ。他にも何かあれば作るから、気軽に言ってくれ。こんだけ紫鉄もあるし──うん？」

　俺は刺すような視線に気がつく。メッテだ。

「よ、ヨシュア！　なんだ、それは！」

「か、刀だよ。剣の一種で、刺すよりも斬ることに適していて」

「よく分からないが、私も欲しい！　なんだか、こう……びびっときたんだ！」

「ま、まあ先祖が使っていたわけだしな。分かった、今作るよ。もちろん、皆にも」

　どうやらメッテだけじゃなく、他の鬼人もイリアに渡した刀を見て自分も欲しいと思ったようだ。俺は焼き魚を食べた後、鬼人たちの刀を作っていった。

「おぉおおお！　これは格好いい！」

　メッテは俺の鍛えた刀を掲げ、感嘆の声を上げた。

　紫色の光を放つその鈍色の刀に、他の鬼人もわあわあと沸き立つ。

「気に入ってくれたようだな。皆のもあるから、並んでくれ」

　俺は一列に並んだ鬼人たちに刀を渡していく。受け取った者たちの喜びようを見るに、彼らの主力武器になるのは間違いなさそうだ。

「この際だから、他にも武器を作っておくか」

　他には、以前から馴な染じみのある槍やメイス、クロスボウを中心に数十単位で作成した。弓などはいくつか作って、イリア同様才能のある者に使ってもらう予定だ。

　そんな中、一人の若い鬼人の男が何か言いづらそうにしてこちらを見ているのに気がつく。彼は確か今日、狩りに出ていた。

「どうした？　何か希望の武器があるか？」

「い、いや、その」

　言い淀よどむ男に代わって、メッテが俺の前にあるものを見せつけた。それは俺が昨日作った胸当てだったが、真ん中が大きく窪くぼんでいた。

「調子に乗って前に出すぎるものだから、ボアの角で吹っ飛ばされたんだ。ヨシュアの作ってくれた胸当てでこの通りピンピンして帰ってきたが」

　メッテがそう言うと、男は頭を下げる。

「す、すまねえ。もう壊さないようにするから、もう一度作ってくれないか？」

「謝る必要はない。防具は身を守るためにあるんだから、むしろ役に立ってよかった。だが……」

　鬼人たちは、近接戦を好む傾向にあるようだ。となると、こんな胸当てじゃなくて、もっとしっかりした防具があったほうが安心だ。

「よし。せっかくだし鎧を作ろうか」

　そう話す俺の手を、イリアが優しく引く。

「ヨシュア様、ありがたいですが、もう遅いですしお休みになられたほうがよろしいかと」

　武器を作るだけで、もう一時間ほど経たってしまった。他の鬼人も俺が鎧を作り終えるまで起きていることになるし、今日はこれぐらいにしておこう。

「そう、だな。鎧は明日の朝にして、今日はもう寝させてもらおう」

　俺がそう言うと、イリアとメッテは優しげな顔で頷いてくれた。他の鬼人たちも頼むと頭を下げて、今日は家に帰っていく。

　もう俺は騎士団にいるわけじゃない。急ぐ必要もないんだ。

　その後、俺もゆっくりと眠りにつくのだった。
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　目が覚めると、今日も起き上がれない。昨日は上半身が起こせなかっただけだが、今日は足が何かに押さえつけられていて上がらないのだ。

　目を覚ますとイリアは昨日のように──いや、昨日よりもずっと強く俺の右腕を抱き寄せていた。

　下半身に視線を落とすと、そこには横向きに寝たメッテが俺の脚を太ももでがっしり挟んでいる。

　メッテの着る麻の服ははだけており、脚は露出したまま。力持ちなことからもっと筋肉がついていると思ったが、思いのほか柔らかい。というかすべすべしていて、なんだか変な気持ちになる。

　このままではおかしくなる気がして、俺はすぐに口を開けた。

「……二人とも、おはよう」

「……っ！　おはようございます、ヨシュア様！」

「おお、もう朝か。イリア様、ヨシュア、おはよう」

　普通に挨拶を返す二人。

　冷えないように気遣ってくれているのは分かるが、やはり男としてはいろいろと刺激が強すぎる。

　いたたまれなくなった俺は、すぐにウィズと共に家を出て紫し鉄てつ鉱石の集まる場所に向かった。

　今日はまず、鬼き人じんが狩りで使う鎧よろいを作る。

　全身を覆うプレートメイルを紫鉄のインゴットを延ばしてどんどんと生産していった。

　だが途中、あることに気がつき、俺はイリアからもらった鬼人の先祖が描かれた布絵を広げる。

「そういえば、刀と同じで先祖の鎧もあまり見ない形だったな」

　絵には、鱗うろこのような板を張り合わせた鎧を着る鬼人たちが見えた。

「鎧かあ。昔から、魚の鱗みたいだと思ってたんだよなあ」

　横を見ると、そこには同じように絵を覗のぞき込むイリアとメッテが。あまりの近さにどっきりした俺は慌てて視線を絵に戻し、首を縦に振る。

「あ、ああ、まさに魚の鱗みたいなものだ。これはラメラーアーマーって言って、小さな板を何枚も重ねて作るんだ」

　小札と呼ばれる小さな板を繋つなぎ合わせた頑丈な鎧。昔の鬼人たちはこれを作る技術を有していたのだろう。

「プレートメイルより衝撃に強いよな。これなら鱗と皮も利用できるし、再現してみようか」

　初日だけでなく、昨日も鬼人たちが数頭アーマーボアを狩ってくれた。そのおかげか、皮と鱗が大量に溜たまっている。

　アーマーボアの鱗は頑丈なだけでなく、柔軟性があって衝撃にも強い。外側に紫鉄を張り合わせれば、もっと頑丈な小札になるだろう。

　下に着こむ革鎧も、アーマーボアとワイルドボアの皮をなめして作ればいい。

　俺はさっそく鱗と皮を回収し、倉庫からウィズに麻糸を取ってこさせた。

　だが、イリアが言う。

「これ、をですか。先祖の伝承だと、この鎧は作るのに一年かかったとか」

「他に何か作りながらなら、それぐらいかかってもおかしくない。これだけに集中しても一か月はかかるはずだ」

　ラメラーアーマーはプレートメイルと比べても頑丈な防具だが、作成にとても時間がかかる。

　基本的に何枚かの金属板を叩たたいたり折ったりして作っていく板金鎧と違い、大量の小札という小さな板に糸を通して作られる。小札に開けた穴に織物のように糸を通す必要があるため、作成に結構な時間がかかるのだ。

　俺がラメラーアーマーを最後に作ったのは五年前か。最近は作ってなかったな。

　確か俺も最初は三日ぐらいかけて作ったっけ。糸を通すのに結構時間がかかったんだよな。

　最近の騎士団の貴族たちは全身を覆うプレートメイルを好み、ラメラーアーマーを使う者はほとんどいなかった。単純にプレートメイルのほうが鎧に紋様を彫りやすく、デザイン性に優れているからだ。

　貴族は戦場で自分が何者か敵味方に報しらせるため、己の武具には何でも家紋を彫らせたがる。

　それでもレシピ化してあるから、工程は問題ない。結局は小札を何枚も作って、そこに穴を通して一ひと塊かたまりにするだけだ。

　──小札の束はできた。後は形にしていくだけだ。

「まずは、メッテからだ。体を測らせてもらうぞ」

　俺は魔法でメッテの体に風を纏まとわせ、その風を魔法工房へと送ってサイズの指標にする。

　小札を胴体の体に沿って繋ぎ合わせたり、肩当てや脛すね当てに形を整えていく。

　同時にボアの毛皮を使って、ラメラーアーマーの下に着る革鎧も作っておく。これは革の中側にダストスライムのゼリーを熱したものを張り合わせてある。

　スライムゼリーは熱すると反発力のあるクッションになり衝撃を防いでくれる。またヒンヤリとしているので重装でも涼しいという利点があるのだ。

　あと、絵の鬼人は鎧の上にベストのようなサーコートを羽織っていた。これも作っておく。

「よし、完成だ！　じっとしていてくれ、メッテ」

「お、おう……おおっ！」

　メッテの体を包んだ光が弾はじけると、艶つやのある紫色を基調としたラメラーアーマーが現れる。

　周囲にいた鬼人もメッテ同様、声を上げた。

「これは頑丈そうだ！」

　胸部をばんばん叩くメッテに、その怪力で壊れてしまうんじゃないかと俺は一瞬ひやっとした。

　だが、鎧は傷一つついてない。これならちょっとやそっとの攻撃じゃ壊れないだろう。

「重くないか、メッテ？」

「いや、見た目に反して全然軽いぞ！　動きやすいし涼しい！　なにより格好いい！」

　メッテが自慢するように鎧を見せつけると、周囲の鬼人も案の定、自分も欲しいと言い出す。

「よし、他の狩りに行くやつのも作るぞ！」

　俺はその後、メッテと同じラメラーアーマーを何着か作成する。プレートメイル共々、俺が毎回皆に着せるわけにもいかないから、鎧の装着の方法も教えた。

　メッテと鬼人たちは俺の作った鎧を着ると、意気揚々と狩りへと向かうのだった。

　イリアがその様子を見て言った。

「たった一瞬で、これだけのものを……やはりヨシュア様は、神々の力をお持ちなのでは」

「神々か……一応、紋章は授かっているけど」

　俺の紋章は【魔工師】。ありふれてはいないが、珍しくもない平凡な紋章だ。

「まあ経験によるものだと思うけど……それよりもイリア、ちょっと動かないでくれるか？」

「え？　は、はい。ですが何を？」

「君のも一応作っておくよ」

「い、いいのですか？」

「ああ。スライムゼリーもまだ残っている。よし、重いかもしれないから気をつけてくれ」

「はい──これは」

　イリアのも同じラメラーアーマー。しかし、全身を覆うものではなく、胸や腰など局所を守れるものにしておく。着ている服の上に装着するような感じだ。

　他の鬼人と比べ、イリアはあまり力が強くない。だから鎧は重くできなかった。それにイリアのあの神懸かった敏びん捷しょうさを殺したくない。

　その分、中に着こむ革鎧にはより多くのスライムゼリーを使っている。

「動きにくくないか？」

「いえ、全く。とても動きやすいです」

　イリアはその場でジャンプしてみせた。意図的に軽く作ったのもあるが、重々しい音が響かない。

「本当に、どうしたらこんなものが作れるのでしょう……ヨシュア様、私たちはいったいどうやって、この御恩をお返ししたら」

　深刻そうな顔で言うイリアに、俺は首を横に振る。

「前も言ったが、寝る場所を与えてくれて食事も分けてもらっているんだ。変に恩に感じることはない。それに、俺の同族を簡単に追い返せるようになるまでは、俺はここにいるよ。もっと、この里を安全にしたい」
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「ヨシュア様……ありがとうございます」

　イリアはこくりと頭を下げた。

　そうだ。俺はこの鬼人の里を安全で豊かな場所にしたい。

　そのためには、解決しなければいけない問題が大きく分けて三つほど、この村にはある。

　一つは、やはりこの村は脆ぜい弱じゃくだということだ。木の柵で囲んだとはいえ、家は茅かや葺ぶきのまま。強い雨風や災害で簡単に壊れてしまうし、火に弱い。

　だからアイアンチークを使って、頑丈な家を作りたい。

　二つ目の問題は食料の問題だ。現在の食料は肉、木の実や野草など自然に存在するものを狩猟採集することで成り立っているが、この先ずっと同じ量を得られるとは限らない。ボアや獣も周辺から減ってくるだろうし、木の実や野草もさらに遠くへ採りに向かう必要が出てくるかもしれない。

　やはり安定して付近で食料を確保するには農業が一番だろう。だが俺に農業の専門的な知識はない。村に家庭菜園すらないのを見ても鬼人にも植物を育てる概念がないのは明白だ。

　とはいえ、世の中にはあまり人が関与しなくても強く育つ作物がある。代表的なのはイモやらカブか。早く育つし、これを埋められれば鬼人たちの食料問題を解決するのに一役買うだろう。

　これらの作物だけに限らず、近くで咲いている花からは積極的に種子も回収したいところだ。果物の苗木や野菜の苗を見つければ、村の近くに移植して農園にするのもいい。一番楽なのは、ここで穫れたものを俺が人間の街に持っていき、売買で手に入れることか。

　そして最後の三つ目の問題は、衛生問題。鬼人たちには清潔でいてもらいたい。綺き麗れいな衣料や寝具を使い、体を洗えば病気を防げる。怪け我がの治りも早くなるし、患部の悪化も防げるだろう。

　衣服はすでに今日、結構な量を用意した。布団や手ぬぐいなども合わせて、これからも生産していく。それに鬼人たちはもともと水で体や手を洗う習慣もある。

　しかしこれらに用いる水、体を洗う水は村から離れた川から汲くんできているのが現状だ。

　それをもっと楽にするため、そして手つかずの上水と生活で出た下水を分けるため、水道を作っていきたい。それには採石場が欲しい。

　その上で手洗い場や風呂、厠かわやなど用途別の施設を作っていきたいところだ。

　これら三つの問題はできるだけ並行して進めたいが、ある程度優先順位はつけておこう。

　この鬼人の里で今最も脅威なのは、外敵だ。周囲の魔物だけでなく、奴隷狩りが近くで出没したわけだ。

　人間の奴隷商の中には傭よう兵へいを多く抱え、大々的に奴隷狩りをする者たちもいると聞く。そういう者たちは防衛設備の整った拠点を構えたり、村を破壊するための兵器や魔法使いを用意している可能性もある。

　そいつらが近くにいた場合、危険度が一気に跳ね上がる。

　また最近は魔王軍の勢いも凄すさまじい。国境の人間の要よう塞さいが落とされ、ここまで北上してくる可能性もある。彼らに舐なめられないようにするためにも、こちらも村を要塞化しておく必要がある。

　だからまずは石の防壁を築きつつ、家を石と木で作ろう。防壁は丸太の柵と建て替えるかたちにすれば、柵に使っていた丸太を他の建材に転用できる。

　大きな石を切り出して運ぶのは時間がかかるし、早めに採石場を作るに越したことはないだろう。採石場の場所を探すついでに作物の種も手に入るかもしれない。

　ともかく、さっそく明日にでも行動に移すとしよう。

　俺はこの後も鬼人たちの武具や道具、衣服を作成し、その日を終えるのだった。
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　翌朝、なんだか犬の遠とお吠ぼえのような音が聞こえ、目を覚ました。

　今日は簡単に身を起こせたのは、隣にいたのがイリアだけだったからだろう。いや正確にはメッテもいたのだろう。左の布団が少し暖かい。

「おはよう、イリア。メッテは先に起きたみたいだな」

「おはようございます、ヨシュア様。メッテは少し前、訓練に行くと」

「そうだったか。朝から訓練とは熱心だな」

「はい。他の鬼き人じんたちの様子も見たかったそうで。皆、昨日ヨシュア様が作ったものにずっと熱中していて」

　作り手としては嬉うれしい話だ。耳を澄ますと鬼人たちの掛け声がわあわあと聞こえてくる。目を覚ますときに聞いた犬のような声は彼らの声だろうか。

　俺とイリアが訓練場に向かうと、威勢のいい声が響いてきた。メッテの声だ。

「撃て！」

　その声に鬼人たちは一斉にクロスボウの引き金を引いた。

　放たれたボルトは遠く離れた木の棒に見事命中していく。

　村の一角、そこには家はないが木の棒が並べられた広い空間がある。ここは俺が即席の訓練場として作った場所だ。

　昨日、村の鬼人全員に俺が作った武器が行き渡ったこともあり、皆訓練に明け暮れているようだ。

　クロスボウの他に、弓や槍やり、盾などを訓練している者もいる。

　俺は訓練のエキスパートではないが、一応怪我しないようなやり方を武器の使い方と共に昨日教えた。結果は上々のようで、それぞれが自分に合う得物を見つけられている。

「朝から皆頑張っているな」

　俺の声にメッテが頷うなずく。

「ああ。皆、自分で自分の身は守りたいってな。子供から老人まで、昨晩から寝ないで打ち込むやつもいるほどだよ」

「ほどほどにしてもらったほうがいい。体力がもたないからな」

「ちゃんと言っとくよ。ところで、今日はどこか行くのか？」

「そうだな。実は大きな石が欲しかったんだ」

　イリアが首を傾かしげる。

「大きな石、ですか？　今ある石よりも大きなということですよね？」

「ああ。俺の腰ぐらいはある高さで、四角い石が欲しいんだ。それで石の壁を作ろうと思ってね。今、村を囲っている柵があるだろ？　あれを岩にして、もっと高くしたものだ」

「あれより、高い……」

　イリアとメッテは柵を見て、呆ぼう然ぜんとしている。想像がつかないのかもしれない。

「今ある丸太の柵は少し低い。村の内部を弓とかクロスボウから防ぐには、ちょっと心こころ許もとないんだよ」

「なるほど。確かに外から弓を使われたら、簡単にこちらまで矢が届いてしまいますね」

　メッテの言う通り、飛び道具相手にはやはり心もとない。投石機や梯子はしごなどの攻城兵器にも弱いだろう。でも、さすがにここまで想定するのは過剰に思われるかもしれない。ボア相手なら今の柵で十分なのだ。

　それでもやはり奴隷狩りのことを考えれば、少しずつでも石の防壁に建て替えていきたい。

　イリアやメッテも俺の言葉に何の疑問も抱かず、作ろうと言っている。信頼されているのは嬉しいが、ちょっと純粋すぎる気もするかな。

「後は頑丈さの他に、柵に使っていた丸太を家を作るのに再利用したいってこともある。まあともかく、石が用意できないことにはそれもできない。そこで草木の生えてない山か地面が、この周囲にないかなって」

　紫し鉄てつが取れる紫し苑えん窟くつのある小山は土で覆われており、草木が生い茂っている。だから他に岩が剥むき出しとなっている場所があるといいのだが。

　するとイリアはメッテと目を合わせ言った。

「どこも草や木が生い茂っている場所が多くて……」

「そうか……なら、周囲を探索してみるか」

「お役に立てず、申し訳ございません」

「いや、気にしないでくれ。そうだ……他に赤い土や灰色の土は見たことないか？　他の土よりねちゃねちゃしているんだが」

　俺の言わんとしている土は粘土のことだ。これを焼いてレンガにすれば、石に近い建材として使える。瓦や土器にも使えるだろう。すでに鬼人は土器を使っているし、知っていると思った。

「土器のための土ですね。申し訳ございません、それも。でもここらへんの土を掘れば、たまに」

「掘れることは掘れるわけだな。よし……そしたら今日は河原の近くを捜索してみよう」

　それに河原はやはり岩が多い。石材に適した場所が見つかるかもしれない。

「それじゃあ、朝食を食べたら向かおう」

　俺たちは朝食後、東の河原に向かうのだった。

　すでにもう何名かの鬼人が河原にいた。魚網を投げ入れてはどんどんと魚を引き揚げている。漁は順調らしい。

　だがこの河原にボアが現れないとも限らない。遠方からの異常を察知できるよう、河原に櫓やぐらを設けておくことにした。この上から見張ってもらえば、河原で漁をする者たちにすぐに危険を報しらせることができる。

　河原から西のほうへ目を移すと、そこでは武器を持って雄お叫たけびを上げる鬼人たちが四、五人の班に分かれ、各所でそれぞれ狩りをしているようだ。今日はいつも以上に肉が集まるだろう。

　ちなみに木こりや採鉱の者たちの近くにも武装した鬼人が見張りがつくことになったらしい。これで途中で襲われても対処ができる。

　メッテが呟つぶやく。

「皆、順調そうだな」

「ああ、漁も狩りも問題なさそうだ。しかし」

　やはり河原の石はどれも小粒なものが多い。

「城壁になるような岩をたくさん集めるのは難しそうだな」

「大きい岩がないということですか？」

「ああ。場所的に少ないのかもしれない」

　前に櫓の上から見たとき分かったことだが、ここは南に行くとすぐ海がある。

　つまりここに流れる川は下流にあたる。河原の石は一般に上流に行けば行くほど大きく、下流ほど細かくなることが知られている。

　逆に粘土のほうは下流流域に多いとされている。だから場所的には豊富にあるはず。

　だが一目で分かるようなところには見えない。岩もそうだが、ある程度いろいろな場所を掘ってみないといけないかもしれない。

　そう思い、俺たちは河原の近くをスコップを作り掘ってみるが、なかなか掘り当てられない。

「おお！　簡単に掘れるな！」

「石で掘るより、何倍も早く掘れますね！」

　メッテとイリアは土を掘るのが楽しそうだ。俺はもうすっかり疲れてしまったが。

　その道の専門家なら、ある程度どこにあるか見当をつけられるのだろうが、俺は一介の生産魔法師でそこまでの知識はない。

　この調査はこれからは暇を見て進めていくかな。

　そんなことを思っていると、また北のほうから獣の声が聞こえた気がした。北を向くと、そこには山脈がある。その向こうから微かすかに聞こえてくる。

「まただ……二人とも、聞こえたか？」

「ヨ、ヨシュア。私を怖がらせようとしても無駄だぞ？」

　俺が問うと、メッテはなんだか不安そうに言った。もしかしたら幽霊とかが怖いのかも？

　しかしイリアは北のほうを向いて頷いた。

「聞こえます。狼おおかみのような吠え声が」

「実は朝も聞こえたんだ。ここらへんじゃ、狼は珍しくないのか？」

　イリアを捕まえようとしていた奴隷狩りは、白い狼を捕らえていた。奴隷狩りは片手間に毛皮狩りもしている可能性はある。

「そうですね……たまに見かけますが、滅多に。あっ、また」

　話しているうちにも、北から遠吠えが聞こえてきた。

「北で狼に何かあったのかもしれないな」

　人間があの北の山の向こうに来て、狼を狩っているのかもしれない。人間も危険だし、狼も俺たちを見たら襲ってくるかもしれない。

「イリア。皆に、明るいうちに帰るよう、もう一度伝えてくれ。あと今夜から北の見張りを増やしてくれると助かる。俺も北側に櫓をもっと建てるから」

「かしこまりました。私も何か胸騒ぎがします。用心しましょう」

　俺はそれに頷き返す。

　結局この日は、岩と粘土が多く採れる場所は見つけられなかった。また、昼に聞こえた獣の声は、夕方になる頃にはすっかり聞こえなくなっていた。

　それでも一応、俺は北に櫓を四本ほど新たに建ててから、眠るのだった。
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　漁を再開した日の夜、突如獣の遠とお吠ぼえが聞こえ、俺は目を覚ます。とっさに身を起こすと、隣のイリアもメッテもほぼ同時に上半身を起こしている。

「この声は……」

　メッテが呟つぶやくと、イリアも頷うなずく。

「北からでしょう」

「メッテ、すぐに他の鬼き人じんたちに武器を持って警戒するよう伝えてくれ。その中から、弓やクロスボウの扱いに長たけたやつを北に連れてくるよう頼む。俺とイリアは北を見てくる」

「ああ！　任せておけ！」

　俺たちは家を出て、北へ向かう。

　遠吠えが聞こえていたのは俺たちだけじゃなかったようだ。すでに多くの鬼人たちが何事かと目を覚ましている。

　あえて、松明たいまつはまだ村に設置していない。鬼人たちはそこそこ夜目が利くようだったし、奴隷狩りやボアに見つかるのを防ぐためだ。

　そんな中、メッテの大声が響く。

「皆、武器を持て！　クロスボウや弓を使えるやつは北に集合だ！」

　鬼人たちは困惑しながらも、おうと武器を取りに向かった。鎧よろいは時間がかかるのか、着用している者とそうでない者もいる。イリアとメッテも急ぎのため武器だけだ。

　俺たちが北門近くの櫓やぐらに到着すると見張りが俺たちに気がつき、声を上げた。

「まっすぐ北のほうからだ！　だんだん鳴き声が大きくなってきている！」

「何かが大量にやってくる……メッテ！　皆を櫓と柵の歩廊に待機させてくれ！　何かが現れても、すぐには攻撃しないほうがいい」

　俺が言うと、メッテがすぐに周囲に声を上げた。

「戦の準備だ！　合図があるまで、攻撃をするな」

　鬼人たちはすぐに配置についた。俺たちも櫓に上がり北を警戒する。

　クロスボウを構えたメッテが呟く。

「足音も聞こえてきたな……数十……いや、百以上か」

「ええ。しかも、足音が迫るのが早い……」

　イリアも額から汗を流しながら言った。

　遠吠えから察するに狼おおかみや犬が大挙してこちらにやってきているということだろうか。

　こちらの防備は完壁。ただ突っ込んでくるだけなら十分撃退できるはずだ。

　目を凝らしていたイリアが声を上げる。

「ヨシュア様！　見えてきました！」

　俺の目にはまだぼんやりとだが、確かに闇の中からこちらに向かってくる影が見えた。

　次第にそれは狼や犬の姿──いや、ただの狼ではなく巨大な白い狼たちであることが分かった。

　彼らの様子は異常だった。皆、もれなく血だらけなのだ。しかもある者は、犬のような耳を生やした人間の子供を抱えている者もいた。

　魔物のダイアウルフ、ではない。体格ががっしりしているし、二足で走る者もいる。何より、人の姿をした子を抱えているのだ。魔物ではない。

　俺の記憶が正しければ、彼らは人じん狼ろうと呼ばれる亜人だ。

　人と狼の混種と言われ、普段は人の姿で生活しているが戦闘や狩りの時には狼の姿に変身する。それが人間から忌み嫌われ辺境に追放されてからは原始的な生活をしていると言い伝えられていた。

　昨日からの遠吠えは、彼らが何者かに襲われていたからか。しかし、一体何に襲われたのか。可能性として最も高いのは、やはり人間による奴隷狩りだろうか。

「イリア、もしかしたら彼女たちも」

「奴隷狩りに襲われたのかもしれませんね」

　そんな中、人狼の先頭を行く比較的小さな狼は、俺たちを見て止まった。

　他の狼がそれを見て足を止めると、小さな狼は一体でこちらに向かってくる。

「よく狙え！」

「メッテ、待ちなさい。あの方は話をしたがっているようです」

　そう言ってイリアが皆より一歩前に出ると、小さな狼はこちらを向いて顔を上げた。しかも俺に目を向けて。

　ここにいると俺が声を上げたわけじゃない。この子は俺を知っている？

　あの時の狼──俺は最初、イリアを助けたときに見た狼のことを思い出した。

　イリアもそれに気がついたのだろう。

「ヨシュア様。あの狼は」

「ああ。イリアが襲われていたとき一緒にいた狼で間違いない」

　狼は幼い声で、意を決したように口を開く。

「私はメルク……ここを通してほしい。私たちは通るだけで何もしない」

　喋しゃべれるとなると、やはり亜人である人狼で間違いないだろう。

　メルクと名乗った狼に、イリアは頷き即答する。

「私たちも、あなた方と戦う意思はありません。通って構いません。でも、一体何が？」

「昼に人間に襲われた──このままだと危ない。もう少しで」

　メルクがそう言いかけたときだった、北方からけたたましい声が上がった。

　金属の擦こすれる音だ。武装した者が向かってきている。

「皆さん、ともかく村の中へ！　今、扉を開けます！」

　イリアは迷わず人狼たちに叫ぶが、メッテは不安そうに言う。

「い、イリア様、しかし村の外の者です！」

「怪け我が人にんもいるのに受け入れないわけにはいきません！　それに、あの方は私の知り合いです！」

「わ、分かりました。扉を開けろ！」

　メッテが叫ぶと、鬼人たちが北門の扉を開ける。

　メルクはぺこりと頭を下げると、人狼たちに村に入るよう促した。

　俺は客人だ。イリアの決定に文句は言わない。

　そもそも人狼の様子を見れば俺たちを襲おうとしてるとは思えない。皆傷だらけで、本当に何かに襲われたのだろう。

　人狼たちは村の中に入るなり、安心したように腰を落とした。皆、息も絶え絶えだ。

　一方、狼たちに少し遅れて、北から松明を持った三十名ほどの集団が現れる。武装はしているが旗を掲げていないので、私兵や傭よう兵へいの類たぐい、奴隷狩りだろう。

「全員捕まえろ！　一匹売れば、一年は遊んで暮らせるんだ！」

　そんな声が響いた。これはもう奴隷狩りで間違いない。

「メッテ。皆に、射撃の準備を」

「ああ、任せておけ！」

「どこに逃げたって無駄だぜ！　犬っころは、人間様のいうことを聞いてりゃいいんだ──え？」

　奴隷狩りたちの足が急に鈍る。無理もない、目の前に突如櫓と丸太の壁が見えてきたのだから。

「こ、こんな場所に砦とりでが!?」

　困惑する奴隷狩りたち。このまま去ってほしかったが、やがて彼らの後方には縄に縛りつけられ引きずられる人狼も現れる。このまま帰すわけにはいかない。

「メッテ、鬼人たちに奴隷狩りだけを狙わせることはできるか？」

「分かった！　皆、人狼には当てるな！　腕に自信のない者は撃たなくていい！」

　メッテと鬼人たちはクロスボウからボルトを、イリアも弓で矢を放つ。

「ぎゃっ!?」

　鬼人たちは次々と奴隷狩りを射止めていくが、捕らえられた人狼のほうにいる奴隷狩りにはなかなか当てられない。イリアとメッテが当てているぐらいか。

　狼狽うろたえる奴隷狩りの中から、リーダーらしき男が叫んだ。

「お、俺たちは人間だ！　ただ亜人を追ってきただけだ！　攻撃の意思はない！」

「俺たちは亜人だ！　すぐにそこの人狼たちを解放しろ！」

　正確に言えば俺は亜人ではないが、そう言い返した。

「あ、亜人だと!?　くそ、廃はい墟きょを見つけて根城にしていたか！　撤退するぞ！」

　十人ほど残った奴隷狩りたちは一斉に逃げ出す。しかも人狼を盾にして。

「あいつら！　なんと卑ひ怯きょうな！　皆、追うぞ！」

　メッテがそう言うと、鬼人たちはおうと声を上げた。

「メッテ、追うのはいいが、追えば人質が傷つけられる可能性がある。まずは包囲して、行き場をなくす──え？」

　俺は思わず目を疑った。櫓の下を見ると、何者かがすでに奴隷狩りへ走っていた。イリアだ。

「な、ななな、なんだ！」

　奴隷狩りたちは剣を構えイリアに立ち向かおうとするが、皆ばっさばっさと斬られてしまう。ある者は恐ろしいのか、立ち止まったまま斬られてしまった。

　奴隷狩りのリーダーは声を震わせる。

「なんなんだ!?　お前はなんなんだ!?」

「その者たちを解放すれば、命だけは取りません」

「こ、こいつが望みか！」

　他の奴隷狩りたちが捕らえた人狼を置いて逃げる中、リーダーだけは捕らえた人狼の子供を抱え、その首に剣を向けた。

「来るんじゃねえ！　さっさと砦に戻れ！　じゃないと、このガキを……ひっ！」

　奴隷狩りはイリアの顔を見て硬直した。

「あ、あわ、あわあああ」

　イリアはリーダーを躊ちゅう躇ちょなく斬ると、そのまま人狼の子供を抱きかかえた。

　俺たちもあまりに一瞬のことで体がほとんど動けなかった。

　だがイリアが他の奴隷狩りを追おうとするので、俺は声を上げる。

「イリア、止よせ！　これ以上の深追いは危険だ！」

　俺の言葉に、イリアはぴたりと動きを止めた。

　それからすぐ、鬼人と人狼たちから歓声が上がるのだった。
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「傷ついた者は焚たき火びの近くで休ませてやれ！　ヨシュアの作った包帯を巻いてやるんだ！　人間の装備はヨシュアの元へ！」

　メッテはそう言って、鬼き人じんたちに奴隷狩りの遺物の回収を命じた。

　しかし三十人の部隊がこうも簡単に壊滅状態になるとは。ちゃんとした武器さえあれば、鬼人は人間を大きく上回る戦闘力を発揮するに違いない。

　そんな中、門の前で小さい狼おおかみメルクはイリアの前で伏せて、頭を下げた。

「ありがとう……ございます。わたしはおとーさ……」

　メルクはそこまで言いかけてやめ、無表情のまま言いなおした。

「……マリティス族族長ファロンの娘メルク」

「メルクさんですね。私はこの村の長のイリアと申します」

「……メルクと申します」

　イリアの口調を真似ているのか、メルクは言い直した。

「いつも通りで大丈夫ですよ、メルクさん。私のこともイリアと呼んでください」

「分かった、イリア」

「メルクさんたちは、北にある山の向こうのほうから来られたのですか？」

「そう。山の麓ふもとにたくさんある洞穴で住んでた。でも最近、人間が現れた。昨日は特に多くて、皆で逃げてきた」

　昨日の鳴き声はその人じん狼ろうのものだったか。

「それがさっきの連中ってわけだな。その人間は、追ってきたので全部か？」

「多分まだいっぱいいるはず。火を使うやつもいた。手から大きな火を出すやつ」

「手から火──火魔法師か」

　火魔法師を名乗るとなると、相当な火魔法の使い手なのだろう。木の柵から石の防壁への強化はやはり必要かもしれない。

「あと、間違っていたら許してほしいんだが、君と会ったのは初めてじゃないな？」

　メルクは俺の問いかけに淡々と答える。

「うん、前も会った。イリアも一緒に」

「そうか、じゃあやっぱり君はあの時、奴隷狩りに捕まっていた」

　俺が呟つぶやくと、メッテはこう指摘する。

「つまり、私たちのところへ来て、奴隷狩りを押しつけようとしたわけか？」

「メッテ！　そもそも、メルクさんは私がここにいるなんて」

　イリアがそう言うと、メルクはぽつりと答える。

「ううん。匂いを辿たどってきた」

　メルクは俺に視線を向ける。

　先ほど門の下からすぐに俺を見つけた。つまりメルクは俺があそこにいるということが分かっていたのだろう。

「あの時の人間なら助けてくれると思った。本当はもっと早く助けを求めるべきだった」

　抑揚のない口調のメルクに俺は正直に答える。

「あの時は相手が少ないから倒せたんだ。助けを求められても、どこまで力になれたか」

「そんなことない。絶対強い。だから来た。どうか、力を貸してほしい」

　──参ったな。見ればまだ子供だ。その時の印象で語っているだけかもしれない。

　とはいえ、俺への評価がどうであろうと見て見ぬふりはできない。

　それはイリアも同じだったようだ。

「メルクさん。困ったときはお互い様ですから、私たちもどうか力にならせてください」

「ありがとう、イリア」

　ちょこんと頭を下げるメルクを見て、メッテは少し納得いかなそうな顔で口を開いた。

「──それでお前たちはどうしたいんだ？」

「ここにしばらくいさせてほしい。言ってくれればなんでもやるし、子供以外は皆、戦う」

「その言葉、本当だろうな？」

「本当」

　メルクの素っ気ない口調も相まってか信用しきれてない様子のメッテに俺は言う。

「メッテ。イリアが襲われたように、人間の奴隷狩りは鬼人たちも標的にしている。山の向こうがやられたんだ。近くにやつらの拠点があるのかもしれない。ここは協力して乗り越えるべきだ」

　メッテは少し考えるように腕を組むとこう答える。

「そうだな、イリア様を襲ったやつが相手だ。敵の敵は味方。皆にも、そう伝えておく。ともかく見張りを残して、後のやつらは解散させてくるよ」

　メッテはそう言い残して、村の中央へ向かっていった。

「メルクさんたちもゆっくり休まれてください。村の者に家を用意させますので」

「いや、イリア。その必要はない。家は今から俺が作る。幸い丸太はいっぱいあるからな」

「かしこまりました。では食事を用意します」

　イリアが言うと、メルクが口を開く。

「メルクも手伝う」

「いや、大丈夫だ。君も傷だらけだし、今日は休め。今、傷を癒いやす」

　俺は回復魔法でメルクの傷を癒していく。完全には塞ふさげないが、少しは痛みも和らぐだろう。

「おお、やっぱり」

　傷が治ると、メルクは抑揚のない口調で、驚きを露あらわにした。

「やっぱり？」

「……暖かい……とても」

　そう言うと、メルクは焚火の近くですやすやと寝てしまう。目には涙が浮かんでいるようだった。

　イリアはそんなメルクを抱きかかえる。

「この子、子供の人狼のようですね」

　メルクの大きさはよくて中型犬ぐらい。狼はもちろん狩猟犬にも及ばない。

「ああ、大人の人狼は人間よりも遥はるかに大きいはずだ。いろいろ疲れているだろう。とにかく寝させてあげよう」

「はい……私、他の人狼の方の話を聞いてきますね」

「それがいい。俺はこいつを回収してから家を作るよ」

　イリアと別れると、俺は近場に置かれた鬼人たちが集めてきてくれた奴隷狩りの武具や持ち物の中を確認する。

「……うん？」

　武器や持ち物には同じ刻印が刻まれていた。

　天てん秤ぴんの上に溢あふれんばかりの金塊が輝く刻印──この印はコルテシア商会、最近大陸全土に商圏を拡大しているという悪名高い商会のものだ。

　扱う商品は麻薬だけにとどまらず、奴隷売買や殺し屋業といった非合法取引に手広く手を出している巨大な商会だ。情けない話だが、俺の幼おさな馴な染じみであるロイグもこの商会の長コビスから麻薬を買い求め、それを宴会の際に配っていたと聞く。

　それはともかく、今回の騒ぎがこのコルテシア商会によって引き起こされたのなら納得がいく。メルクの話なら奴隷狩りは三十人以上の傭よう兵へいを擁しているわけだから、こういった大きな商会でなければ雇用費や給料は払えない。ここなら数百人以上の傭兵を抱えていてもおかしくないのだ。

「厄介な相手だな……」

　この武具は資源にせず、取っておくか。すでに紫し鉄てつで金属は十分にある。これを証拠に、コルテシア商会の不法行為を神殿に訴えることができるかもしれない。

　そんなとき、イリアが戻ってくる。

「メルクさんを寝かせてきました。それと、他の人狼からも話を聞いてきましたが……」

　イリアの悲しそうな顔を察するに、メルクたちが酷ひどい目に遭ったのは間違いない。

「メルクさんたちの一族は、もともと千名ほどいたそうです。でも、最近増えた襲撃のせいで徐々に数を減らしていき、昨日の大襲撃から逃げた今、五百名もいないそうです」

「散り散りになってしまった可能性もあるな……しかし、随分と大量に捕まえるな」

　どこかに拠点のようなものを構え、そこに奴隷を収容しているはずだ。それだけ多くの奴隷を捕まえるための傭兵もきっとたくさんいる。そしてその傭兵がいるなら休むための場所も必要。

　普通の奴隷狩りは馬車いっぱいになればすぐに人間の街に行くものだが、ある程度の数を揃そろえて各地へと売りに出ようとしているのかもしれない。

　あるいは自給自足ができるような拠点で、そこで奴隷を働かせている可能性もある。亜人の奴隷売買は大陸各国で非合法だし、麻薬農場やらで働かせるとか新しい商売でも考えついたのだろうか。

「できれば、解放したいが……」

　しかし拠点がどこにあるかも分からない。

　イリアは深刻そうな顔で頷うなずく。

「私たち鬼人もこの村だけで、十名以上が捕らえられていまして……」

　そうだ、この周囲にも奴隷狩りが多数出没している。北のマリティス族がやられたのなら、次は南のここが焼き払われてもおかしくない。打って出るにせよ、守りに徹するにせよ、より防備を固める必要がありそうだ。

「そうか。なんとかできないか、俺も考えてみる」

「ありがとうございます、ヨシュア様。私も何かあれば……あっ」

　イリアは焚火の近くに目を留めた。

「おはよーイリア……じゃなかった」

　寝ぼけ眼でメルクは口を開けた。とても間の抜けた喋しゃべり方だ。

「メルクさん、イリアで大丈夫ですよ。起こしてごめんなさい。疲れてるでしょうから、まだ寝てて大丈夫ですよ」

「そーする」

　再びメルクがすやすやと眠りにつくと、イリアは寂しげな顔でメルクを撫なでる。

「メルクさんの両親とご兄弟は奴隷狩りに殺されてしまったようで……一族は、メルクさんに後を託したようです」

「そうだったか……」

　まだこんなに幼いのに。淡々として感情を表に出さないメルクだが、一族の前で気丈に振る舞うためなのかもしれない。先ほど同様、メルクの目には涙が見える。

　すぐにでも奴隷狩りを止めないと、同じような悲劇が繰り返されるだろう。

　今すぐにでも拠点を探して、捕まっている者たちも解放したい──したいが、まずは守りを盤石にするのが先だ。

　その日俺は、人狼のために五十軒ほどの小屋を建ててから眠りにつくのだった。
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　……なんだか気持ちがいいな。この腹の上のふかふかでもふもふ、いつまでも撫なでてられる。

　後頭部を包むプニプニとしたいつもの感覚──スライムのウィズのとは違う肌触りに、俺は思わず顔がにやけるのを感じた。

　え、もふもふ？

　異常に気づき上半身を起こすと俺の腹で小さく丸まる少女が、すやすやと寝息を立てて寝ていた。十代前半ぐらいの、ふんわりとした灰色のショートカットの女の子だ。

「え？　……誰？」

　鬼き人じんの女の子が迷い込んでしまったのだろうか？

　でも、角は見えない。代わりにふさふさの耳と、もふもふのしっぽが生えている。

「ふぁあ……あ、おはよーヨシュア」

　女の子は片目だけを薄く開け、俺に言った。

「え、えっと……メルク？」

「うん、そうだよ」

　女の子はメルクだった。

　よく考えれば何もおかしくない。人じん狼ろうは普段は人間の姿をしていて当然である。

　でも、もう少し幼い子だと思っていたので意外だ。

「お、おはよう。俺の名前知ってたんだね」

「うん、イリアから教えてもらった。私のダンナさんだって。で、メッテがそれは違う私だって、夜中まで二人ともうるさかった」

　俺はよだれを垂らして寝るメッテと、涼しげな顔で寝るイリアに目を移す。うるさいぐらいにいびきを立てるメッテと違い、イリアのほうはなんだか不気味なぐらい静かだ。

　二人とも冗談で言ったのかもしれないが、こっちとしては恥ずかしいことこの上ない。

　困惑していると、何事もないようにイリアが起きる。

「あ、おはようございます、ヨシュア様。昨晩は遅くまで本当にありがとうございました」

　メルクも口を開く。

「わたしも礼を言う。仲間に巣を作ってくれてありがとう」

「いやいや、気にしないでくれ。それに、あの家は木製だからな……」

　昨日、人狼を襲った奴隷狩りの中には火魔法使いがいたという。その魔法使いの腕によっては、今の丸太の防柵では防ぎきれないかもしれない。ここは火に強い建材を用意する必要がある。

　俺はメルクに目を向けた。

「メルク。この近くで草や木が生えてない山か、岩が剥むき出しの地面を見たことはないか？」

「メルクの山の洞どう窟くつみたいにごつごつヒンヤリしている？」

「ああ、そんな場所だ」

「なら、ここの東の川を越えた先にあると思う」

「川の向こうか。どう行くかだな」

　あの川は下流ということもあってか、それなりに川幅が広い。そのまま渡るのは少し危険だ。

「なら、私がヨシュアを肩車して連れていってやろうか？」

　いつの間にか目を覚ましていたメッテがそんなことを言った。

「で、できなくはないと思うけど……いや、危険だ。流れも激しいし、川に水生の魔物が隠れている可能性もある。川の状態を見て、考えるよ」

「では、今日は川の向こうへ？」

「ああ。そうしようと思う」

　イリアにそう答えると、メルクが呟つぶやいた。

「なら、案内する。でもちょっと大きな猪いのししが多い場所だから気をつけたほうがいい」

「ボアが多いのですね。でしたら、武装して向かいましょう」

　イリアの声にメッテも頷うなずく。

「私も行く！　知らない土地に行くのだから、多いほうがいいだろう」

「二人が一緒なら心強いよ。でも、鬼人と人狼の役割の調整とか」

「それは大丈夫だ。いろいろな取り決めはそれぞれの長老たちに任せている。仕事の割り当てとかな」

「そうか。なら、向かうか」

　それでも、なるべく早く視察を済ませ帰ろう。何が来るとも分からない。

　こうして俺は、イリアたちと一緒にまずは東の河原に向かうことにした。

　俺の隣を進む二人は上機嫌。一昨日俺が作った鎧よろいに着替えたのだが、先ほどからずっと自分の全身を見回している。ともかく気に入ってくれたようでよかった。

「メッテはそれ持っていくのか」

　俺はメッテが軽々と持っている金棒を見て言った。自分の背丈ほどもある巨大な棘とげ付き金棒。絵にあるから、紫し鉄てつで作ってみたのだ。

「ああ。なんだかしっくりくるんだ。刀もいいが、鬼にはやはり金棒だ！」

　メッテは棍こん棒ぼうを天に掲げ、鼻歌交じりに言った。作ったのはいいが、俺は全く持ち上げられなかった。馬や牛よりも重いのではないだろうか。メッテの腰には、紫鉄の刀もさげてある。

　イリアのほうはこちらもやはり昨日俺が作った紫鉄の刀と、弓を手にしていた。

　俺は魔法を使うし、バランスのいい編成かもしれないな。まあ、魔法といっても俺は生産魔法以外は全然だが。

　一方のメルクは無表情だが、先ほどからちらちら二人を見ているようだ。今メルクは狼おおかみの姿なので、特に何も身につけてない。欲しいかどうかは分からないけど、今度作ってあげるといいかもな。

「あ、そうだ。メルク、ちょっとお願いがあったんだ」

「メルクと人狼にできることならなんでもやる」

「あ、ありがとう。これなんだが、同じものが大量に埋まっている場所とか分かるかなって」

　俺が見せたのは粘土だ。人狼は狼や犬に負けない嗅覚を持つとされている。

「そんなことならすぐ分かる。そこ」

　メルクはもう少しで河原というところまでぱたぱたと走っていくと、地面の一部分を指さした。

「ここならいっぱい埋まっていると思う」

「ここか。よし」

　俺はさっそくスコップでそこを掘った。メッテとイリアも手伝ってくれる。

[image: ]

「本当だ、いっぱい埋まっているぞ」

　今までは拳ほどの大きさの粘土しか見つからなかったが、今掘った場所には一面に粘土が見える。

「周囲にもいっぱい埋まっていると思う。他の人狼にも探させる？」

「ああ、ありがたい」

　俺が呟くとメルクはわんわんと村のほうに吠ほえた。すると人狼が続々と集まってきた。

「これ、粘土っていう。同じものを見つけて掘る。村にいっぱい集める」

　その言葉に、人狼たちが頷いた。

「待った。なら、スコップを今皆に渡すよ」

　俺は生産魔法でスコップを手早く作り、人狼の前に出した。

「やっぱり。ヨシュアはすごい」

　メルクは淡々とそう口にした。しかし他の人狼たちは漏れなく、唖あ然ぜんとしている。

　メルクは俺がイリアを救ったとき、生産魔法で作った矢が現れたのを目にしている。

　しかし人狼たちは初めて見るから、驚くのも無理はない。

　大きく口を開ける人狼に、メルクは素っ気なく言う。

「これ持って早く行く。メルクたちは世話になっている。人一倍、頑張る」

「め、メルクさん、そんなこと気にする必要はありません。皆さん、無理はなさらないでくださいね」

　イリアがそう気遣うが、人狼は皆真面目な顔でメルクに頷き、各所に散っていった。

　それをイリアは心配そうに、メッテは複雑そうな顔で見ていた。

　メルクからすれば、助けてもらうからには何か見返りをと考えているのだろう。

　俺はともかくメルクを褒めることにした。

「いや、しかしこんなに簡単に見つかるとは思わなかったよ。これでいろいろ作れそうだ」

　俺が呟くとメルクが粘土を見て首を傾かしげる。

「それはよかった。でも、何に使う？」

「これはすごい便利なんだよ。例えば」

　俺は粘土を手にのるぐらいの量を掴つかみ、それを魔法工房に送る。そしてそれを少しおしゃれなカップの形にし、火を入れる。

　そうして完成したものを冷やし、再び手に出した。中には水を入れて。

「ほら、どうだ。この前、木で作ったやつより、複雑な形をしているだろう」

「おおー。しかも頑丈」

　瓦やレンガなど建材にもなる。紫鉄がこれからどれほど採れるかも分からないし、壺つぼなど粘土で作れるものは置き換えていきたい。

「メルクは何か作ってほしいものとかあるか？」

　俺の声にメルクは首を横に振る。

「大丈夫。メルクたちは住ませてもらえばいい」

「そう言わずに。うん？　それは」

　俺はメルクの首にさげていたものに気がつく。それは折れてしまった木の板。元から無数の穴が開いていたようだ。

「笛か。粘土は笛も作れる。ほら」

　俺は昔、まだ生産魔法も使えない子供の頃に作っていたオカリナを作る。糸を通す穴も作って、そこに麻糸を通しメルクに渡した。

「いいの？」

「うん。他にも何かあれば何でも俺が作る。その壊れた笛も直せるのかもしれない」

　それを聞いたメルクは俺から笛を受け取り、こう返す。

「これでいい。ありがとう」

「ああ。気にいってくれると嬉うれしいよ」

　俺が呟くとイリアがふふっと笑う。

「本当にヨシュア様は何でも作ってしまわれますね。粘土は村の者にも掘るよう伝えます」

「ありがとう、イリア。ともかく、川に行こうか」

　それから河原にはすぐ到着した。すでに鬼人たちが漁を始めているのが見える。

　俺はその向こう、川の流れを眺めると木の板で橋のミニチュアを作ることにした。自分でも形を一回確認したかったのだ。

　焼いた丸太を脚に、それを過剰なぐらい川底に打ち込む。その上に床板という、実際に歩行する部分を木の板で置いていく。板で転落防止ための手すりも作っておこう。

　これから岩を運ぶことも考えて、橋の脚は多くして、川底深くに埋め込む。脚を支える小石も多く盛っておく。

「なるほど。これなら、濡ぬれないで済むわけだな」

　メッテの声に頷く。

「ああ。それ以上に、渡る際に流されたりすることがない。歩くのはもちろん、船も危険だからな」

　橋も崩落する可能性はあるが、船と違い多少天候が悪くても通行ができるのが強みだ。

「よし、この形で問題ないだろう。皆は、しばらく周囲の警戒を頼めるか」

「はい！　お任せください！」

　まずは脚となる先を尖とがらせた丸太と、手すりや床板のための木の板を作っていく。

　昔よく、行軍時に橋を架けていた。だから慣れているし、五年前俺が架けた橋がいまだに使われている場所もある。特に技術的な不安はない。ただやはり時間はかかる。

　そんな中メッテが呟く。

「しかし、実感が湧かないな。あれだけ、川には入るなと昔から厳しく言われてたからな」

　イリアも頷く。

「流されたら最後と、皆口酸っぱく言ってましたね。子供の時から、いつもこの向こうに何があるか気になっていました」

　川渡りは危険。鬼人たちは代々それを伝えていたようだ。人間でも川沿いの村ではよく聞く。

　俺は作業しながらメルクに訊たずねる。

「メルクはどうやって川の向こうに？」

「ここからもっと北に、川が狭い場所がある。そこなら岩を跳んでいくと渡れた。だけど、川の向こうはどこも狂暴な獣が多い。狩りには不向き」

「なるほど。人も亜人もあまり住んでないからかな」

　それから特に苦戦することもなく橋を架け終えると、イリアとメッテが感心したように声を上げる。

「ほ、本当に川の向こうまで道が」

「あれだけ行きたくても行けなかった川の向こうが、こんな間近に。ヨシュア、見事だ」

　メッテの声に、メルクもうんうんと頷いている。

「ありがとう。でも、俺は建築家じゃないから、渡るとき気をつけないと。少し待っていてくれ」

　橋の上を歩いたり飛び跳ねたりしてみて、俺は橋が揺れないことを確認する。

「よし。皆も走ってきてくれるか！」

　橋の中央から俺が叫ぶと、イリアたちは駆け足でやってくる。それでもやはり揺れはない。

「おお、なんだか風が心地いいな」

「ですね。川の流れも綺き麗れいです」

　メッテとイリアは橋から川を見渡して言った。

「北から山のほうの匂いもする。面白い」

　メルクはもともと北のほうに住んでいた。川は風の流れが強いので、北の匂いを運んでくるのだろう。

　今、メルクや他の人狼はとても悲しいはずだ。生きるために悲しんでいられないとはいえ、何か俺も彼らを癒いやせるようになれば。

　もちろん今は俺たちも危機的状況にある。まずは岩を手に入れなければ。

「橋の強度は十分だな。このまま川の向こうへ進もう」

　そのまま橋を渡りきると、河原の向こうは特に村のほうと変わらず、草原が続くばかりだった。

　橋から二分ほど進み草木の少ない地面が見えてくるとメルクが「ここらへん」と言う。

「ここか……確かに」

　確かにそこは硬い石でできた岩場だった。

　所々、岩を切り取った跡だろうか、四角い窪くぼみも見える。もともと誰かが採石場として使っていたのだろうか。岩場も平へい坦たんだし、誰かしらの手でここが整地されたのは間違いない。

「……メルク。ここで見たのはボアぐらいか？」

「うん。ほとんど猪。だけどさっきみたいに大きくて強いから、あまり長居したことはない」

「そうか。今のところ、襲ってくるよう獣は見えないな」

　ウサギや鳥など小動物は見えるが、ボアはいない。

「それじゃあ、試しに少し岩を掘ってみるか」

　俺は岩に向け、掘削魔法という風魔法と火魔法を組み合わせた、石を切り出すのに適した魔法を使っていく。適性はないのでノコギリで徐々に切り出していく感じだ。

　追い追い鬼人たちにも石切りの技術は教えるとして、今日のところは岩の強度を確かめるため、少しだけ切り出してみるとしよう。

　そう思い、岩に少し傷をつけたときだった。突如、地面が揺れだす。

「じ、地震!?　三人とも、私に掴まれ！」

　メッテが棍棒を地面に固定して言った。俺たちはそんなメッテの腕や肩に掴まる。

　だが揺れ自体はすぐに収まった。周囲の石が突如、この岩場の中央に集まり始めたのだ。

　その中央には、赤い光が微かすかに見えた。

「こいつは……」

　石の塊かたまりは巨大な人型へと姿を変えた。脚だけで人間の背丈ほど、胴体から頭はその三倍はある。

「ゴーレム……」

　現れた岩の巨人は、ゴーレムという魔物だった。中央の赤く光る石はゴーレムのいわば心臓で、人形石と呼ばれるもの。周囲の岩を集め、人型を形成していく。

　すぐに危険を察知したのだろう。イリアは刀を抜いて、ゴーレムに走った。

「イリア、待て！　そいつは簡単には倒せない！」

　俺の言葉にイリアは俺に顔を向けた。その時にはすでに、ゴーレムの脚を切断していた。

　しかし、ゴーレムはお構いなしに、腕でイリアを叩たたき潰つぶそうとする。

「っ！」

　咄とっ嗟さにイリアは後ろへと跳び、攻撃を避けた。見ると、切断したはずのゴーレムの脚は、石が集まり元に戻っている。

　イリアはこちらに戻ると、刀をゴーレムに向けながら呟く。

「──勝手な真似をして申し訳ございません。斬撃が効かないようですね」

「ああ。中央に赤黒く光る石があるだろう。あれを破壊しない限りは、永遠に石で身体を回復できる……おっと」

　俺はゴーレムが投げ飛ばした岩に気がつく。

「皆、避けろ！」

　俺たちは散開し、岩を避ける。岩は後ろへ転がっていくが崩れない。なるほど頑丈な岩のようだ。

「イリア、メッテ。俺が赤黒い石を露出させる。そしたら、赤い石を破壊できるか？」

　二人は互いに顔を合わせてから、俺に頷いた。

「かしこまりました！」

「よし！　メルクは回避に専念してくれ」

「避けるのは簡単。メルクのことは気にしない」

　俺はゴーレムに向かって走った。

「よ、ヨシュア様、それはあまりにも危険です！」

「大丈夫だ、イリア！　こいつはむしろ、俺向きの相手なんでな！」

　その間にも、ゴーレムは俺に岩を連射していく。

「吸収アブソーブ！」

　投げられた岩を、俺は正面から次々と吸収した。もちろん、いつ魔法工房の容量を超えるか分からないので吸収した岩はすぐに後方へと捨てて、ゴーレムの目前に迫る。

　ゴーレムもまた、巨大な岩の手を振り下げてきた。

「吸収アブソーブ！」

　俺はゴーレムの腕を吸収した。

　ゴーレムはなくなった部分を埋めようと岩を再び集めるが、俺が岩を吸収する速度のほうが速い。

　腕、肩、胸──そこまで吸収すると、赤い石が微かに見えてきた。

「今だ、二人とも！」

「お任せください！　行きますよ、メッテ！」

「おう！　露払いはお任せを！」

　メッテはイリアの前で金棒を構えて走ってくる。

　そんなメッテたちにゴーレムは片腕を再構築し、振り下ろそうとする。

「鬼に金棒！　砕けぬものはない！」

　メッテはそう叫んで、ゴーレムの腕に金棒を思いっきり振った。その振りで跳ね返すことはできると思ったが、メッテの腕力もやはり超人的なものだった。ゴーレムの腕は粉々になってしまった。

　その中をイリアは風のように通り抜け──高く跳んだ。

「はあぁあっ！」

　俺の視界をイリアが刀を手に横切っていく。それは確実に赤い石──人形石を真っ二つにした。

　同時に、周囲の岩が急に地面にぼとぼとと落ちていった。

「おっと」

　俺はその中から、地面に落ちる前に赤い石を回収しておく。

　イリアも着地して刀を鞘さやに納めると、俺に振り返る。

「ヨシュア様、お怪け我がはございませんか!?」

「大丈夫だ。それよりも二人とも、大手柄だぞ」

「ありがとうございます！　でも、今のはヨシュア様がほとんど」

「いや、倒してくれたのはもちろんすごいんだが。そうじゃなくて、これを見て」

　俺は魔法工房から、真っ二つになった人形石の片割れを手に出す。まだ赤黒く輝いている。

「これは、今のゴーレムとやらの」

「ああ、人形石だ。これ自体は結構脆もろくてな、だいたいゴーレムを倒した後、砕けてしまうんだ」

　攻撃で砕けるのはもちろん、ゴーレムが崩れるとき、落ちて粉々になることが多い。

「確かに綺麗に斬れているが……」

　まだよく分かってないようなイリアとメッテに、俺は人形石の断面を見せた。

「まだ光ってるだろ？　ここまで綺麗に斬ってくれたおかげだ。この状態だと、まだ人形石として使えるんだ。しかも、二体のゴーレムが作れる」

　人形石は所有者が人間でも命令を聞く。所有者になるには石に己の名を刻めばいい。人間界では非常に貴重なものでまず市場に出回らない代物だった。

　ただ、ゴーレムが集められる石の量は、その人形石の大きさによって決まる。当然半分になったので、先ほどのゴーレムの半分ほどの大きさになってしまうのだ。まあ、それでも人の背丈の二倍はあるわけだから、大きいことには変わらない。

　騎士団にいる頃、俺は一体だけゴーレムを作成したことがあるが、団長のロイグによって魔物は醜悪だと戦の捨て駒にされてしまったのを覚えている。

　イリアは少し考えたあと、俺に訊ねてくる。

「つまり、今倒した岩の巨人を作れると？　作ったら、また襲ってきませんか？」

「人形石は石に刻んだ名前の者の命令で動くんだ。過去の所有者がいても上書きすればいい。今みたいに人形石だけにしといて、侵入者が来たときだけゴーレムにしたりもできるよ」

　一説によれば、人形石は魔王の血でできていると言われている。孤独な魔王が、決して裏切らない部下を欲したため作ったという。名が刻まれてないのは漏れなく魔王の部下ということになる。

「信じがたい話ですが……とにかく、ヨシュア様のお役に立ててよかったです」

「いや、本当にお手柄だよ。この石は欲しくても、滅多に手に入らないからね」

　俺が言うとイリアは少し照れるようにありがとうございますと言った。

「やりましたね、イリア様！　さすがは我らが族長！」

「メッテもお手柄だ。ともかく、試しに一つ作ってみよう。クラフト──ゴーレム」

　といっても、ただ岩を人型に整えてやるだけ。一応、人形石の周囲を紫鉄の板で覆っておく。

　すぐにゴーレムは完成した。大きさは高さも幅も先ほどの半分ぐらいだ。

　イリアはゴーレムがこちらに迫ってくるのを見て、刀の柄つかに手をかけた。

「イリア、心配いらないよ」

　すぐに、ゴーレムは俺たちの前で跪ひざまずくような仕草をした。

「ゴーレム。メルクを肩に乗せてあげてくれ」

　俺の声にゴーレムはメルクを持ち上げ、その肩に乗せた。

「おおー。高い」

　メルクは周囲をきょろきょろと見渡しながら言った。

「……やっぱり、ヨシュア様はなんでも作れるのですね。生き物さえも」

　イリアは額から汗を流し、ゴーレムを見ていた。

　ゴーレムが生き物なのかどうかは分からないが、動くのだから生き物と考えてもおかしくない。

「こいつは特別だよ。それに、核となる人形石は魔王じゃないと作れないらしいからな。さっそく、石でも切ってもらうか」

　俺はゴーレムに、岩場を指さす。

「岩を切り出せるか？　このぐらいの大きさで、四角く」

　地面に向け、俺は適当に指さした。だいたい、横幅一べートルの正方形だ。

　ゴーレムは仰々しく頭を下げると、メルクを地上へ優しく下ろす。それから少し離れた場所で地面を拳で思いっきり叩くと俺が指定した四角い石材を切り出し、持ち上げた。

「すごい！　あんな大きな岩を軽々と！」

「く、負けてたまるか！」

　メッテはゴーレムの横に並ぶと、ゴーレムが切り出した岩を両手で持ち上げる。

「ど、どうだ？」

　メッテはゴーレムを見て勝ち誇ったような顔をする。だけどゴーレムは興味なさそうに片手で岩を持ち上げ、淡々と石切りに打ち込んでいる。

「む、むむ、さすがに片手では」

　負けたと落ち込むメッテ。確かに鬼人の腕力は超人的だが、岩を扱うという面ではゴーレムには勝てないようだ。

「ともかく頼もしい仲間ができたな」

　石材の切り出しは、ゴーレムに任せるとしよう。

　それだけでなく、彼らは防衛戦力としても役立ってくれそうだ。鉄が豊富にあれば、鉄の鎧を着せてやるとか、そもそも体を鉄にしたアイアンゴーレムに改造するなんて手もある。ゴーレムは、岩や金属の種類だけ亜種が存在する。

　この後、俺はもう一体ゴーレムを作り石を掘らせた。村への道をも覚えさせ、石を運搬させる。

　彼らは人形石となる核さえ無事ならすぐに復活できるし、鬼人に運搬を任せるよりは安心だ。もちろん鬼人にも石切りに興味がある者には鑿のみなどの道具を作り、石切りの方法を教える。

「金づちで鑿を叩くと、石に穴が開く。それを切りたい形に沿って、線のように開けていくんだ」

　俺の声に鬼人たちが岩時に穴を開けていく。だけどやはりというか、鬼人はこういう細かい作業は苦手のようだ。

　だがそれでも切り出せばあとは鬼人の腕力が活きてくる。運ぶのはやはりお手のものだ。もっとも鬼人たちが一つの石材を切り出す間にゴーレムは十個、二十個単位で切り出していくのだが。

「むむ、お前たち情けなくないのか！」

「落ち着け、メッテ。人間よりも鬼人の腕力が強いように、種族にも得意不得手はある。メルクも人狼たちにそう言い聞かせてやってくれ」

　メルクは少し間を置いてから、こくりと頷いた。

「よし、それじゃあ皆、一いっ旦たん村に戻るぞ。ゴーレムは夕日が見えるまで石切りを続けてくれ。一体は掘削、もう一体は村への運搬を頼む。鬼人たちは皆、今日は村に帰ろう」

　俺たちはゴーレムを残し、村に帰ることにした。
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　ゴーレムのおかげで岩をそれなりに回収できたので、さっそくあるものを作れそうだ。

　村に帰還した俺は、村の北門の近くに向かった。

「ヨシュア様、ここで何を？」

「ゴーレムがいるとはいえ、岩が集まるまで時間がかかる。だから、危なそうな北から防備を強化しようと思ってね。まずは」

　丸太の北門を魔法工房へと回収し撤去していくと、メッテがなんだか寂しそうな顔で言った。

「せ、せっかく作ったのに壊しちゃうのか？」

「もっとすごいものを作るから見ててくれ。それにこの丸太も使うんだ」

　俺は魔法工房でゴーレムが切り出した石材の形を整えていく。だが、すでにゴーレムが綺き麗れいに切ってくれているので、柱を通すための穴を開けるだけでいい。

　なぜ穴を開けるかというと、石材を積むときの補強にするためだ。石材が崩れないよう、またはずれていかないように穴に木の柱を通す。柱には北面に使っていたアイアンチークを流用した。

　あとは紫し鉄てつで覆った巨大な丸太の板や、横から見ると扇形の石材もいくつか作って素材は完成。

「よし、ビルド──ゲート」

　俺が呟つぶやくと、少しして先ほど丸太の門があった場所が光に包まれる。

「おお！　なんだこれは!?」

　メッテは新たに出来上がったものを見上げて言った。

　現れたのは石造りの巨大な門だ。人の背丈の六倍の高さはあり、上部には身を隠せる胸壁が設けられている。中央の通り道は馬車が二台は横並びになって通れるような幅になっており、天上はアーチで支えられている。重厚な紫鉄の門扉が付けられており、なかなか堅けん牢ろうそうな造りだ。

「よ、ヨシュア様の作られたものの中でも、一番大きいですね」

　イリアも新たな門を見て呆ぼう然ぜんとしていた。

「あ、ありがとう、二人とも。でも、俺もここまで大きく作れるとは思わなかったよ。とりあえず、強度の確認をしてみようかな」

「そういうことなら、私に任せておけ！」

　メッテは金棒をぶんぶんと振りまわしながら言った。

「そ、それはやめてくれ。多分確実に崩れるんで体で押してみてくれないか？」

「さすがにそれは私も……ううっ！　む、無理だ」

　メッテは門を両手で押し倒そうとするが、門はピクリとも動かない。

「これなら崩れる心配もなさそうだ。次は上にのぼってみようか」

「中に入れるのか？」

「ああ。中央の大きな入り口の横に小さな入り口があるだろ？　あそこから階段で上がれるんだ」

　俺はそう言って門の内部にある石造りの階段を上がっていく。ちょうど門扉の真上には、ちょっとした空間があって、ここからも狭さ間まを通して外を攻撃できるようになっている。

　メッテはその空間をきょろきょろと見回しながら言った。

「なんというか、もうここで住めそうなぐらいだな」

「ああ。石の家も悪くないぞ。でも、そのままだと冷たいから上には木材を敷き詰めないと」

　俺はそう答えるが、メルクは石材の上で寝転がって言う。

「ヒンヤリ、気持ちいい」

「どれどれ……確かに。でも、ちょっと寒くないか？」

　メッテも同様に床に寝そべり、そんなことを言った。

「メルクはヒンヤリしているのが好き」

　人じん狼ろうたちはもともと洞どう窟くつをねぐらにしていたんだったな。だとすると、岩のように冷えた場所も好きなのかもしれない。家を作るとき、参考にしよう。

「二人とも、ここにいてもいいぞ？　ここを上がると屋上だから」

　俺はそのまま屋上へと上がった。しかしイリアだけでなく、メッテもメルクもついてきた。

「櫓やぐらと同じで見晴らしがいいですが、櫓と違って頑丈そうですね。ここに身を隠すのですか？」

　イリアは胸壁を見て訊たずねてきた。

「そうだ。敵に弓やクロスボウを使うやつがいたら、ここに隠れて攻撃をやり過ごす。うん？」

　見れば、門の下には見物のためか鬼き人じんたちが集まって声を上げていた。

「下だけじゃなくて、遠くもちゃんと見れるな」

　この門の高さは櫓より少し低いが、南は村の全体、北は山の麓ふもとのほうまで見渡せる。

　東の川の向こうの採石場では一体のゴーレムが黙々と石を切る中、もう一体は家一軒分の大きさの岩を両手で掲げて運んでいる。こちらに来て小さく切り出すのかもしれない。

　橋は使わず、そのまま川の中を進んできてくれるらしい。橋が崩れると判断したのだろうか、かしこいな。

　門の下の鬼人たちはそんなゴーレムをなんだあれはと恐れているようだ。傍はたから見れば岩をこちらに投げようとしているようにしか見えない。

　メッテが大丈夫だと門の下に声をかけて安心させてくれた。

「ともかく、これで一気に建築のほうも進みそうだ」

　奴隷狩りの火魔法師のことも気になる。なるべく早めに石造りの防壁に建て替えたい。

　俺はゴーレムの運んでくる岩を使い、まずは柵を徐々に防壁へと変えていくことにした。
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　翌日、俺は防壁工事に勤いそしんでいた。幸い、ゴーレムが続々と岩を運んでくるものだから、どんどんと工事が進む。

　石材は門の建築に使ったのと同じで、柱を通し補強できるようにしてある。それを水平に整層積みにしていって、上部は胸壁を備えた歩廊を作っていく。

　高さといい、歩廊の幅といい少し欲張りすぎたかな。歩廊は人が横並びになって三人は歩ける幅がある。なるべくいいものをと思い作ったが、まだ北壁の半分しか柵から置き換えられてない。

　まあこのペースなら明日の昼には北壁は全て建て替えられるだろう。柵に使っていた丸太は、茅かや葺ぶきの家を建て替えるのに使っている。

　気がつけばもう少しで夕方というとき、メッテが俺の元にやってくる。

「ヨシュア。今、忙しいか？」

「いや、もう終わろうかなと思っていたところだ。どうした？」

「今日の夕飯なんだが新しいものを作ろうと思って」

「新しい料理か。それまたどうして」

「人狼だが、彼らはどうにも料理を遠慮するんでな。彼らはあまり肉を焼くのが得意じゃないみたいだから、もっと簡単な料理を一緒に作れればと思って」

　メッテは人狼が来た当初、あまり快く思っていなかった。しかし人狼の働きぶりや謙虚さを見て、逆に心配になったのだろう。メッテなりの気配りというやつだ。

　俺は思わず口を開く。

「おお、そりゃいい。それで、俺は何をすればいい」

「鍋だ。焼いたり燻くん製せいにするだけじゃなくて、そろそろ煮込み料理もいいと思ってな」

「鍋か。昨日の粘土が役立つな。いや、大量に作るならやはり金属製か。どちらも作る」

　俺は鬼人や人狼の集めた紫鉄と粘土を回収し、さっそく鍋を作った。各家庭が使うような鍋は粘土で、数十人分の調理ができるような大鍋は紫鉄で作成する。

　あとは焚たき火び台だいをいくつかつくり、鍋をその上に置けるようにしておく。

「これでお湯を沸かせるだろ。まあ、くれぐれも触ったり運ぶときは気をつけてくれ」

「ありがとう、ヨシュア！　これで煮込みが作れるぞ！」

「楽しみにしてるぞ。体が温まるからな」

「さっそくあのメルクも呼んで、調理するとしよう。そういえば、メルクはどこに？」

　メッテの周囲を見回した。

「いや、俺も朝から見てないな。俺が探してくるから、メッテは先に調理を始めておいてくれ」

「分かった。美お味いしいものを作っておくから頼むぞ」

「ああ、楽しみにしてるよ」

　俺はそう言ってメッテと別れた。しばらく村内を歩いていると、先ほどまで人狼の長老と話し合いをしていたイリアを見つける。

「お、イリア。終わったか」

「はい、ヨシュア様。お一人にして申し訳ございません」

「鬼人と人狼の子供に囲まれていて、ずっと賑にぎやかだったから気にしないでくれ。ところで、メルクは一緒か？」

「いえ。そういえば、朝から見てませんね」

「どっか、狩りでも行っているのかな。そこの人狼に聞いてみよう」

　俺は近くを通りかかった人狼の若い男に気がつく。

　彼は粘土を満載した籠かごを背中に背負い、両手にも持ち、そして口にまで咥くわえて運んでいた。しかも彼だけでなく、人狼は皆、相当な量の物資を無理して運搬している。

　俺はそんな人狼に声をかける。

「運んでいるところ悪い。メルクの居場所を知っているか？」

「若なら、さっき南の川の近くで、食べると傷が癒いえるキノコを見つけたとか言って、籠を持っていったよ。でも、それっきり見てねえな」

「南に行ったんだな？」

「ああ。でも、若は一回出ると、獲物を仕留めるまで何日も戻らないことがある。決して珍しいことじゃない」

「そうか。ありがとう。ちょっと南を捜してくるよ」

「い、いや、ヨシュアさん。俺たちはもうずいぶんお世話になっている。これ以上、迷惑をかけるわけにはいかねえよ。若はきっとそのキノコを鬼人さんたちへのお礼にしたいんだ」

　メルクをはじめ人狼たちはこの村における自分たちの立場が危ういものだと感じているようだ。だから自分たちが有益であると、鬼人たちに思わせたいのだろう。

　イリアもそれに気がついているのか、人狼にこう言う。

「お礼なんかいりません。ですからお願いです。これからは、私たちを頼ってください。それにこんなにたくさん荷物を持つのはやめてください。あなたたちが無理をして命を落とすことになったら……そんなのは嫌です」

「い、イリア様……わ、分かりました。他の人狼にはそう伝えておきます」

「ありがとうございます。メルクさんのことは、私に任せてください」

　人狼は「お願いします」と頭を下げると、そのまま去っていった。

「河原の南か。川に流されたりしてなければいいんだが」

「その方向に狩りに向かっている者もいるはずです。話を聞いてみましょう」

「ああ。もう少しで日も沈む。急ごう」

　俺たちが村から河原に着くと、ちょうど南からボアを背負って帰ってくる鬼人の狩人たちに出会う。

「人狼の子供……こっから十分ほど南の場所で、籠を持って河原を南へ走ってくのを見ましたぜ」

　その声に、俺とイリアはさらに南へ向かった。見晴らしはいいので、見つかればすぐ分かりそうだ。

「メルクさん、無事だといいのですが」

「ああ。でも脚は速いだろうから、何かあればすぐ逃げられるはずだ」

　そうしないのは逃げられる環境にないからか、あるいはキノコ集めに熱中しているからか。

「メルクさん……なぜ、あそこまで私たちに気を遣われるのでしょう」

　俺は昔のことをイリアにぽつりと話してしまう。

「イリア。実は俺も、メルクの気持ちがよく分かる。俺も昔、故郷を焼かれたんだ」

「ヨシュア様の故郷が？」

「ああ。親も家も、知っていた大人も皆殺された。そんな中で俺と、同い年の子供は生きていかなきゃいけなくなった」

　俺たちを村から出した老人たちは働けず、そのうち俺たちを食べさせていけなくなることは分かりきっていたからだ。老人たちも泣く泣く、俺たちに自立を促した。

「武器を手に、いろんな町で仕事をしたよ。でも俺たちが子供で何もできないと、最初はどこ行っても冷たく追い払われた。俺たちに価値がなければ、誰も街には置いてくれないんだ」

「信じられません……ヨシュア様のような優しい方を追い払うなんて」

「俺は何もできなかったんだよ。だから剣や魔法を独学で必死に学んだんだ。もっとも実際に戦って学んだことのほうが多かったけど……ともかく、メルクも今、同じ気持ちなんだと思う。イリアたちに認めてもらうため、必死なんだ」

「役に立てなければ、私たちが追い払うと」

「ああ。もちろん実際に人狼が何もしなければ、鬼人たちの中でもそう思うやつも出てくるだろう。でも、さっきイリアが言ったように今の人狼たちは明らかに頑張りすぎだ」

　さっきの人狼もそうだが、今日は大量に荷物を持っている者が目立った。あとでメルクに、それをやめさせるよう言うつもりだったが、あのままでは誰が怪け我がをしてもおかしくない。

　イリアが先ほどの人狼に無理しないよう言ってくれたので、すでに人狼たちにも伝わっていると思うが。

「ヨシュア様。私、メルクさんともっとお話がしたいです」

「俺もだ。今日はメッテが美味しい煮込み料理を作ってくれるらしい。同じ鍋を囲んで、一緒に話そう」

「はい！　すぐにメルクさんを捜して、冷めないうちに帰りましょう」

　俺は頷うなずくと、イリアと共にメルクの名を叫びながら河原を探した。

「メルク！　俺だ！　いたら返事をしてくれ！」

「メルクさん！　帰りましょう！」

　しばらく返事はなかったが、突如、川のほうから綺麗な笛の音が聞こえた。

「これは……メルクの笛？」

　笛の方向には、川の中州があった。そこの高い岩で、メルクは笛を吹いている。

「あんな場所にどうやって……いや、帰れなくなったのか」

　川にはいくらか足場となる岩が見えたが、いくつかは沈んでしまっているようだった。下流は川の流れと水位が変わりやすい。それで水位が上がってしまったのだろう。

「助けに行こう。ビルド──ウッドブリッジ」

　俺は以前作った橋の三分の一の長さの橋を、中州へ架けた。そしてメルクの元に向かう。

　メルクは相変わらず、ずっと笛を吹いていた。

「メルク……なぜ、返事をしてくれなかった」

　俺が訊ねると、メルクはようやく笛を吹くのをやめていつもの無表情な顔を向ける。

「あ、ヨシュアにイリア。一曲吹きたくなった。どうしてここに来た？」

　どうやら恥ずかしいのか、水位が上がって帰れなくなったとは言えないらしい。

「メルクさん。ヨシュア様はお優しいから怒りませんけど、私は怒らせていただきます。もう、一人で危険な場所に行かないでください」

「ここは危険じゃない。キノコが生えていただけ」

「もう……ともかく、心配させないでください。私たちは同じ村で暮らす仲間なんですから」

　メルクはそれを聞いて、ぺこりと頭を下げる。

「そういうことなら気をつける。もう二度と同じような心配はさせない」

「メルクさん。今日、メルクさんはいろいろなものを私たちにもたらしてくれました。私たちがあんなに頑張っても見つからなかった粘土を、メルクさんたちは簡単に見つけたのです」

「鼻だけは良い。でも力では全く鬼人に敵かなわない」

「それでいいじゃないですか。メルクさんたちは私たちにないものを持っていて、私たちもメルクさんたちが持っていないものを持っている。互いが協力すれば、私たちはもっと幸せに暮らせるはずです」

　イリアの考えに俺は思わず頷く。総合的には人間や魔物に好き放題されている亜人だが、彼ら亜人たちが持つ尖とがった力を合わせればそれを防げるのではと。

　当然、難しいこともあるだろう。違う生活習慣の者たちが手を取るのだから。

　それでもイリアの考えは間違っていないはずだ。

　メルクはこくりと頷いた。

「イリアの言う通り。わたしたちが助け合えば、わたしたちはもっと豊かに暮らせる。改めて、よろしくお願いする」

「メルクさん……はい！　よろしくお願いします」

　二人は握手を交わした。

「それにしてもメルクさん、笛を吹くのが上手なのですね」

「おかーさんから教わった。ここで吹きたくなったのは本当」

　そんなメルクに俺は言う。

「なら、帰ってからまた聞かせてくれ。楽器は作ってきたけど、自分じゃ全然吹いてなくてな。皆、喜ぶと思うぞ」

「そういうことなら帰る。キノコもいっぱい集まった」

　メルクは俺に籠いっぱいになったキノコを見せる。

「おお、これは魔法キノコのメディク茸か。食べたり薬にすると、傷や病気が癒えるやつだ」

「やっぱり。おかーさんもこれはいいキノコって言っていた」

「これなら治療もできるな。暗室を作れば、育てることもできる。本当にでかしたぞ、メルク」

「それほどでもー」

　メルクは無表情でそんな言葉を返すが、しっぽがフリフリしているのを見るに褒められて嬉うれしいのは確かなようだ。

　俺たちは大量の魔法キノコを手に入れ、村へ帰還するのだった。
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　すっかり日が暮れた頃、俺たちは村に帰還した。

「メッテ、いいもの持って帰ったぞ」

「うん？　おお、キノコか！　これまた立派な！」

「中州でメルクが見つけたんだ。薬にもなるキノコでな。食べるだけでも傷と病が癒いえてく」

「へえ。大手柄じゃないか。それじゃあ、これで美お味いしいものを作ってあげないとな」

　メッテの声に、メルクは「腹ペコ」と短く返した。

　すでにメッテたちの前には、煮えたぎる鍋が見えた。中には肉や骨が見える。

「骨でもういい出だ汁しが取れてる。せっかくだし、そのキノコも入れてみよう」

「おお、頼む。俺も手伝うよ」

「切るのは私たちでできる。水洗いを任せるか」

「分かった」

　俺はメディク茸を魔法工房に送り、それを水で洗って風で乾燥させる。

「よし、洗いは完了だ。ざるに置いておくぞ」

　それを見たメッテが呟つぶやいた。

「ヨシュアはやっぱりすごい。なんでもできる」

「べ、別にこれはただ水洗いしただけだ」

「おかーさんが言っていた。魔法は一つの種類を使えれば大したものだって」

「そうだな、基本は一種類だ。それにしても、魔法を知っているんだな？」

「うん。それにメルクは、魔法を使う動物が分かる」

「本当か？」

　魔法が使えるようになってくると、周囲の魔力の動きが掴つかめてくる。例えば壁越しに誰かいれば、そのことが分かるようにだ。俺も最初はなんのことかという感じだったが、次第に分かるようになってきた。

「そうだとすると、メルクは魔法が上う手まく使えるのかもしれないぞ」

　よく集中してメルクの周囲にまとわりつく魔力を見ると、結構な量の魔力が集まっている。メルクもそういう紋章の持ち主なのかもしれない。

「おかーさんもそう言ってた。おかーさんも風の魔法を使えたから」

「なるほど。メルクは、何か魔法を教わったのか？」

「風魔法は教わった。だけど」

　メルクは手を出し「ウィンド」と唱えるが、落ち葉が少し揺れるほどの風しか起こせなかった。

「遊びに使える程度」

「これでは確かに戦いには使えないな。メルクは、紋章って知っているか？」

「メルクの紋章は【白はく狼ろう】って言うらしい。氷と癒いやしに強いらしい」

「氷と癒し……氷魔法と回復魔法に関する紋章かな。二つの属性の魔法が使えるのかも」

　二つ以上の魔法が使える紋章はなかなかない。全ての魔法を扱える者となると、もうそれは神の子だとか敬われるほどだ。二つでも、それに近い扱いを受ける。

　メルクは天才的な魔法師になるかもしれない。

「お母さんには教わらなかった？」

「おかーさんが教えられたのは風の魔法だけ。他は知らなかったと思う」

「そういうことか。俺も氷魔法と回復魔法は簡単なものだけだな」

「ヨシュアは魔法を教えてくれる？」

　俺はうんと頷うなずく。

「ヒールとフリーズとスノウぐらいでよければ。ヒールは傷口を塞ふさいだり、熱を下げたりするイメージだ。相手を癒したいというイメージがあればそこまで難しくない。すでに魔力を集めることができているなら、尚なお更さらね」

　回復魔法は、魔法でも初歩の初歩。どんな魔法師であっても最低限は覚えるべきとされる魔法だ。

「フリーズは対象を凍いてつかせるように念じ、スノウは手元に水を集めたものを冷やして放出する感じ、のはず。よかったらこれを使うといい」

　俺は生産魔法で小さな木の杖つえを作った。アイアンチークの杖だ。

「杖先にイメージするほうが簡単だ。そのバケツに水があるだろ？　まずはあれを凍らせたら？」

　メルクは狼おおかみの姿のまま杖を手にするとぴょんと二本足で立つ。

「やってみる──フリーズ」

　メルクがそう唱えると、杖の先から青白い光がバケツの水に放たれ弾はじけた。

　メルクは近寄り、バケツをひっくり返してみる。

「おおー凍った」

「すごい！　メルクさんも魔法を使えるのですね！」

　イリアはメルクに拍手を送った。

「本当にたいしたものだよ。もっと鍛えれば、いろいろなものを冷やせるようになると思うぞ」

「ありがたい。これもヨシュアのおかげ」

　メルクは感慨深そうに杖を見ていた。

　鍛えればメルクは優秀な氷魔法の使い手になるかもしれない。いろいろ冷凍してくれればこちらも助かるし、戦力的にも助けになるだろう。

「ほう、メルクは魔法が使えるのか。やるじゃないか」

「私なんてまだまだ。もっと練習する」

「いい心がけだ。でも、そのまえにご飯にしよう」

　メッテは湯気の立つ木の皿を俺たちに持ってきた。それをメルクに渡すと自信満々の顔で言った。

「肉の煮込みだ。果物と肉を一緒にぐつぐつ煮込んで、最後に少し水を飛ばす。美味しいぞ！」

　シチューみたいなものかな。甘い香りと香ばしい匂いがよく合う。

　しかしメルクは珍しく額から汗を流している。

「果物と、肉……大丈夫？　メッテ、料理できる？」

「わ、私をまるで料理ができないみたいに言うな！」

　ガサツな印象があるからなメッテは……でも、今まで作ってくれた料理からすれば何も心配ない。

　俺はスプーンを手にするとさっそく「いただきます」と肉を食べた。

「おお！　美味しい！」

　久々に甘いものを食べたからだろうか。本当に美味しく感じる。

「……うん。メッテ、これは本当に頑張りましたね」

　イリアも美味しそうな顔で言った。

　そんな俺たちを見て、メルクは恐る恐るスプーンを握り、肉を切った。ナイフでなくても簡単にほぐれるのが、柔らかさを表している。そのままメルクはその肉をぱくっと口に入れた。

「……美味しい。こんな美味しいの初めて」

　無表情だが、スプーンを動かす手が止まらないことから相当気にいっていることが窺うかがえる。

　そんなメルクに、メッテはふふんと得意げな顔をしている。

「ははは！　私の料理はやっぱ美う味まかろう！　お前の採ってきてくれたキノコも最後に入れてある。そっちはどうだ？」

　メルクはメディク茸も口に運んだ。

「おー。ジューシー。キノコってこんな食感になるの初めて知った」

　俺もメディク茸を食べてみるが、本当に美味しい。瑞みず々みずしいし香りがいい。肉と合わせると、また違った味になる。

「キノコも好評のようだな！　さ、私も……うん？」

　メッテはメルクが空のある一点を見ているのに気がついたようだ。イリアもすでに左手は腰の鞘さやにあった。

　俺もその視線の方向に目を向けると、そこにはぼろぼろの翼を生やした何者かが家の屋根上に立っていた。夜陰に紛れて分からないが、人型をしているようにも見える。

「だ、誰だ!?」

　メッテが声を上げるとメルクが呟く。

「きっとメルクたちの肉を狙ってる」

「ま、まさかそんなこと……あっ」

　メッテが言うとどこからともなく、ぐうという音が響く。

　屋根の上に立っていた者は恥ずかしいのか、膝を曲げて体を小さくした。

「な、なんなんだ、こいつは」

「まあまあ、メッテ。肉はこれだけあるのです。そちらの方、一緒に食べませんか？」

　イリアの呼びかけに屋根上の亜人は恐る恐る翼を広げたが、急にふらついて落ちてしまう。皆が駆け寄るが、ウィズとスライムが亜人を受け止めてくれた。




「こ、この子は」

　女の子は傷だらけで、呼吸が荒かった。目を閉じてはいるが、なんとか意識はありそうだ。

　一見すると、ぼろぼろの服を着た人間の女の子にしか見えない。年は人間の姿をしたメルクと同じぐらいで、紫色の髪をおかっぱにしている。

　だが人間ではありえないものが、その背中からは伸びていた。真っ黒い一対の翼だ。

　彼女は有翼の亜人なのだろう。鳥人などのことは俺も聞いたことがある。

　だが悲しいことに、彼女の翼はボロボロだった。このままでは空を飛べないかもしれない。

　俺はすぐに回復魔法をかけて、スライムのウィズに枕になってもらい地面に寝かせた。イリアたちも心配そうに女の子の顔を覗のぞき込む。

　女の子はなんとか目を開け、声を発そうとする。

「喋しゃべらなくて大丈夫だ。イリア、この子に寝床を用意できるか」

「すぐに用意させましょう」

　イリアは他の鬼き人じんにすぐ近くの家に寝床を用意するよう指示をした。

　そんな中、メッテが煮込みを持ってくる。

「肉が無理なら、汁だけでも飲むといい。体が温まる」

「ありがとうございます……」

　女の子は一口汁を飲むと、ゆっくりと目を閉じてしまう。メッテは焦るような顔でその子の手を握った。

「お、おい！」

「大丈夫だ、メッテ。寝てしまっただけだ。このまましばらく寝させてあげよう」

「そ、そうか。それはよかった。しかし、この子は」

　俺が呟くとメルクが答える。

「多分、天てん狗ぐ。メルクたちの住処すみかから、少し西に走ると小さな山がある。その麓ふもとで見かける」

「天狗……聞いたこともないな。ともかく、彼女たちも近場の亜人ってことか」

「ヨシュア様！　寝床の用意ができました！」

　俺はイリアの声に頷くと、ウィズに言う。

「ウィズ、その子をしばらく頼めるか？」

　ウィズが他のスライムと共に女の子を運ぶのを見て、イリアが心配そうな顔で呟く。

「大丈夫でしょうか。交代で看病します」

「私の料理が美味しすぎるのがいけなかったのか……まあ、明日も美味しいもの作ってあげるか」

　メッテはそう呟くと、ざわつく村の者たちに言う。

「とにかく今日はどんどん食べるんだ！　皆、おかわりはいっぱいあるからな！」

　メッテの声に、鬼人と人じん狼ろうたちはおうと元気よく声を返すのだった。メッテの料理のおかげで、皆だいぶ打ち解けられたようだ。人狼が集めてくれた粘土で鍋ができたわけだし、メルクの集めたメディク茸もあって鬼人も人狼の働きを認めてくれたはずだ。

　その後も賑にぎやかに夕食は続くのだった。

　天狗の女の子は結局、翌朝になっても目を覚まさなかった。でも熱は下がってきているとのことで、快方に向かっているのは確かのようだ。

　俺は鬼人に女の子の看病を任せ、メルクと共に新たな設備を作っていた。

　鬼人に頼み、村の中央付近に大きな穴を掘ってもらったのだ。部屋がまるまる一つ入るかのような大きな穴に壁、床、天上に石材を敷き詰め階段も作って、外とは紫し鉄てつの扉で区切る。

「よしよし。メルク、この部屋の床や壁を凍らせてみてくれないか」

「魔法の練習？」

「そういうことにもなるが、ここは冷凍したものを保存する場所に使うんだよ。肉や魚とかを凍らせて、腐らないようにするんだ。その氷漬けにしたものを保存するのがここだ」

　この暗室はつまるところ貯蔵庫だ。最近、肉や魚の収穫が増えたのはいいのだが、保存には燻くん製せいにするしか方法がなかった。だから冷凍保存も考えたのだ。

「なるほど。そういうことなら、メルクに任せる」

「ああ、頼むよ。冷凍させるのは俺もできるが、こういった空間の冷却は俺じゃ難しい」

「ヨシュアにもできないことある？」

「俺はほとんど生産魔法しか使えないからね」

「不思議」

　メルクは俺のことをじっと見ながらそう呟いた。

「と、ともかく、練習していけばメルクは俺より遥はるかにすごい魔法師になれるはずだ。頑張って練習するといい」

「分かった。とりあえず、ここは任せる。メッテにあとで冷凍する肉とか聞いておく」

「ありがとう。それじゃあ俺は北壁の建築に行ってくる」

　メルクと別れ、村の北側の城壁に向かうと、何やら鬼人と人狼たちが騒がしくしていた。近づくと、俺も思わず声を失った。

　広がっていたのは人の背丈の倍に積まれた石材群。すでにこれだけでもう城壁のようだった。

　よく見ると、遠くのほうで岩が勝手に動いている。どうやらこの集積場所に向かっているようだ。

　近くにいた鬼人はそれを見て、がたがたと肩を震わせていた。

「よ、ヨシュア様、あれも作った生きた岩で？」

「そんなわけないだろう……あれはきっと」

　俺は動く岩に近づいた。遠くには、まだまだその動く岩がやってくる。

　そしてそれを監督するように地面にいた存在に、俺は気がついた。

「ウィズ。いつの間に」

　スライムのウィズは、「よう」と言わんばかりに、体の一部を伸ばして手を振る仕草をする。

「まさか、この前の紫し苑おん窟くつのスライムたちに岩を運ばせてくれたのか？」

　ウィズは体を縦に曲げ、肯定した。

　岩が動いている原因は、あの下にスライムがいるからだ。ゴーレムが岩を切り出すのに集中し、スライムが運べば効率も良くなる。ゴーレムは橋を渡れないが、スライムなら細かく石材を切り出してくれれば、橋を渡れる。

　特に何も指示してないが、ウィズは俺の行動を見て、自発的に動いてくれたようだ。

　騎士団にいた頃から、こいつは本当に痒かゆいところに手が届くというか。いや、本当に痒い場所をこすってくれたりもするが。

「ウィズ、ありがとうな。これだけの岩があれば、もう城壁はすぐ作れる。塔も作れそうだな」

　そう言うと、ウィズは少し恥ずかしそうに顔を隠すような仕草をした。本当に感情表現が豊かだ。

「よし！　それじゃあ今日も頑張るか」

　俺はまず、次々と丸太の壁と城壁に建て替えていった。崩れないかちゃんと様子を見ながら慎重に建造を進めたが、それでも一時間もした頃には立派な城壁が北に広がっていた。

「おお！　前よりもでっかい！」

　村の者たちはわあわあと声を上げる。何名か階段で城壁に上がる者もいたが、揺れもないようだし大丈夫そうだ。

「ヨシュア様、お疲れ様です。もう、作られてしまったのですね」

　声に振り返ると、そこには汗を拭ぬぐうイリアがいた。どうやら武具の鍛錬に励んでいたらしい。

「イリア。ああ、もう北壁はこれで大丈夫だ。あとは堀でも掘ってもらおうかなと考えている。それと、塔をね。櫓やぐらと違って、頑丈な見張り台だ」

「城壁だけでは駄目なのですか？」

「城壁はいざ戦闘になると、兵士たちでだいぶ狭くなるからね。バリスタ──もっと大きな弓や岩を投げ入れるような機械を設置するのが難しいんだ」

「なるほど。もっと、広い場所が必要になってくると」

「そう。それに、より高い場所から、より遠くへ攻撃もできる。まずはオーソドックスな円形の塔にしてみるか。ビルド──タワー」

　ウィズたちのおかげで石材も豊富にあるし、大きめに作っておこう。イリアに言ったように上部にバリスタやカタパルトなどの兵器も置きたい。中は空洞を作って、階段で上部まで上がれるようにもする。大規模な敵が押し寄せてきたとき、きっと役に立つはずだ。

「た、高けえ！」

　こういった塔を見たことがないのか、鬼人や人狼たちは声を上げた。イリアも唖あ然ぜんとする。

「ヨシュア様は作ろうと思えば、空に届くものを作ってしまうのではないですか」

「まさか！　まあこの岩は頑丈だから高く組めたんだ。投石機にも耐えられるだろう」

「それでは、どれだけ頑丈か試してみましょうか？」

　イリアが刀を抜いてにっこりと言った。

「いや、やめてくれ。イリアなら、斬っちゃう気がする」

　俺が真顔で言うと、イリアは渋々刀を鞘に戻した。紫鉄の刃は岩もある程度は斬れるのだ。そこにイリアの技が加わったら、確実に斬れる。

「じゃあ、私がやろうか？」

　そう声を発したのは金棒を手にしたメッテだ。

「もっと駄目だ。というか来ていたのか、メッテ」

　振り向くと、そこにはメッテとメルクがいた。

「ああ。メルクと一緒に、例の暗室に凍った肉や魚を入れ終えたんでな」

「そうだったか、二人ともお疲れ様。メルクは早かったな」

「すごかったぞ。部屋を一瞬で凍りつかせるんだから。メルクは魔法の天才かもしれん」

　そのメッテの声に、隣にいたメルクは恥ずかしいのか俺に話題を振る。

「ヨシュアのほうがもっとすごい。見てない間にヨシュアはまた何か作っている」

「これは塔だよ。ちょうどいいときに来たな。とにかく、上がってみようか。見張り櫓より少し高いから、さらに見晴らしが良いはずだ」

　俺たちは階段を上がって、塔の頂上へ向かう。ここらへんの造りは門とあまり変わらない。途中には城壁と繋つながっている内部空間があり、狭さ間まから敵を攻撃できる。

　そうして上りきると見張り櫓のように周囲が確認できた。

「これなら子供が走って遊べそうなぐらい、広いですね。もちろん、絶対遊ばせませんけど」

「まあ落ちたら危険だからな……でも、広いだけあってこれはちょっとやそっとじゃ壊れない。火にも強いしな」

　するとメッテはごんごんと塔の床を蹴った。

　それぐらいなら大丈夫と分かっているのだが、鬼人ならもしやとちょっと不安になってしまう。

　そんなときだった、メルクが鼻を宙に向ける。

「ここは遠くの匂いも嗅げる。風の匂い……うん、この匂いは」

「どうした、メルク？」

「昨日の天狗が近くにいる。あ、いた」

　メルクの視線の先には昨日の女の子がいた。

　城壁の上に立ち、翼を広げようとしている。それを彼女を看病していたであろう鬼人が止めようとしていた。

　俺たちはすぐ塔の階段を下りて、そこに向かう。

　イリアがすぐに声をかける。

「無理です！　まだそんな状態なのに」

「でも、体はもう元気です。皆さまにお世話になりました。これ以上は……」

　俺はそう答える女の子に、はっきりと告げた。

「残念だが、君の翼じゃこのまま落ちて、怪け我がをするだけだ」

　女の子ははっとした顔をすると、翼を閉じた。

「まず、自己紹介でもしないか。俺はヨシュア。君は？」

　言いづらそうにする女の子。もしかすると、あまり外部の者と関わってはいけないという決まりでもあるのかもしれない。

　しかし恩を感じているからか、やがてこう名乗る。

「あ、アスハです……天狗の」

　その声にイリアたちも自己紹介した。

「アスハ。改めて言うが、その翼では飛べない。だから、俺が空を飛べるようになる道具を作る」

　俺がそう言うと、アスハはもちろんイリアたちも驚くような顔をする。

「ま、まさか、ヨシュア様は翼まで」

「いや、翼は複雑だ。遠くまで飛ばせる鳥の模型なら作れるが、そんなに頑丈なものは作れない。だから、あの石を使う」

　ずっと魔法工房に入れていたものが今こそ使えるかもしれない。

　以前、ダストスライムを倒したときに手に入れた緑色の魔石。風魔法が上達する魔石だ。これを組み合わせれば、地上に強力な風魔法を吹きつけることで、飛行を補助してくれるのではないだろうか。いや、そもそも魔法が使えるならこれだけでも。

　俺はさっそく、この魔石を付けたアイアンチークの杖を作った。

「アスハは魔法を使えるか？」

「魔法？」

「なら、ウィンドと唱えてみてくれ。翼を動かさずに、風を起こすイメージだ」

「は、はい。ウィンド──っ!?」

　俺たちに強い風が突如吹いてきた。なるほど、これはもともとアスハが風魔法に秀でているということかもしれない。

「なら、翼じゃなくても飛べるかもしれない。これを」

　俺がアスハに今しがた作った杖を手渡すと、メルクが呟く。

「メルクのと違って、緑色の石が付いている」

「ああ。これは魔石だ。風魔法が上達する魔石でな……ともかく、これがあれば強い風が得られる。これ使って、飛べないかな？」

　俺の声にアスハはやってみますと呟き、杖を下に向けてウィンドと唱えた。

「おお！　飛んだ！」

　メッテは浮上するアスハに声を上げた。当のアスハも翼を動かしてないのに、と驚いた顔だ。

　それからアスハは杖を動かしながら、空を自在に飛んでみせる。最初はぎこちなかったが、翼を動かさなくとも問題なく飛べるようだ。

　魔石の力もあるだろうが、本人の風魔法の腕もたいしたものだな。

　……そういえば勝手に使ってしまったけど、この魔石はもともと。

　俺はイリアに視線を向けた。もとはといえば、イリアが倒したダストスライムから出た魔石だ。

　しかしイリアは嫌な顔一つせず、嬉うれしそうに呟く。

「すごい！　あの石がこんなことに役立つなんて！」

　あの魔石がどうこうで見返りを求めようとは微み塵じんも思ってないようだ。

　アスハは周囲を軽く飛んでみると、俺たちの前で着地した。

「ありがとうございます……でも、こんなすごいもの、受け取れません」

「そんなこと言わず、使ってくれ。翼の代わりになるなら、君にとってそれ以上のものはない。あえて言うなら、君たち天狗の一族と俺たちで何か協力できないかなって。最近、この付近で亜人を襲う人間がいるんだ」

「そ、それは……私たちが皆様のためになれるようなことは」

「皆が飛べるんなら、俺たちは情報が欲しい。人間や魔物、周囲の情報が」

「そんなことでしたら……でも、一度帰って皆と相談しないと」

　そのアスハの声に、イリアがうんと頷く。

「どうかそうしてください。私たちも力になれるようなことがあれば、力になりますから。もし困ったことがあったら、どうか頼ってください。それと、人間には気をつけてください」

「……ありがとうございます。一族の皆がどう言おうと、私は皆さんに恩を返しにきます」

「いつでも歓迎します」

　イリアがそう呟くと、アスハは再び深く頭を下げて去っていった。

　去っていくアスハを見ながらメルクが呟く。

「ヨシュアもイリアも優しい」

「少し甘い気もするけどな……まあ、それが二人のいいところだ」

　メッテもそんなことを言った。

「あ、そうだヨシュア、そういえばイリア様がお願いがあるそうだぞ？」

「め、メッテ。ご、ごめんなさい、ヨシュア様、お時間があるときでいいのですが」

「城壁づくりは順調だし、言ってくれればなんでも作るよ」

「あ、ありがとうございます。私もその、実は笛が欲しくて。昔、母から教わっていたのですが壊してしまったので」

「そういうことなら作るよ。形や素材はなにかある？」

「木で、細長い笛でした」

「なるほど。自然の枝を利用したのかもな。そしたら、はい」

　俺は手早く笛を作ってイリアに渡した。せっかくなので、メッテにも。

「ありがとうございます、ヨシュア様！」

「私はよく分からんが……まあ、練習させてもらうよ。イリア様はさっそく吹いてみては？」

「はい！　それでは！」

　イリアは笛を鳴らし始めた。きっとイリアの温和な性格を現すような優しい音が奏でられるんだろうな──そう思ったが、聞こえてきたのはこの世の終わりを思わせるような不協和音だった。

「い、イリア！」

「イリア様、ストップ！」

「はっきり言って怖い。イリア、やめる」

　その声でようやくイリアは笛を吹くのをやめた。しかし本人は首を傾かしげている。

「久々に吹きましたが、吹き方とか覚えているものですね！　もっと頑張ります！」

　──これはだいぶ音痴かもしれないな。いや、示威行為には使えるのか。

　そんなことを思いながら、俺は再び北の空に目を向けた。すでにアスハは北西の奥まで飛んでいっている。無事に帰れるだろう。

　しかしその翌日、アスハはすぐに俺たちの元に戻ってくるのだった。
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「よし、ここまで進むとはな」

　俺は村の西側に延びた城壁を見て言った。ゴーレムとスライムたちの働きのおかげで、今日は西側の柵を城壁に変えることができた。北同様、西は少し行くと街道があるので、西を優先することにしたのだ。まだ昼過ぎ。これなら明日も、東か南を防壁に変えられそうだ。

　そんなときだった。何やら、北のほうが騒がしいことに気がつく。

「なんだろう？　うん、メルク？」

　北のほうからは、メルクが大急ぎで走ってくる。

「ヨシュア、大変。北の山の向こうが大変なことになっている」

「何、今行く」

　俺はすぐに村の北側に向かい、塔の上から北方を眺めた。

　すると北の山の向こう側の空が赤黒いことに気がつく。煙が上がり、それが地上の炎を映しているのかもしれない。何度か焼かれた村の上空を見たことがあるが、あんな感じだ。

　メルクは珍しく心配そうな顔で呟つぶやく。

「あの方向……天てん狗ぐの住処すみかかもしれない。もしかしたら、メルクたちみたいに……」

　その声を聞いていたのか、後ろからやってきたイリアがこう答える。

「受け入れる準備をさせます」

「ああ、イリア。頼む」

　俺は言葉の途中で、北の空に無数の物体が飛んでいることに気がつく。

　皆、黒い翼を広げており天狗のようだ。先頭には、ぼろぼろの翼のアスハがいた。

　だがよく見るとぼろぼろなのはアスハだけじゃない。他の者たちも皆、翼や体に傷を負っている。中には矢を体に受けた者もいた。武器を持つ者たちにやられたことは明白。

「これは、襲われたか……」

　アスハはこちらへなんとか飛んでくるが、その顔は絶望に満ちていた。

「何があった、アスハ？　俺たちは皆を受け入れるから大丈夫だ」

「あ、あ、ありがとうございます。家が……村が焼かれました。うう……」

　アスハはその場でぽろぽろと涙を流し始めた。

　とっさにメルクが歩み寄り、背中を撫なでてあげる。メルクもアスハの気持ちが分かるのだろう、いつもより深刻そうな顔を向けていた。

　すると、同じく城壁に辿たどり着いた天狗の一人が、俺を見て声を上げた。

「に、にに、人間だぁっ！　殺される！　逃げろ！」

「待ってください！　ヨシュア様はそんなことしません！」

　そう声をかけたのはイリアだが、イリアも角がなく一見すると人間にしか見えないため、天狗たちは皆、恐れるような顔をした。

　すぐにアスハが声を上げる。

「皆さん、やめてください！　ヨシュアさんたちは私を助けてくれた恩人です！　あの人間たちとは違います！　私たちをここに迎えてくださったじゃないですか！」

　アスハの声に他の天狗たちははっとした顔をする。

「わ、若……ご、ごめんなさい」

　素直に謝る天狗を見て、イリアは首を横に振る。

「いえ、皆さんお辛つらいことがあったようですから。ともかく、今は食事を取って体を休めてください。怪け我がをなさった方には、寝る場所も用意してあります」

「怪我があったらメルクに見せる。メルクが治す」

　そう言ってイリアとメルクは、天狗たちを案内していった。

　天狗は全員で五百名ほど。アスハによれば、これでもたくさん逃げられたほうらしい。百名は燃やされ、百名は捕らえられたとか。

「ヨシュアさん、皆さん……ごめんなさい。いきなり来てしまって」

「大丈夫だ、アスハ。それよりも人間にやられたんだな？」

「はい。たくさんの人間と、巨大な炎を出す一人の人間に」

「火魔法師──メルクの村を襲ったのと同じやつか」

「他の人間は数は多くても、私たちに攻撃を当てられませんでした。でも、その男だけが別格でした……一瞬で、私たちの住む森を焦土に変えたのです」

　そこまでの火炎を出せるとなると、高位魔法を扱える者に違いない。紋章も火魔法に特化したものを持つ可能性が高いだろう。

　とりあえず、この村の北壁は石造りなので今来られても防げるだろうが、それだけの魔法師となると、他の魔法が使えてもおかしくない。

「アスハ……今の君にあれこれ聞くのは本当に悪いんだが、他に魔法は使わなかったか？」

「火だけでした。あと、ずっと自分は火の神の申し子だと口にしていました」

　火の神の申し子……そんなことを口走っていた男を俺は知っている。

　確か、ロイグの従弟いとこにそんなのがいた。【炎神】の紋章を持つ魔法大学の優等生。もしや同一人物だろうか？

「人間の男、だったと思います。気を悪くされないでほしいのですが、ヨシュアさんと同じぐらいの背丈でした。紫色の服を着ていたと思います」

　魔法大学の制服も紫色だ。もしかすると、本当に……。

「その人間たちについて、他に知っていることは？」

「昨日、村に帰る前、西の空を通っていきました。すでに数日前から、仲間が帰ってこないことがあったからです。その時、森の中に開かれた場所があって、そこが人間の住む町みたいになっていたんです。この村にあるような、岩を積んだ壁がありました。そこで……仲間と、鬼き人じんの方、人じん狼ろうの方が働かされていました」

「鬼人と人狼もか？」

「はい。ですから私は村に帰って、父にヨシュアさんたちと手を組むよう、お願いしたのです。ですが父は、少し考えたいと……そして今日、その人間たちにやられてしまいました」

「そうだったか……とすると、アスハの村を襲った人間も、そこの町の人間の可能性があるな」

　俺もここ周辺の地図は調べてきた。しかし人間の町などないはず。ということは、やはり非合法の奴隷狩りが作った拠点で間違いないだろう。

　ともかく、強力な火魔法師がいることは確かのようだ。対策を練らないと、ここも危ない。

　俺たちは奴隷狩りと接触しているし、この場所のことも掴つかまれているかもしれない。

　ここを攻めるならその魔法師以外にも、多くの奴隷狩りを投入してくるはずだ。そうなれば、優位に戦いを進められたとしても、必ず死者が出てしまうだろう。

　だから、速やかに敵を全滅させる必要がある。

　俺はすぐに、イリア、メッテ、メルクを塔の上に呼び会議をすることにした。

　アスハから教えてもらった人間の拠点について説明し、俺は皆に訊たずねる。

「このままでは、ここに奴隷狩りが来る可能性もある。そうなったときのことを皆と相談したい」

　俺が訊ねると、皆と顔を合わせイリアが即答する。

「戦います。誰かを差し出したりは絶対にしません」

　断固とした意思が、イリアの口調からは感じられた。

「なら、俺に案がある。待っているのは分が悪い……だから、こちらからその拠点に仕掛けてみないか？」

「なるほど、こちらから攻め込むのだな！　それはいい！　今までされたことを、やり返したいと思っていたところだ！」

　メッテは威勢よく答えた。周囲の鬼人や人狼も、やり返そうと意気込んでいる。

「気持ちは分かるが、ただこちらから乗り込むのは危険だ。俺たちの目的は、その拠点に捕らわれている者たちを救うのが一番だからな。だから、敵の数を減らしてから乗り込む」

「誘い出すってこと？」

　メルクの問いに俺は頷うなずく。

「ああ。誘い出して、一網打尽にする。それから、拠点を攻めるんだ。その前に」

　俺はスライムのウィズに指示を出す。

「ウィズ。ゴーレムと鉱山で、紫し鉄てつではなく石炭を掘ってきてくれないか？　なるべく大量に」

　スライムのウィズは、俺の声ですぐにゴーレムの元へと向かった。

「石炭？」

「よく燃える石だ。それを罠わなにする。それとメルク、人狼の足の速さを見込んで頼みたいことがあるんだが」

「皆も協力したがってる。何でも言う」

「ありがたい……実はここからまっすぐ北に行って、奴隷狩りの拠点を探してほしい。そこから、奴隷狩りを連れ出して距離を取りながら、あの北の城壁の前に誘導してほしいんだ。アスハも、メルクたちに拠点の場所を教えてくれるか？」

　あらぬ方向から来られると、こちらも困ってしまう。北に防壁を築いたからには、北に来てもらう必要があるのだ。そこに罠も設置し、敵を倒す。

　間を置かず、メルクとアスハは首を縦に振った。

「よろしく頼む。命がけの仕事だが、どうしても必要なんだ」

「大丈夫。全て任せる」

　メルクは力の抜けた声で応じると、すぐに笛を鳴らして人狼たちを集めた。

　それについていこうとするアスハを俺は呼び留める。

「アスハ。君には帰ってきたらもう一仕事お願いしたい。ただ、城壁の上から風を吹かせてほしいだけだが。後のことはメッテに伝えておくから、帰ってきたらメッテの元に」

「かしこまりました」

　アスハが去るとメッテが口を開く。

「私が？」

「ああ。今回の戦い、俺が囮おとりになる。だから指揮はメッテ、お前に任せることになる」

「よ、ヨシュア様が囮？　それは私にお任せください！」

「いや、イリア。一つ、捨てきれない可能性がある。それを活かすためには、俺がどうしても前に出る必要があるんだ。イリアには城門で待機してほしい。合図があれば、すぐに突撃を頼む」

　俺の声に、イリアは渋々頷く。

「ありがとう、イリア。メッテ、お前は城壁の上から、俺が言う順番通りに指示を出してほしい」

「ま、任せておけ！　なんとか順番を覚える！」

　メッテは不安そうな顔で言った。

「ウィズにも教えておくから、そこまで心配しなくても大丈夫だ。俺はまず塔の上に兵器を作る」

「へい、き……？」

　メッテが首を傾かしげるが、知らないのも無理もない。戦争でもしなければ無縁の言葉だろう。

「兵器ってのは大きな武器のことだよ……クラフト──バリスタ」

　俺が唱えると少しして、土台の上にバリスタという巨大な弩ど砲ほうが現れた。

　それはクロスボウと形が似ているためか、メッテがこんなことを呟く。

「ま、また随分と大きなクロス棒だな。台に乗ったクロス棒というか」

「これはバリスタだ。クロスボウより、もっと大きな矢や石を飛ばすことができる」

「へえ。撃ってみてもいいか？」

「もちろんだ。矢を作るよ。その間に、後方のそのレバー……棒を倒してくれるか」

「こうか？　おお、弓とクロス棒と同じように、弦が動いたぞ」

「いっぱいまで引いたな。そしたらこれを置いて」

　俺は太めの槍やりを作成し、それをバリスタに置いてみる。

「そしたら、撃ちたい方向へ動かす。一人より二人のほうが動かしやすいが……」

　メッテはバリスタを軽々と動かしてみせた。

「あとは、後ろの引き金を引くだけだ。好きな場所を撃ってくれ」

「分かった。あの岩を狙う」

　メッテは草原にある岩を指さすと、引き金を引いた。

　ビュンと大きな音が響き土台に振動が走ると、バリスタから放たれた槍は見事に岩に当たった。

「おお。これはこれで面白いな！　槍が太いから、大きな獲物も仕留められる」

「動かすのが難しいから狩りにはあまり向かないけどな。あとこれは槍だけじゃなくて、大きな石を撃つこともできるから大量の敵を一度で攻撃できる」

「なるほど。それで、これを撃ちまくればいいのか？」

「これを使うのは最後だ。その前に天狗にこの袋を持たせ、空から敵の頭上に降らせてほしい」

　俺は生産魔法で作った粉の入った麻袋──石炭とボアの脂の入った袋を出す。

「あとで、大量に作っておく。これを天狗が降らせ終わったら、このバリスタと弓やクロスボウで、敵を攻撃してくれ。矢に火をつける方法も教えておく」

「分かった。しかし、なにをするのかいまいち見えてこないな」

「あまり……見ていて気持ちのいいものでないことだけは確かだ」

「？　分かった。とりあえず、私たちはヨシュアの言う通りやる！」

「ああ、任せたぞ。ウィズたちも……速いな」

　門の下に目を移すと、続々と向かってくるスライムたちが見える。俺はそのスライムたちが運んできた石炭を回収した。

　石炭を細かく念入りに粉々にし、ボアの脂も使い、それを袋に詰める。二十個以上作った後は、この石炭と脂、また草を干したものを、北門の前の地面に撒まいた。

　それから数時間後の日が暮れる頃、人狼の遠とお吠ぼえが北から響くのだった。
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　日が暮れた頃、メルクとアスハ、そして人じん狼ろうが足早に北門に帰ってきた。

「ヨシュア。連れてきた。三百人はいる」

「ありがとう。さっそくだが東と西の門から出て、少し離れた場所で敵を監視していてくれ。地面が燃えて逃げ出すやつがいればそいつらを倒して、抵抗がなくなったら、捕まえてくれ」

「分かった。ヨシュアは一人で行く？」

　メルクはいつになく、心配そうに俺を見ていた。

「大丈夫だ。これは同じ人間である俺が、引導を渡さないといけないからな」

　俺はそう言うと、北門の前で北を睨にらんで地面に立つのだった。

　大量の松明たいまつの灯ひが見えてくるのと同時に、兵士たちがざわつくのが聞こえてくる。

「城壁だ……方角を間違えたか？」

　そんな中、怒鳴り声が響いた。

「何をしてるんだ!?　お前みたいな馬鹿は、道すらも分からないのか!?」

　その独特な怒鳴り声に、俺は変な安心感を覚える。こいつの声は聞いたことがあるし、こいつの従兄いとこであるロイグもまた、こんなふうに部下を叱しかっていた。

「い、いえ、バーニッシュ様！　ここで間違いありません！　それにほら、人狼も！」

「何!?」

　バーニッシュは、城壁の上でこちらに吠ほえる人狼たちと、城壁の前で一人立つ俺に気がつく。

　俺はすかさず叫ぶ。

「奴隷狩りたちか!?　話がしたい！」

「話だと……？」

　バーニッシュたちは次第にその顔が明るさではっきりするところまで、俺に近づいてきた。

　紫色のローブを着た金髪の若い男は、苦虫を潰つぶしたような顔で俺を睨んでいた。

　魔法大学の制服、見たことのある顔だ。彼はバーニッシュ・ヴァイルという名の、ロイグの親戚だ。魔法大学の優等生で、【炎神】という火魔法を扱う天才。

「誰だ、お前は!?　なぜ人間がいる!?」

「俺はヨシュアだ。お前たちこそ、今まで何をしてきた？」

　バーニッシュは答えもせず、怪しむように俺をじろじろと見ると、はっとした顔をした。

「ヨシュア……ヨシュア？　ああ、思い出したぞ！　お前はシュバルブルクで見た！　ロイグの手下！　【魔工師】持ちの！」

　バーニッシュは蔑さげすむような笑みを浮かべる。

「俺を覚えてるか!?　バーニッシュだ！　お前に剣を磨かせただろう？」

「俺はお前なんか覚えていない。そんなことはどうでもいいから、奴隷狩りなんてしてないでさっさと学校に行け！　お前はまだ学生だろ。その服を見れば分かる！」

「ほら！　やっぱり覚えてるんだ！　そうだよなあ、【魔工師】は底辺も底辺！　どこの魔法大学だって入れやしない！　あの時、俺が羨うらやましくって仕方なかっただろう、ゴミクズ!?　この、ベルソス魔法大学の優等生の俺が！」

　まるでロイグと瓜うり二ふたつだ。紋章で人を区別するなんて。だが、今はそれはどうでもいい。

「その栄えある魔法大学の優等生が、なんで奴隷狩りなんてしている？　亜人を狩ることは、神殿に禁じられていることは知っているだろう？」

「はっ。そんなものを馬鹿正直に守ろうだなんて、甘いねえ。あと勘違いしないでほしいけど、俺は楽しいからこれやってんの。金が欲しいわけじゃないんだよ」

「もっと最悪だ」

「最悪？　こんな楽しい遊びは大学じゃできないよ。俺の火で、皆が悲鳴を上げるんだから──ああ、ぞくぞくする」

　呆あきれ果てる俺に、バーニッシュはこんなことを口走る。

「まあ、ロイグとかお前らは金が欲しいのかもしれないけど、俺は困ってないんだよ。そもそも奴隷狩りじゃなくて、亜人の傭よう兵へいだなんてシュバルツ騎士団も落ちぶれたものだねぇ」

「何？」

「金がなくなってるんだろ？　で、お前はクビになった。いやあ、本当にお前みたいなゴミに生まれなくてよかったよ」

　クビになったのは事実だが、別に金がどうこうではない。もっと騎士団について聞きたいが、今俺がやらなければいけないのは、こいつを挑発することだ。

「死んだって、お前みたいなやつにはなりたくない」

　まだ挑発する必要があるかと思ったが、バーニッシュはこの一言でぴくりと眉間にしわを寄せた。

「あっそう……じゃあ、一回死んでみろよ!?　俺が消し炭にしてやる！　ゴミは、ちゃんと燃やさないといけないからな！」

　バーニッシュは両手を俺に向けた。なんともまあ、扱いやすいやつだ。

「ゴミはお前だ、バーニッシュ」

「ああもう、黙れ！　感謝しろよぉ？　お前みたいな底辺が、天才と謳うたわれた俺の魔法で死ねるんだ──ゴッドフレイム」

　バーニッシュは手に巨大な炎を浮かべると、それを俺に放とうとした。周囲に火の粉と熱風が拡散される。

　火属性の高位魔法。天てん狗ぐの森を焼き払った魔法だろう。もちろん、燃やそうとしているのは俺だけで力は抑えてあるのだろうが、人一人を葬るには過剰すぎる魔法だ。いったいこの炎でどれだけの無実の人が燃やされたのだろうか。

「バーニッシュ。報いを受けろ」

　そう言って俺はバーニッシュに手を向け、魔法工房から石炭を降らせた。

「え？」

　闇の中からバーニッシュの間抜けな声が聞こえてきた。やがて俺の放った黒い粉が何であるかを理解したのか、悲鳴を上げる。

「やめろぉ！　やめろぉおおおお！」

　叫んだ瞬間、石炭にバーニッシュの火が引火した。

「き、消えろ！　消えろ！　──っ!?　熱いっ！」

　バーニッシュは瞬く間に火だるまになった。

「熱いっ！　熱いよぉっ！　こんなところで死にたくない！　俺はベルソス魔法大学のっ！　ヴァイル伯爵の！　……誰か！　だれかぁああああああっ！」

　水魔法を使っているようだが全くバーニッシュの火は消えない。無理もない。石炭にボアの脂を使っている。それが地面にも散布されているのだ。バーニッシュはその場でのたうち回るしかなかった。

　周囲の奴隷狩りたちも消火しようとはしたが近づけない。バーニッシュの足元から火が瞬く間に広がり、もはやバーニッシュを救助できるような状態ではなかったのだ。

　突如燃え広がる火の海に、奴隷狩りたちは恐慌状態になる。彼らの足元の地面にも獣の脂や石炭をばらまいておいた。

　だが、地面だけではない。俺が空中を見上げると、そこではアスハたち天狗が石炭と脂を落としていた。それをアスハが風魔法で拡散すると、奴隷狩りたちはその粉に愕がく然ぜんとする。

「こ、これって！　逃げろ！」

「今だ、撃て！」

　メッテの叫びが響くのと同時に、城壁や塔から火の矢が放たれた。それが奴隷狩りたちの足元に刺さると、爆発が起こり瞬く間に奴隷狩りたちの体を火が飲み込んだ。

「火が、火が！　うわあああ！」

　そこに城壁の上からクロスボウが放たれ、兵たちはバタバタと倒れていく。奴隷狩りたちは大混乱に陥った。バーニッシュの断末魔も彼らの声にかき消され、もはや誰もバーニッシュを救おうとする者はいなかった。

「一いっ旦たん、森へ退避するぞ！」

　まだ火に飲まれてない奴隷狩りたちは北の森に逃げようとするが、その森からは人狼が飛び出してきた。

「じ、人狼だ！」

「こ、殺せ！　殺してここを──なっ!?」

　行き場を失った奴隷狩りたちの間を、ひとつの影が通り抜ける。

　それを見た者は、ことごとく斬り捨てられていた。

「な、何が！　……がっ!?」

　一人の兵士が、影の正体を捉えた。

　白銀の髪を伸ばした美しい女性──イリアに兵士は目を奪われた。

　だがその顔を見た彼は絶望するような表情で戦せん慄りつすると、そのまま斬り倒されてしまった。

「突っ込め！　イリア様に負けるな！」

　後方からメッテがそう叫ぶと、武器を持った鬼き人じんと人狼が門から飛び出してくる。

　メッテもイリアに負けじと、兵士たちを次々と刀で斬り捨てていった。兵士たちは混乱のせいでまともに戦うことすらできず、ことごとく殺されていく。

　しばらくして降伏を叫ぶ者が現れると、兵の誰もが武器を捨てた。かろうじて東の河原に逃げる三十名を見て、鬼人たちは歓声を上げる。

「やった！　人間たちを倒した！」

　わあわあと勝利を喜ぶ中、メッテと数名の鬼人は東へ走った。

「逃がすな、追うぞ！」

「待て、メッテ！　情報を集めたい。捕らえてくるんだ」

「わ、分かった！　全員斬って……いや、捕まえてくればいいんだな！」

　メッテがそう訊きき返す中、メルクと一部の人狼が東に走った。

「メッテは間違えて殺しそう。わたしたちに任せる」

「な、なんだと！　わ、私が捕まえるぞ！」

　メッテもその後を追うように走っていくが、そこまで人狼に負けていないのが恐ろしい。

　そんな中、アスハが俺に頭を下げた。

「ヨシュアさん、ありがとうございます……さっきのあの男が私たちの村を」

「そうだったか。俺もこいつを討てて、よかった」

　もともと嫌なやつだったが、まさか奴隷狩りにまで身を堕おとすとは。それも金が目的でなく、娯楽だというのだから、もはや救いようもない。

　やがて、後方からこんな声が聞こえた。

「このまま、敵の根城を攻めようぜ！　仲間を解放するんだ！」

　その言葉は冷静さに欠いているようにも聞こえるが敵の拠点に今、兵が少ないとしたら──絶好の機会なのは確かだ。もともと拠点の敵兵を減らして、捕まっている亜人を解放したかった。

　イリアは鬼人の様子を見て、俺に訊たずねる。

「ヨシュア様、いかがいたしましょう？」

「敵の数がどれぐらいかにもよるが……あまり無理はできない」

　敵の拠点にまだ結構な兵士が残っている可能性がある。

　だが、別に拠点を落とす必要なんてどこにもない。亜人を解放させればいい。だとすれば……。

　俺はさっそく、メルクたちが咥くわえて連れてきた奴隷狩りを問いただすことにした。あまり演技が上う手まいほうではないので、簡単に作った木の仮面をつけて奴隷狩りたちの前に立つ。

「お前たちの根城には、今何人いる？」

　拠点に関しては、今誘い出しにいったメルクとアスハが場所を知っている。気になるのは、敵の数だけなので、それさえ分かれば情報は十分だ。

　答えようとしない奴隷狩りにイリアが刀を抜き、奴隷狩りに言った。

「時間をかけたくありません。十秒以内に答えなさい」

「こ、答える！　だいたい三千人ぐらいだ！」

　三千……今襲来した兵が三百くらいであったことを思うと無難な数字だが、彼らはあまり防衛に人員を割く必要はないはずだ。

　また、一人の奴隷商人がそれだけ傭兵を集められるのかは疑問が残る。一男爵だって、数百人を集めるのがやっとだ。

　そもそも傭兵の聖地と言われる南の都市だって、一都市に三千人の傭兵がいるかどうかだ。

　何より、ほぼ無抵抗の者を狩るのに三千人近くも守備に回すのは、金の無駄に等しい。

　だが、ここはあえて乗ってやるとしよう。俺は驚くように声を張り上げた。

「何!?　たったの三千人!?　皆、喜べ。今が絶好の好機だ！　このまま敵の城に攻め込む！」

　俺の声が聞こえると、ただでさえ勢いづいていた亜人たちは、おおと声を上げた。

「よし、イリア。まずはこいつらの首を神々に捧ささげ、勝利を祈るとしよう。君の斬撃なら、彼らも苦しまずに死ねるはずだ」

　奴隷狩りは俺の言葉に、がたがたと肩を震わせる。

「い、いや、三千は嘘うそだ！　仲間は一万だ！　俺たちは殺さないほうがいい、報復されるぞ!?」

　一万はさすがにあり得ない。どっかの公爵や王だってそれだけ雇うのは躊躇ためらうだろう。

　もはや嘘が確定したわけだが、俺はさらに畳みかける。

「なら、なぜ嘘をついた？　数を少なく偽り、誘い込むためか？　そうして、一網打尽にしようとしたのか!?　後ろのお前たちもなぜ黙っていた!?」

　俺は続々と後ろに集められていた捕虜たちに向かって、慣れないながらも怒声を上げてみた。

　すると、後ろの捕虜の一人が叫ぶ。

「待て！　そいつの言ってることは、全部嘘だ！　拠点の兵は、たった五十人しかいない！」

「それが本当だ！　俺も証言する！　だから助けてくれ！」

　奴隷狩りたちは皆、我も我もと知ってることを言い出すと、ついには最初三千人と言った男も、「五十人の間違いでした！」と地に額をつけた。

「どちらが嘘か本当か分からんな。まだ、嘘をついてるかもしれんから、お前たちには城攻めまで、真実を話す猶予をやろう。今言ったことが嘘であれば斬首、真実であれば命だけは助けてやる」

　そこまで言って、俺は「五十も一万も一緒だがな」と呟つぶやいた。

　奴隷狩りたちの顔は、もう真っ青だった。

「人狼たちよ！　まずはこいつらを先頭に、北の拠点に向かえ！」

　メルクは頷うなずくと人狼たちに奴隷狩りたちを囲ませ、まるで羊のように森へ追い立てた。

　人狼は五百名ほどいる。彼らは皆連れていくとしよう。

　奴隷狩りがまだいる中で、次に俺はこう叫ぶ。

「他の亜人も皆、北へ向かえ！」

　アスハは無言で頷くと、天狗たちに北へ向かうよう伝えた。

　その後は、いもしない種族の名をいくつか挙げ、北へ向かえと叫んだ。わざと奴隷狩りに聞こえるようにだ。

　奴隷狩りも一緒に北に向かわせてそれが見えなくなると、イリアが俺に訊ねる。

「何か、策がおありのようですね？」

「ああ、誰も死なせずに、皆の仲間を解放する。メッテ、悪いが百人の鬼人とここに残ってくれるか。もしもの時、ここを守ってほしい」

　俺の言葉にメッテは真剣な顔で頷く。

「大事な役目だ。一緒に行けないのは悔しいが、私がここを守る。武運を祈るぞ」

「ありがとう、メッテ。あとは皆、俺についてきてくれるか？」

　俺の声に、イリアが訊ねてくる。

「皆、武器を持っていかせますか？　鎧よろいも着ていくかどうか」

「いや、ほとんどの者は軽装でいい。腰にさげられる武器も一つで十分だ。他に持ってほしいものがあるからな。イリアは、重装のままだと助かる」

　戦いに行くのに大丈夫なのだろうか、とイリアは少し首を傾かしげた。だがすぐに頷く。

「かしこまりました」

　俺たちはほぼ軽装で北にある奴隷狩りの拠点へと向かうのだった。
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　暗い森を北西に進む俺たちの前に、メルクがやってくる。

「ヨシュア、もう少しで人間の住処すみかが見えてくる」

　メルクの言う通り、森の向こうに開けた場所があるのが分かった。月光が差している。

「よし、ここらで一いっ旦たん、皆に作戦を説明しよう」

「それで、作戦とは？」

　イリアが訊たずねてくるので俺は即答する。

「砦とりでを囲む。それだけだ」

「囲む……それだけですか？」

「ああ、本当に包囲するだけ。戦わない」

　俺がそう言うと、メルクがすかさず呟つぶやく。

「さすがのヨシュアでも、それは無理。敵を倒して拠点から皆を解放しないと。五十人なら、簡単に倒せるはず」

「いや、その五十人が捕まっている仲間を人質にすることもある。追い詰めすぎず、逃げ道を残しておかなければ、何をするか分からない。だから、俺は囲んで交渉をするつもりなんだ」

　メルクは首を傾かしげるが、イリアは頷うなずく。

「ヨシュア様にお任せいたします。血が出ないのでしたら、そのほうがいいでしょう」

「ああ。しかも今はそれをするのに、非常に都合がいい。この暗闇だからな。ウィズ、スライムたちを集めてくれ」

　俺の声に、ウィズはスライムたちを集める。全てで三百体ほどか。

「皆に、この松明たいまつを配ってくれ。とりあえず二本ずつだ」

　俺はそんなスライムたちに、太めの木の棒を渡した。先にボアの脂をつけた松明だ。

　スライムたちは消火作業でバケツを運ぶように、他の種族にもその松明を配っていく。

　皆、突然俺がそれを千本以上も出したものだから、驚くような顔をしている。

　俺も魔法工房にここまで松明が入るとは思わなかった。松明自体は一秒で十本以上作れるが。

「これを二本持って、スライムたちは西から北を囲んでくれ」

　ウィズはすぐに体を縦に振ると、スライムたちに体を動かし指示を送る。

　スライムたちは、自分の体に二本の松明を立てかけた。なんだか不気味な感じに見える。

　また、鬼き人じんと人じん狼ろうに、十本の松明を括くくりつけた長い棒を持ってもらう。これは両端を二人が持つことで運べる。あまり脂も石炭も余裕がなかったが、一時間も火がついてくれれば十分。

　加えて、太鼓と笛を数十単位で作り、それを亜人たちに持たせた。合図があれば彼らにはこれを鳴らしてもらう。

「よし、こんなものでいいだろう。火をつけるから、皆に回してくれ」

　俺は周囲の松明を火魔法で灯ともす。さらに灯あかりのついた松明を持つ者が、周囲の者の松明に火を分けていった。

「人狼は東から北を頼む。天てん狗ぐはこの松明を持って、砦の上を飛び回ってくれればいい。鬼人は南から向かう。捕虜も一緒だ。ある程度したら、イリアとメルク、アスハだけついてきてくれ」

　この場にいる鬼人は四百人、人狼と天狗はそれぞれ五百人、スライムは三百体。彼らが二本ずつ持って、三千四百本ほど。ただ、十本の松明を括りつけた棒が百本以上もあるので、実際は五千本以上の松明の灯ひが見える。

　しかし、待ったをかけるように、小さな狼おおかみの姿のメルクが訊ねてくる。

「武器はなくていい？　この火の棒だけで戦える？」

「大丈夫だ。俺たちは戦わない。というより、戦っちゃ駄目だ。何かあっても、すぐ南方に引き返してくるんだ」

　メルクだけでなく誰もが首を傾げたが、イリアが「承知しました」と言うと、皆もそれぞれの行動に移った。

　森を抜けると、奴隷狩りの砦のほうから松明が振られているのが分かる。

　こちらに気がついたようだが、彼らはまだ俺たちを帰還してきたバーニッシュの部隊だと思い込んでいるはずだ。亜人とは夢にも思わないだろう。

　そうして進んでいると、やがて東西にも松明の火が広がるのが見えた。人狼とスライムが東西に動き出したのだ。同時に、砦の上空を天狗たちが松明を持って飛び回る。

　一方、異変に気がついたのか、砦側の松明も急にあわただしく動き出す。

　しばらく見ていると、だいたい二十本ほどの松明が砦の中で動いているのが分かった。

　やはり、大した数はいなかったか。砦にいる奴隷狩りは多くて百人だろう。

　こちらの松明は五千以上。そもそもこちらは千人以上いるわけで、もともと数で上回っている。

　そんな中、俺は一人の捕虜を先に歩かせ、城門へと向かった。

　俺を挟むように、二体のゴーレムを歩かせている。

　彼らは非常に威圧感がある。これからの交渉に打ってつけだ。

　またイリアとメルク、アスハも一緒だ。

「イリア、お願いがある」

「なんなりと」

「まず、前に渡した笛……あれを鳴らしながら、近づいてほしい」

　それを聞いたメルクが珍しくぞっとするような顔をした。いや、イリアには悪いがあの笛の音は本当に怖かった。だから今回うってつけだと思ったのだ。

「それと結構大事な役なんだが、俺が〝イリア〟と言ったら、俺と話している人間に向けて矢を撃ってくれ。決して、当てないように。できればギリギリで」

「ヨシュア様がお望みとあれば、確実にそういたします」

「ありがとう、頼むよ」

　そう言うと、イリアは以前俺が作った笛を鳴らし始めた。

　やはりというか、奇妙な不協和音が響く。と同時に、四方八方から他の亜人たちも笛や太鼓を奏で始めた。

　さながらこれからの攻撃を予期させるような、威圧感のある演奏になる。

　それから砦に近づくと、その門は固く閉じられていた。

「な、何者だ!?　一体、どこの軍だというのだ!?」

　塔からそんな声が上がるので見上げると、肥満体形の男が一人立っていた。やはりというか、俺たちの突然の出現に狼狽うろたえているようだった。

　俺は男に名乗る。

「俺はヨシュア……フェンデル同盟の特使だ！」

「フェ、フェンデル同盟!?　なんだ、それは!?」

　知らなくて当然だ。たった今、俺がでっちあげた組織名にすぎないのだから。フェンデルの亜人の集まりだから、フェンデル同盟というだけだ。

　俺は男にできるかぎり威厳のある声を装って叫ぶ。

「お前たち奴隷狩りに対抗するため結成した、亜人の同盟だ！　砦内の亜人を一人残らず引き渡せ！　さもないと、一万の軍でこの砦を攻める！」

「い、一万!?　な、なな、そんな馬鹿な!?」

「何が馬鹿だ？　一体、お前たちはどれだけの部族を襲ってきた!?　周囲に広がるこの火の海が、我らの心に燃え盛る怒りの炎だ！　愚かなバーニッシュも、我らの火に呑のまれた！」

　俺は怒鳴るように告げると、一人の奴隷狩りに視線を送り、発言を促す。

「こ、こ、コビス様！　彼の言葉は本当です！　バーニッシュ様と二百以上の兵が、十分もしないうちに全滅！　この砦は今、一万の兵に囲まれています」

　肥満男の名はコビスというらしい。悪名高いコルテシア商会の会長で間違いないだろう。コビスは奴隷狩りの言葉に黙り込んでしまった。

　無理もない。四方を五千の松明が囲んでいるのだ。少なくとも、自分たちが圧倒的不利なのは分かるはずだ。

　俺はさらに叫んだ。

「さあ、どうする!?　全ての者を解放しこの地を去るか……それとも死を選ぶか!?　まずは手始めに、このゴーレムたちに城門を破壊させてもいいのだぞ！」

　コビスは「ま、待ってくれ！」と声を震わせ、沈黙した。

　この態度を見るに、やはり砦の兵が少数なのは確実だ。

　今コビスは、どうすれば命が保証してもらえ、自分の財産を守れるか考えているのだろう。

　俺たちは金品を要求してないのだから、奴隷を解放するのが賢い選択だと思うが。

　コビスはやがて諦めたように口を開いた。

「……奴隷は解放する！　皆この砦に置いていくから、まずは我らを脱出させてくれないか!?」

「貴様たちの条件は聞かない！　今すぐに、城門から全ての亜人を解放しろ！　内部にも立ち入り、一人一人、全ての者を脱出させたか確認させる！　この要求を受け入れるか、受け入れないか……それだけだ！」

　逃げる前に、砦の亜人を殺すことも考えられる。まだ、やつらをいつでも殺せるという条件を保っておくのだ。

　コビスは少し間を置くと、悔しそうな口調で言った。

「わ、分かった、要求を飲もう……だが、約束してくれるんだろうな？」

「そちらこそ大丈夫なんだろうな？　急に城門を閉じたり、隠し事をしてみろ。こちらはすぐにお前を殺せる……イリア」

　そう言うや否や、イリアが矢を放った。

　びゅんという音が響くと、城門の上から「ひっ！」というコビスの悲鳴が上がる。

「わ、分かったから、やめてくれ！　要求は全て飲む！　……すぐに門を開け、奴隷たちを解放しろ！　全て、全ての奴隷だ！」

　コビスがやけくそ気味に叫ぶと城門が開かれ、間もなくして続々と亜人が出てくるのだった。

　イリア、メルク、アスハたちはそれぞれ自分の種族の全員がちゃんと出ているか、中にいた亜人たちに確認させている。

　最後にはメルクが砦内をまわり、中の匂いを探って解放されてない者がいないか確かめてくれた。

　だいたい二十分ほど経たったか。イリアが俺に報告した。

「間違いなく、全ての者を解放できたようです。死んだ者以外ですが……」

「そうか……遺骨も運ばせたいが、あまりもう時間もない」

　うっすら白み始める空を見上げるとイリアも首を縦に振る。

「十分すぎるほどの戦果です。引き揚げましょう」

「ああ、そうしよう……コビスよ、すべて解放したか!?」

　俺は再び、城門に向け叫んだ。

「ま、間違いなく、全員だ！　間違いなく！」

「そうか。ならば、今度は全員、砦から即刻出ていってもらおう！」

「す、少し待ってくれ！　せめて食料はないと、故郷に帰れん！」

「こちらの知ることか！　イリア！」

　俺の声でイリアが矢を放つと、コビスは再び悲鳴を上げる。

「攻めてもいいのだぞ!?」

　本音を言えばここでやってしまいたいところだが、こちらは一人でも被害を出したくない。

　城壁にはわずかだが、バリスタのようなものも見える。無理はできない。

「出ていきます！　本当に出ていきますから！　もう二度とここには来ませんから！」

「……我ら亜人はお前たちほど愚かではない。その言葉を信じてみるとしよう。全軍、引け！」

　俺が叫ぶと、四方の火は南へと速やかに引き上げていった。

　コビスの「ありがとうございます！」と連呼する声を背に、俺たちは南へと向かった。森を進み二時間ほど、俺たちは何事もなく無事に帰還しようとしている。すでに太陽も昇っていた。

「メルク、追っ手は来るか？」

「大丈夫。誰も追ってこない」

「そうか……今のところは、完全に戦意を失ってるようだな」

　一人くらいは偵察を送ってもいいような状況だが、一刻も早く逃げるための準備をしているのかもしれない。

　一万の軍勢を見た後ではもうここで奴隷狩りを続けようとは思わないだろうし、多くの兵を失ったのだからしばらくはなにも出来ないはずだ。

　もちろん、こちらもあの砦は監視し続ける。

　ちなみにこちら側の捕虜は全て解放してきた。

　同盟の慈悲と思ってくれれば、彼らのいくらかは今後の行動を改めるかもしれないと期待してだ。

　同じことを思ったのか、イリアが俺にこう訊ねる。

「彼らは、奴隷狩りをやめてくれるでしょうか？」

　今回は、亜人たちが他に売られる前になんとか解放できた。

　とはいえ、コビスたちはその前から、南の他の地域でこういうことをやってきたのだ。ここが駄目なら、他の場所を探す可能性もある。

「どうかな……一度甘い蜜を吸ったやつらだ。また仲間を連れてやってきてもおかしくはない。でも、大丈夫だ。やつらだって、俺たちに手を出したら痛手を負うことが分かった。やるにしたって、もっと慎重になるだろう。それまで、こっちはもっと力をつけるんだ」

「はい……そうしましょう！」

　イリアはうんと頷いてくれた。

　防壁や武具を作るだけでなく、衣類や農産物を作る。そうして力をつければ、奴隷狩りも襲ってこなくなるだろう。人間だって誰も死にたくないから相手が強力だと知れば、襲うのをためらう。

　メルクは森を進む中、こう訊ねてきた。

「そーいえば、ヨシュア。さっきのフェンデルどーめいって何？」

「あれか？　とっさに思いついただけだよ。そのほうが、人間には大きな相手に聞こえるんだ」

「フェンデルにおける種族間の同盟ということですね。よく考えると、何も間違ってません」

　イリアは思い出したように言うと、少し寂しそうな顔で続けた。

「せっかく、大きな力になりましたが……奴隷狩りを追い払った今、私たちの関係はこれで終わりなんでしょうか？」

　俺としてはすぐに解消するのは反対だ。

　せめて、それぞれが安全に暮らせる見通しが立たないと、今回の苦労も水の泡となる。メルクもアスハも同じ考えか、首を横に振った。

「ううん。メルクたちは、これからもずっと一緒だよ。イリアたちがいいって言うならだけど」

「私たちもできれば一緒がいいです……」

　俺もそれに同調するように言う。

「いいんじゃないかな。亜人が力を合わせればもう奴隷狩りや魔物も好き勝手できなくなる。フェンデル同盟は縮小ではなく、拡大していくべきだ」

　イリアは迷わず、首を縦に振った。

「これからも手を取り合っていきましょう。その際、同盟の代表が必要だと思うのですが……」

　そう言ってイリアが俺に視線を送ると、メルクもアスハも、じっと俺を見てくる。

「お、俺？　俺はただの客人だ」

　するとイリアたちが言う。

「そんな！　今回の一連の作戦も、ヨシュア様がいたから成功したことです！　私たちには戦いと交渉の知識があまりにも不足しています」

「私も盟主には、ヨシュア様が相応ふさわしいと思います……」

「メルクもそう思うー。言い出しっぺもヨシュア」

「そ、そうは言ってもな……」

　俺は人間。皆が皆、盟主として納得してくれるとは思えない。

　一方で、盟主という立場は皆に助言がしやすい立場ではある。

「わ、分かった。でも、それぞれ部族の長おさが話し合って、重要なことは決めてくれ。俺はそれに助言と協力をするだけだ。それも一時的だし、他に盟主に相応しい者がいればそいつに譲る」

　俺が言うと、イリアは顔を明るくした。

「かしこまりました！　では、今日からヨシュア様がフェンデル同盟の盟主ということで！」

　イリアが皆に聞こえるよう叫ぶと、周囲からは喜びの声が上がった。

　参ったな……まあ長は別にいるわけだし。

　俺たちが帰還すると、村からは白い煙が立ち込め、何かを焼いていることが分かった。

　しばらくすると、村からメッテが走ってやってくる。その顔には歓喜の色が窺うかがえた。

「ヨシュア！　この人数は……解放に成功したんだな！」

　メッテは次々と村に帰ってくる者たちを見て言った。

「ああ。一人も犠牲を出さずに、全員だ。ところで、この煙は？」

「皆が腹を空すかせてるだろうと思って、作っておいたんだ。いっぱい食べろ！」

「メッテ……そこまでは俺も頭が回らなかったよ」

　鬼人は五十名ほど、人狼は四百名ほど、天狗は三百名ほどが新たに加わったのだ。

　皆、劣悪な環境にいただろうし、腹を空かせているはず。

　すると、メッテは胸を張って言った。

「当然だ！　なんたって、私はお前の妻だからな！　互いに助け合うのが夫婦だろう!?」

　そう言った瞬間、俺の周囲をヒンヤリと冷たい空気が覆った気がした。

　一方の俺は驚くなんてものじゃない。メッテが俺の妻だと言ったのだから。

「つ、つつ、妻？　い、いつそんな話に？」

「いつって、帰ってきたら言おうと思ったんだ！　好きな相手にはっきりと好きと伝えるのが、我ら鬼人の美学だからな！　皆、聞いてくれ！　私は……」

　そう言いかけるメッテの前に、いつの間に現れたのかイリアがいた。鼻がぶつかるんじゃないかという位置に立っていたのだ。

「メッテ。この衆目の中、私を出し抜こうとは……アーマーボアのように単純な女だと思ってましたが、存外、賢いようですね……本当にずる賢い」

　恐ろしいぐらいに冷たい声が響いた。戦っているときのイリアと同じ雰囲気……いやそれ以上の何かを感じる。

　だがメッテも負けていない。すぐに周囲に叫んだ。

「わ、私は何も間違ったことは言ってません……ヨシュアは私の良き夫となる男だ！」

「へえ……そういうこと言っちゃうんだ……なら」

　イリアは俺に振り返ると、風のような速さで俺に抱き着いた。

「そうだ、ヨシュア様！　今日は皆が解放された記念すべき日ですし、一緒に婚礼の儀も執り行いましょうか！　私と結婚してください！」

「な、なな！　イリア様といえど、許しませんよ！」

「なら、刀で決着をつけますか、メッテ!?」

「いいでしょう、イリア様！　泣いても知りませんよ!?」

「おいおい二人とも！　俺はまだ結婚は……」

　俺が言うと、メルクが小さな狼の姿で俺の足にすりすりする。

「いいや。ヨシュアのお嫁さんはメルクだよー」

　イリアはたまらず答えた。

「じゃあ、メルクさんも一緒に白黒つけましょう！　この草原で誰が一番、多くのボアを血祭りにあげられるか!?」

　所々、言葉が荒くなっている気がするぞ、イリア……。

「あ、あの……ともかくご飯を食べませんか？　皆さんせっかく作ってくださったんですし。ヨシュアもお疲れでしょうし」

　そんな言葉をかけてくれたアスハに、イリアは鋭い視線を向ける。

「アスハさん……自分だけ興味がないふりをして、ヨシュア様に近づくおつもりですか？」

「そ、そんなつもりは！　……そんなことしなくとも、この中で誰が一番ヨシュア様に相応しいかは明白です。私が」

　そのアスハの発言で、さらに火がついてしまった。

　スライムのウィズが体を伸ばし仲裁に入ってくれたからか、皆、手は出てないようだ。

　早くも同盟が瓦が解かいするのでは──そんなことを思わずにはいられない凱がい旋せんとなるのだった。
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　皆が再会を喜ぶ中、俺は肉を手早く食し、村の南に向かった。

　解放した亜人の小屋を作るためだ。もともと天てん狗ぐが増えた時点で村はぎゅうぎゅうだったし、全員で八百人ほどの亜人が仲間に加わった今、村にある家だけではどうにもならない。

　だからすぐに建てる必要があった。

「これで二百軒……こんなもので十分かな」

　俺は村の南方に並んだ小屋を見て、呟つぶやいた。

　空から見れば、四角い区画の中で格子状に小屋が並んでいる感じだ。

　これで解放した亜人たちも、ここで夜を過ごせる。

　周囲の亜人たちは皆、規則正しく並んだ小屋に「おお」と声を上げている。

　人じん狼ろうや天狗の子供は、屋根から屋根にジャンプして遊んでいるようだ。

　そんな中、俺の隣からイリアが麻の布を差し出す。

「数刻でこんなに作ってしまわれるとは……本当にお疲れ様でした、ヨシュア様」

「イリアこそ、ありがとう……何か、手伝わせちゃって悪いな」

　俺は布で汗を拭ぬぐいながら、周囲で働いている亜人たちを見る。

　伐採や採掘、狩りだけでなく、昨日の倒した兵士の武具を回収したり、皆、仕事をしている。メッテは食料のためさっそく狩りに出たし、メルクは回復魔法が使えるので皆を治療して回っている。

　俺が小屋を建てていると、亜人たちもしばらくして仕事に向かったのだ。小屋に使ってくれと、近くまで木材を運んでくれたのも彼らだ。

　騎士団では誰も俺の仕事を評価してくれなかったし、ウィズ以外誰も協力もしてくれなかった。

　そのせいか俺は今、とても満たされている気がする。

　イリアは首を横に振る。

「そんなことありません。皆、ヨシュア様の働きに負けないよう、自分たちから動いたのです。それに今日は確かに喜ばしい日ですが、まだまだ油断できませんからね」

「ああ、そうだな。狩猟と採集だけで食料を得るのには限界がある。できれば、畑を作りたいと思ってるんだ」

　とはいえ俺に農業の知識はないので、どの農具がどうに使われるかぐらいしか分からない。

　まず草原の植物を除く必要があるよな……火で焼いて、その後シャベルなり犂すきで土を耕して、ようやく作物が植えられるだろう。

　しかしイリアが言う。

「それなのですが、ヨシュア様。実は捕まっていた者が、麦とカブの栽培、とやらのために北部で働かされていたようで」

「おお、じゃあ農業の経験を持ったやつもいるってことか。でも、その作物の種を手に入れる必要があるよな……できれば、牛馬も欲しい」

　種も家畜も、すべて自力で手に入れるのは少し難しい。

　コビスが去った後、城の周辺を探ってみるか。南部の都市まで買いつけに行くのも手だな。

　南部では魔王軍との戦いで、道具や武器がよく売れるはずだ。紫し鉄てつのものなら少量でも高値で売れるだろう。

「ただ、ちょっとすぐには難しいかもな……牛馬といえば、羊がいるといいんだがな。イリアは、羊は見たことあるか？　もふもふとした毛で覆われた生き物なんだが」

「昔に何度か……ただ残念ですが、この周囲ではあまり見かけないかもしれませんね」

「ボアがいるような場所には近づかないだろうからな……ともかく、見かけたら頼むよ」

「はい！　メルクさんたちにも、見かけたら捕まえるよう話しておきます」

「ありがとう。そしたら俺は南の城壁を完成させてくる」

「でしたら、私もお供します」

「いや、イリア。君は寝てないんだ、もう寝たほうが」

「それを言ったらヨシュア様も寝てないではないですか。一度、お休みになられてください」

　その言葉に俺ははっとする。

「イリア……そうだな。少し寝よう」

　すでに危機は去ったし急ぐ理由はどこにもない。

　騎士団にいた頃、誰も俺を止めようとはしなかった。でも今は俺を気遣ってくれる者もいる。彼女たちのためにも体を壊さないようにしないと。

　それに俺が寝ないとイリアたちも休みにくいのかもしれないし。

　俺はその日、とりあえず眠りにつくことにした。

　二日後、南と東の城壁を完成させた。家も百戸ほど増え、皆の寝泊まりする場所も確保する。

「いっぱい家が！　壮観ですね！」

　イリアは南の門から村を見渡し声を上げた。

　なんだかすっかり大きな街になった。城壁で囲まれ、規則正しく家が並んでいる。

「あとは……」

　俺が今一番気になっているのは、水だ。今、塔の下で水入りのバケツを忙しく運ぶ亜人が見えた。今までは俺の作った樽たるに川の水を溜ためていたのだが、さすがに非効率だ。

　ばしゃんという音と鬼き人じんの声が、俺の耳に響く。

「おい、何こぼしてるんだ！」

「す、すまん……」

　手を滑らせたのか、鬼人の一人がバケツの水をぶちまけてしまったようだ。

「大変そうだな……やっぱり水を引かないとな」

　この数日で鬼人や人狼にはスコップで水路となる溝を掘ってもらっている。あとは岩やレンガを敷き詰めれば、水は引いてこられる。上流のほうから水を引き、それを街中に行き渡らせるように水路を引く。一部は下水道として、川の下流に流すつもりだ。

　俺が呟くと、隣のイリアが不思議そうな顔をした。

「まさか、川を作られるのですか？　ヨシュア様は、水を生み出すこともできるのですか……」

　イリアは驚愕するような顔をする。

「い、いや、語弊があったな。水魔法は使えるが、川を作るのは無理だ。簡単に言うと、川から村に向かって地面を掘って、そこに石材を敷いていく。村まで川を延ばすんだよ」

「なるほど！　でも、それはそれで大変そうですね」

「いや、城壁が完成した今、集めた岩はそこに回せる」

「それに実はもう、一部の亜人たちには水路のため土を掘ってもらってるんだ。明日にはもう、石材を敷けるんじゃないかな」

　水路はこの村の北側、川の上流から引き、村の近くで二本に分岐させる。

　一つは上水道として、もう一つは下水道として南にある川の下流へ接続するつもりだ。

　獣や虫の侵入を防ぐため、両方とも水路の両側にアーチの柱を作り、上部は石材で閉じようと思う。下水道は匂うだろうし。

　イリアは感心した様子で言う。

「ヨシュア様に作れないものは何もなさそうです！　そういえば、ヨシュア様。水を通せるなら、あるものもお願いしたいのですが」

　イリアが何か作ってと依頼してくるのは珍しい。あの笛以来か……。

「ああ、俺に作れるものなら、なんでも作るよ」

「ありがとうございます！　実はここより南、鉱山のほど近くに温かいお湯が湧く泉があります」

「おお、温泉か！　あれはいいものだ」

　俺が思わず声を上げると、イリアも嬉うれしそうな顔で言う。

「ヨシュア様もご存知でしたか！　アーマーボアが現れる前は、私たちもよく入りに行っていたのです」

「そうだったか。俺も、何度か入ったことがあるよ」

　大陸の北のほうでは、温かいお湯が湧く川があり、それを利用した浴場を温泉と呼んだ。

　賊ぞく討伐に従軍した際だったか、何度か俺も入った。体がすっきりするし、何より疲れが取れる。

　イリアは少し恥ずかしそうに続ける。

「その温泉がこの村にもあったりするといいな、と思いまして。体を綺き麗れいにできますし……あ！　でも、今は直接その泉に行けばいいわけで……わがままを言って申し訳ありません！」

「いや、俺も近くにあるといいと思うな」

　この村で身体を洗う手段は、河原で水浴びしかない。

　もちろん水道を引けば、それがもっと楽になるだろうがやっぱり冷たい。

　──温かいお湯がいいよな。この村にも温泉、公衆浴場を作ってみるかな。

「水道から水を引いて温める……のはちょっと効率が悪い。その泉からお湯を引いてくるのがよさそうだな。鉱山の近くだっけ？」

「はい！　もしよろしければ、ご案内いたします！」

「そうか、じゃあ案内を頼むよ」

　俺はイリアと共に南に向かう。

　イリアの手には、麻の布などが握られていた。濡ぬれたときのためだろうか。

　面白そうな匂いを嗅ぎつけたのか、途中、狼おおかみの姿のメルクとアスハが後ろからついてきているのが分かった。メッテも武装してついてくる。

　イリアは若干、不満そうに彼らに振り返った。

「三人とも……何の用ですか？」

「ヨシュアとイリアが楽しそうに話していたから。きっと面白い場所に行くと思った」

　メルクはそう答えたが、メッテは真面目な顔で言う。

「最近は物騒ですから、二人で行かせるわけにはいきません」

「取ってつけたようなことを……どうせ、話を聞いていたのでしょう」

「べ、別に私は温泉に入ろうなんて！」

　どうやら、メッテは温泉に入りたかったようだ。ちゃんと、手には布が握られている。アスハの手にもそれがあった。

　泉を視察するだけで、誰も入るなんて言ってないんだけどな……。

　そんなこんなで、俺たちは鉱山の少し南西、湯気の立つ泉までやってくる。

「おお、ここか！　綺麗な場所だな……」

　泉は、北と西を高い山で囲まれていた。

　その山から滝が落ちて、この泉ができてるようだ。

　南には、海側に流れているであろう川も見える。

「でも、だいぶ熱そうだな……遠くのほうがぐつぐついってるが、どんな感じかな──熱っ！」

　温度を確かめようと手を入れたが、あまりに熱くすぐに抜いた。とてもじゃないが、俺は入れそうもない。

「イリアたちはこれに入っていたの？」

「ええ！　ヨシュア様も、試しに入られますか!?　私が背中をお流しします！」

「いや、イリア様。それは私の役目。私に任せてください！」

　メッテがそう言うので、イリアは「嫌です」と首を横に振る。

　いや、どう考えたって俺が入れる熱さじゃない。二人は入る気満々だったようだが。

　メルクも片手で泉に触れるが、すぐに引っ込めてしまった。アスハも同じく。

　鬼人だけは大丈夫なのだろうが、他の亜人のためには少し冷ます必要がありそうだな。

　まあ、これだけ熱ければ、村まで流れる間にぬるくなることもなさそうだ。

　そんなときだった。突如、大きな地響きが聞こえてくる。

「地震？」

　俺が呟くと、耳を立てたメルクが首を横に振った。

「……猪いのししの大群かも。いや、アーマーボア？　足音から体の大きさはそれぐらいのはず」

　メルクは首を傾かしげた。どうにも匂いだけでは判別できないようだ。

「どちらにしろ、大群で村に入られても怖い。様子を見てこよう」

「ここから南東。村からまっすぐ南にいるはず」

「皆、温泉は残念だが」

　俺が呟くと、イリアたちはぶんぶんと首を横に振る。

「気になさらないでください！　何かを期待していたのは、メッテですから！」

「い、イリア様でしょう！」

「また、村にしっかりしたのを作るから、そう争うんじゃない。アスハ、ともかく村に報しらせてきてくれるか？」

　アスハは俺の声に頷うなずくと、村へと飛んでいった。

「よし、俺たちはこのまま森を出るぞ！」

　俺たちはメルクの案内で、南東に向かった。

　南には確かに、天高く舞い上がる土つち埃ぼこりが見える。ボアが集団で走れば、確かにこれぐらいの土埃は上がるだろう。

「……しかし、アーマーボアの大群か」

　基本的にアーマーボアは群れないが、魔王軍は彼らを飼いならし、突撃のため集団行動できるようにしている。

「……魔王軍がここまで迫っているのか？」

　ここらへんは人間側と魔王軍が争う地域で、過去幾度となく魔王軍の支配下にもなっている。

　だが、南方には人間の軍事都市や要よう塞さいが密集しているから簡単には突破できないはず。

　しかし最近、ヴァリアス辺境伯が負けたように南部の人間側の戦況は芳しくない。もしかすると魔王軍がすぐそこまで迫っているのかもしれない。

「しかしアーマーボアにしては、なんだか走りが遅いな。──いや、あれは！」

　近づくにつれ、土埃を起こす正体に気がついた。真っ黒な毛玉──ではなく、羊のような生物。

　それが百体ほどだろうか。皆、草をむしゃむしゃというよりは、がつがつと食べながら進んできている。土埃の正体は、彼らのせいか。

　彼らはただの羊じゃない。二本の渦巻き状の角は異様に大きく、先が刃物のように尖とがっている。体の大きさも、普通の羊の二倍はありそうだ。

「あれは、モープか？」

　モープは魔王軍がより良い毛と乳を得るため、羊を魔物化した生き物らしい。

　その毛は火や衝撃、魔法に強く、非常に切れにくいことで知られる。また、その毛で織られた布は手触りがよく、とても暖かい。乳も非常に美味で、甘く濃厚な味がするようだ。

　糸も乳も人間の間では非常に高値で取引されていた。普通の羊のそれと比べ十倍の価格が相場だ。

　故にかつてはモープを飼いならそうとした人間もいたが、凶暴で知性が高いモープは飼育ができなかったと聞く。常に反抗的で、角で殺された者が後を絶たなかったとか。しかもモープは肉も食べるのだ。

　だからモープの毛を手に入れようとするなら、基本は殺すしかない。

「毛は使えそうだが、これだけの大群を相手にするのは──しまった」

　気がつくと、先頭のモープの一体が、赤い瞳をこちらに向けていた。

「メッメー！　人間っす！　うちらを邪魔するっすかー!?」

　こいつは喋しゃべれる。魔王軍側に飼われて教育を受けたのだろうか。しかも他よりも角が大きいし、ボスなのかもしれない。

　俺が敵意はないと伝えようとすると、他のモープも「メッメー！」と声を上げた。

「ここの草、美う味まいのにやばいっす！」

「消すっす！　やっちまうっす！」

　すると、モープたちは草を食べるのをやめ、こちらに走ってきた。

「皆、逃げるぞ！」

　そう言って、俺たちは村に逃げようとするがメルクだけはずっと南に向かって歯ぎしりしている。

「ど、どうした、メルク？」

「なんだろう。逃げたくない」

　メルクがそう呟くと、そんなメルクに横並びになるよう人狼たちが現れた。人狼たちはワンワンと大きな声を上げ、走ってくるモープを威嚇した。

「待て、皆！　正面からは危険だ！」

　しかし人狼が一歩も引かないのを見て、モープたちはだんだんと減速していく。

「め、メッメー!?　なんか体が変っす!?」

「体が、前に進まないっす！　あ、あの犬みたいの、なんか怖いっす！」

　モープたちは、明らかに速度が落ちていた。顔もなんだか青ざめているようだ。

　まさか人狼が怖いのか？　狼は羊を食べる。羊が魔物化したモープは、狼を祖とする人狼に何かを感じ取ったのかもしれない。

「なら、試してみる価値はありそうだ……メルク！　人狼たちに、モープを囲ませるんだ！」

「分かった」

　メルクは狼へ笛を鳴らすと人狼たちはすぐに散開し、モープの群を囲もうとする。

　モープたちはその動きに狼狽うろたえ始めた。

「メッメー！　こいつら、うちらを囲むつもりっすか!?」

　人狼は瞬く間にモープを囲むと、ワンワンと吠ほえた。

「メッメー！　怖いっす！」

　俺はモープたちが混乱している間に、簡単な木の柵をモープの周囲に展開していく。

「な、なんすっか、あいつ!?　木に囲まれちゃったっすよ！」

「奥のほうも見るっす！　角生えたやつと空飛んでるやつらがやってくるっす！」

　どうやら鬼人と天狗たちも駆けつけてくれたようだ。

　いよいよモープたちにどこにも逃げ場がなくなると、ボスのモープが叫ぶ。

「メッメー！　弱音を吐くんじゃないっす！　あんなの倒してやるっす！　……メッ!?」

　モープのボスの前には、刀を向ける白銀の髪の女性がいた。イリアだ。

　イリアが何かを喋ったのか、ボスと他のモープは皆、ぶるぶると体を震わせる。

「め、めめ、メッメー……」

　モープのボスは、そう言って気を失ってしまった。

「メッメー……セレスが、倒れちゃったっす……」

　モープたちは倒れるセレスを見て、口々に「メッメー」と嘆きだした。

　俺が近寄ると、イリアはいつもの顔で振り返る。

「ヨシュア様、いかがいたしましょう？」

「もう戦意はないようだ。話ができるようだし、ちょっと聞いてみるか」

　俺はモープのボス──セレスと呼ばれていたモープに回復魔法をかける。

「メッメー……これは回復魔法っすか。メッ!?」

　モープは何かを見て、もふもふの体を震わせた。イリアが怖いらしい。

　俺は怯おびえるセレスに言う。

「安心しろ。俺たちは、お前たちを殺すつもりはない」

「そ、そうすっか。いや、ご、ごめんなさいっす。人間に襲われたばかりだったんで……」

　セレスが頭を下げると他のモープも震えながら同様にする。

「そうだったか。君たちは、魔王軍の者なのか？」

「ま、まあ、そうすっね。でも、ずっと狭い小屋に閉じ込められていて、逃げることにしたんっす……毎日泥みたいな水と、腐った肉ばかりで……最悪だったんすよ」

　つまり毛と乳を得るためだけに、閉じ込められていたということだろうか。普通の羊は広い草原で育てられるわけだし、確かに最悪な環境だな。

　セレスは寂しそうに続けた。

「でも、逃げたはいいものの、どこも人間や他の魔物ばかりでとてもゆっくりできなくて……やっとここを見つけたと思ったんすが」

「なるほど。残念だが、このままどの方向に行っても、人間の領地だ」

「そうっすか……見つかったらまた襲われちまうっすね」

　セレスが途方に暮れたような顔をすると、他のモープも、「メッメー」と悲しそうに鳴く。

　すると、イリアが俺の服の袖を引いた。

「ヨシュア様。もしよかったら、彼らを……」

「いいのか？」

「はい。盟主のヨシュア様にお任せします」

「め、盟主だなんて、また……まあ、とにかく彼らは迎えよう」

　イリアの許可も得たので、俺はセレスに声をかける。

「セレス。だったら、この近くを住処すみかにしたらどうだろう？」

「い、いいんすか？　ここはあんたたちの土地じゃ？」

「その代わりと言っちゃなんだが、お前たちの毛や乳を分けてくれないだろうか？　こっちも食事や、家を提供する。もちろん新鮮な水や魚を出すし、移動も自由にしてくれ」

　俺たちもモープたちの毛や乳が欲しい。もちろん彼らはそれが嫌で逃げてきたのだろうし、無理は言えないが。

「本当っすか？　家まで貸してくれるなんて！　うちらは大歓迎っすよ！」

「そうか。こっちも実は、ちょうど毛が欲しくてさ。助かるよ、セレス」

　俺はセレスに手を差し出す。

「よろしくっす！　えっと……」

「ああ、ごめん。俺はヨシュアだ。よろしくな」

　セレスは顔を明るくすると、前脚で握手してくれた。

　俺はさっそく、モープの家を作ることにした。

「ここらへんでいいかな……」

　俺はフェンデル村の南東に来ていた。

　ここなら東の川も近く、水もすぐに飲みに行ける。

「木材も十分……そういえば、セレス。どんな家が好みだ？」

「メッメー。広々として、皆でくっつける家がいいっす！」

「とすると、自分の部屋みたいのはいらないってことか？」

「そうっす！　自分たちを隔てる板とか、いらないっす！」

「分かった……それじゃあ、大きな小屋を作る必要があるな」

　構造は単純で百体のモープが入れるように、今まで作ってきた小屋の十倍の大きさのものを建てればいい。なるべく柱を多めにして強度を上げる。

　魔法工房で太い柱を生産し、それから床や壁の板を張りつけ、屋根を作っていく。ほんの一分で大きな長屋ができあがるのだった。

「メッメー!?　家がいきなりできたっす!?」

　セレスと他のモープは、一様に驚きの声を上げた。

「やばいやつっす……もしかしたら、まおー様よりすごいんじゃないっすか！」

「少なくとも、幹部のやつよりはすごいっす！」

　魔王軍にも、生産魔法を使うやつはいる。もちろん魔法を使える種族だけになるだろうが。

　人間は見たことないが、確か魔王城は魔王が生産魔法を使って一人で建てたなんて言われている。そう考えると、魔王は卓越した生産魔法の使い手なのかもしれない。

　まあ、この話は魔王が自身の権威を高めるためついた嘘うそだと、人間の間では信じられているが。

　俺は「大げさな」とモープたちに返した。

「まあ、ともかく中に上がってくれ。とても暖かいはずだ」

「メッメー、感謝するっす！」

　モープたちが続々と小屋の中に入っていく中、セレスが俺に頭を下げる。

「ありがとうっす！　毛と乳はいつでも言ってくださいっす！　なんなら、今すぐ毛を切ってもいいっすよ？」

「いいのか？」

「はいっす！　むしろ、最近伸びすぎで暑かったぐらいなんすよ」

　確かに、セレスの毛はもう立派な毛玉みたいだ。

　何というか触ってみたい──と思ったら、すでにメルクが前脚でその毛を触っているようだ。

「すごいふわふわ。これは初めて」

　とても触り心地が良さそうだな。俺ももふもふしてみたい。

　そんな逸はやる気持ちを抑え、俺は呟く。

「そうか、じゃあそうさせてもらおうかな」

　普通の羊と同じで、ハサミで羊毛を刈っていけばいい。

　魔法工房にその毛を入れたら風魔法で毛を綿のようにして、一本の糸へと絡め合わせていく。

　それから風魔法と水魔法で汚れを取り、毛織物に加工していく。さらには衣服や布製品へと加工していくわけだ。

　騎士団の下着づくりは俺の役目だったので、よく作っていた。高位の騎士はだいたい、商人から高級な布の衣類を購入していたのだが。

「これはいい生地ができそうだぞ……うん？」

　俺は家の中に入って、体を寄せ合うモープたちに気がつく。

　皆、疲れてしまったのか、寝てしまっているようだ。

「あ！　お前たち、お礼もしてないのに失礼っすよ！」

　セレスが言うも、他のモープたちはぐうぐうと寝息を響かせるだけだ。

「メッメー……ここんところ、ずっと走ってたせいか、皆、疲れちゃったみたいっす」

「無理しなくていいよ。また起きたらでいい」

　俺としてももう寝たいなと思っていたところだ。

　まあ、ぜひあの毛で作った布団で寝たかったけど……。

　すると、俺の物欲しそうな視線に気がついたのか、セレスがこう言う。

「それじゃあ……うちと……寝ちゃうっすか？」

「え？」

「うちらモープは、まおー軍の移動用ベッドでもあるんす！　ベッドになってあげるっす！」

「ほ、本当か？　そうだな。確かに寝心地を調べてみたい」

　数々の誘惑に打ち勝ってきた俺だが、実は睡眠には少しうるさい。ウィズの枕もたいしたものだが、セレスのもふもふもとても魅力的に見える。

「頼む……あとで家まで来てくれるか？」

「喜んで！」

　俺はその後、夕食を取って家にそそくさと一人戻ると、セレスにベッドになってもらった。

　予想通りというか、予想以上にもふもふが気持ちよく、すぐに眠りについてしまうのだった。







[image: ]




　ううむ──気持ちがいい。

　このふかふかもふもふの感触、モープの毛は思った以上だな。しかも、なんだかまた違う触り心地のがある。ぷるぷるのウィズとは違った、ハリのある柔らかさだ。

「っ!?」

　高い声が響くので、俺は目を覚ました。俺の手に握られていたのは──羊の乳だった。

「メッメー！　いきなり乳を触るなんて、ヨシュア様、変態っす！」

　セレスは頬ほおを染め、声を上げた。

「ご、ご、ごめん！　全く気がつかなかったよ」

「メッメー……飲みたいのは分かるっすけど、こういうのには順序があるっす！　まあでも、約束だから仕方ないっすね……」

　セレスが目を閉じ何かを念じると、周囲が光に包まれた。

「に、人間!?」

　光が収まると、騒ぎで起きたメッテがそう声を上げた。

　セレスがいた場所には、人間──いや、羊の角を生やした亜人のような女の子がいた。

　外見は俺と同じぐらいの年に見える。髪はウェーブのかかった、赤色のショートヘアー。

　そして胸がとても……さすが羊だ。

「うちらはもともと魔族の血が混じってるんすよ。練習すると魔族の姿にもなれるっす！」

　メルクたち、人じん狼ろうと同じ感じか。

　魔族は人の姿に近い魔物といわれ、魔王はこの魔族の中で最も優れた者がなるとされている。

　モープは羊を魔物化した生き物。魔物化の魔法には、その魔族の血が必要らしい。魔族の姿になれるというのは、聞いたことがないが。

「魔族と人は似てますし、ヨシュア様も飲みやすいっすよね？　さあ、召し上がれ！　……ひっ!?」

　セレスの前には、イリアが立っていた。

「セレス。物事には順序というものがあるのですよ。あなたも、そう仰おっしゃいましたね？」

　イリアはにこにこと訊たずねる。

「メッメー、そ、そうすっね……なんか、うち変なことやっちゃったすか？」

「いえ、無知を咎とがめたりしません……ヨシュア様、ちょっとセレスとモープたちと今後の取り決めをしてまいります。乳や毛について、話すべきかと思いまして」

「わ、分かった。くれぐれも、穏便にな」

「それはもちろん」

　イリアは微笑ほほえんで答えると、セレスと一緒に外へ向かった。

「セレス、無事だといいが……」

　真剣な顔で呟つぶやくメッテの手は、俺の手首を強く握っていた。気がつけばアスハもメルクもいる。

　もう、皆で寝るのが当然のような感じになってしまったな……。

　まあこんな平和な日々も悪くない。事実、それから三日ほど村は平和そのものだった。

　俺はその間、武具だけでなく、新たに増えた亜人のため、漁や農業、採掘などのための道具を作ったり、モープの毛やボアの皮で皆の布団を作った。

　同時に、もっと小屋を増やしたり食料を保管する倉庫を増築したりもした。以前、メルクに協力してもらった冷凍庫を拡張したり、ついに村に広がる水路も完成させた。

　メルクは村に走る水路を見て呟く。

「おおー。これでいつでも泳げる」

「泳ぐのは温泉にしてくれ。これは飲み水とかに使うからな」

　他の亜人たちも水路を見て、これで水みず汲くみが楽になるとご機嫌だ。

　水路の特に上水道には河口や各所に網を設置し、ゴミや不純物が流れないようにしてある。

　また将来を見越して南のほうに畑を作るため、そちらにも水を引いた。そろそろコビスの砦とりでの様子を見に行ってもいいかもしれない。

「メッテ。俺、奴隷狩りの砦の様子を見てくるよ。いなくなっていたら、周囲に使えるものがないか見てみたい」

「私も行こう。こちらの防備はもう万全だし、私もやつらの砦がどんなものか見てみたい」

「そうか。メッテが一緒なら心強いよ」

「ああ！　というか、護衛なら私を連れていくべきだ！　イリア様は、やはり族長らしく……いや、どこで聞いてるか分からんな」

　メッテはぞっとするような顔をした。今イリアはアスハと共に天てん狗ぐに狩りを教えている。

「メルクも行く。というより、先に行って様子を見てくる。もしまだ人間がいたら、無駄足」

「おお、メルク。ありがたい。でも、俺も行くよ。どんな状態か、見たいからな」

「分かった。とりあえず、メッテは先に行ってくれ」

　俺たちは奴隷狩りの砦に向かった。

　モープたちが優雅に走り回る草原を抜け、森を北に進む途中、前から風のような速さで小さな狼おおかみがやってくる。メルクだ。

「ヨシュア、砦がおかしい。前見た人間が死んでいる。誰かに殺されたみたい」

「前見た人間……コビスがか？」

　傭よう兵へいに裏切られて殺されたか……奴隷を解放したことで、報酬を払うどころではなくなった可能性もあるな。傭兵が不満を持つのも頷うなずける。

　メルクはさらに続ける。

「うん。でも、他の人間も殺されている」

「他のやつらも？　じゃあ、裏切りじゃない可能性も……とにかく、見に行くとするか」

　俺は急ぎ、砦へ向かった。

　森を抜けると、確かに異様な光景が広がっていた。砦の各所から、白い煙が上がっていたのだ。もう火は収まっているようだが、周囲が焦げ臭い。

「城門も破られている……誰かに攻撃されたか」

　さらに砦の近くへと進みながら、メルクに訊ねる。

「中に誰かいそうか？」

「ううん。さっき見たけどいなかった。多分、今も新しい匂いがないから大丈夫」

「そうか。なら、中を見てみよう……これは」

　城門をくぐると、悲惨な光景が目に飛び込んできた。

　建物は全て焼け落ちていたが、城内の中央の広場には、十字架が何本も立てられていたのだ。

　十字架には、コビスや奴隷狩りたちの死体が架けられている。コビスに至っては首だけ地面に落とされ、体は何度も切り刻まれたような跡があった。

　メッテが呟く。

「この殺し方は……相当、恨みがあったのだろうな」

「ああ。他の亜人がやったのかもしれない」

　奴隷狩りのコビスを恨んでいた亜人は、数えきれないほどいただろう。

「近くの亜人たちが隙すきを見て、攻め込んだのかもな……」

　しかしコビスの傷を見ると、襲った者たちは武器を持っていたことになる。

　城門を破壊する道具や、十字架も用意したのだろう。この近場で、それを用意できる亜人がいるかは疑問だ。

「家も燃やされている。ここのものはもう、城壁の石材ぐらいしか使えそうもないな……後は北の畑に何かしら作物があればいいが」

　しかし北の城壁にのぼって畑を眺めると、そこには所々から上がる白い煙が。

　畑は荒らされ、貯蔵庫のような建物はどれも燃やされている。

「こっちもか。畑に種子が残っていればいいが……うん？　どうした、メルク？」

　突如、メルクが耳をピンと立てた。

「ヨシュア……何か来る」

「何か？　……っ!?」

　すぐに、俺たちの周りを囲む者たちが現れた。

　メルクや人狼よりも速い。しかも、メルクが気がつくのに遅れた。

　囲んできたのは、虎のような黄色の耳としっぽを生やした褐色の者たちだった。

　皆、三日月のように反そった曲刀を俺たちに向けている。

「お前たちは虎こ人じん……？」

　ここから遥はるか西方に、グランク州という砂漠に覆われた地域があり、そこに点在するオアシスに住んでいた亜人が虎人だ。彼らは奴隷狩りに襲われ、故郷を追われた。

　しかし彼らの機敏さと力を買った魔王軍は、彼らを傭兵として迎え入れる。そうして彼ら虎人は、金や武器を手に入れていった。

　だが、力をつけ始めた彼らも、魔物からすれば雑種の亜人であることに変わりなかった。安住の地は得られず、虎人たちはやがて魔王軍を去ると、今度は人に協力した。金を得るために。

　かと思えば、今度は魔王軍に協力し……彼らは味方を変えながら、南方で生きることになったのだ。グランク傭兵団として。

「グランク傭兵団……」

　かつて戦場でも何度となく聞いたな。実際に戦い、仲間を殺された相手でもある。

　虎人の一人、金色の髪を伸ばした褐色の女性が言う。

「まだ生き残りがいたか。そのまま手を上げ、こちらに投降しろ」

　俺は女性に答える。

「俺は君たちの敵じゃない。ここのやつらと昨日まで戦っていた者だ」

「そんな言葉、信じられるか！　どうせ、貴様もびくびくと隠れていた奴隷狩りだろう！」

　すると、いつの間にか刀を抜いていたメッテが、女性の前に立ちはだかった。

「お前たちは勘違いをしている。ヨシュアは人間だが、そこらの人間とは違う。お前たちこそ、そこを通せ」

「その角……貴様は鬼き人じんか？　その人間の奴隷か……憐あわれなやつめ！」

　女性はすぐに曲刀でメッテを斬ろうとしたが、メッテもすかさず刀を抜いてその斬撃を捌さばき、反撃のため刀を振り上げる。

　それを見て、女性は後ろへと飛び跳ねた。

「奴隷にしては、なかなかやるようだな！」

「奴隷などではない！　メルク、ヨシュアを守れ！」

「分かってる」

　後ろでは、メルクが他の虎人を近づけぬよう、牽けん制せいしていた。氷魔法と持ち前の俊脚を活かし、虎人を翻ほん弄ろうする。

　どうするか……今のところ、メッテもメルクも互角に戦っているが、積極的に攻撃はしていない。

　二人は彼らをどうすべきか、俺の命令を待っているようだ。

　城壁の下を見ると、続々と他の虎人が向かってきている。

　戦うしかないか。しかし、グランク傭兵団を敵にしたくもない。彼らの境遇は俺も知っているし、争う理由もないはずだ。

　なら、無力化するしかない──俺は城壁の石材を吸収すると、メッテに叫んだ。

「メッテ、下がれ！」

　メッテは曲刀を振りかぶる女性の前から後ろに身を引いた。同時に、俺は岩壁を女性の前に展開する。

「なっ！」

　ぱりんという、割れるような音が響く。曲刀が折れたようだ。

　これで彼女の曲刀を壊せた。同様に、後ろの虎人の曲刀も岩壁で折っていく。

　だが女性はすぐに岩壁を乗り越え、こちらに向かってきた──その時、後方で男性の声が響いた。

「ネイア！　そこらへんにしとけ！」

　長身痩そう躯くの虎人は、メッテに飛びかかろうとした女性に言った。

「し、しかし、父上！　どう見ても、こいつらは怪しいです！」

「ああ、怪しい。人間、鬼人、それに人狼……まず見ねえ組み合わせだ……おっと」

　虎人の男は言葉の途中で、突如飛んできた矢を避ける。

　矢が飛んできた城門側に目を向けると、そこには白銀の髪の娘、イリアがいた。

　イリアは弓を捨て、刀を抜くとこちらに走った。

「貴様、止まれ！　……ぐはっ!?」

　イリアを阻止しようとした虎人は、イリアの刀によって薙なぎ払われる。刃とは反対側の峰のほうで打たれているので、死んではいない。気絶しているだけだ。

　次々と吹き飛ばされていく虎人たち。イリアは二十人ほどいた虎人を制し、瞬く間に長身痩躯の虎人に迫る。

「ヨシュア様から離れろ！」

　イリアがそう叫び刀を振るうと、男も曲刀で応戦した。

　二人はしばし刀で打ち合う。イリアもだが、男はさらに刀の振りが速い。

　だが俺はあることに気がつく。男はもう一つ刀を持っているが、それは鞘さやに納めたままのようだ。こいつは戦う気がない。俺はそう判断した。

「イリア、やめるんだ！　そいつは俺たちと戦う気はない！」

　しかし先ほどネイアと呼ばれた女性が、素手でそこに加わろうとする。

「父上、加勢いたします！」

「やめろ、ネイア。こいつはお前が勝てる相手じゃねえ」

　男はそう言うと、飄ひょう々ひょうとした調子で引き下がった。

「なんつう馬鹿力だ。これじゃ、刀がもたないぜ」

　イリアもまた、刀を構えたまま俺の元へと後退する。
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　敵意はないとイリアも分かったのだろう。それでも刀を納めないのは、男が油断ならない相手だと考えているからに違いない。事実俺も、この男ほど速く剣を振れる者を見たことがない。

　もしこのまま二刀流でしばらく戦っていたら、イリアも危なかったかもしれない。

　すると、男のほうが先に曲刀を鞘に納め、名乗った。

「いや、悪い悪い。俺はグランク傭兵団のベイロンだ」

「俺はヨシュアだ」

「ヨシュア？　あんたたちがあの商人が言ってた、フェンデル同盟とかいうやつか？」

「ああ……コビスから聞いたのか？　とすると、コビスは」

「俺らがやった。貸しがあったんでな。いろいろ返してもらった」

　ベイロンを名乗る男が城壁の外に目を移すと、そこには財宝で山積みになった馬車が。

　コビスのものを掠りゃく奪だつしたのだろう。

　確か、コビスは大陸全土でも名の知れ渡った商人だ。グランク州でも悪事を働いていたのかもしれない。それこそ奴隷狩りとか。

「そうだったか……俺たちは、コビスにここを去るよう要求したんだ。それで、何か残っていればと思って、ここを探してただけだ」

「そりゃ悪いことをしたな、でも、こっちもあまり余裕はないんでな。渡せるものは何もない」

「構わない。ただ、作物が畑に埋まっていないかぐらいは、探させてもらうよ」

「好きにすればいいさ。俺たちは用も済んだし、南に戻る。って──おいおい」

　ベイロンは北に目を移すと、呆あきれたような顔をした。

　というのは走っていた馬車の一台の車輪が外れ、後続の馬車数台が玉突き事故を起こしたからだ。

　馬と御者は無事だったようだが、馬車五台が倒れ、物資を野にぶちまけていた。

　ネイアが声を荒らげる。

「あいつら！　大事な馬車を壊して！」

「まあ、そう怒るなネイア。あれも、だいぶガタがきてたからな……しかし参ったな。手で運ばせるしかないか……」

　困った様子のベイロンに、俺はこう提案した。

「馬車なら直そうか？　俺は生産魔法を使える」

「本当か？　いや、しかし五台も直してたら時間が……」

「あれなら、車輪と車軸を直すだけでなんとかなる。長くても、数分あれば終わるよ」

　ネイアが笑った。

「馬鹿を言うんじゃない。馬車を直すのに、どんな凄すご腕うでの魔法師でも一日はかかる」

「きっと別の作業もしてたからだろう。あれだけだったら、本当にすぐだ」

　俺が答えると、ネイアは、はあ、とため息をつく。

　一から作るならもう少し時間もかかるだろうが、ただ修理するだけだからそんなおかしいことを言ってるつもりはないが。

　しかし、ベイロンが言う。

「まあそこまで言うなら、頼んでみようじゃねえか。できたら、ちゃんと礼はする」

　俺は頷き、ベイロンたちと一緒に、馬車のほうへ向かった。

　馬車はどれも車軸が折れてしまっており、車輪は衝撃で歪ゆがんでしまっているのがほとんどだが、車体自体には傷は見えない。

「これならすぐに直せる。車軸の木はくっつけるよりも、新しいものにしたほうがいいだろう」

　俺はそう呟いて、さっそく一台目の馬車を吸収する。

「なっ!?　私たちの馬車をどこにやった!?」

　ネイアは声を荒らげるが、ベイロンがその肩をぽんと叩たたく。

「生産魔法ってのは、異空間にまず素材を突っ込むんだ。そう慌てないで見てろ」

「そ、それぐらい知ってます！　でも、馬車一台なんて！」

「ああ、俺も馬車一台をすっぽり収めちまうやつは見たことないが……」

　とすると俺の生産魔法は南の人間や魔王軍の魔法師と比べても、そんなに悪くないってことか。

　そんな中、ベイロンが真面目な顔でネイアに訊ねた。

「なあ、ネイア。それで、見つからなかったのか？」

「は、はい……この砦には何も」

　それを聞いていたメルクが不思議そうに訊ねる。

「人捜し？」

　お前には関係ないと返すネイアの言葉を遮り、ベイロンが答える。

「まあな。ここらへんで、俺たちと同じ見た目のやつを見なかったか？」

「見ない。匂いもしてない。見つけたら教える」

「そりゃありがたい」

　ベイロンは軽い調子でそう言い放ったが、ネイアの顔は暗かった。

　仲間が奴隷狩りに捕まったのだろうか。しかしこの砦に捕らわれていた亜人に、虎人はいなかった。早く見つかるといいが……。

　そんなことを思っている間に、俺は馬車を修理し終えた。

　目の前に、綺き麗れいに直った馬車が現れると、虎人たちは皆、思わずおおと声を上げた。

「ま、まじかよ……」

　ベイロンもちょっと驚いている。ネイアに至っては口をぽかんとさせていた。

　グランク傭兵団という名の知れた者たちに驚かれるのは、ちょっと誇らしい。

　俺はその後も、残る四台の馬車を全て修理した。

　騎士団では毎週のようにやっていた作業なので、手早く終えられた。

「す、すげえ……というか、三分も経たってねえ」

　虎人の一人がそう呟くとベイロンも額から汗を流して言う。

「とんでもないやつがいたもんだな……あんた、俺たちと一緒に来ねえか？」

　ベイロンの言葉に、イリアが「駄目です」と即答する。メッテとメルクもすかさず、俺の前に腕を伸ばした。

「悪いが俺は行けない……まあでも、近場に来たとき、何か修理したり作ったりなら、任せてもらってもいいぞ。何かしら代価はいただくが」

「そりゃ、ありがたい……ともかく、今回の代価を払わないとな。何が欲しい？」

「作物の種が欲しい。何でもいい。できれば、まとまった数があるといい」

「種か……そうだな」

　ベイロンは少し迷ったような顔をすると、部下の一人に「あれを」と言った。

　部下は大急ぎで、荷馬のほうへ向かった。

「ま、まさか、父上……あの種を？」

「そうだ。どうせ、埋める場所もないしな」

「お待ちください！　あれはグランクの最後の遺産……リーセを失った今、あれは母様の最後の」

「腐らせるよりはましだ。育てられるやつに託したい」

　そう答えるベイロンに、部下は子供がすっぽり入るぐらいの麻袋を差し出した。

　ベイロンはそれを受け取ると、俺にほいと渡す。俺にとっては、ずしりと重く感じられた。

「グランク麦だ。大事に育ててくれ」

「麦か。育てるのに気をつけることはあるか？」

「いや、そんな軟やわじゃない。少しの水があれば強く育つさ、俺たちみたいに。収穫するのが困るぐらいにな」

　そう言い残すと、ベイロンは馬のほうへ向かった。

「じゃあな。また近くに来たら、寄らせてくれ。それと」

　ベイロンはそこまで言いかけて、言葉に詰まる。

「周辺には気をつけろ」

「え？　あ、ああ」

　他にも奴隷狩りがいるということだろうか。

「他に奴隷狩りが？」

「いや、深い意味はない。ただ、気をつけろってことだ」

「あ、ああ。忠告ありがとう」

　俺の声に、ベイロンは背を向け手を振った。

　その後、グランク傭兵団はすぐに砦を後にするのだった。
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「あんまりない」

　村に帰り、収穫したものを地面に広げていると、メルクがぽつりと呟いた。

　グランク傭兵団が去ってから、俺たちは北の畑に行ってみた。

　メルクが鼻を利かせ、周囲を探ってみたがほぼ収穫済みだったのか、魔王カブの実が二百個ほど見つかった程度だ。育てるにしても、しばらくは種子を増やすことに専念する必要がある。

「まあ、最初はこんなものでいいんじゃないか。魔王カブはそんなに育てるの難しくないし」

　魔王カブは、魔王領で品種改良されたカブだ。

　一説によれば、魔王自身が改良したから、魔王カブなのだとか。本当かは知らんが。

　この魔王カブは、大気中に浮かぶ魔力の源である魔素を吸収することで、早く大きく成長する。

　食べれば扱える魔力が増えそうだが、成長にその魔素を消費しているので、そんな効果はない。

　つまり、成長が早く大きく育つだけのカブというだけだ。そして肝心の味だが……これがとっても苦い。人間はよっぽど飢えていないと、口にしない食べ物だ。

　ただ暑くても寒くても少しの水で育つので、育てやすいのは魅力的だ。埋めれば一か月ぐらいで収穫できるようになるのも嬉うれしい。

　コビスたちは、この魔王カブを奴隷の食料にしようと考えていたのだろう。

「……それに、麦も手に入ったしな」

　俺がグランク麦を袋から出すと、メッテが渋い顔をする。

　麦は真っ黒で、なんだかあまり食欲が湧く色ではなかった。

「……これ、本当に育つのか？　真っ黒だぞ？」

「俺も農業は詳しくないから分からないが……確かに麦っぽくない色だな。でも、ベイロンは埋めとけば育つって言ってたからな。とりあえず、畑を作ってみるよ」

　そう言って俺は村の南に向かった。

　川にほど近い草原にすでに水路を通してある。気をつけなきゃいけないのは川が氾濫したときか。

「ここにしよう……まずは、草を除去する必要があるよな。いや」

　ちょうど、腹を空すかせたモープたちがいる。彼らに草の除去は任せよう。

「セレス！　ちょっと草を食べてくれるか？」

「お安いご用っす！」

　セレスとモープたちは俺の指定した区画の草を食べてくれた。あとはここの土を亜人たちに耕してもらい、そこに種を埋めるだけ。

「それじゃあ、皆で麦とカブを植えていこうか」

「かしこまりました。そしたら、経験のある者を呼んできますね」

　イリアがコビスによって農地で働かされていた者たちを呼び、俺たちは一緒に種まきを始めた。

「この一粒が万倍となりますように……」

　イリアはそう願いを口にし、グランク麦を一つ一つ優しく埋めていた。

　あのグランク傭兵団の長ベイロンも大事に育ててくれって言ってたな。故郷の麦だからと。いつか一面が綺麗な麦畑になったら、ちょっと見せてやりたい気もする。

　他の者たちも、わいわいと楽しそうにグランク麦を埋めていくのだった。
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「ヨシュア、お願いがある」

　温泉までの水路に石材を敷き詰めるのを中断し、昼食を食べているとメッテが何やら真剣な眼まな差ざしで俺に言った。隣にはアスハもいる。

「メルクたち、自分たちの服が欲しい」

「それは……何か特別な服ってことか？」

「そう。メルクとアスハは、魔法を使える。だから、魔法使いの格好がいい。お揃そろいの」

「な、なるほど。そういうことなら、モープの毛を使って作ってみようか」

「お願いする」

　二人とも無表情だが、視線はずっと俺の手に向けられている。何が出てくるか楽しみで仕方ないようだ。

　一口に魔法使いの服と言ってもいろいろあるが、この二人が期待するのは、他の亜人が着てない特別なものだろう。それさえ叶かなえれば、どんな様式でもいいはずだ。

　そういえば、鬼き人じんたちの先祖が描かれた布絵に、メルクのように獣耳を生やした者たちが数名描かれていた。その者のうち、何名かは手から水や火を放っていたから魔法が使えたのかもしれない。

　彼らはイリアたちの服のように羽織る形式の服を着ていた。ただし、鬼人よりももっとだぼっとして、下着の丈も短い服だった。

「よし、あの形式のにするか……」

　俺は布絵にある服を再現することにした。モープの毛を使い、仕立てていく。

「よし二人ともできたぞ。さ、着てみてくれ」

「おおー、さっそく着てくる」

　メルクとアスハは俺の作った服を持って、家に入っていった。

　しばらくすると、二人は自分の体に視線を落としながらやってくる。

　メルクのほうは黒いワンピースの上に茶色いキャミソール、そしてその上にふわっとした赤い羽織りを着ている。見違えたといっては失礼だが、ちょっと大人びて見える。

　アスハのほうは中に、黒い羽織を着て、その上からふわりとした緑色の羽織を着ていた。

　どちらも一番上の羽織は同じタイプのものだ。

　くるりと回り袖をふわつかせ、メルクが訊たずねる。

「どう？」

「お、おう。いいんじゃないか？」

　普段の素朴な格好のメルクとはまた違い、どこか知的な雰囲気が漂っている。

「わ、私はどうでしょう？」

「アスハも似合っているよ。二人とも、これで魔法の勉強が捗はかどるな」

　俺が言うとメルクが呟つぶやく。

「先生はヨシュア。これからもヨシュアが魔法を教える」

「おいおい、俺は生産魔法以外、本当に何も分からないんだ。二人にはもう俺の知っている全ての魔法を教えた。これ以上の魔法を学ぶにはそれこそ本当に学校行ったり魔導書がないと」

「この村は出ていきたくない。なら、魔導書を作る」

「さすがに、魔導書は作れないよ。俺も何でも作れるわけじゃないんだ。でもそうだな、機会があったら魔導書を買ってくるよ。人間の街なら売っている」

　そう言うと、メルクは少し悩むような顔をする。

「それならいい。ヨシュアが別の街に行くのは嫌だ」

「メルク……」

　メルクもアスハも、行かないでと言わんばかりの顔をしている。

　そんなとき、メッテが自分よりも大きなボアを担いでやってきた。狩ったばかりなのか、少し血を浴びている。

「お、なんだお前たち。随分と洒落しゃれた格好しているな」

「ヨシュアに作ってもらった。アスハもお揃い」

「ふむ……私も同じの欲しいかも」

「メッテは似合わない。これは魔法使いの格好。やめとく」

「な、なんだと！　私はな、なんでも似合うんだ！　なんせ、美人だからな！」

　別に似合わないことはないとは思うが、確かにメッテの雰囲気とは合ってないかもしれない。

「まあまあ、メッテ。メッテにも好きな服を作ってやるから」

「ほ、本当か？　それじゃあ……」

　メッテは腕を組むと、やがて難しい顔で唸うなり始める。どうやらどんな服が欲しいか、ぱっと浮かばないようだ。そもそも鬼人たちのファッションは俺が来るまで限られたものしかなかった。

　だがしばらく悩んでいたと思えば、突然メッテは何か閃ひらめいたような顔をする。

「そうしたら……ヨシュアが私に着てほしい服を頼む！」

「お、俺が？　そんなこと言われてもな……鎧よろいも今の服も似合っていてるし」

「じゃあ、人間が結婚するときに着る服を頼む！　人間も結婚には特別な服を着るだろう？」

「た、確かに着るけど」

「なら、それを頼む！」

　メッテがそう言うと、やはりと言うべきかメルクとアスハも「自分も」と詰め寄ってきた。

「お前たち！　ヨシュアと結婚するのはこの私だ！　お前たちには絶対着させん！」

　三人はそれから私が私がと争うのだった。

「つ、作るだけなら皆の作るから」

　そう声をかけるも、皆、俺には振り返らずだ。

　そんな中、突然声が響いた。

「ヨシュア様？」

「おお、イリア。いや、メッテたちが争い始めてな」

「まったくヨシュア様にご迷惑ばかり。ヨシュア様が私たちのことを嫌いになったら、どうするつもりなんでしょう」

　イリアは本当に不満そうな顔でメッテたちを見た。俺は不意に笑いがこぼれる。

「嫌いになるわけない。俺が嫌われることはあっても、皆は嫌いになるような人じゃないよ」

　本当にいい子たちだ。頑張り屋で思いやりがあって……嫌いになる要素なんてない。むしろ俺は皆に好意を抱いている。

　だからこそ俺はちょっと困っている。もともと、ここにずっといるつもりはなかった。

　気づけば俺はすっかりイリアたちや、この村の皆のことが好きになってしまっていた。

「ヨシュア様……私もヨシュア様がずっと好きです」

　にこやかに言うイリアに、俺はなんだか恥ずかしくなる。

「お、俺だって好きだよ……もちろん皆も」

　俺はメッテたちがいつの間にか鋭い視線を向けていることに気がつく。

「イリア様、抜け駆けを」

「抜け駆けだなんて人聞きの悪いことを言わないでください。ヨシュア様はあなたたちの子供っぽいところに呆あきれているんです。やはり私のように落ち着いた大人の女でなければ、私たちの盟主であるヨシュア様のお相手は務まりません。ですよね、ヨシュア様？」

　にこやかなイリアの顔からは、どことなく威圧感のようなものが感じられた。機嫌を損ねれば戦いの時のイリアの表情になってしまうのでは、そんな気がしてならない。

　しかし、盟主か──いつの間にか、俺は亜人たちから指導者のように見られてしまっている。

　何かを作ってという願いにとどまらず、重要な決断に際して俺の意見を求められることも多い。村の誰と誰が結婚するけどいいか、なんて俺に聞く必要なんてないと思う。でも亜人たちからすれば、結婚は族長なりの許可がいるものなのだろう。

　頼られることは嫌いじゃない。誰かのためになれているのは素直に嬉うれしいし、信用されていることの表れでもある。

　ロイグによって騎士団を辞めさせられた俺は、人を信じることが怖くなっていた。でもイリアたちのおかげで、もうそんなことは思わなくなった。というより、イリアたちだから信じられるのかもしれないが。

　でも、俺には別の不安が生じてきている。

　このまま俺がこの村の指導者の一人になったとしたら、皆を守っていけるのかということ。

　この村に居続ける限り、俺は全力で皆のために働くだろう。頭も働かせるはずだ。

　だが俺の決断や助言で皆を危機に陥れることがあったら……そんなことを考えてしまう。

　仲間に裏切られた俺だ。世渡りは上う手まくないだろうし、ましてや人の上に立つ教育を受けたこともなければ経験も積んでない。そんな俺が果たして盟主なんて相応ふさわしいだろうか。

「ヨシュア様？　も、申し訳ございません。お体が優れませんか？」

「え？　い、いや、そんなことは」

　俺は目の前のイリアに気がつく。ついつい考え込んでしまった。

　メルクがぼそりと呟く。

「今のイリアの顔は怖かった。ヨシュアは怖がっている」

「そ、そそ、そんなこと……ないですよね、ヨシュア様？」

　不安そうに見つめるイリアに、俺は慌てて返す。

「あ、ああ。そんなことないよ。ちょっと考え事してただけだから。ともかく、欲しい服があれば俺が作るから争わないでくれ」

　そう答えるも、イリアはなおも心配そうに呟く。

「ありがとうございます。ヨシュア様も何かお困りでしたら何でも仰おっしゃってくださいね」

　メッテも俺の顔を覗のぞき込んで言う。

「そうだ。ヨシュアは私の旦だん那な……いや、私たちの大事な仲間なんだ」

「何かあったらメルクに相談する。一人で抱え込むのはよくない」

「わ、私も。私なんかではお力になれないかもしれませんが」

　メルクもアスハもそう気遣ってくれた。

　心の底から俺は「ありがとう」と言った。

　もうどこかへ行こうなんて思わない。俺はずっとこの村にいたい。

　だが、そんなときセレスが大慌てでやってきた。

「大変っす！　ヨシュア様、大変っす！」

「セレス？　どうした？」

　問い返す俺に、セレスは息を切らしながら俺の前で止まる。

「こ、こっから南で草を食べてたっす！　そしたら大量の人間が見えたっす！　その後を追うように、オークも！　あいつらは魔王軍で間違いないっす！」

「人間と魔王軍？　まさか」

　俺はすぐに南の城門に向かう。門の階段を上がり南方を見ると、そこからは土つち埃ぼこりが徐々に近づいてきているのが分かった。

　状況から考えられるのは、南にいた人間が魔王軍に追われているということだ。

　最近の魔王軍の勢いは目を見張るものがあった。ロイグが攻めようとしていた領主は、そんな南の劣勢を救援しようと魔王軍と戦い命を落としたのだ。魔王軍によって国境にあたる南の都市が落とされていてもなんらおかしくない。

　見て見ぬふりはできない。しかし、それは俺が人間だからで、イリアたちは亜人なので関係ない。

　ここでイリアたちがオークと戦ったとなれば、魔王軍全体にその話が広がってしまう。そうなれば、フェンデル同盟は魔王軍と敵対することになる。

　俺はついてきてくれたイリアたちにこう言う。

「皆、決して村から出たり、戦ったりしようとするな。どちらかに加勢するということは、どちらかと敵になるということだ」

　イリアたちはいつになく真剣な表情で俺の話を聞いていた。

　人間と魔物の争いに亜人たちを巻き込むなんてことはできない。

　すぐに俺は一人で城門の階段を下り、南へと向かった。

　だが、イリアが追ってくるので、俺は振り返り声を上げる。

「イリア、来るな！」

「ヨシュア様、お一人では危険です！」

　その後ろにはメッテ、メルク、アスハもいる。セレスや他の亜人も心配そうな顔で俺を見ていた。

「来たら、魔王軍と戦争になってしまう！　そうなれば皆……ともかくここで待っているんだ！」

　俺は初めてイリアたちに強い口調で言った。

　それからはがむしゃらに南に走った。見ると、人間たちは老若男女、武装している者もいない者も皆、家財を抱え逃げていた。馬車や荷馬を連れていて、このままではじきに追っ手に追いつかれてしまうだろう。

　俺は彼らに叫ぶ。

「ひたすら北に逃げろ！　ここは俺が時間を稼ぐ！」

　一団の長らしき若い男は俺に「ありがたい！」と言うと、他の人間と一目散に南に走る。

　俺はその場で立ち止まり、生産魔法で柵を作成していく。

　やがて、三十体ほどのオークたちがボアに乗って現れた。

「おぉおおおお！　一人残らず蹴散らせ！　あぁ、なんだあの男は？」

　そう叫ぶ先頭のオークは俺に気がついたのか、乗っていたボアを止め不気味に笑い始める。

「がははは！　丸腰の人間が一人とは舐なめられたものだ！　見えるか、このボアにさげている首の数が！　お前みたいな馬鹿な人間の数だ！」

　オークはボアにさげた首級しるしを見せびらかすように言うと、他のオークたちもげらげらと笑う。

　こいつらの笑い声はいつ聞いても恐ろしく感じる。俺の故郷が焼かれたときも、彼らは同じような笑い声を響かせていた。

　だが俺はあの時の俺じゃない。一歩も退ひかない。

「来るなら、来い！　一人でも多く道連れにしてやる」

「死ぬのはお前ひとりだ！　お前の首をこのボアの餌にしてやる！」

　オークはそう言うと斧ふ槍そうを振り回しながら、ボアを走らせた。

　こういう敵は単純で助かる。向かってきたところに先を尖とがらせた棒を多数出現させ、串刺しにすればいい。さすがにその次からは同じ手は通用しないと思うが。

　そう身構えていたときだった。突如、俺の横を何かが通り抜けた。

「え？　あ」

　オークは間抜けな顔を見せたと思うと、急にボアからずり落ちてしまう。主人を失ったボアは、何かを怖がるように一目散に逃げていった。

「あ、兄貴が……一瞬で」

　その光景を見て他のオークたちは唖あ然ぜんとする。俺とオークの間には、一人の白銀の髪の女性が刀を抜いて立っていた。その視線はまっすぐオークたちに向けられている。

「い、イリア……どうして」

「ヨシュア様の敵は、私たちの敵です。それがどんな強大な相手であっても、私は戦います」

　こうなることは予想できたはずだ。イリアは困っている者を見捨てられる子じゃない。

「だからヨシュア様、一人で抱え込まないでください。ヨシュア様が私を助けてくれたように、私もヨシュア様をお助けします」

　イリアは頼もしい顔を俺に向けた。しかしその向こうには斧槍を振り上げたオークが。

「イリア、危ない！」

　俺はすぐさまマジックシールドをイリアに展開するが、斧槍はすでにイリアの間近に迫っている。

「メスがぁあああああ──いっ！」

　叫んでいたオークは突如動きを止めると、胸の部分を両断され、ずさりと大地に崩れ落ちた。

　刀を一振りし血のりを払うと、イリアはオークに言う。

「このまま退くのでしたら、追いません」

　オークたちは震えながらも、怒声を発する。

「お、俺たちが退く？　お前みたいなメス相手に!?　誰が！　全員でやるんだ！」

　オークたちが斧槍を構え、イリアを囲もうとする。

　事ここに至ってはもう仕方がない。それに、角のないイリアだけならまだ大丈夫。

　俺は矢を生産し、それをオークたちに放った。相手は重厚な鎧を身につけているが、一応は貫通する。しかしオークは矢の一本二本で倒れるほど軟やわじゃない。

「イリア、無理はするな！　俺が敵を惹ひきつける！」

「かしこまりました！」

　そう言ってイリアは、オークたちの懐に向かって瞬時に走り出した。

　全然分かってない……。

　そのままイリアはオークたちを次々と斬り捨てていった。

　オークたちも質のいい鉄の斧槍や鎧を持っているが、イリアの振るう紫し鉄てつの刀の前には、バターのように切断されていく。

　そして以前の奴隷狩りの時もそうだったが、次第にオークの動きが鈍くなっていくのが分かった。イリアの戦いぶりに怯おびえているのか、先ほどまでの笑い声はどこへやらという感じだ。

　イリアは残り十体ほどとなったオークに刀を向ける。

「まだ、戦いますか？」

　オークたちは撤退するということを知らないが、イリアの声に皆、体を震わせた。

　しかしオークの一体がなんとか雄お叫たけびを上げる。

「こ、こんなやつに、俺らオークが負けるかあああ！」

　オークの一体がそう叫ぶと、他の者たちもイリアにかかった。

　イリアは呆れるようにため息をつくと、周囲に視線をやった。

　同時に四方八方から矢が放たれると、あっという間にオークたちは全滅した。亜人たちがクロスボウで倒してくれたのだ。

「……ヨシュア様、勝手な真似をして申し訳ございません」

「いや、結果として全滅させることができたんだ。ここの情報が漏れることはない。よくやってくれたよ」

　とはいえ、帰ってこない者たちがいれば、捜索隊を出すのは当然だ。いずれはここの存在も明るみになるだろう。

　ここまで魔王軍が攻めてきたということは、南の都市はほぼ落とされ西の街道付近はもっと酷ひどいことになっているはずだ。彼らの目的は人間の貯ため込んだ富と、奴隷にするための人間。この周囲にはそこまでの大軍はやってこないかもしれないが、いずれにせよ魔王軍の勢力圏に飲み込まれてしまう形になる。ばれないわけがない。

「ヨシュア、無事か？」

　周囲に潜んでいたメッテと他の亜人たちも続々現れる。

　皆、イリアだけなら人間だと思われるからと最初は出てこなかったのだろう。

「ああ、俺は無事だ。だが……」

　魔王軍が俺たちにどう接してくるかは分からないが、衝突の可能性は高くなった。俺は人間だから難しいかもしれないが、誰かしら魔王軍と交渉する必要があるかもしれない。

　亜人たちが魔王軍と敵対する必要はどこにもないんだ。俺が魔王軍を憎んでいることは、イリアたちには何も関係がない。

　もちろんイリアと鬼人の過去は知っている。彼女たちもオークに恨みがあるはずだ。それでも争いを避けられるなら、俺は避けるよう進言するつもりだ。

「ともかく、ここのオークたちは火葬しよう。それと、もっと防備を固めておく必要もある」

　もっと塔を建てたり兵器を作ろう。こいつらを攻めるのは得策でないと判断すれば、魔王軍も不戦協定ぐらいには乗ってくるはずだ。

　俺たちはオークの体を焼き、装備を回収してそのまま村へと帰還する。

　すると、村では見慣れぬ者たちが水を飲んだり、メルクやアスハから治療を受けていた。

　イリアが説明してくれた。

「お怪け我がをされている方もおりましたので」

　イリアは亜人たちに、彼らを村で治療するよう指示をしてくれたようだ。

「……ありがとう、イリア。ちょっと、彼らと話してくる」

「はい。もし他に何か必要なことがありましたら、なんなりと仰ってください」

　俺はイリアの声に頷うなずくと、人間たちの元へ向かった。

　人間の数はだいたい五十名ほどだろうか。鎧を身につけた兵士が数名、他は庶民のような服装の老若男女たちだ。皆、疲れ切った様子なのは同じだが。

　人間たちは安心した様子の者もいれば、青ざめた顔で周囲を見ている者もいる。亜人たちに殺されると怯えている者もいるようだ。中にはなぜ亜人が建物や道具を作れたのかと、驚く者もいた。

　俺が近づくと、一人の男がこちらに気がつき声を上げる。

「き、貴様は……先ほどの！　た、頼む、助けてくれるよう、彼らに頼んでくれ！」

　びくびくと震えながら言うのは、先ほど俺に礼を言った比較的身なりのいい若い男だった。金のボタンをつけたコートを着ていることから、恐らくはどこかの貴族やら身分の高い者だろう。

「心配しなくてもいい。彼らは、あなたたちを殺しはしない。ここの者たちは亜人同士集まって、自分たちを守ろうとしているだけだ。危害を加えてくる意思のない者を傷つけたりはしないよ」

　男はイリアたちを見て、何かを恐れるような顔をした。まだ信じられないということだろうか。

「ところで、どこから逃げてきたんだ？」

「サベルノだ……我が父は魔王軍五万を前に徹底抗戦をしたが、ついに落ちてしまったのだ」

　サベルノは南方における人間の都市でも比較的北側にあった都市だ。魔王軍との国境における最後の砦とりでになるだろうと人間から目されていた。

　落胆するような男に、俺は訊ねる。

「とすると、その南の都市も落とされたと？」

「ああ。ヴァルドス、ファレンタン、レジャンも陥落した。どうも彼らは、東側を集中的に攻撃し、西の南方都市を裏から攻撃するつもりだったようだ」

「そうだったか。では、魔王軍はこの近くまでは？」

「知っている限りだが、五千の軍勢が北上している。おそらくは西の都市を落とすまで、北に備えるための部隊だと思う。先ほど我らを襲ったのもそうだが、部隊のほとんどはオークのようだ。そして将はオークのビッシュ」

「ビッシュ、あの魔王軍にその将ありと名高いビッシュか」

　魔王軍の将の中では最も残忍と呼ばれている男だ。百戦錬磨の将で、殺した人間の数は万を超えると言われる。彼は鬼人の角の武具を愛用しており、それが彼の強さの秘ひ訣けつとも言われていた。

　そしてこのビッシュの軍は、俺の故郷を焼き払った者たちでもある。

「ああ、千人を斬った鬼角装束の男だ。我が父もサベルノであの男に討たれた……」

「そうか、情報感謝する。ここより北に行けば、比較的安全なはずだ。川沿いを北に進んだほうが安全かもしれない。それと……」

　俺は、鬼人や人じん狼ろうたちが魚や肉を焼き始めていることに気がつく。

「亜人たちが食事を用意してくれているので食べていくといい。水の補給もしていって問題ない」

「い、いいのか！　あ、ありがたい！　そういえば……」

「俺か？　俺はヨシュアだ」

「私はフォンリー伯の……いや、今はフォンリー伯にしてサベルノの領主ベリックだ」

　彼の父はフォンリー伯という大陸中央部に君臨するレムリス帝国の封臣だ。帝国内の領地だけでなく、南方のサベルノを治める領主でもあった。

　南の都市を治めるのは、もともとどこかしらの国の諸侯であることが多い。そもそも南方都市はそういった諸侯たちの資本によって建てられたり、運営されている。

　人間の王侯貴族たちは南方で魔王軍と戦うことを最も名誉ある行いであると信じているので、そのために金を費やすこともまた称賛に値する行為なのだ。

　ベリックは「このご恩は忘れない」と頭を下げる。

「俺は何もしていない。礼を言うなら、後で亜人たちに言ってくれ」

「ああ……そうだな。さっそくいただくとしよう」

　そう言ってベリックは、他の人間たちと食事をし始めた。

　メルクは治療を終えると、そんな人間たちをじっと見つめている。

「どうした、メルク？」

「ヨシュア以外の人間を久々に見た。だから、観察している」

「なるほど……」

　しかしどちらかというと、観察よりは何かを待っているかのようにも見える。人間の行動で気になることがあるのだろうか。

　そんな中、ベリックは食事を分け与えてくれる亜人たちを見て深刻そうな顔をする。

　ついには食事を中断し、突然立ち上がって馬車のほうに向かった。自分の家財が積まれているのだろうか、何やら周囲の従者たちがベリックを止めようとしているのも見えた。

「駄目だ。ここまでの施しを受けてこんなことはできない。それにこれは許されることではない」

「し、しかし、お家再興のためにはお金が……もはや、我らには資産というものがほとんど」

「ならば身一つになっても魔王軍と戦うだけだ。ヨシュア殿」

　ベリックは馬車の中の木箱をゆっくりと持ち上げ、俺の前で下ろし、その蓋ふたを開けた。

「に、人間？　いや、この子は……」

　箱の中にいたのは猫のような耳としっぽを生やした、小さな女の子だった。人間にすれば、まだ五歳ぐらいだろうか。怯えた様子で、にゃんと鳴き声を発している。虎こ人じんの子供かもしれない。

「サベルノにやってきた魔王軍の補給隊を私が襲ったとき、兵糧の積んであった馬車に紛れ込んでいたのを捕虜にしたのだ。処分に困っていたが、売れば軍資金になるだろうと考え連れてきた」

　だが、とベリックは続けた。

「とんでもないことをしでかすところだった。神殿には正直に罪を告白するつもりだ」

「ベリック……よく考えなおしてくれた」

　このままいけば、ベリックはこの子を売り払ってしまっていただろう。しかしそれを思いとどまり、俺に罪を告白した。亜人たちからの施しを受け、恥ずかしくなったのかもしれない。

「この子の仲間かもしれない者を知っている。この子は俺たちに任せてくれ」

「どうか、頼む。亜人にも、我ら同様家族がいる……」

　ベリックは女の子を見てから、俺に頭を下げた。俺はそんなベリックに、今しがた作った鞘さや入りの紫鉄の剣を魔法工房から出す。

「見たところ武器もないようだし、受け取ってくれ。野生の魔物に襲われるとも限らない」

「何から何まですまない。だが、今どうやって？」

「ああ。俺は生産魔法師なんだ」

　ベリックは俺から受け取った剣を鞘から抜き、「生産魔法でこれを？」と驚くような顔をした。

「……相当な業物のようだ、本当にありがとう。この恩は、必ず返させてくれ」

　それからベリックは、皆が食事を終えるのを見て、他の避難民とともに北へ旅立った。

　亜人たちはそんな人間に水や燻くん製せいを食料として渡し、見送ってあげるのだった。
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「撃て！」

　メッテの声で、五十名ほどの鬼き人じんたちが一斉にクロスボウの引き金を引いた。

　放たれたボルトは見事、五十べートル先の的へと当たっていく。

　的を外した者は一人もおらず、中心から少しばかり外した者が数名いるだけだ。

「うむ。外した者は、もう少々訓練が必要だぞ！」

　メッテはそう言うが、外した者も五発中四発は中心を射ている。人間の軍隊なら十分すぎるほどの精度だ。

　クロスボウや弓だけなく、剣や槍やり、盾、兵器などを訓練している亜人の姿も見える。

　人間を魔王軍から救った次の日から三日間、俺たちは軍備増強に勤いそしんでいた。

　塔をもっと多く築き、城壁に沿って堀を作ってそこに川から水を引いたりもした。また城壁や塔の上には、大きな矢や石を撃てるバリスタなどを四方八方に設置してある。

　亜人全員に行き渡る武具はもちろん、籠ろう城じょうすることも考え、貯水池や冷凍庫も作りそこに水や食料も備蓄してある。

　モープの毛が手に入ったことで、防火性に優れた布鎧よろいや下着、帽子なども作った。頑丈で魔法を防ぐ紫し鉄てつの武具と合わさって、亜人たちの防御力は大陸随一になったと言っても過言ではない。鉄の武器や並大抵の魔法では、傷一つつけられないだろう。

「どうだ？　私たちの武器はすごいだろ？　全部、ヨシュアが作ったんだ」

　メッテは近場で見ていた子供──ベリックの解放した虎こ人じんの子の頭を撫なでながら言った。

　この子は全く喋しゃべらないが、いろいろと村を興味深そうに回っている。メルクやアスハ、他の亜人たちの子供にも交じって遊んでいるので、打ち解けてはくれているようだ。

　虎人の子は、他の子供から遊ぼうぜと言われると、そのままそちらへ行ってしまった。

　メッテはその様子を見て微笑ほほえむ。

「皆と仲良くやれているみたいだな。最初は泣いてたが、今じゃすっかりだ」

　うんうんと頷うなずくとメッテはこう呟つぶやく。

「いやあ、しかしこの数日でまた驚いたよ。城壁の周りに堀とかいう川まで作るし、ここまでくると鉄壁だな！　どんな敵も追い払えそうだ！」

「自分で言うのもなんだが、この規模の防備なら魔王軍も落とすのに数万以上の軍勢が必要になってくる。ちょっとやそっとじゃ落ちない」

　しかも亜人たちは人間以上の筋力や速力を持っているし、武具も紫鉄で遥はるかに質がいい。十万の軍勢でもここは落ちないかもしれない。

　でも落ちなくたって被害は出てしまう。戦を避けられるなら、避けるべき。この防備も交渉を有利に進めるための防備でもある。

　とはいえ、戦いになることも考えておかなけれいけない。その場合、野戦も想定して準備をしている。尖とがった力を持つ亜人ならば、ここに籠こもるよりも攻めたほうが被害が少なくなる可能性があるからだ。

　俺はその話し合いのため、村の中央に皆を呼び出した。

　イリア、メッテ、メルク、アスハ、セレスと村の主だった者たちと共にテーブルを囲む。

「皆、よく集まってくれた。今日は、魔王軍について皆と話したかった」

　俺がそう言うなり、すぐにメッテが答える。

「ヨシュア。私たち全員、すでに腹は決めている。何が来ようと、私たちは戦うつもりだ」

「メッテ、それは分かっている。魔王軍が信用できないことも、メッテたちはよく知っているだろう。だから、俺もそれには反対しない──しかし、避けられるなら、戦いを避けるべきだ。魔王軍といえど、この規模の防備を見れば攻撃を躊躇ためらう。不戦協定を結べるなら、俺は結んだほうがいいと思う」

　その声にイリアが頷く。

「私も賛成です。これ以上血を流さなくてよいのなら、そのほうがいいでしょう」

　メルクもアスハもそれに同調するように首を縦に振った。

　メッテもまた複雑そうな表情で頷いた。

「そう、だな。先代もそう考えられた。だが、油断はできんし、信用もできない」

「ああ。だから、どう転んでもいいように準備はしておく。すでにこの村に籠れる準備は万全だ。だが、俺はあえて村から出て戦うことも考えたい」

　俺の言葉にイリアが首を傾かしげる。

「村を出て戦うのですか？　城壁の中にいたほうが安全なのでは？」

「確かに、その方が安全だ。でもこの村に籠るのが長くなればなるほど、俺たちも疲弊していく。食料はなくなるし、敵が投げ入れるものによっては病気になる可能性もあるんだ。もちろん、死者もどうしても出てくる。我慢比べの果てに、食料や水を求めて、こちらが村を出なければいけなくなるかもしれない」

　だからと俺は続ける。

「最初からこっちが仕掛けるんだ。村から離れた場所で戦えば、村に被害は出ない。もちろん、身を守る城壁はなくなるが……」

　そう言うとメッテが答えた。

「子供や老人を巻き込まなくて済むのはいいな。私たち鬼人はクロスボウで攻撃するよりも、突撃して戦ったほうが明らかに強い」

　クロスボウなら人間が使おうと鬼人が使おうと、たいした差はでない。しかし剣や槍は、その筋力の差で威力も変わってくる。

　メルクも呟く。

「メルクたち人じん狼ろうも、外のほうが速く走れる」

「そう。ここにいる者たちは、外のほうが力を発揮できるんだ。それにまだ不確定な情報だが、ここに来る敵の主力はほとんどがオークの可能性がある。オークは腕力に優れるが、特別足が速いわけでも魔法が使えるわけでもない」

「私たち鬼人と同じような特徴がある、というわけですね」

　イリアの言葉に俺は頷く。

「ああ。むしろ単純な力比べなら、鬼人のほうが強いだろう。前に戦ったオークの装備は普通の鉄だったが、俺たちはそれよりも硬い紫鉄の武具を持っている。負けていることを挙げれば、数と実戦経験だ。あとは……オークは残忍で頑固だ」

　撤退の命令があればその限りではないが、決して自らは戦場から退こうとしない。その頑強さが非常に厄介だ。

　しかも率いる将はオーク最強と呼ばれるビッシュ。その配下も彼に劣らない強つわ者ものだろうし、士気も高いはずだ。

「だからもちろん危険は伴う。それを踏まえて、皆の意見を聞かせてほしい」

　メッテは腕を組んで少し考えてから俺に言った。

「籠ってやられるのを耐えるだけよりは、打って出たほうがいいかもしれないな。私は賛成だ」

　イリアたちがうんうんと頷くと、セレスも声を上げる。

「賛成っす！　もう閉じ込められっぱなしなんて嫌っす！　外で暴れたほうがマシっす！」

「そう言うからにはセレスたちも戦う」

　メルクの声に、セレスは少し声の調子を落として答える。

「まあ……どちらにしろ、うちらは見つかったら戦うしかないっすから。突撃あるのみっす！」

「ありがとう。セレスたちにも頼みたいことはあるが、何もなしに突っ込んでもらうことはないから安心してくれ」

「メッメー！　任せるっす！　乱暴なオークたちに一泡吹かせたい気持ちはあるっすから！」

　セレスは元気な声で応じてくれた。

「なら、野戦をするにあたって皆にやってほしいことを伝える。まず、アスハ。いいかな？」

「なんでも仰おっしゃってください。ヨシュアさんたちには本当にお世話になってますから」

　アスハは即答した。

「ありがとう、アスハ。前、この村に奴隷狩りがやってきたときのことは覚えているな？」

「はい。私たちは粉を撒まきました」

「今回もアスハと天狗たちに撒いてほしいものがある。でも、全体にあの粉を撒くのは難しい。それに、敵にも飛べるやつがいるだろうからな」

　前は粉を撒くのを邪魔する者はいなかった。夜だったし、弓を持つ奴隷狩りも少なかったのだ。

「では、どうやって？」

「君の風魔法は非常に強力だ。自然の風も味方にすれば、その風を防げる者はいない。だから」

　俺は魔法工房から出した麻袋を開ける。そこにはキラキラとしたものが入っていた。

「これは……」

「岩や木くずを粉々に砕いたものだ。砂のようなものかな」

　俺はそれを指で掬すくい、息を吹きかけた。

「少し息を吹きかけるだけで飛んでいく。これなら石炭と違って大量に用意できるから、敵を丸ごと包み込めるはずだ」

　俺の説明にアスハが首を傾げる。

「これでは燃えないのでは？」

「ああ。だからこれは目くらましだ。これを撒くことで、敵は目と口、鼻を守らなければいけなくなる。オークは確実にこれで混乱するだろう。石炭の粉は、その混乱した後に撒いてほしいんだ。そこに火を放つ」

「分かりました、私たち天狗に任せてください」

「ありがとう。だが、魔王軍も空への対策は練っている。空を飛ぶやつだけじゃなく、矢や魔法を放ってくるのもいるだろう。だから常に風上にいてほしい」

「かしこまりました。風上を常に意識します」

「頼む。君の鎧も、今作るよ」

　俺は風魔法でアスハの体を測ると、紫鉄の胸当てや脛すね当てなどを作成した。

　なるべく薄く、しかし様々な攻撃に耐えられるよう頑丈に。天狗の武器はその機動力なので、重装は避ける。

　アスハはそれを着て飛んでみるが、特に違和感はないようだ。

「軽いです。これなら、いつも通り飛べるかと」

「そうか、なら他の天狗にも同じものを作る。訓練用の砂も作っておくから、飛ばし方を考えておいてほしい。他にも必要なものがあったら言ってくれ」

　アスハは力強く頷く。

「鬼人と人狼には地上で正面からオークと対たい峙じしてもらうことになる。とりあえずは武具の訓練を頼む。モープたちには後ろから突っ込んでもらうんだが、詳しくは後で話す」

　メッテとセレスがおうと応じる。

「また、メルク。お前には回復魔法で皆の治療をしてほしい。必ず怪け我がをする者はでる」

「任せておく。メルクの回復魔法はすぐに治る」

「あとは、俺次第だな……皆、頼んだぞ」

　俺の言葉に、皆、元気よく応じてくれた。

　それから俺たちは野戦に向け準備を始めるのだった。
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　会議の翌日、採石場では見事な砂嵐が吹いていた。それを見た俺は声を上げる。

「おお！　まるで竜巻みたいだ」

「ありがとうございます、ヨシュアさん」

　俺の隣で杖を構えながら言うのはアスハだ。

　この竜巻のような砂嵐を起こしているのはこのアスハだ。

　俺はただ敵の大軍を覆うように風を吹かせればいいと思っていたが、アスハは自由に風を行ったり来たりさせることができるようだ。

「すごいな。まさか、ここまでとは思っていなかったよ」

「私はたいしたことないですが、メルクさんはすごいです。回復魔法もですが、氷の魔法も」

「見たのか？」

「はい、昨晩練習を見せてもらいました。まるで吹雪のような……広範囲に雪を降らせてました」

「紋章の力かもしれないな……」

「ヨシュアさん。ですから、メルクさんにも手伝ってもらおうと思うんです、目くらまし。メルクさんが雪や氷を作って、私が風でそれを砂と一緒に吹かしていく」

「いい案だ。それで頼むよ」

「はい、きっと頑張ります」

　普段無表情なアスハだが、ちょっと嬉うれしそうに答えてくれた。

「だけど、もう今日は休んだほうがいい。さっきウィズが教えてくれたんだが、昨日から寝てないそうじゃないか。疲れたままじゃ、上達しないぞ？　他の天狗もちゃんと休んでいるし、皆が心配している」

　他の天狗は主に、周囲の偵察を行ってもらっている。魔王軍が近づけば、俺に教えてもらう手て筈はずとなっていた。

「でも……」

「焦りは俺も同じだ。だけどいざ実戦のとき疲れていたら、力を発揮できない」

「そう、ですね。そうしたら今日は一度、寝てきます」

「ああ。そうするといい。俺も村に戻るよ。温泉ももうできているだろうし、よかったら入るといい」

「温泉……はい」

　アスハは少し嬉しそうに言った。

　俺たちは採石場を後にし、村に向かって歩く。

　だが、川沿いに大きな土つち埃ぼこりが上がるのを見て、アスハは警戒する。

「ああ、アスハ。あれはモープたちだから、心配するな」

「モープさんたちですか？」

「うん。ちょっとしたものを作っててね……彼らの様子も見に行くか。アスハも一緒に行く？」

「はい」

　俺たちは橋を越えて、土埃の上がるほうへ向かった。

　だが、モープたちのほうから、こちらに猛スピードで向かってくる。

「メッメー！　メッメーっす！」

　いつもの鳴き声が籠るように響くと、土埃も収まってきた。

　そこに見えてきたものに、いつも無表情のアスハも少し驚くような顔をする。

「あれは……？」

　目の前に見えてきたのは、紫色に輝く鉄の小屋のようなものだった。左右に三輪ずつ、車輪がついている。それが十台ほど、ぞろぞろとやってきた。

　もちろんただの小屋ではない。戦闘馬車である。加えて普通の戦闘馬車でもない。馬車を進めるのはモープたちで、彼らの姿は戦闘馬車の外にはなかった。

　アスハは首を傾げる。

「あの中にモープさんたちがいらっしゃるんですか？」

「そうだ。一台を六体のモープが動かしている……セレス、どんな感じだ？」

　俺の声に、戦闘馬車の中からセレスの声が響いた。

「キマイラにでもなった気分す！　これなら、どんなやつも吹っ飛ばせる気がするっす！」

　キマイラとは上半身と頭が獅子で、背中が羊の頭、尾が蛇になっている魔物のことである。魔法、牙や爪の攻撃の他に、速度と突進力にも優れている。

「……キマイラか。確かに特徴は似ているな……鉄てつ獅じ子しとでも名付けてみるか」

　俺が呟くと、アスハは不思議そうな顔で言う。

「これは移動式のお家うちですか？」

「ちょっと違うな。移動式の塔や城壁といったほうがいいだろう……まあ、モープたちならこれで突進してもよさそうだけど。中を見てみるか？」

「はい、気になります」

　アスハは珍しく興味津々といった様子で言った。

　小屋が動いているようにしか見えないからな……中も気になるだろう。

「セレス。俺たちを乗せて、走ってもらってもいいか？」

「もちろんっす！　あと百往復はするっす！」

「ひゃ、百往復か……じゃあ、失礼するよ」

　俺はセレスの戦闘馬車に近寄り、その側面にある紫鉄の扉を開いた。

　扉も壁も、人の拳ほどの厚さはある。矢やボルトは当然のこと、バリスタの太矢や投石器でも打ち抜けないだろう。

　紫鉄は熱や衝撃にも強いので、魔法に対しても強いことが分かっている。隙すきのない防御兵器だ。

　これが普通の鉄で出来ていれば、馬が十頭以上いても動かせなかったかもしれない。そもそも、車輪や車軸がもたないだろう。

　頑丈で軽い紫鉄だからこそ、実現できた兵器だ。

　もちろん、モープの足の速さと牽けん引いん力りょくもあってこそ。

「メッメー！　ようこそっす！」

　セレスとモープたちの声がこの鉄の小屋に反響する。

「ああ、失礼するよ」

「し、失礼します」

　彼らは毛で覆われていない部分に防具を身につけていた。足には紫鉄の鉄靴グリーブ、顔には紫鉄の仮面と、その下にはモープの毛で作ったマスクが。

　仮面を向け「メッメー」と叫ぶ彼らに、さすがのアスハも少し怖がるような顔を見せた。

　中は、人が二人は寝られる横幅があり、三人ほどが横になれるほど奥行きがある。高さは人間が悠々と動けるほどの余裕があった。

　中央ではモープたちが、壁から伸びた紫鉄の棒を咥くわえている。咥える場所は、彼らモープの毛で作った柔らかい布で覆っているので痛くならない。また鉄靴の中もモープの毛を使い、熱に強く、足への負担を軽減するようにしてある。

　壁の内側には手すりのついた歩廊があって、そこに搭乗者は立つことができた。

　俺がアスハと一緒に歩廊に立つと、セレスが言った。

「よし、じゃあ出発するっす！　メッメー！」

　車内と車外からモープの声が響くと戦闘馬車は急加速した。俺は思わず手すりを強く握った。

「おお！　……め、めっちゃ速いな」

「こんなもんじゃないっすよ！　まだまだ速くなるっすから！」

「中からだと、あまり速さが分からないな。外を見てみるか」

　壁の一部にある紫鉄の小さな戸を開くと、外の様子が見えてきた。

　アスハがますます不思議そうな顔をするので、俺は説明する。

「これは狭さ間まっていってね。中から、矢を撃ったりするんだ」

「なるほど。これなら中から安全に攻撃できます」

「ああ。敵の攻撃を防ぎながらね。難点を言えば、車高が極端に低いから山のようなでこぼこした場所で走れないことかな」

　車高を低くしたのは、馬車の下から爆発物や毒などを中に入れられないようにするためで、地面すれすれを走るようにしてある。使えるのは、平地ぐらいだ。

　アスハは言う。

「こんなものまで作れるなんて……ヨシュアさんは本当にすごいです」

「いや、皆が紫鉄をいっぱい集めてくれたからできたんだよ」

　鬼人や人狼が掘る紫鉄の量は凄すさまじかった。それに加え、城壁を作り終えたことでゴーレムの一体を紫鉄の採掘に割り当てられたのも、大量の紫鉄を獲得できた要因だ。

　まさか、一日十台もこの戦闘馬車が作れるとは思わなかった。

　ともかく、これならもう一つ、似たようなもので面白いのが作れそうだ。

「し、しかし、本当に速いな……普通の馬が走るぐらいの速度はあるんじゃないか……」

「メッメー！　もっと飛ばして、ヨシュア様を怖がらせるっす！　俺たちを止められるやつは誰もいないっす！　メッメーィ！」

　セレスは乱暴な口調で言い放った。

　なんだか性格が変わったというか、気が大きくなったというか……。まあ頼もしい限りではある。

　結局この後、俺は少し酔ってしまうのだった。

　モープの戦闘馬車に試乗した後、俺は石壁で囲まれた場所に向かった。

　城壁ではなく人の背丈より少し高い石壁に囲まれており、内側には湯気の立つ泉がいくつもある。

　そこに俺はイリアたちと一緒に視察に来ている。

「おお……ついに」

　泉の前でだらしない顔をするメッテに、俺も頷く。

「濁りもないし、お湯も種族ごとに調節してある。もう、入っても大丈夫だろう」

　メッテは諸もろ手てを挙げて喜ぶ。

「……ついに我が村にも温泉ができたぞ！」

　周囲の亜人たちも、「おおお！」と声を上げる。

　この日、温泉は完成した。

　時間がかかったのは、水路の土や砂が流れるまで待ちたかったのと、最初は温泉を囲う壁がなかったからだ。あとは単純に防備や野戦の準備で忙しかったのだ。

　メッテたちはただ泉と周辺に石畳を敷くだけで、温泉を作ろうとした。屋内である必要は確かにないと思う。雨は防げないが、露天のほうがカビは防げるし、実際そういう温泉を持つ地域もある。

　しかし、壁はどうしても欲しい。やはり人間である以上、裸を衆目に晒さらすのには抵抗がある。だから、俺は壁を作った。

　なぜ壁が必要なのかとメッテたちは首を傾げたが、そのほうが風情があると俺は答えた。人生で初めて、自分のために嘘うそをついたかもしれない……。

　まあ単純に、これからも建物が増えるので区画はしっかり分かれていたほうがいいのは事実だ。

　他に衣服を着替える脱衣所も作った。こちらは服が雨でぬれないよう、屋根が付いている。

　また体を洗うため、立てた管からお湯が雨のように流れる場所も作っている。ジャワーという、噴水の一種だ。ともかく、温泉はこうして完成した。

　亜人たちは裸になる。老若男女問わず。

「こら！　服は脱衣所で脱げと言っただろ？　体も洗ってからだ！　お湯が汚れてしまう」

　メッテの怒鳴り声に、亜人たちは渋々脱衣所へ向かった。

　メッテは俺に振り向く。

「これでいいのだろう？」

「ああ。手洗い含め、亜人たちには清潔でいてほしいからな」

　俺が答えると、イリアが頷いた。

「徹底させます。皆、最初は難しいかもしれませんが」

「頼む。やるとやらないでは、病に罹かかる可能性が大きく違ってくる」

　厠かわやと下水道もできたし、皆も次第に清潔な暮らしに順応してくれるだろう。

　皆、続々と体を洗い温泉に入っているようだ。

　メルクがばしゃばしゃと泳いだり、ウィズたちスライムがぷかぷかと浮かんでいるのも見える。

　モープは自分の毛を、他の亜人に洗ってもらって「メッメー」と鳴いている。

　メッテはその様子を見て言う。

「それじゃあ、私たちも入るとするか！　ああ、待ちかねたぞ！」

「そうしましょう、ヨシュア様も入られますよね？」

　イリアは俺に目を向けた。

「え？　俺か？　……俺は夜、入るとするよ」

　実は温泉の隅っこに、小さな区画を設けている。そこのお湯は人間がちょうどよく感じる温かさ。

　つまり人間用の温泉だが、この村には人間は俺一人だから実質、俺専用の温泉となるだろうか。

　俺の言葉にイリアは腕を優しく掴つかむ。

「そう仰らずに。実は、ヨシュア様専用の場所も作っているんです！」

「俺専用!?」

　メッテが頷く。

「ああ。ヨシュアが人目を気にすることは、厠で分かっていた。だから、ヨシュアだけは最初から石壁に囲まれた場所を作っていたんだ」

　メッテが指さすのは、そこそこ大きな石壁に覆われた場所だった。

「え？　でも、あれはアスハが厠だって」

「ああ、それはアスハに嘘をついてもらったんだ」

「ご、ごご、ごめんなさい。ヨシュアさんに言ったら、きっと断られると思って」

　アスハは申し訳なさそうに言った。

「い、いや気持ちは嬉しいが……あそこまで大きくなくても」

　幅だけで十ベートルはありそうだ。一人用にしては大きい。

　だったら人間専用の場所を作る必要はなかったかもしれない。いや、また南部から人間が逃げてくる可能性もあるので無駄ではないかもしれないが。

「私たちもご一緒するのですから、あれぐらいの大きさはないと……背中を流すのは私たちの役目ですから」

「い、いや、自分で流せるよ」

「そう遠慮なさらずに。さあ」

　イリアはにっこり笑って言う。

　俺の腕はがっしりと掴まれていた。痛くはないが逃れられそうもない、巨大な岩に挟まれてしまったような感覚だ。

　参ったな──好意はありがたいけど、彼女たちと入ったら最後、理性がもたないだろう。

　それに今は、ちょっと休める気分じゃないんだ。

「い、イリア、ごめん。やることがある」

「え？　そ、そうでしたか。急せかすようなことをして、申し訳ございません」

「いや、いいんだ。皆はゆっくり浸つかって休むといい。俺は……やることをやってくる」

「は、はい」

　俺はそのまま温泉を後にし、鉄や岩、木材が集積されている場所のベンチに座る。

　そして皆のための武具や矢弾、旗、野戦時に使う移動式の木の柵などをひたすら作った。

　この村に来て、自分でも驚いたことがある。それは魔法工房の容量の限界が見えてこないのだ。俺は膨大な量の素材や完成品を工房に保存できる。

　だからいざとなれば、野戦場に城壁や柵を展開することもできそうだ。

　そこに兵器を置いたり、あるいは俺が大量の矢弾を一気に魔王軍に撃ち込むとか、いろいろ策を考えている。

　だけど作っても作っても、考えても考えても、俺は安心できない。ずっと不安が消えないのだ。

　ここでイリアたちと会えたことは後悔していない。むしろよかったと思う。

　でもその代償がこの不安だ。

　俺はイリアたちを失いたくない。失うことが怖いんだ。

　戦いには勝てるだろう。むしろそんな風にも思えるほど、装備は万端だ。

　だがそれでも誰かが死ぬのは、戦争の常だ。しかも相手はあのビッシュ。鬼人の角の装備は、紫鉄であっても破れない。

　だからもっと、何かを作らないと。作って、万全の態勢で挑まないと──俺はそんな思いに駆られひたすら物を作り続けた。

　どれぐらいの時間その場で生産魔法を使っていたか分からない。突然、イリアの声が聞こえた。

「ヨシュア様、そろそろお休みになってください」

「イリア……だけど俺は」

　イリアはベンチに腰掛ける俺の隣に座る。

「ヨシュア様、私に何でも話してください。ヨシュア様はいつも私の力になってくださるのに、私は何もできません」

「そんなことはない、イリア。君はいつも俺を助けてくれるじゃないか。いや、君だけじゃない。メッテもメルクも、この村の皆も」

「それはヨシュア様がいつも必死に私たちのために動いてくださるからです。だからこそ、私たちもヨシュア様のために頑張ろうと思うのです。ヨシュア様が好きだから」

「俺も……同じだ。だから、怖いんだ」

「怖い？」

　俺は生産魔法を中断し、剣を見ながら答える。

「俺は、皆を失うことが怖いんだ。ここに来る前、俺はある意味で楽だったんだと思う。もう仲間はいなくなったから、誰を失うこともないって……でも、ここでイリアたちと出会ってしまった」

　そもそもどこにも所属せず、武具屋や道具屋を開こうとしたのもそういうことを考えなくて済むからだったのだろう。俺はもう仲間を失いたくなかったのだ。

　思えば騎士団で生産局を務め、ひたすらモノ作りに励んだのは、ある事件がきっかけだ。

　ロイグが高値で買ってきた武具が実は粗悪品で、それが原因で命を落とした仲間がいた。商人はまだ子供の俺たちに、良い武具だからと騙だまして粗悪品を売りつけたのだ。

　だから俺は他人は信用できないと、自ら武具を作ることにした。もとから俺は過剰なほど心配性だったんだ。

　だが、俺はイリアの目に涙が浮かんでいることに気がつく。

「ご、ごめんイリア。俺はイリアたちと会えたことは後悔していない」

「そうではないのです、ヨシュア様。私は、私たちがそれほどまで、ヨシュア様に愛されていたことが嬉しくて……」

「愛しているよ……だからこそ、怖い。皆を守りたいんだ」

　俺がそう呟くと、イリアが俺の手をぎゅっと握った。

「ヨシュア様も、私と同じ悩みを抱えていらっしゃったんですね」

「──そうかイリアも」

　イリアもまた、彼女の父に言われたことがある。皆を守るようにと。

　だからこそイリアも無理を重ねてきたのだろう。それは皆を守れないことが恐ろしいからだ。

「だけど、今は怖くないんです。ヨシュア様がいるから──ヨシュア様が一緒ならきっと皆を守れるって思うから」

　だから、とイリアは続けた。

「ヨシュア様も私を……私たちを信じてください。一緒なら、乗り越えられます。どうか、一人で抱え込まないで」

「イリア……」

　イリアはとても強い子だ。彼女と一緒に戦うと考えれば、どんな敵も怖くなくなってくる。

　彼女だけじゃない。メッテやメルク、アスハ、村の皆の力があれば、何も怖くないはずだ。

「ありがとう、イリア……どうか、俺に力を貸してほしい。他の皆にも頼らせてもらう」

「はい！　皆、全身全霊でヨシュア様をお助けします」

　笑顔のイリアに俺は思わず表情を緩めた。

　だが、具体的な不安は消えていない。だからイリアに、その不安を話すことにした。

「イリア。前話した俺の両親と故郷は、オークたちに焼かれた。その時のオークたちが、今近くに来ているオークたちだ」

　あの村にビッシュがいたかまでは分からない。でも、ひたすら恐ろしかった。不気味に高笑いし、故郷の者たちをまるでいたぶるかのように殺していったのだから。

「ヨシュア様の故郷もオークに……」

「メッテからイリアたちのことも聞いている。君のお父さんやメッテの両親も、オークと戦って亡くなられたんだったな」

「はい。別の村の者たちの家族も、オークと戦って殺された者がいます。皆、角を取られて……」

「なら、これから戦うオークにはイリアたちも思うところがあるかもしれない。ビッシュというオークの大将は、君たち鬼人の角を使った武器で戦うやつなんだ」

「私たちの角を……」

「斧おのと鎧に使っている。君たちの角は、どんな金属よりも硬く、力に溢あふれているんだ。だから皆、欲しがる」

「そうだったのですね。だから、こんなものを」

　イリアはいつも腰にさげている赤黒い角に目を移した。

「だからいざ戦いになったとき、一番苦戦する相手はそのビッシュだと思う。あいつの鎧は破れないし、斧も壊せない。何か別の方法を考える必要がある」

「それは……こちらが鬼人の角の武器だとしてもですか？」

「え？」

　俺が問うと、イリアは腰に提げていた角を俺に差し出した。

「この角を使った武器なら、その鎧と斧を斬れないでしょうか？」

「そ、それは……」

　鬼人の角を砕けるのは、鬼人の角だけだ。イリアの角を使った武器なら、ビッシュの鎧をも砕けるだろう。

「だ、だけど、それは君の大事な」

「大事だからこそ、大事な人を守るのに使いたいのです。父が守ってくれたこの角で」

　イリアは澄み切った表情で言った。

「イリア……分かった。きっと、素晴らしいものを作ってみせる」

「お願いします、ヨシュア様」

　俺はイリアから角を両手で受け取り、それを魔法工房に入れた。

　鬼人の角を扱うのは初めてだ。俺に、この角を鍛えられるだろうか。

　単に溶かして武器の形にすることはできる。そうではなく、この角の力を最大限引き出せるかどうかということだ。

　同じ鉄を使った武器でも作り手によって質に差が出るのは鍛か冶じ師同様、生産魔法師もそうだ。火や水の使い方といった技量にも左右されるが、生産魔法はそこに魔力も加わる。

　特に魔力を宿しやすいものは、生産魔法師の魔力の多寡によって出来栄えも変わってくるのだ。それ自体に魔法を防ぐ力を持つ紫鉄や鬼人の角なら、どれだけの魔法に耐えられるかは、術者の腕前にかかってる。

　だから俺は、イリアの角を刀の形にすると、ありったけの魔力をそこに注ぎ込むことにした。

　だが注いでも注いでも、ちっとも満タンになる気がしない。これが鬼人の角か。

　ただの刀なら、一分もあれば作れるだろう。でも俺は、三十分以上もの間、イリアの刀を鍛えることだけに集中していた。

　そうしてようやく、イリアの角が俺の魔力を跳ねのけた。角が持てる限りの魔力を注ぎ込めたようだ。

　柄つかと鍔つばをアイアンチークで作り、それと組み合わせれば、

「完成だ」

　俺は自らの手に、刀を出す。

　月の光を浴びて白光する刀身は、少し赤みがかっており優美な曲線を描いていた。最初はずっしりと重かったが、実際は非常に軽い。

　そして驚いたことに、俺にはこの刀にとんでもない量の魔力が纏まとわりついているのが感じられた。

　俺が三十分魔力を注いだ結果がこれか。だがそれにしても、これだけの量の魔力を宿らせることができるとは、さすが鬼人の角か。

「これなら、どんな魔法も跳ね返せるだろう。斬れないものもないはずだ」

　俺はイリアに恐る恐る刀を渡した。

　イリアは刀をゆっくりと受け取り、その刀身をじっと見つめていた。

「ありがとうございます、ヨシュア様。これで、皆を守ってみせます」

「ああ、イリア。一緒に戦おう」

「はい！」

　イリアは俺から鞘さやを受け取ると、それに刀を納めた。

「それとヨシュア様……あの」

「うん、どうした？」

　イリアは頬ほおを赤らめながら俺を見ていた。

「や、やっぱり……落ち着いてから言います。そのほうが、頑張れる気がしますし」

「そ、そうか。でも、大事なことなら早めに言わないと」

　明日どうなるかも分からないのが人生だ。

　でもイリアは首を横に振った。

「大丈夫です。ヨシュア様とはずっと一緒ですから」

「……ああ」

　この危機を乗り越える自信があるからということか。なら俺も、目の前に迫る苦難を越えよう。

　俺はその後、イリアたちと寝ることにした。吹っ切れたからか、その日はゆっくりと眠れるのだった。

　そして翌朝、偵察に出ていた天狗が大急ぎでやってきた。
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　猫のような耳と尾を生やした者たちが、南からこちらにやってくると天てん狗ぐは伝えた。

　それがグランク傭よう兵へい団で間違いないと思った俺たちは、南門で彼らを待つことにした。もちろん皆、武器と兵器を用意してだ。

　昨今の情勢から鑑みるに、グランク傭兵団が魔王軍についている可能性は高い。俺たちを探りに来た可能性もある。

　そうして待っていると、南にやはりグランク傭兵団の虎こ人じんたちが現れた。

　大部分は離れた場所で待機しており、二人だけがラクダに乗ってやってくる。団長のベイロンとその娘ネイアだ。

　俺は門を下りて、南門の外でベイロンを迎える。武装したイリアとメッテを伴い、またイリアにはベリックが捕らえていた虎人の子供を抱かせて。

「ヨシュア……そいつは」

　ベイロンは南門の前でラクダを止めると、はっとした顔でイリアのほうを見ていた。胸元の虎人の子供に気づいたのだろう。

「やはりお前たちの部族の子か。ここを通った人間が解放したんだ」

　俺が言うと、イリアは子供を下ろした。

　子供は一目散に、ベイロンとネイアの元に走っていく。

「にゃあ！　おねえちゃん！」

「り、リーセ！　無事だったか！」

　ネイアも走って、リーセを抱き寄せた。

　子供はリーセという名前だったらしい。ネイアを姉と呼ぶということは、ネイアの妹でありベイロンの娘なのだろう。

「ベイロン。やはり、お前たちの仲間だったか」

「ああ……俺の娘だ。もう、死んだと思っていたが、まさか生きていたとはな」

　ネイアが嬉しそうに妹を撫なでる一方、ベイロンは深刻そうな顔をしていた。

　ベイロンはやはり俺たちを……。

「ベイロン、何の用で来た？」

「豚の大将の伝言を、亜人たちに伝えに来た。ビッシュ総督に臣従を誓いに来るようにと」

　やはり大将はビッシュか。そしてベイロンたちは魔王軍側に雇われていた。

「ビッシュはどこにいる？」

「昼には、すぐ西の街道を通るはずだ。話があるなら、今のうちだ」

「そうか。なら、行くとしよう」

　ベイロンはそれに何も答えず、ネイアとリーセに行くぞと言って、軍勢に戻った。リーセはずっと俺のほうを見ていた。

　メッテは不満そうにそれを見つめる。

「あの男……礼ぐらいは言える男だと思っていたが」




　ベイロンの真意は分からないが、軍勢を南に退かせるのを見るにともかく今は敵対したくないのだろう。

　こっちは手て筈はず通り計画を実行するだけだ。街道に現れるのなら、こちらとしても戦いやすい。二時間もあれば待ち伏せもできる。もちろん、まだ戦うと決まったわけじゃないが。

「行こう。皆にも伝えてくれ」

　こうして俺たちは村に三百の守備隊を残し、西の街道へ向かうのだった。
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「ヨシュア様、全軍の展開が終わりました！」

　森から街道を睨にらんでいると、イリアが報告に戻ってきた。

「ありがとう、イリア。これで迎撃態勢は整ったな」

　鬼き人じんが四百、人じん狼ろうが五百、森の中で翼を広げるように布陣した。

　戦力的には、右翼から左翼すべて均等に戦力を配置してある。前衛には紫し鉄てつの鎧よろい兜かぶとと巨大な盾で武装したゴーレムが二体いる。彼らは亜人たちの盾となるだけでなく、もしもの時は先陣を切って突撃してもらう。ゴーレムは核さえ無事なら、死ぬことはない。

　そのゴーレムの後方には、紫鉄の武器と盾を持ち、紫鉄の鎧を装備した亜人が控えていた。さらに後方には弓とクロスボウを持った部隊がいる。

「いつでも来いと言いたいところだが、あの後ろのはなんだ？」

　メッテは後方に目を向けて言った。

　後ろでは多数のスライムたちが旗を地に伏せて待機していた。

「あれははったりだよ。旗を持たせて、森の中に兵がいるように見せている。向かいの森にも伏せてあるよ」

「おお、考えたな！　前の松明たいまつみたいに、多くの兵がいると思わせるわけだな」

「ああ。だが、敵は百戦錬磨の将だ。すぐにはったりだと見破るだろう。もちろん、警戒をさせることはできるが」

　そもそも山林や城壁に旗を多く立て、軍勢を多く見せるという手は人間も魔王軍も多用していた。

　碌ろくに戦ったこともない奴隷狩りならいざ知らず、魔王軍が見破れないわけがない。

「なるほど……そういうものなのか」

「ああ。基本的に小細工は通用しない」

「では、純粋に互いの力が勝敗を分かつと……腕が鳴るな。皆、必ず勝つぞ！」

　メッテと鬼人たちが意気込む中、メルクが周辺を見ながら不思議そうに言う。

「そういえば、セレスたちがいない」

「モープたちは南の森で待機してもらっている。敵が来たら、挟み込めるように」

「あの、変な箱みたいので走るから？」

　メルクの言う変な箱とは、紫鉄の戦闘馬車のことだ。

　セレスたちモープには、あの馬車で南の森に待機してもらっていた。

　中には、クロスボウを持った鬼人や人狼たちが乗り込んでいる。そしてもう一つ秘密兵器として、攻城櫓やぐらが戦闘馬車に紛れている。モープたちのおかげで戦闘馬車と同等の速度で走れる櫓。これなら移動しながら且かつ高所から射撃ができる。まあ見た目のインパクトが大きいので、どちらかというと威圧目的だ。

「ああ。戦闘馬車は平地でこそ威力を発揮する。街道以上に走りやすい場所はない。彼らには、合図があれば北に突進してもらおう」

「なるほど。メルクもあれ乗りたかった」

「人狼でも動かせるだろうけど……それよりも、メルク。今日の君の役目は重要だ。なにせ二つもやることがあるし、頼んだよ」

「任せる。ちゃんと練習したから大丈夫」

　メルクは最初、アスハと共に敵を撹かく乱らんしてもらう。アスハたち天狗が砂を風上から散布、それをアスハが風魔法で敵に飛ばす。そこにメルクの氷魔法も加わるだけだ。

　その後にメルクには衛生兵として、戦場を駆け回って治療してもらう。ある意味、今回の戦いで一番重要な役目とも言えよう。

　スライムたちにも同じ役割を持たせてあり、負傷者をすぐに森の中に運ぶよう指示してある。森の中に野戦病院を設け、怪け我がを治療するのだ。薬草とメディク茸から十分に薬も作ってある。

　メッテは自信に溢あふれたような顔で言う。

「薬もたっぷりある。これなら何が来ても怖くないな！　アスハたちも準備万端なのだろう？」

「ああ。今回は戦になれば、彼女たち天狗が戦端を切るからな。メッテもよろしく頼むぞ」

「任せておけ。敵の飛行部隊は、私たちが片付ける」

　オークたちも空を飛べる戦力を有しているだろう。有名なところだと、ワイバーンに乗った竜騎士がその例だ。とはいえ、多くても百騎はいないと思われる。ワイバーンは調教が難しく、また膨大な飼料が要求されるからだ。

　メッテには特にクロスボウの扱いに長たけた鬼人を選抜してもらい、その竜騎士部隊を狙撃する部隊を編成させた。アスハたち天狗は五百名もいるし、いざとなれば天狗に竜騎士を攻撃してもらえばいい。

「空も問題ないだろう。最後は、俺たち次第だな」

　ここまで準備をしておいてなんだが、もちろん最初は話し合いをするつもりだ。ビッシュが矛を収めるなら、表向きには臣従したって構わない。互いに戦わないということが何より重要だ。

　そう、あとは待つだけ。待つだけなのだがやはり怖さは残る。俺の選択一つで亜人の誰かが死んでしまうのかもしれないのだから。

　そんなことを考えていると、イリアが俺の手を握る。

　メッテとメルクも俺を勇気づけるかのように、力強く頷うなずいてくれた。

　そうこうしていると、やがて南から土つち埃ぼこりが上がるのに気がつく。見えてきたのはオークの大群だ。中央にはボアに乗った数百の騎兵、空にはワイバーンに乗った百騎ほどが見える。

　俺はイリアとメッテ、メルクを伴い、森を出た。

　やがてオークの先遣隊らしき者が俺たちに気がついたのか、行軍を止める。後続の本隊もそれに合わせ、進軍を止める。

　俺たちもオークたちへ向かい歩き出した。すると、向こうからもボアに乗ってやってくるオークたちが十数体。ラクダに乗ったベイロンも一緒だった。

　中央のオークは一ひと際きわ体が大きい。そして全身を覆う骨っぽい鎧と、巨大な骨のような斧おのを持っていた。このオークこそ、ビッシュで間違いない。

　ビッシュ一行は俺たちの前でボアを止めた。俺もまた、そこで立ち止まる。

「お前たち、何者だ？　見たところ、人間と亜人だが」

　こちらをじろじろと見ながら、ビッシュが言った。

「俺はヨシュア。フェンデル同盟の盟主だ」

「フェンデル同盟？　なんじゃ、そりゃ」

「亜人の集まりだ。そこのベイロンから聞いてないか」

「ほう。とすると、お前たちが例の要よう塞さいの……」

　ベイロンは俺たちのことをビッシュに話していたようだ。ありのままを伝えてくれたなら、むやみに手出しはできないとビッシュも分かるだろう。

「単刀直入に言う。ここは、このビッシュ様の領地となった。お前たちは俺らに臣従しろ」

「まず第一に、俺たちはお前たちと争うつもりはない。その上で、手を貸すつもりもない。もちろん、食料や水なら分けられる」

　ビッシュはがははと笑う。

「つまりは、この俺様と交渉しようというわけか。なら分かりやすく言ってやる。毎年、生きた鬼人を十人、俺様に献上しろ！　そうすれば、戦わなくてもいい！」

「それは角を得るためか？」

「ああ。俺様はもっと鬼角の武器が欲しいんだ！　こいつらの角は、硬いからな！」

　ビッシュが身につけている武具からは確かに魔力を感じる。だが、作りが非常に荒い。宝の持ち腐れというか、これでは角の力をフルには発揮できないだろう。

　俺は首を横に振った。

「それは駄目だ。誰も渡すことはできない」

「なにぃ？　このビッシュ様に逆らうのか？」

　ビッシュが不機嫌そうな顔をするとベイロンが口を開く。

「大将。なら、こいつをもらったらどうだ？　こいつが例の、凄すご腕うでの生産魔法師だ。あんたのその鎧や武器、他のやつらの武器ももっといいのに作り変えてくれるはずだ」

「あ？　こいつが例の生産魔法師だと？」

「ああ。腕は保証する。人間と魔王軍双方を探しても、ここまでの生産魔法師はいねえ」

　どういうつもりかとベイロンに訊たずねたくなった。だがこれはベイロンなりに助け舟を出そうとしてくれたのかもしれない。

　俺が奴隷になり、イリアたちは平和を得る──一生、働かされるだろう。あるいはベイロンの言っていることが嘘うそだとばれて、殺されるかもしれない。それでもイリアたちが平和に暮らせるなら……。

　ビッシュのほうも悩んでいるようだ。側近と何やら話し込んでいる。昔聞いた話では、魔王軍には生産魔法を使える者が少ないと聞く。俺にもそれなりの価値があると思われているのだろう。

　俺はビッシュにそれならいいと言おうとした。しかし、隣で俺の手首を握る者が。

「絶対にお一人で行かせたりしません。ヨシュア様が私たちを見限るならまだしも、こんなこと」

「……しかし、イリア。悪い条件じゃないんだ」

「ヨシュア様。絶対に私たちはヨシュア様を一人にはしません……ヨシュア様は覚えておいでですか？　この街道でのこと」

　イリアは街道に目を向けた。

　ここは俺とイリアが初めて出会った場所だ。あの時、俺は奴隷狩りに襲われているイリアを助けた。

「ヨシュア様は私のために戦ってくださった。私だけでなくここにいる皆のためにも……そんなヨシュア様を一人行かせるなんて、絶対にできません」

　イリアが俺に真剣な眼まな差ざしを向けて言うと、メッテも力強く頷く。

「つまり、絶対ヨシュアは渡さないってことだ！」

「うん。ヨシュアはメルクのもの。もう離さない」

　メルクの声に、メッテが声を上げる。

「な！　ヨシュアは私のものだぞ！」

「二人とも見苦しいですよ。真の夫婦とは、何も言わずとも他者には分かるもの」

　そう言って、イリアは俺に身を寄せた。

「あ、イリア様。反論するのをやめて、自分は大人ですみたいな雰囲気に切り替えたんですね」

「イリア。我慢している。我慢はよくない。メルクは我慢しない」

「そ、そんなことありません！　と、ともかく、ヨシュア様は絶対に渡しません！　ベイロンさん！　勝手な条件をつけるのはやめてください！」

　イリアはベイロンとビッシュに聞こえるよう、大きな声で怒鳴った。

　ベイロンがはあとため息をつく一方、ビッシュはむしろ大笑いした。

「そもそも俺たちは交渉なんてするつもりはねえ！　お前ら鬼人全員の角を抜いて、その男も連れ去るだけだ！　おい！　やっちまえ！」

　ビッシュの声に、側近のオーク五体が斧を手に前に歩み出た。

「ビッシュが長男、ロバロスが相手だ！　四人まとめてかかってきてもいいんだぞ！」

　オークたちはげらげらと笑い、斧を俺たちに向けてきた。

　俺はメルクに指示を出す。するとメルクは森のほうに走っていった。

「あ、ま、待て！　うぉっ!?」

　メルクを追おうとするオークたちの前に、メッテが金棒を持って立ちはだかる。

「お前の相手は私だ。少しは楽しませてくれよ」

「き、貴様ぁあ！　亜人のメスがぁあ！」

　挑発に乗ったオークは斧を振り上げ、メッテに迫った。

　しかしメッテは「ふん」と金棒を横に一振りした。

「ぐはぁあああっ!?」

　金棒にオークの斧は簡単に砕かれ、オークは遠くへ吹っ飛んでしまった。

　他のオークたちはすっかり笑うのをやめ、唖あ然ぜんとしていた。

「こ、このメス！　うぉおおおお！」

　最初に名乗ったロバロスは、まずは目の前のイリアを倒そうと盾を前に突撃してくる。このロバロスという男の鎧と盾もビッシュ同様鬼人の角でできていた。

　イリアはその場で刀を抜くと、ロバロスの盾に刀を振るった。

　対してロバロスは、もう片方の手で斧を振り上げる。

「死ねえぇえええ……え？」

　斧を振り上げたロバロスの腕は、その後方にぽとりと落ちていた。盾は真っ二つに斬られ、そのまま斧を持つ腕すらも斬られたのだ。

「ああ、ああ……うわぁあああああああ！」

　ロバロスの叫びが戦場に木こ霊だました。ただでさえでかいオークの声だ。それが悲鳴を上げるのだから、思わず耳に手を当てたくなるほどの声が響く。

「ろ、ロバロス兄貴が……こ、こいつ、何者なんだ」

　他のオークはイリアを見て顔を青ざめさせる。

　俺もイリアの動きは見て取れなかった。しかもあの分厚い鬼人の角の盾ですら、イリアの刀の前に音もなく両断されてしまった。

　ロバロスはオークの中でも勇将だったのだろう。ずっと後方にいるオークの軍勢が明らかに動揺している。

　これを見ていたビッシュは大きな笑い声を響かせることで、余裕を見せつける。

「がはははは！　これぐらいじゃねえと、歯ごたえがねえ！　てめぇら狼狽うろたえるんじゃねえ！　全員でかかりゃ、殺せる！　ベイロン！　お前はこいつらの後方の軍勢を攻撃しろ！」

　すでにメルクが亜人たちに指示を伝えに行っている。敵が動けば、アスハと天狗たちが行動を開始するだろう。

「分かった……おい！」

　ベイロンは軍勢のほうに手を挙げた。それを受けたネイアは深刻そうな顔で立ち尽くすが、ベイロンは真面目な顔でもう一度手を挙げた。

　その間にも、オークたちはイリアとメッテに襲いかかる。

「イリア様、私がヨシュアに近づくやつらを倒します！」

「お願いします！」

　イリアはそう言って地を蹴ると、襲いかかるオークの頭上に跳ぶ。

「こ、こいつ！　ひっ！」

　目の前のオークは脳天に一撃を浴び、すぐに倒れた。

　それからのイリアの動きは凄すさまじかった。ビッシュの側近が次々とイリアに向かうが、誰一人イリアに傷をつけることができずに、斬り倒されていく。ある者は鎧や武器ごと、ある者は首などの急所を突かれ倒されていくのだった。

　メッテも負けじと金棒でオークを倒していく。俺はそんな二人にマジックシールドを展開しつつ、矢を放って攻撃した。

「ええい！　たかが亜人ごときに負けるとは！　お前ら、恥を知れ！　……うん？」

　ビッシュは後方に目を移す。

　アスハが俺の指示を待たず行動を始めたのかと思った。だが砂嵐はまだ起きてない。

　それなのに、オークの軍勢はなにやら慌てふためいていた。

　軍勢からビッシュに伝令が走ってくる。

「お、お頭、大変だ！　虎人のやつらが裏切った！　後方を攻撃されている！」

「な、何!?　ベイロンのやつ、よりによってこんなときにこの俺様を！」

　ビッシュは声を上げた。

　ビッシュとベイロンが示し合わせた可能性もある。しかしビッシュは演技派には見えない。

　そんな中、メルクが狼おおかみの姿で走ってやってくる。

「ヨシュア、どうする？　これは予想外」

「ああ。ベイロンたちの真意は分からないが……ともかく虎人はもともと砂漠の民だから砂には慣れているだろう。アスハには、なるべく虎人のほうに飛ばさないよう伝えて、作戦を開始してくれ。モープたちにも虎人は攻撃しないよう、伝えてくれると助かる」

「分かった」

　メルクは遠とお吠ぼえをよく響かせると、そのまま森へと向かった。

　それからすぐに一斉に森から大量の旗が上がり、太鼓や笛の音を響かせながら亜人たちが森の中から姿を現す。

　雄お叫たけびを上げる亜人たちに、オークたちは狼狽えた。

「ちっ！　亜人どもが！」

　焦るビッシュだが、策はここからだ。

　やがて森から無数の天狗が飛び立つとオークたちも迎撃に竜騎士を出してきたが、メッテの選抜したクロスボウ部隊がそれを撃ち落としていった。

　その隙すきに天狗たちは風上に移動し、砂を撒まき始めた。同時にメルクが広範囲に氷魔法を放つ。

　アスハはその砂と氷を、己の風魔法でオークたちへ飛ばしていった。

　オークたちはさらに混乱し、ここからではよく見えないが広範囲で武器と武器が触れ合う音が響き始めた。どうやら同士討ちも一部で始まっているらしい。

　そんな中、俺たちに襲いかかってきたビッシュの側近は全て倒された。

　イリアはビッシュと残りの側近に刀を向けて言い放つ。

「勝負はつきました。このまま故郷に帰ると言うのであれば、命までは取りません」

　その声に、ビッシュは再び豪快に笑う。

「俺様がおめおめと故郷に帰る？　おめえ、俺が誰だか知っているのか？」

　ビッシュは側近の死体を踏み潰つぶしながらやってくる。
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「俺様はオークの王だ。やがては魔王もぶち殺す最強の男。人間のメスなんぞに負けられねえ」

「私は鬼人です。あなたたちに角は折られましたが」

「ほう。ってことは俺様の鎧や武器に、お前の角が使われているかもな」

「いいえ。私の角はここにあります。私の父が取り返してくれた、角が」

　イリアは刀を両手で強く握りしめて言った。

「何？　とすると、お前はあの時の……」

　ビッシュは何かを思い出したような顔をすると、豪快に笑う。

「鬼人の長おさアルトラ！　角を返せと俺に挑んで、逃げたやつだ！　やつめ、角と腕をへし折ったらすぐ逃げていった！　あいつの娘が、お前か！」

「父は逃げてなどいません！　私のため、この角を取り返してきてくれたのです！」

「いいや、逃げたんだ！　角を失い、戦えなくなって逃げたんだ！　……よく見ろ、メス」

　ビッシュは己の斧ふ槍そうをイリアに見せた。その穂先の部分には太く長い角が括くくりつけられている。

「この先っちょのが、お前の父から奪った角だ。これに何千もの敵の首を刺して晒さらしてきた！　子供やメスは体ごと晒したがな！」

　ビッシュは残酷なことを平然と、愉快そうに語った。自らの武勇を誇るように。

　だが、そんなことを恐れる俺でもイリアでもない。

　ただ、イリアは俺に見せたことのない、怒り顔をしていた。

「お前の刀も隣で飾ってやる！　なんならこの角でお前の死体を──っ!?」

　ビッシュは言葉の途中で斧槍を構えた。イリアはもうビッシュの目前に迫っていたのだ。

「お頭かしら下がって！　ぐおっ！」

　周囲のオークたちはそんなイリアを止めようと、斧で襲いかかる。しかし皆、鎌で刈られる雑草のように手応えなく斬り捨てられた。

　すぐにイリアはビッシュに刀を振り下ろすが、ビッシュもそれを斧槍で防ぐ。

「けけけっ！　おお、怖い怖い！　すぐに頭に血が上がりおって！」

「父の角を返してください。あなたが手にしていいものではない！」

　イリアはそう言うと、目にも留まらぬ速さで斬撃を繰り出していった。

　一方のビッシュはそれを軽々と斧槍で捌さばいていく。口だけではなく、こいつの強さは本物だ。

「イリアとやら！　お前の父は弱者だ！　一族の者も守れず、自らを犠牲にして取り返せたのは、娘の角だけ！　お前たちは永遠に搾り取られるだけの、哀れな存在だ！」

「違う！　父は弱者ではない！　はぁああああ！」

　イリアは怒り狂ったように、刀を振り続けた。

　素早い斬撃だが、正確さを欠いているようにも見える。ビッシュの鎧に届いてはいるが、鬼人の角の鎧だけあって、やはり傷一つつかない。

　しかも攻撃の後に隙が生まれ始めている。怒りがそうさせているのかもしれない。

「イリア！　そいつの挑発に乗るな！」

「イリア様！　危険です！　ここは私に！」

　俺もメッテも声をかけるが、全く届いていないようだった。

　そんな中、イリアが大きく刀を振ってしまう。その隙を、ビッシュは見逃さなかった。

「クラフト──ウォール！」

　俺は刀で防ごうとするイリアの前に、マジックシールドと岩壁を展開する。

　ビッシュの斧槍は岩壁を粉砕するが、そのおかげでイリアへの衝撃は弱まった。それでもイリアは遠くへ吹き飛ばされてしまう。

　周囲が塵ちりで覆われる中、俺は受け身を取るイリアに駆け寄る。

「イリア！」

「よ、ヨシュア様、申し訳ございません」

「いいんだ。それよりもイリア。あいつの鎧は、やはりかすらせるだけじゃ破れない。だから、俺が隙を作る。君はその隙を突いて、ビッシュを──一緒に立ち向かうんだろ？」

　俺の声に、イリアははっとした顔をする。

「はい……一緒に、倒しましょう」

　イリアが澄み切った顔で言うので、俺は力強く頷いた。

　そんな中、メッテの叫びが聞こえる。

「うぉおおおおおお！　お前だけは許さん！　許さんぞ！」

　メッテの金棒による猛連撃を、ビッシュは斧槍で防ぐ。

「ちっ！　馬鹿力の鬼人め！　しかも亜人風情がいつのまに武器だけは一丁前になりやがる！」

「何でも作れる頼れる旦だん那ながいるからな！　お前たちみたいな奪うだけのやつに私たちは負けない！」

　メッテは他にも襲いかかるオークを蹴散らしながら言った。

「メッテ！　ビッシュは私とヨシュア様に！」

　イリアはそう言って、再びビッシュに走った。

「何度来ようと同じだ！　お前は弱者！　俺様は倒せぬ！　ぐっ！」

　俺はビッシュに麻袋を投げた。

　中には石炭が入っており、俺はすぐにそこに火矢を放つ。

　どんという音と共に、爆風が周囲に吹いた。が、ビッシュはぴんぴんとしている。

「小細工など俺様には通用せん！　俺様は最強だ！　なっ……」

　ビッシュは爆風の中から懐に入り込んできたイリアに気がつく。とっさに斧槍でそれを防ぐが、互いに鍔つば迫ぜり合あいとなってしまう。

　だがビッシュの巨体を前に、イリアでは分が悪い。

　イリアの足元はビッシュの圧力で沈んでいく。

　俺とメッテはこの隙を突いてビッシュを攻撃しようとするが、他のオークたちが立ち塞ふさがる。

　また他のオークもイリアを狙うため、同時にそれを防がなければいけなかった。

「がははは！　角のない鬼人はやはり力がない！」

　ビッシュが笑い声を響かせる一方、イリアは柄つかを強く握るあまりその手から血を流していた。

　全体の戦況はもう圧倒的にこちらが勝っていた。

　ゴーレムと亜人たちが混乱したオークの軍勢に突撃し、さらにオークたちの側面に、モープの戦闘馬車が突っ込んだのだ。

　セレスたちが走らせる戦闘馬車からは、ボルトが次々と飛び出して、オークを射い貫ぬいていった。近寄るオークはその戦闘馬車に吹き飛ばされていく。そもそもあの速度に追いつけるオークとボアはいなかった。

　空戦のほうも、砂を撒き終えた天狗たちが連携して竜騎士を襲った。

　クロスボウを射かけては、迫るワイバーンから逃げるという一撃離脱の戦法で次々と竜騎士を落としていく。

　すでにオークたちのいくらかは撤退を始めている。あの逃げることを知らないオークが、ほうほうの体ていで逃げているのだ。

　あとはビッシュだけ。ビッシュを討つことは、彼女にとって父への弔いなんだ。俺はそれに気づき、イリアへありたっけの魔力でマジックシールドを展開し声を送った。

「イリア！　負けるな！」

　その声に、イリアは再び強く柄を握った。その瞬間、彼女の手から流れる血が、刀へと吸い込まれるようにも見えた。

「な、なな、なんだ!?　急に力が！」

　ビッシュは上から斧槍で押しているにもかかわらず、徐々にイリアの刀に押し上げられていく。

　イリアはさらに力を入れ、声を振り絞った。

「はぁああああああ！」

「こ、この俺様がぁあああ！　オークの王が負けるかぁあああ！」

　ビッシュも声を張り上げ斧を強く握るが、イリアに少しずつ押されていく。

「俺様が亜人のメスに押されている!?　そんなことはあり得ん！　ぐぉおおおおっ！」

　二人が叫ぶ中、ぴきっという音が響いた。

　ビッシュの斧槍の刃にひびが入り、そこからイリアの刀が斧槍をゆっくりと切断していく。

「この、この俺様が負けるのか！　亜人のメスごときに……っ!?」

　ビッシュは自分の足元に視線を移すと、驚きょう愕がくした。ビッシュの足はまるでイリアを恐れるかのように、一歩下がっていたのだ。

「俺が、恐れた？　オークの王である俺が……あり得ん！　うぉおおおおお！」

　ビッシュは再び声を振り絞るが、すでに勝敗は決した。イリアの刀はビッシュの斧槍を両断すると、次にビッシュの胸当てを切り捨てた。

「俺が、やられた？　──み、見事なり」

　ビッシュの巨きょ躯くは、大きな地響きを立て、倒れた。

　周囲の時間が一瞬止まったかのように思えたのは、側近のオークたちが倒れるビッシュを見て、完全に動きを止めたからだ。それはやがて軍勢全体にも伝でん播ぱしていく。

「び、ビッシュ様が」

「お頭が……負けなしのお頭が」

　一方でメッテが戦場に響き渡るように声を上げた。

「敵の大将ビッシュは、我らがイリア様が討ち取った！　勝どきを上げろ！」

　その声に、亜人たちはおおと歓声を返す。

　戦おうとするオークはもういなかった。側近の誰もがイリアを見て、悲鳴を上げながら逃げ始めると、他のオークも一目散に南へ逃げていく。

　こうして俺たちはオークに勝利するのだった。
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　戦闘は大勝利に終わった。フェンデル同盟は死者の一人も出さず、五千のオークを撃退したのだ。さすがに怪け我が人にんは出たが、皆、軽傷に終わる。

　亜人たちが歓声を上げて勝利を祝う中、虎こ人じんたちはオークの装備を馬車に回収していく。

　俺はその指揮を執るベイロンに頭を下げる。

「ベイロン……協力してくれてありがとう」

「何を勘違いしている。俺たちは常に勝ち馬に乗るだけだ。俺たちがどうしようが、お前たちは勝っていた。だからお前たちについただけだ。裏切りは俺たちの専売特許だからな」

　ベイロンは悪びれる様子もなく言った。

　確かに正面からぶつかっても、俺たちは勝っていたかもしれない。だけど必ず死者は出ていたはずだ。こちらに死者が出なかったのは、ベイロンが後ろからオークたちを攻撃してくれたおかげ。

「ともかく、感謝するよ……」

「まあ、礼ならこの戦利品をもらうからいい。それに単純に困るんだ。魔王軍に勝ちすぎてもらうとよ……寝返るのは、もう決めていたことだ」

　魔王軍は南の都市を落とし、こうして北上してきた。勢力均衡が崩れれば、自分たちの仕事にも影響が出るということか。

　だがそれにしたって、裏切りが唐突だ。ここまでのことをすれば、次は魔王軍も彼らを雇わないだろう。人間だって、優勢になれば彼らをいずれは見捨てる。

　ならば、彼らの行き先は一つしかないはずだ。

「なあ、ベイロン……フェンデル同盟は亜人の同盟だ。お前たちも一緒に暮らさないか？」

　ベイロンはふっと笑う。

「悪いが俺らはちょっと気難しくてね。一つの場所で、誰かと仲良くはできない。次は、人間に味方するだけだ。ここまで北に圧されていたら、金払いもいいだろうしな」

　その言葉に、近くでリーセを抱えていたネイアは複雑そうな顔をしていた。どこかで腰を落ち着けたい気持ちは、ベイロンたちにもあるはずなんだ。

「そうか……だが、俺たちはいつでも歓迎する。そうじゃなくても、何かあれば頼ってくれ」

「まあ、きつくなったら、そうさせてもらうか。言っとくが、俺たちは滅茶苦茶わがままだからな。覚悟しておけよ」

　ベイロンはそう言って笑うと、虎人たちにオークの武具や物資を回収させ、再び南へと向かった。

　彼らは俺たちを信用してくれているのだろうか──いや、信用しきれないから、俺の誘いを断ったのかもしれない。長年、二つの勢力を渡り歩いてきた彼らだ。何かを強く信頼するということに抵抗があるのだろう。

　だが、いつかは心を開いてくれるかもしれない。俺たちは彼らが再びやってきたとき、暖かく迎えよう──去っていくグランク傭よう兵へい団を見て、俺はそう決心した。

　俺は次に、ビッシュの死体の近くで手を合わせるイリアに近づく。

「……倒したんだな」

「はい。とても強い方でした」

「そうだな……本当に強かった。でも、イリアは倒した。俺の故郷の仇かたきも取ってくれたんだ」

「私はヨシュア様……それに皆がいたから倒せたのです。一人ではとても倒せませんでした」

　イリアはそう言ってビッシュの斧ふ槍そうの先端、イリアの父の角に視線を向ける。

「ようやく、帰ってきましたね。ヨシュア様、こちらは村のためにお役立てください」

「墓に埋めるということもできる。遺族の話を聞いて、どうするかは決めよう」

「そうですね。ですが少なくとも、私の父の角はご自由に」

「それなら、君のために使わせてもらう。それまでは君が持っているといい」

「はい……」

　イリアは父の角を大事そうに抱えた。

　大量の戦利品を持ち帰ったベイロンだが、さすがに鬼き人じんの角には手を出さなかったようだ。

「それにしても、私たち……勝ったのですね。今まで、手も足も出なかった魔王軍に」

　メッテ感慨深そうな顔で言う。

「本当に信じられん。加勢があったとはいえ、こうも一方的に勝てるとは」

「ヨシュアのおかげ。ヨシュアはやっぱり頭がいい」

　メルクはそう言って、頭を俺の足に擦こすりつけてきた。なんだか知らないが、アスハとウィズも俺を撫なでる。

　イリアは嬉うれしそうに頷うなずく。

「ええ、ヨシュア様のおかげです。ヨシュア様がいたから、私たちは勝てたんです」

　イリアの言葉に皆、うんうんと頷いた。

「いや、皆が頑張ったおかげだ……だから勝てたんだよ。ありがとう」

　皆、微笑ほほえんだり、嬉しそうに頷いたりしている。こんなに嬉しい勝利は初めてかもしれない。

　──俺は、自分の居場所を守れたんだ。

「……帰ろう、村に」

　俺の声に、皆、おおと声を上げてくれた。

　俺たちは村へと凱がい旋せんするのだった。
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　魔王軍を退けた翌日、村はようやく落ち着きを取り戻しつつあった。

　戦場で負傷した者の傷も癒いえ、天てん狗ぐによると魔王軍は相当南に飛んだ場所に行っても見かけないとのことだった。

　だから今夜あたりに戦勝を祝って宴会でもしようかということになっていた。

　俺はその前に、もう一度村を見て回ることにした。まずはメッテのいる訓練場だ。

　ここは丸い的が立てられており、亜人たちはその的に向かってクロスボウや弓を射かけている。丸太も立っており。そこでは木剣や木の棒で訓練できるようになっていた。

　そんな中、一人で木剣を振り回し、他の亜人たちを圧倒するメッテがいた。

「まったく、男がこんなにいて、私一人にも勝てないとはな。もっと練習しないと駄目だぞ」

　そう言うメッテは、俺に気がつくと目の色を変えてやってきた。

「ヨシュア！　私の雄姿を見に来てくれたのか！」

「え、ああ。まあ訓練場で何か足りないものはないかなと思ってね」

「おかげで訓練はもうばっちりだ。思いつく限りのものは、もう用意してもらったよ」

「そうか。他に作ってほしいものがあればなんでも言ってくれよ」

「ああ……欲しいもの、そうだな」

「何かあるのか？」

　俺の声にメッテは頬ほおを染めながら、珍しく無言で頷いた。

　当ててくれってことだろうか……きっと口には出しづらいことなんだろうが、分からない。

「ご、ごめん、メッテ。ちょっと分からない。恥ずかしいんだったら、耳元で言ってくれ」

「な、なんだと……まったく鈍感なやつだな。分かった、耳を貸せ」

　メッテは俺の耳元で、こう囁ささやいた。

「よ、ヨシュアの子供が欲しい、です……いっぱい」

　吹きかかる息と甘い言葉に、俺は思わず頭が沸騰しそうになる。物静かな口調と、不安そうに覗のぞいてくる上目遣いは、普段のメッテからは想像できないことだ。

　端正な顔と、出るところは出ているが引き締まったスタイル。訓練で流した汗が、メッテの白肌を艶なまめかしく見せる。メッテはいろいろ大おお雑ざっ把ぱだが、絶世の美女であることは間違いないのだ。そんなメッテに、子供が欲しいなんて言われたら……。

「め、めめめ……めっめー！」

　焦りのあまり噛かんで、セレスのような口調になってしまった。俺は恥ずかしさのあまり、訓練場を飛び出す。

「はあ、はあ……頭がどうかするところだった。メッテのやつ、意外に策士だな」

　普段と違う自分を見せることで、異性の気を引く。騎士団の遊び好きがよくそんなことを口にしていた。

　そんな中、メルクが人の姿でやってくる。

「ヨシュア、顔が赤い。どうかした？」

「い、いや、ちょっと走っただけだ。メルクこそどうしたんだ？」

「冷凍庫をもっと強く凍らせてきた。保存する肉が多いと、だんだん冷えなくなってくる」

「な、なるほど。とすると、もっと大きな冷凍庫があったほうがいいかもな」

「それがいい。みんな狩りも釣りも上う手まくなってきている。そろそろ狩りのほうは、一日の獲とる量を決めたほうがいい」

「そうだな。あまり狩ってボアが近くからいなくなるのも困る」

　鹿を狩りつくしてしまった地域の話もよく聞く。子供のボアは獲らないなど、取り決めはしておいたほうがいい。

「なら、メルクが決めておく。ヨシュアはメルクに任せておく」

「ああ、頼もしい限りだ。そういえばメルクは、何かなくて困っているものないか？」

「欲しいもの？」

「そ、そういうことだな」

　メッテのせいで、なくて困っているものはないかと遠回しに聞いてしまった。

「服も杖つえもある……アスハみたいな魔石は欲しいけど、特に今は困ってない」

「なるほど。まあ、欲しいものがでてきたら言ってくれ」

「分かった。あと、真面目な話がある」

「真面目な話？」

「ヨシュアはメルクと結婚する。結婚したら子を生む。その子が一族の後継者になる」

「そ、それは……」

「だからヨシュアと婚約する。人じん狼ろうは成人まで結婚できない」

「そ、そうか……わ、分かった」

　何が分かったのかよく分からない。ただ今すぐ何をどうするというわけじゃないので、反射的にいいかとなってしまったのかもしれない。しばらくすれば、メルクにも好きな人が現れるかもしれないし。

「決まり。ヨシュアはメルクのもの」

　メルクはそう言って、俺の胸元に頭を摺すり寄せてきた。

「な、何やってるんだ、メルク？」

「メルクの匂いをつけておく。ヨシュアはメルクのものだって」

　メルクは上目遣いで俺をじっと見ながら言った。無表情というよりは、ちょっと切なそうな表情だ。メルクもまた幼いながらも気品のある美しい顔をしている。

　思わず抱き寄せたくなるが、俺はぐっとこらえ、魔法工房の中で岩を風魔法で抱きしめては破壊した。

　そんな中、アスハが空からやってきた。

「ヨシュアさん、メルクさん。こんにちは」

「おお、アスハ。すっかり綺き麗れいに飛べるようになったな」

「はい。これもヨシュアさんの杖のおかげです。今日はヨシュアさんに、その成果を見ていただこうかと」

「え？　綺麗に飛べているし、別に」

「そうではないのです。失礼」

　アスハが俺の隣に来てぎゅっと手を握ると、珍しくメルクが不機嫌そうな顔をする。

「アスハ……メルクの邪魔をする」

「そうではありません。昨日もメルクさんに言いましたが、この訓練の成果をヨシュアさんに見てもらうだけです」

「すぐに戻ってくる。一分以内に」

「分かりました……では」

　アスハはそう答えると、持っている杖を光らせた。

　それから足元に風が吹いたと思うと、俺の体は宙に浮いていく。

「こ、これは……」

　俺は隣で一緒に浮いていくアスハに訊たずねた。

「風魔法を訓練しているうちに、他の方をこうして飛ばすこともできるようになったんです」

「へえ。こりゃすごい」

　どんどんと高くなっていくのが少し怖くもあるが、塔や櫓やぐらよりも高い位置から村を見下ろせるのはなかなかできる体験じゃない。

　もともとは家が点在している草原にすぎなかったこの村だが、いまや立派な防壁と村中に張り巡らされた水路を備えた、大きな街となった。村の中央付近には大きな温泉が見える。

　昨日は結局、温泉には入れずじまいだったんだよな。

　ここから石材で道を舗装したり、粘土で作った瓦屋根をつけた石造りの家を建てたり……まだまだ発展の余地を残している。南に広がる畑も拡大したい。

「イリアさんたちから聞きました。最初は何もない街だったのに、ヨシュアさんが来てあっという間に大きくされたと」

　アスハも感心するように村を見て言った。

「俺はただ物を作っただけだ。材料を集めてくれたのは、この村の皆だよ」

「ヨシュアさんは本当に謙虚な方なのですね」

「謙虚というならアスハもだと思うぞ。他の皆と違ってわがままなところが全くない」

「なら……そんな私のわがままは聞いてくださいますか？」

　いつものアスハなら言わないであろうセリフに、俺は驚く。

「え？　お、俺ができることなら」

「できます。ヨシュアさん、私と結婚してください」

「アスハ、お前もか」

　思わずそんな言葉が出てしまった。

　アスハは首を振り、いつもの小声のアスハと思えないほどはきはきと喋しゃべった。

「私は他の方と違います！　常にヨシュアさんを気遣い、決して苦労をかけさせません！　人目のあるところでふざけたりもしません！　するなら……こういう隠れた場所で！」

　アスハはそう言って、俺に抱き着いてきた。いや全く人ひと気けのない場所とは思えない。むしろ村全体から見上げれば見えてしまう場所だ。

「あ、ああ、アスハ！　分かったから！　こんな場所じゃ！」

「私の気持ちを分かっていただきたいのです！　私はヨシュアさんが好きです！」

　アスハは顔を真っ赤にすると、無理やり俺の頬にキスをした。

　だが、俺は街路から鬼のような顔でアスハを見る者に気がついた。あまりにも恐ろしい形相で、全身が震えてしまう。そのせいで俺は姿勢を崩してしまった。

「お、鬼？　……わ、うわぁあああ！」

　そのまま落下していく俺。まあ、特に怖くはない。モープの毛とダストスライムのゼリーが魔法工房にあるので、それをクッションにすればいい。

　しかし地面では何やら黒い毛玉が蠢うごめいていた。

「皆、ヨシュア様をお助けするっす！」

　どうやらセレスたちモープが隙すき間まなく密着し、クッションになってくれるらしい。俺は一応自分をモープの毛でくるみ、そこに着地した。

　ぼよんぼよんと何度かバウンドし、最後はスライムのウィズに抱きかかえられた。

「ウィズ、それにセレスたちもありがとう……それにしてもなんだったんだ、あの鬼は」

「ヨシュア様、ご無事ですか!?」

　そう叫んで近づいてきたのはイリアだ。

「おお、イリア。無事だ。飛ぶのは無理だが、着地自体は俺も道具さえあればできる」

　すぐにアスハも降りてきた。

「ご、ごめんなさい、ヨシュアさん。ただ突然殺気を感じて、何もできなくなってしまって」

「アスハもか……すごい怖い顔をしたやつが村にいたな。あんなやついたっけ」

　イリアがぷんぷんと怒る。

「どこのどなたでしょう！　危険な人ですね！」

「ま、まあ、注意を怠って姿勢を崩した俺のせいだ。アスハも……ああいう場所ではやめるんだぞ」

「も、申し訳ございません。気をつけます」

「それとアスハの頼みだが……気持ちは嬉しいよ。でももう少し、お互い考えよう」

「は、はい。本当にあのような場所で危険な真似をしてごめんなさい」

「もうそれは気にしないでくれ。また空には連れていってくれると嬉しい。楽しかったよ」

「は、はい！」

　アスハは嬉しそうに答えてくれた。

「おっと。そろそろ夕方だな。いい匂いがしてきたぞ」

　俺が呟つぶやくとイリアが答える。

「今日は宴会をするということで、皆、朝から準備してました！　ごちそうが並んでいるかと！」

「よし！　それじゃあ村の中央に行くか！」

　香ばしい匂いを追って村の中央に向かうと、テーブルがずらりと並べられていた。

　卓の上には大皿に乗せられた焼き魚や、アーマーボアの肉を使った串焼きが見える。また、木の杯にはモープの乳が注がれていた。

　皆が続々と卓を囲むと、メッテが声を上げた。

「よし！　まずは乾杯だ！　皆、杯を持て！　……乾杯っ！」

　俺たちは、モープの乳で乾杯をした。

　セレスは羊の姿のまま杯の乳をぐいっと飲み干す。

「うちらの乳なのに……なんだかめっちゃ美お味いしいっす！」

「これが勝利の味。アスハも飲む」

　メルクは乳を口にすると、アスハに杯を手渡した。

「美味しい……です」

　皆、ごくごくと飲み進めていく。

　モープの乳はもともと美味だが昨日の勝利の後だから、より美味しく感じるのだろうな。

「そうだ。メッテ、あれ作る」

「おお、あれか！　今、皿を用意する！」

　メッテはテーブルに木の皿を並べた。

「さ、メルク。頼む」

「任せる」

　メルクが氷魔法で皿の上に小さな雪山のようなものを作ると、その雪山の上にメッテは果物や蜂蜜のようなものをかけていった。

「さ、できたぞ！　火ほ照てった体にぴったしの甘物だ！」

「見慣れない食べ物だな……」

「かき氷、というらしい。母が山から雪を持ってきて作ってくれたことがあってな。メルクがいるから、山に行くことなく手軽に作れる。ともかく、食べてみてくれ」

「ふむふむ……おお、これは新しい」

　ふんわりとした食感のあとにやってくるひんやり感。蜜や果物の味が絶妙に合わさって美味しい。少しこめかみのあたりが痛くなるのもなんというか面白い。今はまだ春だが、夏になって熱くなってくればもっと美味しく感じるかもしれない。

「だが、やたら甘い蜜だな……」

「少し大きな蜂から取れたんだ。昔から皆飲んでいるが、まあ本当に美味しい蜜だよ」

「へえ。ジュースにも合いそうだな」

　そんな中、かき氷を見たセレスが何かを閃ひらめいたような顔をする。

「これ、もらうっす！　絶対に合うっす！」

「あ、セレス！　それはヨシュアに！」

　セレスは林りん檎ごと蜜がかかったかき氷を手にすると、そこに杯に入った乳を注ぎ込み、口にした。

「これ、絶対美味しいやつっす！　……ウッメー！」

「セレス、鳴き声変わってる。でも確かに美味しい」

　メルクはセレスから乳を横取りして、それをかき氷に注ぎ口に運んでいった。

　少し笑って頭を痛そうに押さえるのがなんとも可愛かわいらしい。

「アスハも食べる」

「は、はい」

　アスハも乳の入ったかき氷を口にすると、ちょっと笑顔でこめかみの部分を痛そうに押さえた。

　メッテも、どれどれと味見する。

「おお、美味しい！　すっきりしてたのが、乳で濃厚になったな。イリア様もどうぞ」

「はい！　うん……美味しい」

　イリアもメッテから皿を受け取ると、一口食べて俺に差し出した。

　なんというかどきどきする。これって、間接的だが皆とキスなんじゃ……。

「よ、ヨシュア様？　顔が真っ赤ですよ？　どこかお体でも？」

「い、いや……ちょっと疲れたのかもしれない。寝てくるよ」

　なんというか、かき氷を食べたときからずっと体が火照っている気がした。いや、その前から頭が熱くなるできごとはいっぱいあったが……まあそれは置いとくとして、かき氷を食べれば逆に体が冷えると思うのだが、熱でも出たかな？

　イリアが心配そうに言う。

「なんと……では、ご一緒します」

　他の者たちも、俺についてこようとする。

「ありがたいが、せっかく盛り上がっているんだ。皆、族の長として、ここにいてくれ。皆が羽目を外しすぎるとも限らない」

「なら、私が適任だな！」

「いや、メッテ。魔王軍の新手が来ないとも限らない、しばらく頼む」

「む、むむ……仕方ない」

　メッテが肩を落とす中、イリアが不安そうな顔で言う。

「ヨシュア様。ともかく、ゆっくりお休みくださいね」

「ああ。そうさせてもらうよ」

　それから俺は家に着くなり、倒れるように眠った。

　ちょっとうるさい声で目を覚ますと、空にはもう綺麗な月が浮かんでいた。

　ウィズは俺に体の一部を伸ばして挨拶する。いつも通り、俺の枕になってくれていたようだ。

「ウィズ、ありがとう。しかし、もう夜か。ああ……なんか、まだ体がほわほわするな」

　まだ寝るか……いや、さすがに体は洗いたいな。というか、温泉に入れば治るかも。

「皆は……いない」

　家には誰もいなかった。外も騒がしいし、まだ祝宴の最中なのかもしれない。

「とにかく温泉に行くか……」

　外に出て、俺は村の中央にある温泉へと向かった。

　宴会は盛り上がっている、ちょっと盛り上がりすぎてるぐらいに。家の裏側は何やらやかましかったし、あちこちで裸で踊る鬼人や人狼がいる。道には、互いに抱き着く鬼人の男女も見えた。

「あなた……」

「おまえ……」

　そのまま二人は唇を重ねた。

　まあ、昨日の戦いは命がけになるはずだったから、互いが無事で感極まったのだろう。

　しかし、少し先に老夫婦らしき鬼人も見つける。彼らは戦いには参加してなかった。

「おまえさんや……」

「おとっさん……」

　こちらも負けず劣らずの接せっ吻ぷんを見せつけた。お熱いことで。

　というか、皆、浮つきすぎじゃないか？　見渡すと、同じようなことをするカップルが多い。羽目を外しすぎないようにって言ったのに……まあ、仕方がないか。

　俺は一人温泉の脱衣所に入る。ここは男女別に分けていたのだが、男同士のカップルもいて、まざまざと愛し合う姿も見られた。皆、さすがに節度ってものがあるだろうよ……。

　手早く着替え、俺は脱衣所を出て洗い場へ向かった。

「ねえ、盟主様～。ワタシたちと遊・ば・な・い？」

　と、鬼人と人狼、天狗の若い男たちに声をかけられたが、俺は「調子が悪くて」と逃げる。

　ウィズが守るように俺の前に立ちはだかってくれたのもあって、男たちは諦めてくれた。

　この場でも、亜人たちはやけにいちゃいちゃしているようだ。

「……皆、どうかしちゃったんじゃないか？」

　俺はごしごしと素早く体を洗うと、逃げるように人間用の浴場へ入った。

「おお……」

　ここには誰もいない。目の前にあるのは、湯気の立つ泉だけ。

「ついに、ついに……温泉……っ！」

　今すぐにでも飛び込みたい気持ちを抑え、まずはお湯を手で掬すくってみる。

「ああ……この温度だ……ふう」

　ちょうどいい熱さのお湯に足をゆっくりと入れ、腰を下ろすと自然と大きなため息が漏れる。

　この日をどんなに待ちわびたことか。いろいろ決着もついた。奴隷狩りはもうしばらくはやってこないだろうし、グランク傭兵団が人間側に付くことで魔王軍もここには当分やってこないだろう。

「もう、何かを急ぐ必要はないな……」

　落ち着いたら、自分の家でも作ろうかな。いや、皆の家具とかのほうが先かな。いいや、どっちだっていいか。今までの問題と比べれば、どっちが先かなんて大したことじゃない。

　そんなことを考えながら目を瞑つむっていると、少しして静寂の中に声が響く。

「ヨシュア様……」

「……え？　い、イリ……アっ!?」

　目を開けた瞬間、思わず声を上げてしまった。

　そこにいたのは、純白の肌を晒さらした長い銀髪の女性だ。すらりとした手足と、三日月のような曲線を描いたくびれ。絶世の美女が、一糸纏まとわぬ姿で俺の前に立っていた。

　イリアは頬を真っ赤に染め、俯うつむき気味に言う。

「よ、ヨシュア様……なぜ、お一人で行かれてしまうんですか？」

「え？　い、いや、家にいなかったじゃないか？」

「起こさないよう外にいただけです！　皆、誰がヨシュア様の隣で寝るか揉もめていたので！」

「そ、そうだったの？　確かにうるさかったが……って、揉めただって？」

「大丈夫です。皆、生きてますから」

「そりゃ、生きてなきゃ困る！　そうじゃなくて喧けん嘩かは……」

「心配しないでください。ちゃんと相談したうえで、私が一人だけ来たんです。皆と一人一人、顔と顔を合わせて。皆、黙って首を縦に振りましたよ」

　顔を間近で見た──イリアと戦った者たちが見たのと、同じ表情をメッテたちは見たのかもしれない。イリアと戦った者は皆、死に際にイリアを見て怯おびえていた。

　でも今のイリアからは、そんなこと全く感じられない。むしろこっちが慰めてあげたくなるような、切ない面持ちをしている。

「……だから、ヨシュア様は……ヨシュアしゃまは、わたしのものっ！」

　イリアはついにおかしくなった。いつもの儚はかなげな表情はどこへやら、子供のような無邪気な顔で俺に抱き着いてきたのだ。ハリのある滑らかな肌が俺に触れ、柔らかな胸は俺の腕をもにゅっと包み込んだ。

「い、イリア!?　待て！」

「どこにも、ヨシュア様は行かせません！　ヨシュア様は私のものですから！」

「ど、どこにも行かないって！」

「……本当ですか？」

　イリアは少し顔を離して、不安そうに俺を見た。

「あ、ああ。ちょうど、村に自分の家でも建てようかなって思っていたところだよ……どっか行くなら、家も必要ないだろう？」

「本当に……本当ですか？」

「約束する。俺は盟主だけじゃなく、この村の住人になる。これからも皆と一緒に暮らしたい。これから人間と会うときは、フェンデル村のヨシュアとでも名乗るよ」

　俺が言うと、イリアは心が晴れたかのような満面の笑みを浮かべた。

「ずっと……ずっと一緒に暮らしましょう、ヨシュア様！　好きです！　大好きです!!」

「イリア！　ま、待つんだ！」

　イリアは俺の頬に、何度も口づけした。

　どうも様子がおかしい。イリアの好意は感じていたが、ここまで分別がない子じゃなかった。

　同時に俺もおかしい。イリアを強く抱き寄せたい気持ちに駆られている。いや、イリアの体を見て、抱き寄せたくないと思うほうがおかしいか。

　過酷な騎士団で鍛えた忍耐力だけが、欲望の解放を思いとどまらせていた。

　俺、頑張れ……十年、魔王軍との崇高な戦いのため、耐え抜いてきたじゃないか。できる……我慢できる！

　そんなときだった。がやがやとこの人間用温泉に、亜人たちが入ってくる。

　メッテ、人の姿のメルク、アスハ……セレスも人の姿をしていた。

「み、皆？　というかセレスまで、どうした」

「メッメー！　ヨシュア様を抱かせるっす！　あの蜜吸ったら、襲いたくなったっす！」

「蜜？　そうか、あのかき氷の蜜か！」

　メッテが集めてきたという蜜、あれを口にしてから俺も調子がおかしい。

　蜜を集めてきたメッテは蕩とろけた顔で呟く。

「そうか……子孫繁栄の蜜とは、そういう」

　昔から媚び薬やく効果のようなものは知られていた蜜だったのだろう。皆も、それで変になってしまったんだ。

　イリアは一いっ旦たん俺から離れると、彼女たちにちょっと怖い顔を向ける。

「約束……しましたよね？　温泉へは、私だけだと？」

「ずるいですよ、イリア様。あんなに顔を近づけられたら、私たちも太刀打ちできません」

　メッテの言葉に、皆、真っ裸のまま頷く。さらにメッテは、俺にだらしない顔を向けた。

「……それに、ヨシュアは私の旦だん那ななんです……ヨシュアは私の……ああ、もう我慢できない！」

　そう叫び、メッテは俺に飛びかかった。顔が柔らかなもので包まれると、皆、我も我もと俺に抱き着いてきた。

「ヨシュアはメルクの旦那さん」

「いえ、メルクさん……ヨシュアさんはアスハのです」

　もみくちゃにされる中、ああでもない、こうでもないという声だけが聞こえた。

「ああ！　ヨシュアさんは私のものです！　全員、私の顔をよく見なさい！　そして私の言う通りにするのです！」

　イリアの声が響くと、突如俺の視界が開けた。

　皆、何かから顔を背けていた。

　そんな中、俺は見てはいけないものを見てしまった。目の前には、この世のものとは思えない、恐ろしい顔をした何かがいたのだ。

　かっと見開いた目、異常に吊つり上がった口角は、まるで俺に最期の時を報しらせるかのような身の毛のよだつ形相だった。

　こいつは、神話の生き物──鬼、【般若】だ──。

「あっ……ああ……」

「よ、ヨシュア様？　お、お見苦しいものを！」

　そう言ったのは鬼のはずだった。

　でも、実際はイリアだった。いつの間にか、目の前の鬼はイリアの顔に変わっていたのだ。

　鬼が去ったことに俺は安心するが、もう遅かった。俺は泡を吹きながら、暗闇の中に沈んでいく。だがその後は全身に心地よさを感じ、まるで天国にいるかのような気分を味わうのだった。

　多分、俺は死んでしまったのだろう。
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「……うん。あれ、朝か」

　死んだと思ったが、死んでなかったようだ。なんで死んだと思ったのかも、今はよく分からない。

　ただ目を覚ますと、家の外にはいつものようにまばゆい太陽が輝いていた。

　俺の隣では、変わらぬ光景が。イリアとメッテ、メルク、アスハ、セレス、ウィズがいる。

　イリアは目を覚まし、俺に言った。

「おはようございます……ヨシュア様」

「あ、ああ、おはよう。昨日の記憶がちょっと曖昧なんだが……祝宴は大丈夫だったか？」

「はい！　皆、大いに楽しませていただきました！　私たちもなんだかんだ、仲良く楽しませていただきましたし、ヨシュア様もお楽しみいただけたようでよかったです！」

「そ、そうだったっけ？　……まあ、よかった。でも、今日からまた食料を蓄えないとな」

「ええ！　一緒に集めましょう！　ふふ！」

　イリアはニコニコと笑って、俺の手を掴つかんだ。

　あれは……夢だよな。こんな顔をするイリアが、あの鬼なわけない。

「これからもずっと一緒ですよ、ヨシュア様！」

「ああ。よろしく、イリア」

　俺はイリアの笑顔に、笑って頷くのだった。
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